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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《──チーム、『王キング』のリタイヤを確認。「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの勝利です！》

　審判アービター役のそのアナウンスが、フィールド中に響ひびき渡わたる。

　俺がぶっ飛ばした相手チームの『王キング』が、リタイヤの光で消えた直後のことだった。

　ゲームを終えて、広大なフィールド（今回は水上がメインだった）からスタジアムに転移して帰ってきた俺たち『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームを、盛大な歓かん声せいが迎むかえてくれた。

　実じつ況きようアナウンサーが叫さけぶ。

《またまた決まった────ッッ！　「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの勝利ィィィィィッ！　ノリにノッている兵ひよう藤どう一いつ誠せい選手のチーム！　連戦連勝を飾かざっておりますッ！》

　観客の声がスタジアム全体を包み込み、熱ねつ狂きようの渦うずを作り出していた。

　俺たちは手を上げて、観客に応こたえる。一層の叫きよう声せいに俺たちも驚おどろくばかりだ。

　各陣じん営えいのすべての者が参加できるレーティングゲーム国際大会が始まって、一ひと月つき以上が経過している。

　──俺たちはまたひとつの試合に勝利し、順調に勝ち星を増やしていた！




　試合を終えて、控ひかえ室に戻もどってきた俺たち『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの面々。

　補給用のドリンクを一気に飲み干したイリナが意い気き揚よう々ようと言う。

「ふふふ、連戦連勝ね。うちのチーム、勢いに乗ってるわ！」

「まあ、神クラスのチームに当たっていないのもあるとは思いますが……上級悪あく魔まクラスのチームにも勝てているのは素直にすごいですね」

　──と、ロスヴァイセさんはタオルで顔を拭ぬぐいつつ、そう冷静に返した。

　そう、この大会に参加してから、俺たちは連勝を続けている。いままで戦ってきた相手チームは、格下もいたが、プロのレーティングゲームプレイヤーもいて、決して楽な戦いではなかったが、それでも勝ち続けられていた。

　……まあ、神クラスを含ふくんだチームといまだに当たっていないのは、運が良いだけだ。当たったら、さすがに勝つのは難なん儀ぎだろう。

　テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーで、神クラスと当たった者も出てはいるからね。俺たちも試合数を重ねれば、いずれ神クラス──魔王クラスなどにも当たるだろう。それまでは勝ち星を重ねて、レートのポイントを稼かせいだほうが賢けん明めいだ。

　とはいえ、連勝ってのはチームが活気づくし、勢いもつく。テンションが上がればパフォーマンスも向上するから、良いこと尽ずくめだ。

　しかし、メンバーのなかでロスヴァイセさんをはじめ、冷静な者もいる。今回はゼノヴィアも難しい顔になっていた。

　友が勝利に浮うかれない姿をイリナも怪け訝げんに感じたのか、問いかける。

「あら、ゼノヴィア。あまりうれしそうじゃないわね」

　ゼノヴィアは息を吐はきながら言った。

「ふむ、連勝は喜ばしいことだが……経験上、こういうときは嫌いやなことが起こりやすいと思えてね」

　それはゼノヴィアが戦士時代に培つちかった経験──勘かんに近いものかな。案外、そういうのってバカにできないからな。

　実際、俺たちは仲間の勘とかで窮きゆう地ちを脱だつしたこともあったからね。

　レイヴェルもゼノヴィアの意見にうなずく。

「これからだと思いますわ。プロのレーティングゲームでも、力と勢いがある新参のチームが、序盤で連勝を続けるというのはよくある話です。けれど、中盤に差し掛かかる頃ころに変化が訪れます」

　全員が作戦参さん謀ぼうことレイヴェルに視線を集中させていた。

　レイヴェルが真剣な面持ちで言う。

「今度は、連敗を経験し始めるのです。理由は単純、どんなに奇き抜ばつなチームでも、他のチームに研究され、対策を講じられれば封ふう殺さつされますわ」

　強いからこそ、対策を立てられるってことだな。俺たちも連勝しているから、他のチームからすれば目立つだろう。

　……研究はガンガンされてるだろうな。いつ、それが表面化して俺たちを襲おそってくるかわからない。もしかしたら、次の試合かもしれない。気になる試合が次々に決まっていっているから、いずれは……。

「必勝の戦い方があっても対策はすぐに立てられてしまう。戦術プランは、いくつあっても足りないと父も言っていました」

　──と、チームの『兵士ポーン』枠わく、ボーヴァが言う。親おや父じさんであるタンニーンのおっさんもプロのゲームに参加していたっていうしな。いろいろと苦労してそうだ。

　これに普ふ段だん無口なビナー・レスザン氏が口を開く。

「ひとつの戦術が流行はやると、それの研究が盛んになり、メタを張られるわ。それはチェスも悪魔のレーティングゲームも同じことよ」

　レイヴェルも大いに同意してうなずく。

「ビナーさまの言う通りです。私たちや若手の戦い方はフレッシュで勢いに乗ってますけれど、いずれ先せん達だつに対策を立てられて、絡からめ取られる可能性は高いのです」

「しかし、そうならないための対策をレイヴェルは考えているんだろう？」

　ゼノヴィアの問いにレイヴェルは「はい」と答える。

「もちろんですわ。……しかし、残念ながら、私も素人しろうと。穴がないように考えていますけれど……プロや神クラスから見たら、弱点が見えてくるでしょうね」

　……プロと何度か戦って勝ったけど、上位ランカーとはいまだ当たっていない。レーティングゲームの上位ランカーが何名か参戦はしているんだよね。もちろん、有数のプレイヤーゆえに大会での勝利数も多い。当たれば苦戦は必ひつ至しだ。

　ビナー氏はこう付け加える。

「弱点を作られる──という可能性もあるわ。過去に完かん璧ぺきに近い運用をしていたチームが、とある選手の抱かかえていた精神的な脆もろさを相手チームに巧たくみに突つかれて、チームバランスが崩ほう壊かいした」

　弱点を作られる……。そりゃ、怖こわいな。どんな風に戦術を組み立ててくるか想像できないけど、パワー押しのうちのチームが巧みにその辺を突かれてボロボロになったら……。

『王キング』なりに首をひねりながら「うーん」と唸うなる俺だったが……。レイヴェルが、いまのビナー氏の言葉に反応した。

「ビナーさま。そのお話って、もしかして、あの方の──」

　そこまで言いかけたときだった。

「あ、あの」

　俺たちに話しかける者がいた。

　──赤いジャージに身を包んだ、金きん髪ぱつの美少女吸きゆう血けつ鬼きこと、エルメンヒルデだった。

　クリップボードに挟はさまれた記録用の用紙をレイヴェルに突き出す。

「試合用の記録、しておきました……のですが」

　レイヴェルは笑顔でそれを受け取る。

「ありがとうございます。エルメンヒルデさまの記録はキレイなので助かります」

「いえ、お願いをしたのはこちらのほうですから、どんなことでも致いたします」

　エルメンヒルデは控えめにそう返した。

　俺とデュリオのチーム、サイラオーグさんと曹そう操そうチーム、それぞれの衝しよう撃げき的な対戦カードが発表された日、兵藤家を電でん撃げき訪問してきた──カーミラ派の上級吸血鬼のお嬢じようさま、エルメンヒルデ・カルンスタイン。

　いきなり、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームに入れてくれと申し出てきたんだ。

　さすがに驚くしかなかった俺たち。事情はまだ詳くわしく聞けていないけど、どうやら、再興中の故郷を救うために俺たちのもとを訪れたようだった。

　と言っても、大事な大会だから、おいそれとメンバー入りさせるわけにもいかず、しばらく様子見として、レイヴェルが記録係を任せたのである。

　簡単にメンバーに入れられないのは、彼女の素す性じようがうんぬんよりも、危険が承知の大会であり、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの将来が掛かった催もよおしでもあるためだ。

　何より、彼女はカーミラ派の吸血鬼のエージェントでもある。ちゃんと、国から許可が出ているのかって件もある。……まあ、その辺はさすがにクリアしているようだけど。

　しかし、いきなり新メンバーを加入しても、チームバランスやチームワークを一から構築し直さなければならなくなるので、チームが勢いづいている間は、記録係として俺たちの活かつ躍やくを見てチームの動きと性格を覚えてほしいというレイヴェルなりの配はい慮りよだった。

　……確かにエルメンヒルデを無理矢理入れてチームワークが崩くずれたら、元も子もないよな。この子には悪いが、まずは練習でチームワークを整えてからだ。

　実際、チームの練習に付き合い始めてはいる。将来的にレイヴェルが彼女を入れるかどうかはまだわからない。俺がＯＫを出しても、現段階ではレイヴェルが嫌がりそうだし……。俺が無理を言えばレイヴェルも折れるだろうけど、そんなことしてもな……。

　なんてことを俺に考えさせるほどに、エルメンヒルデの以前の高圧的な態度はなりを潜ひそめていたのである！

　すっかり、おとなしくなってしまい、お嬢さま的な世間知らずの反応は日常生活で見せるが、俺たちを毛け嫌ぎらいするような、見下すような態度と雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じさせなかった。

　……こうなるほど、肝きもを潰つぶすような経験をしたってことかな。吸血鬼の国が、クリフォトに破は壊かいされてから、国の復興に尽じん力りよくしたっていうし。

　エルメンヒルデに想いを馳はせる俺だったが……その後、軽く試合の反省会をしていく。

　話し込んでいるうちにレイヴェルが腕時計を覗のぞいて、俺に言う。

「あ、時間ですわ。イッセーさま、反省会はここまでにして、お仕事をしなくては」

「おっと、そうだった。新参の『王キング』として、そっちもやらんとな」

　そう、俺は上級悪魔として、「悪魔の仕事」も始めたのだった。

　大会の試合、悪魔の仕事と、新参の上級悪魔はやることが多くて大変だ。

　俺たちは反省会を切り上げて、駒く王おう町に戻っていく──。

　俺たちにとって、大会最初の山場となるであろう相手──『天界の切り札ジヨーカー』こと、デュリオ率いる転生天使のチームとの試合は間近に迫っていた。








　　　Life.1　『王キング』やってます







　春が終わりを告げた頃ころ──。

　大会で試合をこなしつつ、悪あく魔まの仕事も開始しているなかで、三年生としての学園生活も進んでいく。

　教きよう壇だんに立つのは、三年Ｂ組の担任──ロスヴァイセさんだ。

「というわけで、球技大会が迫せまっています。クラス対たい抗こう戦は負けられませんよ！」

　気合い満々のロスヴァイセさんは、進級した俺たちのクラスの担任となっている。

　クラスの同じ班になった松まつ田だと元もと浜はまが、ロスヴァイセさんの姿を微ほほ笑えましく見ていた。

「ロスヴァイセちゃん、気合い入ってんね」

「まあ、初めてクラス受け持った手前、負けるわけにはいかないだろうよ」

　などと、松田と元浜が言う。

　俺は三年Ｂ組に属することになった。三年に進級する際、クラス替がえも行われた。

　クラス替えをしたといっても、特に代わり映ばえはしない。クラスメイトに、いつもの松田、元浜も含ふくめ、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、桐きりゆ生うと見知ったメンツだ。ただし、新たに担任教師としてロスヴァイセさんが、クラスメイトとして木き場ばが加わった！

　これは悪魔の事件あるいは『Ｄ×Ｄデイーデイー』としての有事の際、すぐに集団で動けるよう学園側が配慮してくれたおかげだ。グレモリーに縁えんのある三年を一か所に集めたのだ。

　同じように、Ｃ組には匙さじをはじめ、シトリー眷けん属ぞくの三年生が集まっている。

　ということで、三年Ｂ組として卒業まで平和に過ごしたいね！

　俺はすぐうしろの席にいる木場を振ふり返りながら言う。

「クラス対抗と部活対抗、どちらも負けていられないけど、新生オカ研は特に負けられないよな」

「そうだね。僕たちの世代になって負けたなんてこと、卒業生に言えるわけないもんね」

　木場が張り切り気味にそう言う。

　副部長としての自覚からの発言だろうけど、俺は木場の発言におかしくなり、つい吹ふいてしまった。

「な、なに？」

　俺が吹き出したことに訝いぶかしげな木場。

「へへっ、一年前の球技大会の頃は思い詰つめてたっけな、おまえ」

　聖せい剣けんに関する事件で、深刻になっていた木場。あの頃は、ボーッとしていて球技大会どころじゃなかった。

　それを思い出して、木場がかーっと赤面する。

「……それは言わないでよ、イッセーくん」

　近くの席に座るゼノヴィアが済まなそうに言う。

「私は生徒会チームで出るからな。申し訳ない」

　そうだな、ゼノヴィアはオカ研所属だけど、現生徒会のメンバーでもある。会長だから仕方ない。球技大会も会長の立場上、生徒会チームで臨のぞまないといけない。

　イリナがサムズアップしながらゼノヴィアに言う。

「全然問題ないわ！　ゼノヴィアなんて、私が倒たおしちゃうもの！」

　若じやつ干かんむっとしたのか、ゼノヴィアがイリナに挑ちよう戦せん的に言う。

「じゃあ、イリナだけは徹てつ底てい的に倒すか」

「なんですと！」

　あーあ、顔を近づけて火花を散らし始めちゃったよ。

　この二人とも一年前の事件の折に出会ったんだったな。まさか、一年後、同じクラスになって、片方は生徒会長にまでなっているなんて当時は思いもしない。思いっきり、敵同士で出会ったんだもんな……。人生、わからんもんだ。

「まあ、ぶつかったとしたら、正々堂々と勝負ってことだな」

　ゼノヴィアとイリナの様子をおかしそうに見守りながら、俺はそう口にした。

「……そうですね、負けられません」

　ぼそりとアーシアがそう漏もらす。なんだか、鬼き気き迫るというか、思い詰めたような声こわ音ねと表情だな……。

　桐生がアーシアのほっぺをむにゅむにゅさせながら訊きく。

「アーシア、妙みような迫はく力りよくついちゃってるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ら、らいひょうふれす！　う、うちょうれすから、負けられまひぇん！」

　ひぇんって……。なんか、変に気負ってる？

　そういや、最近、家でも学校でも物思いにふけることが多くなっているかもな。最後まで部室に残って作業しようとするし……。

「……そうです、部長ですから」

　──と、自分に言い聞かせるようにアーシアはそう漏らす。

「「…………」」

　これには、にらみ合っていたゼノヴィアとイリナも、心配そうにアーシアを見ていた。

「いいですか、Ｂ組ファイトですっ！　目指せ優勝っ！」

『おーっ』

　その周囲では、もう一人、妙に気合いの入ったロスヴァイセさんの声と、若干気の抜ぬけたクラスメイトたちの声が教室に響ひびき渡わたったのだった──。




　　　　─○●○─




　てな風な上級生の生活がありながらも、新たな「お仕事」風景も俺としては重要だ。

　俺たち『兵ひよう藤どう一いつ誠せい眷属』は、自分たちなりの稼か業ぎようをスタートさせていた。

　稼業──すなわち、悪魔の仕事だ。

　リアスのもとにいた頃と変わらず、依い頼らい者の願いを聞き、それを叶かなえて対価をいただく古くから続く悪魔の仕事をしていく。上級悪魔となった以上、今度は俺が『王キング』として、眷属のアーシアたちを引っ張って『兵藤一誠眷属』を運営していかねばならないわけだ。会社で言えば、俺が「株式会社　兵藤一誠」の社長ってことになる。もっと具体的に言うなら、「大だい企き業ぎようグレモリーの系列店の店長」って感じかな。

　……とはいえ、前代未聞の一年ほどでの上級悪魔昇しよう格かくゆえ、主あるじのもとでの仕事の期間も一年ほどとこれまた異例の短さであり、何もかも準備不足に陥おちいっていたのが正直な話だ。

　これが主のもとで勤続うん十年、うん百年の後に「数年後には上級悪魔に昇格できるかもしれない」って状態であれば、独立の準備も滞とどこおりなく進んだことだろう。

　勤続一年ほどで俺が主導で仕事をするなんて、「ハーレム王になってやる！」って夢いっぱいだった一年前の俺からは想像もできない出来事だ。

　しかし、主のリアスは普ふ段だんやさしいのに、こういうことに関しては鬼おにであり、

「やってみなさい。一年で上級悪魔になったのだから、クリフォトの攻こう撃げきに比べたらこれぐらい大したことないわ」

　──と、スパルタ教育でございました！

　けど、仕事の縄なわ張ばりに関しては、リアス・グレモリー眷けん属ぞくが所領している範はん囲いの三分の一を俺たちに任せてくれることとなっていた。

　……まあ、「上級悪魔に昇格！」→「独立準備！」＋「縄張り確保！」→「お仕事開始！」って、悪魔になって一年の俺に、これらを昇格後の短期間でこなせるわけないからね！

　さて、「大企業グレモリーの系列店の店長」となった俺だが、もちろん系列店なりの店てん舗ぽ──活動場所を提供してもらっている。

　仕事場は、駒王町に設もうけられていたアザゼル先生のラボのひとつだ。

　兵藤家から徒歩十分ほどのところにある学習塾じゆくの地下にそれは設けられていた。その塾、いつの間にかグリゴリが裏で買い上げていたようで、勝手に地下室を作られていた。それを譲ゆずり受けたんだ。

　塾のエレベーターに専用の顔認証システムがあり、そこに関係者であることを承認させると地下へ下りることができる。

　その日も部活動を終え、夜を待ってから、学習塾に眷属皆みんなで赴おもむく。そのまま一いつ緒しよにエレベーターに乗った。

「まだエレベーターで仕事場に行くというのが慣れないな」

　ゼノヴィアがそう言う。俺も同意見だった。

　エレベーターを下りると長い廊ろう下かがあり、そこを進むと前方にひとつ、右に三つ、左に二つ、合計六つの扉とびらが現れる。右側の部屋三つはエレベーター側から順に、シャワー室、男性用トイレ、それと女性用トイレとなっている。

　左側の部屋二つはエレベーター側から順に、倉庫、給きゆう湯とう室兼けん休きゆう憩けい室となっていた。

　そして、肝かん心じん要かなめの前方の部屋は事務所だ。扉の札には、『兵藤一誠眷属事務所』と記されている。……この札を見るの、結構好きなんだよな。

　その扉を開くと、三十畳じようほどの広々とした室内に事務所然とした事務机がいくつも並び、その上には書類やらパソコンやらが置かれ、書類棚だな、ＦＡＸ、来客用ソファにテーブルと、最低限必要なものは揃そろっている。もちろん、悪魔の仕事用に魔ま方ほう陣じんが展開できるスペースも用意してあった。とりあえず、開設したばかりで足りないものもまだあるけど、なんとか事務所の体ていは成していた。

　俺は事務所に入り、奥にある大きな机──エグゼクティブデスクこと社長机のもとに向かう。……一応、『王キング』用の机だ。俺は別に普ふ通つうの事務机でいいと言ったのだが、レイヴェルは「あり得ませんわ！」と一いつ蹴しゆうし、『王キング』らしく座ってくれとこのおっきなデスクを設置したのだった。

　……アーシアが、オカ研の部長用のデスクを持て余し気味なのが、よく理解できる。場ば違ちがいとか、自分に相応ふさわしくないのでは？──と思ってしまうよね！

　アーシア、ゼノヴィア、レイヴェル、ロスヴァイセさんがそれぞれのデスクに荷物を置き、各々活動を開始する。

　マネージャーたるレイヴェルは実質副社長みたいなもので、この事務所に来るなり、依頼がどれほど来ているか、魔方陣を通してチェックしていく。

　アーシアは自分の机に座り、レイヴェルからの指示を待ち、ゼノヴィアは自分の席で寛くつろぎ出し、ロスヴァイセさんは例の呼び出し用のチラシ作りに入っていた。

　俺も社長机に座り、レイヴェルの報告待ちだった。……まだ仕事を始めたばかりだから、書類もそんなに溜たまってもいないからな……。手持ち無ぶ沙さ汰た感はある。

　レイヴェルのチェックが終わると、各眷属に合わせた依頼者からの依頼を割わり振っていく。癒いやし系の依頼はアーシア、活動的な依頼はゼノヴィア、魔ま法ほうなどが必要な依頼はロスヴァイセさんとなっていた。もちろん、エロい依頼は来ないようにしているよ！　大事な俺の眷属だぞ、そんなこと、この俺が許すわけないじゃん！

　レイヴェルが席に着いたことを確認して、

「んじゃ、今日もがんばろうか！」

　俺が営業開始の一声を送った。

「「「はいっ！」」」「おうっ！」

　アーシア、レイヴェル、ロスヴァイセさんが「はい」と、ゼノヴィアが「おう」と答えるのが、営業開始のお決まりになりつつある。

　すぐにレイヴェルが仕事の割り振りを報告する。

「──と、今夜はこういうスケジュールで行きます。では、皆みなさま。よろしくお願い致いたしますわ」

　レイヴェルの報告が終わると、俺の眷属たちがチラシに願いを込めたヒトのもとに魔方陣を介かいしてジャンプしていく。

　俺はそれを見送り、眷属が帰ってきたら、報告を聞いて、書類に書き記していくのが主おもな仕事。リアスもしていたこの生業なりわいでの『王キング』のお勤つとめだ。

　レイヴェルは基本記帳係だが、願いに応じて依頼者のもとに転移することもある。

　俺もたまにだが出張することがあった。大たい概がいはアーシアたちで十分なんだが、リアスのもとで仕事をしていた頃にお世話になっていた森もり沢さわさんやミルたんをはじめ贔ひい屓きにしてもらっていたお客さんは、俺目当てってことも多く、引き続き、俺が担当している。

　いまだに「チャリで来てくれ」って指示もあって、『王キング』になってもなお俺は自転車を漕こいでお客さんのもとに向かっていた。ま、悪あく魔まになって一年ぐらいじゃ、悪魔としては見習いっちゃ見習いだから、現在の位はともかく、初心は忘れないほうがいいよね。

　あ、系列店として運営を開始しているけど、あくまでリアスの縄張り内での活動なので、あちらの仕事とダブルブッキングしないよう互たがいに連れん絡らくを密に取っている。系列店にとっちゃ、あっちは本店にも等しいので、当然ながらリアスの采さい配はいに頼たよることもままある。

　──と、このような感じでいきなり始まった俺の「悪魔の仕事」は形にはなっていた。

　……ヘマしないよう細心の注意を払はらわないとな。まだ俺はリアスから完全な独立をしたわけじゃなく、縄張りの三分の一を任されたに過ぎない。

　……遠くない将来、俺は俺だけの縄張りを得て、そこでこの仕事を続けていかなければならないんだよな。そこは駒く王おう町じゃないところだろう。いや、もしかしたら、ここから近いところかもしれない。でも、遠いところになる可能性もある。

　人間界での縄張りのゲットって、冥めい界かい政府と、グレモリー家の承認、最後に主であるリアスからのＯＫを得て、各お上かみの判断で用意したところを任されるってことらしいんだけど……。

　さて、俺がそれを得られるのはいつになるやら。……準備が整わないうちに報告されるのはカンベンかな。さすがに大学卒業までは、駒王町ここに住みたいぞ。

　でも、お上に命じられたら、そうも言っていられないのかな……。状況の変化に時たま不安になる俺だった。

　うーんとあれこれ考えながら首をひねる俺に声がかけられる。

「『王キング』よ、コーヒーです」

「お、ありがとう、ボーヴァ」

　コーヒーをくれたのは──ボーヴァ・タンニーンだった。

　ボーヴァ（ミニドラゴン状態）はここで作業を手伝ってくれている。一応、俺の臣下ということで、俺や眷属のサポートに徹てつしてくれていた。

　悪魔の仕事中、俺や眷属を第一に考えてくれているのは確かで、細かな気配りもしてくれて大変助かっている。足りなくなった物資をすぐに補ほ塡てんするために動いてくれるついでにお菓か子しやお茶まで買ってきてくれるからな。

　……冥界で「破は壊かいのボーヴァ」と呼ばれてるなんて、噓うそのように思える働きぶりだった。

　レイヴェルから聞いた話では、冥界時代、手当たり次第に強つわ者ものに喧けん嘩かをふっかけていたようだ。特に父親や上の兄弟と比べられることを何よりも嫌きらっていると耳にしていた。

　……ボーヴァから言ってこない限り、その辺りは触ふれないようにしている。ま、一応、情報として、タンニーンのおっさんのご長男は、嫡ちやく男なんとして文武優ゆう秀しゆうであり、領民からの支持も厚い。次男は、研究者として冥界で名を馳はせており、普段は人間態で過ごし、魔ま王おう領の専門機関で役職に就ついているそうだ。

　レイヴェルはボーヴァが父親や兄弟にコンプレックスを抱いだいているのは間ま違ちがいないと言っていたが……。俺には兄弟がいないし、父親も普通のヒトだから、肉親にコンプレックスは感じたことないな……。その点では幸せ者なんだろうか。

　ただ、気になるのは──ボーヴァが俺のどこを見て知って臣下になろうと決断したのか、かな。まだ詳くわしくは訊きいてないんだよね。いや、臣下にしておいて、その辺を訊いてないのも『王キング』としてどうよ？　とも思うんだが……。

「俺のどこが気にいったんだい？」

　なんて、キザに自じ慢まんげに訊くのは俺のキャラじゃないしさ。訊けば答えてくれるだろうけど……。自然と、そのときが来たらさらりと訊ければいいかなって。

　新眷属と大会参加チームメンバーを募ぼ集しゆう中＆探たん索さく中のいまなら、その機会もそう遠くはないはず……。

　などと初の臣下に思いを馳せながら、仕事は進む。

　数時間後──。

　最初に魔方陣から戻もどってきたのは、ゼノヴィアだった。手には対価の一品。

「帰ってきたぞ。お客からヴィンテージものの時計の置物をもらった。イッセー、レイヴェル、確認を頼たのむ」

　レイヴェルが受け取り、対価を確認し始める。

「お疲つかれ様でした。どれどれ……確かに年代物そうですわね。鑑かん定てい士しに回してみますわ」

　対価は専用の機械である程度の値段は計れるけど、きちんとした鑑定は専門の鑑定士にも回す習わしだ。少なくともグレモリーではそうしていた。

　すると、今度はロスヴァイセさんが帰ってくる。

「こちらも帰き還かんしました。何やら、レアなゲームソフトらしいのですが……」

　レイヴェルはロスヴァイセさんの得た対価もチェックしていく。

「お疲れ様です、ロスヴァイセさま。はい、こちらも専門の鑑定士に回しましょう。あ、イッセーさま、見られます？」

　俺がゲームソフトに関心があると踏んで、レイヴェルが訊いてきた。実は興味があったので、さっそくロスヴァイセさんの対価を見る。……俺が子供の頃ころに少しだけ有名だったゲームソフトだ。

「あー、このソフトかー。確かにレアって聞いたことあるかも。ま、鑑定士に回そう」

　ということにした。こういう対価は眷属のものにしてもいいらしいけど、グレモリー眷属では対価はきちんと全部、グレモリー本家の倉庫に送っていた。俺もそれに倣ならい、対価はグレモリー本家に送る。

　後々、鑑定された分のお金が『兵藤一誠眷属』名義の口座に入金されるんだ。他の悪魔の一族はどういう風に営業しているかわからないが、俺のところ──グレモリーではそういうシステムだ。

　あ、一応、この事務所の設備費は、俺が悪魔稼か業ぎようや「おっぱいドラゴン」の印税で稼かせいだお金から出したよ！　預金が巨きよ額がくだったため、グレイフィアさんに管理してもらっていたけど、これに関しては使用を解禁してもらい、備品を俺の金で用意できた。……感無量だったな。

　ちなみに口座を久しぶりに確認したら、見たこともない数字が並んでいて……。

　うん、まあ、非常時に陥おちいっても俺の眷属の生活は、当面の間、余よ裕ゆうで守れるかなって。

　そう思っていたとき、三度目の魔方陣が光る。帰ってきたのはアーシアだ。

「……いま帰りました」

　対価であろうフランス人形を抱だきしめていたが……。心ここにあらずといったふうに何やら考え事をしている様子だった。

「お疲れ様です、アーシアさま」

　レイヴェルが対価を受け取ろうとするが……アーシアが気づかずに横を素通りしてしまう。

「アーシアさま、アーシアさま！　依い頼らい者からの対価をお願い致しますわ！」

　レイヴェルが呼び止め、

「はぅっ！　す、すみません！　渡わたすの忘れてました！　こ、これですぅっ！」

　アーシアも気づき、急いで人形をレイヴェルに渡した。

「うっかり屋さんだな、アーシアは」

　俺はそう言うが……友人であるゼノヴィアはアーシアの姿を心配そうに見ていた。

　全員がいったん戻り、一息ついているときだった。レイヴェルが俺のもとに来て、耳打ちしてくる。

（あの、イッセーさま）

「ん？　どうした？」

　レイヴェルがちらりとアーシアのほうに視線を送る。

（ちょっと、アーシアさまのことでご相談が……）

　……どうやら、ここでは話しにくいことがあるようだ。

　俺はレイヴェルと連れ立って、事務所を出、倉庫にて、密談を始める。

　レイヴェルが開口一番に言った。

「その、まことに言いにくいのですが……お客さまからのアンケートにアーシアさまのことが書かれていまして……」

　レイヴェルがアンケート用紙を取り出した。依頼を終えたお客さんからのアンケートが書かれた貴重な資料だ。

　俺はそれに視線を落とす。

　……そこには、アーシアの仕事ぶりに関してのアンケートが記されていた。

　俺がアンケートを確認しながら言う。

「うーん、なるほど。アーシアの様子がおかしいと」

　そう、アンケートには、アーシアが依頼を受注中に難しい表情で考え事をしていたり、無理そうな願いを聞き入れて結局失敗してしまうといった、普ふ段だんのアーシアらしからぬ様子が書かれていたのだ。

　レイヴェルも心配そうに言う。

「お客さま的に、不満というよりは心配の声が多くて……このことを直接アーシアさまにお伝えするのもどうかと思いまして……」

　確かに。そんなことを言ったら余計気にして、気合いが悪い意味で一層入ったり、意い気き消しよう沈ちんしてしまうかもしれない。依頼自体は最終的に願いを叶かなえているし、結果としては悪くはないんだが……。

　当面、お客さんが心配して、呼ぶのを遠えん慮りよしちゃうかな……。しかし、アーシアを心配してくれるヒトたちばかりで安心した。

「力りきみすぎているのかもな。部活のときもそれは見られたことだし」

　そう、家での生活でも、オカ研での活動中でも、なんか妙みように気合いを入れていた。部室でおこなった球技大会の部活対たい抗こう戦についての話し合いも鬼き気き迫せまっていたしな。

「負けません！」「勝ちます！」って、アーシアらしからぬ力の入り方だった。……ここ最近、オカ研の部長として、必要以上に力みすぎているように思う。

　レイヴェルが頰ほおに手を当てながら判断に困っていた。

「新しい環かん境きようで戸と惑まどっているのでしょうか……。スケジュールを調整すべきかもしれませんが……アーシアさまの力みようを否定するような言葉と対応は、かえってショックを与あたえかねませんし……」

　それに加えて、レイヴェルにとっては学校の先せん輩ぱいだもんな。言い出しづらい面は多分にあるだろう。

「部長としての振ふる舞まい方、部活動の在あり方を模も索さくしているのかもな」

　俺はそう漏もらした。おそらく、そういうことなのだろうと思う。

　これに関してはアーシア自身が乗り越こえてくれないといけない部分もあるが……そうとはいえ、俺のかわいいアーシアちゃんの悩なやみ事だし、無視なんてできようはずがない！

　俺もそれとなくフォローしていかないといけないし、現オカ研副部長の木場やゼノヴィア、イリナ、それに前部長のリアスとも話し合って、アーシアを盛り上げてあげたい。

　何よりも重要なのは、アーシア自身が成長してくれること、かな。

　俺もこの力に目覚めてから「赤せき龍りゆう帝てい」を求められ、振る舞おうとしてきた。失敗もあったし、痛い目にも遭あった。けど、いまのところ俺なりの「赤龍帝」でここまで乗り切ってきている。

　アーシアも「部長」を求められているし、自身も振る舞おうとしている。ただ、リアスを目標にしたとしても、リアスになろうとするのは違ちがうだろうな。アーシアはアーシアだ。

　アーシアなりの「部長」を確立してほしい。しなきゃいけない。そのためなら、俺はなんでもするさ。アーシアがいままで俺を支えてくれたようにね。今度は俺が支える番ってわけだ。

　──ってことを、機会を見てアーシアに話そうと思ってる。

　ゼノヴィア、イリナも気づいてるだろうから、まずはあの二人と相談してみるかな。

　……また首をひねる俺。うーん、『王キング』になる前後から、悩むこと多くなったな。一年前のように「ハーレム王！　おっぱいいっぱい夢いっぱい！」とスケベ心だけで動いていた俺が懐なつかしい。

　いや、いまの俺もおっぱい大好きだ！　ハーレム王だって目指しているよ！

　でも、立場が変われば、考えることが多くなるのだった。……それが、上級悪あく魔まになるってことなのかな。

　レイヴェルが悩む俺を見てクスリと小さく笑った。

「ご眷けん属ぞくのことで悩むのも上級悪魔の仕事ですわ。逆に悩まない『王キング』のほうが問題があります」

　そんな『王キング』にだけはならないさ。アーシアやレイヴェルたちは、せっかく俺のもとに来てくれたんだ、俺ができることは最大限やってみる。

「アーシアのことは、皆みんなでフォローしてあげよう。ってことを、あとで皆にも伝えようか」

「わかりました」

　レイヴェルの同意も得られたことで、密談は終わる。いやー、レイヴェルが気の利きくマネージャーで本当に助かる。こりゃ、一生頭が上がらないだろうな……。

　二人で倉庫から事務所に戻ると、ゼノヴィアがお菓か子しをポリポリ食べながら言う。

「倉庫での卑ひ猥わい事は終しゆう了りようか？　あそこを使うとは考えたな、レイヴェル」

　などと言ってきやがる！

　途と端たんに俺もレイヴェルも顔を真っ赤にした！

「バ、バカっ！　俺とレイヴェルはそういうことをしていたわけじゃ……っ！」

　ロスヴァイセさんが真っ赤っ赤な顔で言う。

「仕事中にエッチなことを!?　そういう不真面目まじめな態度もこの職場ではアリなのですか!?」

　アーシアもこれには食いつき目をうるうるさせていた！

「イッセーさん！　お家ではダメなのですか!?　こ、これではどこでイッセーさんとごにょごにょ……すればいいかわかりませんっ！」

　いや、それは家のほうがいいと思いますよ！　ていうか、例のドアノブで不意打ちは止やめてちょうだい！　あれは事前に報告してくれたほうが遥はるかにうれしいよ！

　隣となりのレイヴェルもあごに手をやって得心するようにうなずいていた。

「なるほど、倉庫という手もあるわけですね。これは盲もう点てんでしたわ」

　レイヴェルちゃん!?　そ、倉庫に変な利用法を付け加えようとしてませんか!?

　ボーヴァはなぜか号ごう泣きゆうしていた。

「我が『王キング』は職務の時でもご眷属とのスキンシップを忘れぬとは！　このボーヴァ、いたく感かん銘めいを受けましたぞ！」

　どうしようもねぇな、俺の眷属と臣下は！　俺がエロエロだから、眷属も臣下もそこには寛かん容ようってやつなのかな!?

　だが、倉庫か……。アリなのかもしれないっ！　い、いやっ！　せっかく休きゆう憩けい室もあるんだ。できればそこでアーシアちゃんをはじめ、ゼノヴィア、レイヴェル、ロスヴァイセさんと眷属同士の交流を──。

『イッセーさん……「王キング」のお慈じ悲ひを……』

『さあ、「王キング」の子を私に産ませてくれっ！』

『……マネージャですもの、深くマネージングさせていただきますわ』

『……しょ、職務怠たい慢まんです！　で、でも、たまにはオフィスラブもいいですよね……』

　……ぐふふっ！　考えようによっちゃ、最高にいい職場かもしれない！　そうか、これが俺だけの城かっ！　店長、社長、素敵だなっ！

　アザゼル先生！　先生が残してくれたこの元ラボ！　広く、エロく、活用できればと思っていますッッ！

　などとエロ妄もう想そうをしていたら、

「お、お茶を淹いれました」

　給湯室からトレイに乗せたお茶を持って現れた者がいた。

　──エルメンヒルデだった。

　今日は駒王学園の女子の制服を着ている。俺たちと行動する以上、同じ格好のほうが都合がいいからだ。人形のように整った顔立ちとスレンダーな肢し体たいが馴な染じみの制服を着ていると、ギャップがあって新しん鮮せんだ。

　エルメンヒルデは、俺たちの仕事も手伝うということで落ち着いていた。なんでも、何もせずに兵藤家にいるのが、嫌いやなようだ。

　そう、彼女も兵藤家にホームステイすることになった。ま、異い形ぎよう側の女の子が住むなんて今いま更さらかもしれないが。そのため、厄やつ介かいになる以上、何かしら手伝うと言い張って、ここでお茶くみや書類の整理を手伝ってくれている。

　彼女はギャスパーやヴァレリーのように日中平気なデイライトウォーカーではないため、普段はフードを深く被かぶり、肌はだの露ろ出しゆつをできるだけ控ひかえる格好だが、いまは夜のため、学校の制服でも問題ない。

　……ハーフは太陽の下が平気で、純血の吸きゆう血けつ鬼きが苦手って、なんだか複雑な話だが……真祖に近いほど、そういうものなのかな。

　むろん、住む部屋も地下となった。休日の昼間はあまり上に上がっては来ない。日に当たっても即そく死しするわけではなく、著いちじるしく能力が低下するだけのようだが……。グリゴリに頼たのめば、解決する技術を提供──または開発してくれるかな。今度相談してみるか。

　そんなエルメンヒルデがトレイにお茶を載のせて、皆に配ってく。

「ああ、ありがとう、エルメンヒルデ──って、危ない危ない危ないッ！」

　俺はエルメンヒルデの動きを見ていてついつい声を上げてしまった。

　エルメンヒルデときたら、こういうことをするのが苦手らしく、今回もトレイをぷるぷると振るわせながら忍しのび足で室内を巡めぐっていく。

　毎回、こんな調子なんだよね！　お茶の淹れ方はともかく、生きつ粋すいのお嬢じようさまだったエルメンヒルデがお茶を配るなんてことを経験しているはずもなく、トレイに乗ったお茶を配るのも一苦労している！
















　そのくせ生来の気位の高さもあり、俺たちの厚意を突つっ張ぱねることもある。

「こ、これぐらい、大したこと、ありま……せんっ！　わっ、わわわわわわわっ！」

　──と、言い張った直後、足がもつれて体勢を崩くずし、あわやトレイの上のお茶が全部飛んでいくという展開がっ！

　しかし、その刹せつ那な──ゼノヴィアが何もない空間から、聖せい剣けんエクスカリバーを瞬しゆん時じに取り出した。

「ふんっ！」

　聖剣を持って念じると──投げ出されたトレイと湯ゆ吞のみ茶ぢや碗わんが、その場で一時停止されたかのように宙に浮ういたままとなる。

　ゼノヴィアは剣をゆっくりと動かす。それに合わせて、トレイと湯吞茶碗も宙を移動して、空いているデスクの上に見事たどり着く。

　ゼノヴィアはすぐに聖剣を亜あ空間にしまうと、息を吐はいた。

「ふーっ、落ちないでよかったな」

「す、すみません……」

　これにはエルメンヒルデも素直に謝った。

「ゼノヴィア、いまの、支配の力か？」

　俺がいまのゼノヴィアの妙みよう技ぎについて訊きいた。

　ゼノヴィアがうなずいた。

「うん、これぐらいならそこそこ使えるようになってきた。成功すれば、だが」

　ゼノヴィアはずっと、統合されたエクスカリバーの力──七つの特性を使いこなそうと研けん鑽さんを積んでいたからな。ただ、相あい性しようもあるようで、苦手な特性は習得が厳きびしいようだった。

　特に「支配」の力は一番難しいとされていたのに……こんな普ふ段だんの出来事でも応用が利くようになっているなんて……。

　ゼノヴィアがレイヴェルのほうに視線を向けて苦笑していた。

「うちの『僧侶ビシヨツプ』殿どのから、厳しいメニューを課せられているからね」

　レイヴェルも続く。

「条件が揃そろえば、どうにかなるかもしれませんし、少しでも扱あつかえるようになれば私たちの武器になりますので。ゼノヴィアさまに特別メニューをこなしてもらっているところです」

　レイヴェルの特別メニューか。実は俺も課せられているんだよな。

　ていうか、チームメンバーのほとんどがレイヴェルに「新たな手」を提示されて、それができるか試してほしいと頼まれていた。

　レイヴェルったら、本当におもしろい方法を思いつく。まさか、そういう手段を相談してくるなんてさ。まあ、叶かなったら、どいつもこいつも度ど肝ぎもを抜ぬかすだろう。

　無事だったお茶をどうにか配り終わったエルメンヒルデが椅い子すに座り、息を吐く。

　ゼノヴィアがお茶を一口飲んだあと、言った。

「お茶くみは苦手か？　って、戦うのと食べるのが専門の私が言える立場じゃないが」

　エルメンヒルデが控えめに言う。

「……い、家では使用人が全部やってくれましたので……」

　だろうな。悪魔もそうだけど、上流階級では、基本使用人が雑務をこなしてくれるよね。

　レイヴェルはお茶をいただきつつ、同意する。

「貴族ならばそれは仕方ありませんわね」

「でも、レイヴェルはお菓子作れたよな？」

　俺がそう言う。貴族育ちとはいえ、レイヴェルはケーキ作りが得意だ。いまでも時折暇ひまを見つけては手作りのケーキを振ふる舞まってくれていた。木場の作るチーズケーキが当面のライバルだそうだ。木場のチーズケーキは絶品だもんな。

　レイヴェルが続けてこう言う。

「冥めい界かいにはお料理が趣しゆ味みの貴族の娘むすめが結構いましてよ？」

「そういえばそうか。リアスもソーナ先せん輩ぱいもできるからな」

　リアスも家で料理してくれているし、ソーナ先輩も……い、一応、料理できるもんな。

　案外、俺の周囲にいる悪魔のお嬢さま方は、使用人がいなくても日常生活を自分でこなせているよね。

　エルメンヒルデは、

「…………覚えます！」

　プライドが少し傷ついたのか、力強くそう答えた。

　ゼノヴィアは続けざまにこうも言う。

「というより、エルメンヒルデは何もないところで転びそうになるように思える。その点はアーシア以上だ」

　あー、確かに。言われてみると、家でもよく何かに躓つまずきそうになっていたかもな。うっかり度はアーシア以上かも。

「……それはっ！」

　エルメンヒルデは抗こう議ぎしようとするが、途端に声のトーンを落とした。

「……長い目で見ていてください」

　……思い当たるところはあるようだ。

　初対面ではあんなに高圧的で攻こう撃げき的だった典型的な純血の吸血鬼が……意外な面を持っている。……普段、共に過ごさないと見えない面って本当にあるよな。

　そんなこともありつつ、俺たちはその日の仕事を続けていく。

　そろそろ終業時間って頃ころ合あいに、レイヴェルが時計を見ながら言った。

「イッセーさま、キリのいいところで切り上げましょう。このあと──」

「ああ、そうだったな」

　そう、俺たちはこの日、顔合わせをすることになっていたんだ。

　それは──後日試合をすることになっている、デュリオ率いる『御使いブレイブ・セイント』のチーム、『天界の切り札ジヨーカー』との会合だった。




　　　　─○●○─




『天界の切り札ジヨーカー』との顔合わせの場所は──兵藤家ということになっていた。教会関連の施し設せつでも良かったのだが、お互たがい配はい慮りよしあって、なかなか場所が決まらなかったので、思い切って『Ｄ×Ｄデイーデイー』の集合場所のひとつになってしまっている兵藤家ということにして話を収めた。

　なぜ、会合を開くかというと……良い機会だし、いまだ自己紹しよう介かいをしあっていない『御使いブレイブ・セイント』の主力と、あらためて対戦前にあいさつをしようということになったからだ。

　他のグレモリー眷けん属ぞくやリアスのチームメンバーとも一いつ緒しよにあいさつをしたかったのだが、生あい憎にくとあちらは試合が近く、いまは深夜の練習をしているらしかった。

　彼女たちは彼女たちで、また今度『御使いブレイブ・セイント』の主力とあいさつを交わすそうだ。つまり、今回は俺たち兵藤一誠眷属こと『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームとデュリオたちだけの会合となる。

　地下の魔ま方ほう陣じんを通して彼らを招き入れて、兵藤家上階のＶＩＰルームで一堂に会する。

　長いテーブルを囲んで、両側にそれぞれのチームが並んで座った。

　俺が奥に座ると、対応するようにあちらの『王キング』──デュリオが対面に座る。俺の隣となりに座ったのは『女王クイーン』ではなく、レイヴェルだった。『女王クイーン』枠わくならいるけど、眷属としての『女王クイーン』はまだ不在だ。

　ちなみにその『女王クイーン』枠たるビナー氏だが、今回は来てくれていた。普段はチーム全員での練習時以外、顔を出さない。……まあ、素す性じようを知る俺からすれば、そう簡単に来られるはずないよなって話だが。ビナー氏は目立たぬよう端はじっこに座るが……仮面を被っているので、逆に悪目立ちするんだけどね。

　さて、お互いのチームを紹介しあうということだが、あちらはフルメンバーがここに来たってわけではなく、どうやら、四大セラフのＡエースと代表的な選手のみのようだ。

　あと、『天界の切り札ジヨーカー』チームの監督も来るということだったが……。そう、彼らは俺たちと違ちがい、チームの監督を別べつ枠わくで雇やとっていた。ルール上、それは全然問題なく、プロのレーティングゲームでも監督を雇っていいそうだ。

　ま、プロのほうは、監督は雇わず、『王キング』として自分でチームを指揮することが常になっているそうだけど。俺も監督の話なんて後々になって知ったぐらいだし、レーティングゲームにとってはマイナーな規定のようだ。

　それにプロはプレイヤーに貴族も多いし、「監督なぞいらん！　私が指揮するからいい！」って傲ごう慢まんなタイプばかりって話だからね。

　監督を起用するって概がい念ねんが浸しん透とうしないのは、プレイヤーの総人口がすごく多いってほどでもないのが、原因のひとつだとリアスが言っていたかな。あと、悪魔は長命で、肉体年ねん齢れい的にも歳を取らないし、生しよう涯がい現げん役えきを貫つらぬけるのも大きな原因だとも。

　そりゃ、生涯現役なら、引退して監督業をやりたいって思うプレイヤーも出てこないよな。……案外、その辺りもレーティングゲームの問題点なのかもね。

　そんななか、国際大会でも監督を雇えるというルールを定め、実際に悪魔以外の参加チームがゲームをよく知る者を監督に呼ぶケースが出ている。

　そして、『天界の切り札ジヨーカー』チームも、とある有名なプレイヤーを監督に招き入れた。それもあるのか、彼らのチームも俺たち同様、連戦連勝している。

　……神クラスとはいまだ相対していないようだけど、神話に登場する魔ま物もの混成の強きよう豪ごうチームに、彼らは完勝していた。

　その監督は、俺でも顔と名前を知っているぐらいで、初めてその情報を聞いたときは驚おどろいたっけな。レイヴェルも大いに警けい戒かいしている。

　その監督は……遅おくれて来るそうだ。

　先に始めておいていいとのことで、さっそくお互いの紹介がスタートする。レイヴェルからは会合に臨のぞむに当たって、先に言われたことがある。

『イッセーさま、皆みなさま、今回の顔合わせは戦術的駆かけ引きをする場面もあるかもしれません。和なごやかな会合の水面下では、相手チームとの情報戦が始まっていると思ってもらってもかまいませんわ。何せ、相手チームの監督があの方なのですから』

　これに対してはイリナは、

『もう、天使たちからのただのあいさつよ、あいさつ。そんなに堅かた苦くるしいものにはならないって』

　と言ってはいたが……。レイヴェルの意見も無視できないし、一応警戒はしておこうかな。とはいえ、イリナが言うように、共にクリフォトと戦ったデュリオを始め、シスター・グリゼルダさん、『御使いブレイブ・セイント』のメンバーなのだから、堅苦しすぎるのも野や暮ぼだろうさ。

　さて、まずは俺たちからのあいさつだ。

「えーと、俺が『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの『王キング』、兵藤一誠──」

　そんな感じで、俺から紹介は始まり、こちらのほうが先に全員自己紹介を終える。

　次に『御使いブレイブ・セイント』側の紹介となる。まあ、なんとなく顔だけは知ってるし、各Ａエースや主要メンバーの情報はクリフォトの抗こう戦せん時にざっくりと教えてもらったんだよな。

　イリナが立ち上がる。彼女も『御使いブレイブ・セイント』の一員で本来ミカエルさんのＡエースだが、今回のあいさつは国際大会準じゆん拠きよということで、こちら側の席に着いていた。

　イリナが彼ら『天界の切り札ジヨーカー』チームに手を向けて言う。

「イッセーくん、彼らが『御使いブレイブ・セイント』の主要なメンツであり──」

「『天界の切り札ジヨーカー』チームだよ、イッセーどん」

　そう続けたのは、相手チームのリーダー──『王キング』であり、俺の真っ正面に座るデュリオだった。

　次いで順に転生天使側の紹介が始まる。

　すっと立ち上がるのは、髭ひげが似合う彫ほりの深い面おも立だちをした、黒くろ髪かみの長身男性だ。神父の服装で、ガッシリした体格の……確かドイツ人だっけ。情報では、年齢は三十代半ばほどだったはず。

　彼が手の甲こうをこちらに向けると、Ａエースの文字が浮うかび上がる。

「はじめまして、皆さん。私はディートヘルム・ヴァルトゼーミュラー。ラファエルさまの『Ａエース』を任されております。以後、お見知りおきを」

　話し方といい、立ち振ふる舞いといい、紳しん士しを思わせるダンディな男性だった。

　ディートヘルムさんの姿をアーシアがしきりに気にしていた。実は、この方の能力──神器セイクリツド・ギアに起因している。

　ディートヘルムさんもそれに気づき、和やかな笑みを浮かべた。

「シスター・アーシア。あなたとは似た能力を持つ者として、一度、お会いしたかった」

「は、はい！　私もです！」

　──と、緊きん張ちようの面おも持もちでそう返すアーシア。

　その通りで、情報ではディートヘルムさんの神器セイクリツド・ギアは、回復の能力！　ただ、アーシアのように誰だれでもというわけではなく、信徒──天界に準ずる者限定の回復のようだが。

　まあ、限定的な回復だからこそ、神器セイクリツド・ギアシステムに弊へい害がいを生まず、アーシアのように追放されなかったんだろうけど……。神器セイクリツド・ギアシステムの改善は進んで欲しいもんだ。

　次の転生天使は──元気に立ち上がる、俺たちと同い年ほどの少年神父。ハリネズミみたいな尖とがった金色の髪が特とく徴ちよう的だった。

「俺はネロッ！　ネロ・ライモンディさっ！　ウリエルさまの『Ａエース』だッ！　趣しゆ味みは困っている人たちを救うこと！　特技は悪魔と吸きゆう血けつ鬼きをぶっ飛ばすことだぜッ！」

　──と、まあ、悪びれもせず、快活に大声で言ってくれる！　皮肉とか、悪態ってふうではなく、あくまで素の調子だろう。

　隣でディートヘルムさんが片かた眉まゆを吊つり上げていた。

「……ネロ、目の前の方々にそんな物言いでどうする？」

　年長者からたしなめられるが、本人は気にすることもなく腰こしに手をやりながら、豪ごう快かいに笑った。

「ハハハハハハ！　細かいことは言いっこなしだ、ディートヘルムの旦だん那なっ！　まあ、そちらの皆さんも気にしないでくれ！　要は悪いもの退治が得意ってことで、ひとつ覚えておいてくださいな！」

　少年神父──ネロはゼノヴィアのほうに顔を向けて、手を挙あげる。

「よっ、ゼノヴィア！　直接会うのは久しぶりだなっ！」

「……ああ、元気そうだな、おまえは」

　ゼノヴィアと知り合い？　って、教会の戦士同士なら会っていても不思議じゃないか。となると、名前的にもイタリア出身か。ただ、とうのゼノヴィアはため息を吐ついていた。

「知り合いか？」

　俺が訊きく。

「ま、教会で戦士をしていれば、ヴァチカン直属だったこいつやデュリオ・ジェズアルドのことは嫌いやでも知ることになるさ」

　そりゃそうだ。実力者同士なら、組織内での噂うわさを耳にするだろうし、時には会うこともあるだろう。

　テンション高めのネロは懐ふところから何やら取り出す。──ヒーローものの覆面マスクだった。

　彼は、嬉き々きとして覆面を紹介し始める。

「これは『キャプテン・エンジェル』っ！　どんなときでも絶対に引かないチビっ子たちの味方さ！　俺のもうひとつの姿だっ！　ぜひとも『乳龍帝おっぱいドラゴン』と対決……いや、共演したいところだぜッ！」

　キャ、キャプテン・エンジェル……試合の中継で何度も見たぜ。天界もヒーロー的なものに手を出したとか聞いたな。

　イリナが言う。

「以前にも話したかもしれないけど、イッセーくんの『おっぱいドラゴン』を受けて、天界でも信徒たち向けのヒーローがいてもいいかもーってなったの。それで、ネロが手を挙げたのよね」

　続けてデュリオもこう言う。

「フォローするわけじゃないけど、結構うちのところの子供たちにウケてるんだよね」

「デュリオッ！　そこはもっと大おお仰ぎように言っていいんだぜっ！　目指せ『おっぱいドラゴン』ッ！　超こえろ『おっぱいドラゴン』ってやつさッ！　てな感じでよろしく、『おっぱいドラゴン』ッ！」

　ネロが俺にそう告げてくる。俺もそのテンションに気け圧おされて「あ、ああ」と答えるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　ほ、本当、元気だな、こいつ。ゼノヴィアがため息を吐いたのも、あの元気さに付いていけないからかな。ゼノヴィアも結構豪快なところがあるけど……終始テンション高めそうなネロはさすがに面めん倒どうくさいようだ。

　元気な少年神父の次は──黒いシスター服を着た美少女さんっ！　俺がずっと気になっていた女の子だ！　こちらもネロ同様、年齢は俺たちと同じぐらい。この子のことは知っているぞ、名前はミラナさんだったはず！　ロシア出身だったよな！　灰色がかった青の瞳ひとみが、とてもキレイだね。頭に被かぶったベールから灰色がかったアツシユブロンドが見える。

　自分の番になったからか、頰ほおを赤く染め、恥はずかしがりながらシスターさんが言う。

「……わ、私はミラナ・シャタロヴァ……ガブリエルさまの『Ａエース』をしております。……いちおう、正教会でシストラをしています。よろしくです……」

　……ああぁぁああぁああ、声までめっちゃかわいいじゃないか……っ！　絶対正義たるガブリエルさんのＡエース！　こんなにかわいい子だなんて最高じゃないかっ！　ロシアの妖よう精せいは実在したっ！　ちなみに「シストラ」って、正教会でのシスターを意味していたはず。

　しかしながら、ぐふふ……ガブリエルさんの『御使いブレイブ・セイント』って、全員女性だと聞いているぞ！　しかも、Ｑクイーンのグリゼルダさんと、このＡエースのミラナさんを始め、美女美少女揃ぞろいと聞く！　素晴らしいよね！　ぜひ、全員とお知り合いになりたいもんだぜっ！

　内心で興奮してしまっている俺に、ダメ押しとばかりにデュリオが言う。

「ちなみにミラナはとっても胸が大きいって、女性転生天使の間でも有名なんだよね」

　──ッ！　強きよう烈れつな情報を得た俺は、瞬しゆん時じに視線がミラナさんの胸むな元もとにいってしまった！

　体型を隠かくしてしまうシスター服の上からでは計測できないが……クソッ！　元浜の技をラーニングするのをまた失念していたっ！　断続的に発生する悪者襲しゆう来らいや、俺自身の変化が続いたせいか、奴やつのスカウター技術を習得できていないっ！

「あぅっ」

　ミラナさんは、かわいい声と共に反応遅おそめに両手で胸元を隠してしまった。特に怒おこる気配もなく、恥ずかしがりながらの反応だっ！　新しん鮮せんだっ！　こんな恥ずかしがり屋な反応は本当に久しい！

　うちにいる女性陣じんは開放的で素晴らしいけど、こういうウブな反応も男としては大変喜ばしいものでして……ッ！

「デュリオ、それはセクハラになりますよ？」

　グリゼルダさんからのツッコミがジョーカーに入ったのだった。

　……と、何か、視線を感じたので、気配のするほうに顔を向けると──。

「…………」

　頰をかわいく膨ふくらませるアーシアちゃんの姿がっ！　視線で「私もシスターでした」と訴うつたえかけているようだった！　いや、そうなのだろうっ！

　わかっているよ、アーシア！　でも、俺の出会う特とく殊しゆ能力を持った教会のシスターって、美女美少女多くてさっ！

　ゼノヴィアがハッと気づいて言う。

「むっ！　これもジョーカーチームの戦術か!?　イッセーにシスター・ミラナが巨きよ乳にゆうであることを告げることで、試合中の集中力を欠かせる思おも惑わくとか!?」

　これにデュリオは一いつ瞬しゆんきょとんしたが、すぐに爆ばく笑しようした。

「アハハハッ！　なるほど！　それは盲もう点てんだったね！　じゃあ、ミラナの胸も戦術に組み込もうかな」

　ミラナさんは一層顔を赤く染めていた！　しかし、恥ずかしがりながらも、

「……わ、私の、む、胸がチームの勝利に貢こう献けんできるなら……差し出します……」

　なんて健けな気げなことを言っている！　ア、アリなのかぁぁぁああああっ!?

　そのおっぱい作戦アリなのか!?　それは不味まずいッ！　非常に不味いッ！　俺がやられる！　俺が術中にハマるッ！

『兵士ポーン』の頃ころなら、「マジですか!?」と驚おどろきつつもエロエロな顔でうれしがっただろうけど、いまは『王キング』だっ！　皆みんなの『王キング』！　情けない姿は見せられないっ！　でも、相手の作戦は素晴らしい！　ミラナさんのおっぱいはきっと強敵だっ！

　歓かん喜きと自制の狭はざ間まで苦しみ、俺は苦く渋じゆうの表情で言った。

「……レイヴェル、俺はどうしたらいい？」

　レイヴェルはこれを聞いても平然としていた。

「──あちらの作戦に打ち勝ちましたら、私の胸を好きなだけ揉もませてあげますので、試合中の煩ぼん悩のうには勝ってください」

　──ッ！　堂々とそんなことを言ってくれるマネージャーッ！　……ありがたいっ！　それは大変ありがたいっ！　敏びん腕わんマネージャー、ここに極きわまれりッ！　その心強い一言を得た俺はあらためてデュリオに言う。

「ミラナさんのおっぱいで攻こう撃げきしてくるなら、俺はそれを耐たえて、レイヴェルのおっぱいを揉むだけだっ！」

　というなんとも言えない状じよう況きようが続き、グリゼルダさんがビナー氏に「大変ですね」と話しかけ、ビナー氏は「平常運転です」とクールに返すだけだった。相手のデュリオも「いやー、イッセーどんは面白いなー、やっぱり」と、目め尻じりに涙なみだが溜たまるほど笑っていたのだった。

　──と、この空気を落ち着かせる咳せき払ばらいがされる。

「コホン。よろしいかな」

　という言葉と共に、次の『御使いブレイブ・セイント』が、立ち上がる。──三十代後半ほどの精せい悍かんな顔つきをした日本人男性だった。

　長い黒くろ髪かみを後ろで束ねた──いわゆるサムライヘアをしていた。

　手の甲こうに光るのは、Ｊジヤツクの文字だ。

「私は熾セ天ラ使フメタトロンさまより『Ｊジヤツク』の役スートを与あたえられし、真しん羅ら清きよ虎とらと申す。以後、お見知りおきを」

　あ、メタトロンさんのＪジヤツク！　メタトロンさんには以前お会いしたな。何やら、日本の文化にハマって、本物の忍にん者じやのところで修行していたが……。

　ふと、男性が名乗った名前に引っかかる。

「もしかして、真羅椿つばき姫先せん輩ぱいとご関係が？」

　そう、真羅という名前は、日本の異能力集団──五大宗家の一角、『真羅』と同じ。転生天使になるほどの逸いつ材ざいとなったら、その家の出だろう。となると、俺たちの知っている真羅こと真羅椿姫先輩と縁えんがあるのではと頭のなかで結びついてしまう。面おも影かげもどことなく真羅先輩を思い起こす。

　男性──真羅清虎さんも真羅椿姫先輩を知っているようだった。

「椿姫か？　あれは親類の娘むすめだ」

　即そく答とうする真羅清虎さん。やっぱり、同じ一族なんだね。

　デュリオが追加情報をくれる。

「セイコは真羅宗家の血筋で、現当主『真羅白びやつ虎こ』の叔父おじに当たるんだよね。けど、クリスチャンに目覚め、単身ヴァチカンに乗り込んで戦士として戦っていたから、天界に評価されたのさ」

　へー、クリスチャンになった真羅のヒトか。その末に転生天使ね。そういうケースもあるんだな。

　真羅さんはデュリオの説明の一部に引っかかったようでもの申す。

「……デュリオ殿どの、そのセイコという呼び方は止やめてもらいたいのだが……」

　これにデュリオはカラカラと笑った。

「でも、清虎ってセイコとも読めるっていうし、そっちのほうがかわいいと思うんだよね」

　デュリオらしい軽いノリだなっ！　まあ、確かにセイコって読めるかもしれないけど、日本男児としては名前に「コ」が付くのに抵てい抗こうがあるよね。

　真羅さんは咳払いをもう一度する。

「……コホン、ともかく、私は真羅の出の転生天使なのだ。五大宗家の生まれだが、この身と心は主しゆと天界とメタトロンさまに捧ささげている」

　真羅さんの紹しよう介かいが終わり、本日最後の『御使いブレイブ・セイント』は──グリゼルダさん。立ち上がり、あらためてあいさつをしてくれる。

「ご存じとは思いますが、ガブリエルさまの『Ｑクイーン』をしております、グリゼルダ・クァルタです。いつも、うちのゼノヴィアがお世話になっておりまして……」

『いえいえ』

　ゼノヴィア以外の俺、レイヴェル、アーシア、イリナ、ロスヴァイセさんが、そう返した。ゼノヴィアはなんとも複雑そうな表情をしていたが。

　これで、ここに来訪した転生天使の紹介はすべて終わった。ジョーカーのデュリオ、四大セラフのＡエース、メタトロンさんのＪジヤツク、ガブリエルさんのＱクイーンが集つどった。彼ら転生天使はトランプの特性を持つゆえ、役スートが揃そろえば強力な力を発揮するわけで、もうここにいるメンバーだけで能力を発動できそうだ。

　……四大セラフのうち、ミカエルさんとラファエルさん、ウリエルさんはＡエース以外の自身の『御使いブレイブ・セイント』を連れて、トライヘキサと共に隔かく離り結界領域に行ってしまった。残っている天使の大物は、ガブリエルさんと、メタトロンさんたち他のセラフメンバー。残された転生天使の役スートで大会に参加する選手を募つのったようだ。

　しかし、Ａエース、Ｑクイーン、Ｊジヤツクとくると、10テン以下のメンバーも気になるな。あと、女性のＱクイーン（セラフのサンダルフォンさんのＱクイーン）が、もう一人いる。そちらともお見知りおきしたかったぜ。

「他のメンバー……来てないのか」

　ふと俺がそう言うと、デュリオが苦笑する。

「さすがにイッセーどんのお家にお邪じや魔まするのに大所帯だとね。チームメンバーの大半はお留守番さ。『10テン』と、もう一人の『Ｑクイーン』も連れてこようとしたんだけど……」

　件くだんの10テンさんと、もう一人のＱクイーンさんは、『このメンツに比べたら自分たちは力不足だ』と、今回の顔合わせを辞退したという。

「彼らも十分に強いのよ？」

　と、イリナもここにいない同どう僚りようたちをフォローしていた。まあ、大きな役スートを与あたえられたのなら、申し分のない実力者であろうことは確かなのだろう。しかし、話では双ふた子ごの熾セ天ラ使フ、メタトロンさんとサンダルフォンさんの各Ａエースも誘さそったようなのだが……任務の都合上、正式参戦は予選終しゆう盤ばんになるらしく、今回の試合は間に合わなかったという。

　レイヴェル的には、存在が噂うわさされている「もう一人の切り札ジヨーカー」──エキストラ・ジョーカーの行方ゆくえが気になって仕方ないようだ。デュリオのチームにはいないようだが……。

　ゼノヴィアはこのメンツを見て、あらためて感かん嘆たんの息を漏もらす。

「どちらにしても、すごいことだね。教会の戦士時代に耳にした名うての使い手ばかりが、ここに集っている。時代が時代なら、最上級悪あく魔まとその眷けん属ぞくたち全部を相手に真っ正面から戦える戦力だ」

　そう、ゼノヴィアが言うように、ここに集ったメンバーは教会の戦士時代、強つわ者ものとされた者たちだ。当然、ゼノヴィア、イリナだって含ふくまれる。

　……上級悪魔ですら軽々と屠ほふれるメンツだろうし、時代が時代なら、冥めい界かいに攻せめ込むのかって勢いの顔ぶれだろう。

　天使側の紹介も終わったところで、デュリオが手をパンと叩たたいた。

「──とまあ、こんな感じかな。監かん督とくが来るまで、歓かん談だんといくかい？」

　リーダーのデュリオが明るいせいか、後日戦う相手だとしても、室内の空気と雰ふん囲い気きは爽さわやかなものだった。

　そこから世間話を十数分ほどしたときだった。和わ気き藹あい々あいと話が進むなかで、ドアがノックされる。

「イッセー、遅おくれてきたっていうお客さまをお連れしたわよ」

　母さんがドア越ごしにそう言ってきた。

　例の監督だろう。ドアが開けられ、その人物が顔を見せた瞬しゆん間かん──空気は一変し、緊きん張ちようが徐じよ々じよに増していく。

「これは失礼。日本の地理には疎うといものでね」

　そのヒトは──最上級悪魔だった。銀ぎん髪ぱつに正装という格好で、欧おう州しゆう出の顔立ち、見た目は二十代後半という眉び目もく秀しゆう麗れいな男性。

　暗緑色の瞳ひとみは、底の知れ無さを感じさせるほど、深い。

　男性は薄うすく笑みを浮うかべて、あいさつした。

「はじめまして、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの皆さん。私は、『天界の切り札ジヨーカー』チームの監督をしております──リュディガー・ローゼンクロイツという者です。今後ともよしなに」

　──リュディガー・ローゼンクロイツっ！

　……人間からの転生悪魔としては、冥界とレーティングゲームに数々の伝説を打ち立てている人物っ！　最上級悪魔にして、ゲームでの成績も上位ランカー──７位をキープしたままだ。

　そう、そして……このヒトが、デュリオたちのチームの監督っ！　それを知ったとき、心の底からぶったまげたっけな。まあ、俺以上に冥界メディアが大おお騒さわぎしていたけどね。

　このヒトには、サイラオーグさんとの試合で審判アービター役としてお世話になった。

　……そして、何より、俺の目標とする転生悪魔の一人だ。

　俺は立ち上がり、あいさつとそのときの礼を口にする。

「はじめまして、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの『王キング』、兵藤一誠です。その節は、審判アービター役をしていただき、本当にありがとうございました」

　リュディガーさんは片手をあげ、「いえ、見事な試合を見られただけでも十分だったのでね」と返した。

　デュリオの隣となりに座っていたディートヘルムさんが立ち上がり、席を譲ゆずる。リュディガーさん……監督をリーダーであるデュリオの隣に座らせようという配はい慮りよだろう。

　リュディガーさんは「ありがとう」とディートヘルムさんに礼を述べ、俺の斜ななめ前の席に座った。

　──華はながある、と強く感じた。歩く姿、座っている姿まで絵になる。それに全身から威い厳げんを放っている。

　俺が見てきた元人間の転生悪魔、そのどれとも違ちがう雰囲気をまとっていた──。

　レイヴェルが切り込むように言う。

「まさか、リュディガーさまが、そちらのチームの監督をすることになるとは……」

　冥界メディアの意見そのままのことをレイヴェルが口にしていた。その通りで、冥界の悪魔にとって、あのリュディガー・ローゼンクロイツが、本人登録せず、監督として大会に参加するとは!?　──てなふうにいまだに大会の注目の的だ。

　これにリュディガーさんは軽く笑む。

「ふふふ、まあ、偶ぐう然ぜんというか、不思議な巡めぐり合わせでね。彼らと私のゴールが一いつ致ちしたため、今回の大会で手を組むことになった。まあ、何はともかく、ひとつ、お手て柔やわらかに頼たのむ。──兵藤一誠くん」

　テーブル越しに握あく手しゆを求めてきた憧あこがれのヒト！　俺は失礼のないようにすぐさま手を出して応じた。

「い、いえ、こちらこそ、よろしくお願い致いたします！」

　リュディガーさんは朗ほがらかに微ほほ笑えむだけだ。

「そう硬かたくならず。対戦するのはデュリオたちなのだから」

　デュリオも笑っていた。

「そうそう、イッセーどんったら、リュディガー監督に夢中になってて、ちょっと寂さびしいかもね」

　いやー、転生悪魔の伝説的なヒトに出会ったら、ちょっと目が行っちゃうって！　しかも相手チームの監督となれば、冥界のメディアじゃないけど、気になって仕方ないさ。

　この空気をリュディガー監督が来る前に戻もどすために、レイヴェルが立ち上がる。

「まあ、あいさつはこの辺にして、新たなお茶ちや請うけでもいかがでしょう。ケーキも焼いてありますので。あと、お茶のおかわりも」

　それに反応して、イリナがスッと立つ。

「下からお茶とケーキを持ってくるわっ！」

　言うなり、部屋を出て、下に行ってしまった。

　リュディガーさんは、俺たち『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの顔ぶれを一人ずつ確認していた。

　ふいに──ビナー氏に視線が止まった。

　リュディガーさんが問う。

「……そちらの仮面の女性は、ビナー・レスザン氏かな？」

「ええ、よろしく」

「……こちらこそ。素晴らしい戦いぶりでした。レーティングゲームの経験者かな？　……ただし、ルールの異なるところでの経験が見え隠かくれしたが」

「さてどうかしら」

　……少しのやり取りだったが、探られたように思えた。というか、ビナー氏の戦いを見て、どことなく勘かんづくところでもあったのだろうか……？

　レイヴェルも表面上、表情を特に変えていないが、それとなく緊きん張ちよう感をまとっているのが、俺は隣にいてわかった。

　……情報を探られていると、相手がこちらの出方を見ていると、そう考えているのだろう。

　リュディガーさんはふとアーシアの変化に気づいて問う。

「おや、アーシア・アルジェントさんも顔色が優すぐれないようだ」

「……あっ、すみません。最近、考え事が多いものですから」

　アーシアのフォローをするため、俺が入る。

「あ、えーと、アーシアは──」

　しかし、俺の説明は遮さえぎられ、リュディガーさんがこう続ける。

「部活の部長職が辛つらい時期だろうか。アーシア・アルジェントさん、そういうときは遠えん慮りよなく前任者や他の先せん輩ぱい方に話を聞いてもらうべきだ。その手の役目は一人で抱かかえ込んでもろくなことはない」

「は、はい」

　そう返すアーシアだったが……。

　…………よく、調べているようだ。こちらのことを……っ！

　レイヴェルが言う。

「……アーシアさまのこと、お詳くわしいですわね」

　リュディガーさんは変わらぬ朗らかな笑みのままだ。

「対戦相手の選手だからかな」

「…………なるほど」

　レイヴェルも出来うる限り、笑顔で返しているが……神経は尖とがらせているようだ。

　そこから軽く話を続けていく。リュディガーさんはあくまで紳しん士し的に朗らかに会話を続けてくれた。

　そこへ、イリナが新たなお茶とケーキを給仕用ワゴンに乗せてやってきた。

「ケーキと新しい紅茶でーす」

　ケーキをお客さんの前に出しながら、イリナが言う。

「ケーキを切るのを手伝ってくれたのがエルメ──」

「イリナさまっ！　わ、私もお手伝いしますわっ！」

　イリナの言葉を遮り、レイヴェルが紅茶のおかわりを手伝いだした。

　その後、何事もなく、その日の顔合わせは無事に終わったわけだが……。

　終しゆう了りようしたあとにって、レイヴェルは俺だけに言った。

「……さっきは不ふ審しんな態度を取って、すみません。けれど、エルメンヒルデさまが私たちとともにいることをリュディガーさまに知られたくないと思ったものですから」

　イリナがケーキを配ろうとしたときだな。イリナはエルメンヒルデの名を出そうとしていた。それをレイヴェルは不味まずいと判断したのだろう。

　レイヴェルが言う。

「リュディガーさまは、アーシアさまのことをよく調べているようでした。当然のことながら、こちらのチームメンバーのことも細かくお調べになられているのでしょうね」

「……レイヴェルは、エルメンヒルデをあえて隠したんだな？」

　レイヴェルはうなずく。

　……彼女は、エルメンヒルデのメンバー起用を念頭に置いているということだ。その上で、エルメンヒルデの情報を相手チームから隠した。

　レイヴェルが鋭するどい顔つきで言う。

「もう、戦いは始まってますわ、イッセーさま。あの方がここに来られたのは、最終確認です。──こちらの顔、態度、生活、空気、雰囲気をご自身で見に来られたのでしょうね」

　リュディガーさんは、この家での俺たちの様子を肌はだで感じに来たとでも言うのか……。

「……怖こわい話だな」

「上位ランカーたる７位にまで上がったのが、あの方です。リュディガー・ローゼンクロイツさまは相手の精神まで摘つみ取り、ゲームを詰つませると言われてますわ。あの方にゲームで心を砕くだかれた元七十二柱の上級悪あく魔まは数知れません」

　先日ビナー氏が語っていたチーム──プレイヤーがリュディガーさんのことだった。

　……そう、俺たちは、デュリオが率いる『天界の切り札ジヨーカー』チームと、その監かん督とくたる最上級悪魔であり、プロのレーティングゲーム第７位──リュディガー・ローゼンクロイツと戦うことになる。




　　　　─○●○─




　その日の夜──。

　リアスと朱あけ乃のさんたち、大会にエントリーしているグレモリー組は、個別の用事があるようで、帰ってくるのが遅おそくなるということになり、今夜俺はリアスと共に寝ねられない。

　というか、大会が始まってから、リアスはしばしば朱乃さんを連れて、どこかに赴おもむいている。詳しくは教えてくれないが、どうやら大会関連の事こと柄がらのようだった。大会のシステム上、申しん請せいをすれば試合はバンバン決まるし、このあとすぐにもリアスたちは試合があるしで、前もって用意したいものも出るだろうさ。

　……俺のところも、次のデュリオたちとの試合も重要だが、むろん大会はそれだけじゃなく、申請した以上は、その次も、さらにその次も、さらにさらに……というふうに試合は決まっている。実際、デュリオたちとの試合のあとにも非常に気になる──というより、俺としても重大な試合があるからな。

　まあ、チームは分かれたが、同じグレモリー眷けん属ぞくという点では以前とまったく変わらない結束と絆きずなはある。けど、大会限定ではライバルチーム同士だからね。それはそれ、これはこれという面はあるんだよな。

　ともかく、今夜はアーシアと共に眠ねむろう。……そのアーシアちゃんは、先の会合が終わってから、機き嫌げんが良くない様子だった。

　同じシスター出身のミラナさんに俺が鼻の下を伸のばしていたせいで、ご立腹なのかもしれない。うぬぬ、俺のなかで一番のシスターはアーシアだと眠る前に伝えたいっ！　いやいや、アーシアはとても大事な存在なのだと、もう一度言ってあげたほうがいいのかな!?

　……で、でも、ミラナさんもかわいくて、巨きよ乳にゆうだというし……。

　……いかんいかん！　俺は頭を振ふり、『俺的美少女シスター』をミラナさんからアーシアちゃんに切り替かえるっ！

　とにかく、アーシアのことが大事なのだと、伝えるんだっ！

　──と、気持ちを整えたあと、俺はアーシアがお風ふ呂ろに行っている間に寝ね間ま着きに着き替がえていたのだが……ふいにドアをノックされた。

　ドアの向こうから声がする。

『イッセーさま、お邪じや魔ましてもよろしいですか？』

　レイヴェルの声だ。

　あー、寝る前の確認かな。リュディガーさんのことで、何か相談したいことができたのかもしれない。

「どうぞ」

　俺がそう答えると、ドアを開けてレイヴェルが入ってくる。

　さて、寝る前に語らうかと思って、レイヴェルを確認した俺はぶったまげたっ！

　──スケスケの白いネグリジェ姿で現れたからだっ！

　もちろん、豊満すぎるおっぱいもモロに見えており、先せん端たんもこれでもかというほどに透すけているっ！

　レイヴェルは恥はずかしいのか、顔を最大にまで真っ赤にさせており、もじもじしていた。髪かみも下ろされていて、唇には薄うすく紅べにまで塗ぬっていた。

　レイヴェルが決意の眼まな差ざしで言った。

「……リ、リアスさまと、朱乃さまがいらっしゃらないということは、今夜はアーシアさまと朝まで過ごされるということですよね？」

「あ、ああ、そうだけど……」

「ほ、本来は三人で寝られているとのことですし……」

　俺は生なま唾つばをごくりと飲み込む！　普ふ段だん、冷静沈ちん着ちやくで俺の仕事のサポートをするデキルマネージャーがこんな恥ずかしそうな表情と共に、そんなエロいスケスケの格好で来たら……俺的にクルものがあるよッ！

　レイヴェルは恥ずかしさに耐たえつつ、声を上ずらせながら言った。

「……こ、今夜の三人目として、私が！　わ、私が、イッセーさまの夜のマネージングもさせていただこうと思って、参上つかまつりましたわっ！」

　よ、夜のマネージング──。

　……なんてことだ、そんな心揺ゆさぶる言葉がまだあったなんて……ッッ！　い、いったいどんなマネージングが起こるのか、俺は予想もできませんよ！

　レイヴェルは意を決して、一歩、また一歩近づき、俺の前まで来る。

　……スケスケのネグリジェが目の前にっ！　たわわなお乳が眼前にドンと存在している！　お、俺のマネージャー、俺の『僧侶ビシヨツプ』は本当に良いおっぱいをお持ちでッ！

　レイヴェルは震ふるえる手で俺の右みぎ腕うでをつかむと──自身の右胸に寄せていくぅぅぅッ！

　豊満なおっぱいに俺の手が「むにゅんむにゅん！」と最高の感かん触しよくを味わいながら、埋まい没ぼつしていった！　なんて肉厚ッ！　そしてやわらかさっ！　五指すべてが「ありがたい……」と言っているように思えるほど、至福のときを迎むかえているのがわかったッ！

　こ、こんなボリューミーなお乳がいつもすぐそばにあったことを再認識させられるっ！

　レイヴェルが上うわ目め遣づかいの切なそうな瞳ひとみで俺に言う。

「……ゼノヴィアさまたちに事務所の倉庫でいかがわしいことをしていたのではないかと問われたとき……僭せん越えつながら、『ああ、あそこなら、イッセーさまのふとした要求にもすぐに応こたえられるのかも』と思いましたわ」

「ふ、ふとした要求……？」

「わ、私はもう身も心も『王キング』たるイッセーさまのものです。執しつ務む面でも……そ、それ以外でもすぐにお応えするのがお役目……。じょ、女性の、む、胸を触さわりたくなったら、すぐにお出しできるようにするのも……私のお役目だと思いますから……」

　…………俺は自然とツーッと鼻血を出してしまっていた。

　……な、なんてことを言ってくれるんだ、この娘むすめはぁああああああああっ！　そ、そんなことを言われたら、ひと仕事終えたあと、

「ふーっ、休きゆう憩けいがてら、おっぱいがもみたいなー。レイヴェル、いいかな？」

「はい、喜んで！」

　──なんて風景を妄もう想そうしてしまうじゃないかッ！

　い、いや、立場的に『王キング』としてそれはＯＫなんだろうけど！　シチュエーションは最高だが、仕事中におっぱいをもむのはさすがに…………。

　…………ア、アリなのかな……？

　……ハーレム王って、そういうのアリなの!?　クソッ！　こういうとき、アザゼル先生がいれば、最適のアドバイスをいただけるはずなのにっ！　先生、早くトライヘキサを倒たおして帰ってきてくれッ！　この疑問のためにぃぃぃっ！

　リアスと朱乃さん、お姉さまたちがいない──。そんな日の夜は、兵藤家──俺の部屋でこのように大変なことが起きるのであった！

　普段、俺はリアスとアーシアと三人で床とこについている。しかし、リアスがいないと途と端たんに同居人のパワーバランスが崩くずれるのか、俺のもとにこのように予期せぬ来訪者が現れる。

　大体は、朱乃さんがいつの間にかベッドに潜もぐり込んでいるのだが、その朱乃さんまでいないとなると……こういうふうに、予想がつかない出来事がががががっ！

　レイヴェルのおっぱいに触ふれながら、今後の仕事の在あり方を熟考する俺っ！　そ、そんなとき、部屋に誰だれかが入ってくる気配がっ！

　そちらに視線を送れば──お風呂から帰ってきたばかりのアーシアちゃんの姿がっ！

「……イッセーさん？　……と、レイヴェルさん？」

　いつものパジャマ姿なアーシアちゃんは、俺とレイヴェルの姿──俺がスケスケネグリジェ姿であるレイヴェルのおっぱいをもみしだく姿──を交こう互ごに見ていたッ！

「ア、アーシア!?　こ、これはその……っ！」

　つい言い訳をしかけるが──レイヴェルは離はなれるどころか、ここぞとばかりにいつもは控ひかえめな甘あまえん坊ぼうスタイルを解放して、俺に抱だきついてくる！

「アーシアさま、失礼してお先にイッセーさまと床につく予定でした。今夜はイッセーさまの夜のマネージングをしようと思いまして……」

　俺の体に「もにゅん」とレイヴェルのやわらかな女によ体たいが密着してきて……っ！

　アーシアはバスタオルを床ゆかに落として、おろおろしていた。

「……先に？　よ、夜のマネージング……？　イッセーさん、そのような約束をレイヴェルさんと……？　わ、私、聞いてなくて……」

　そりゃ、俺も聞いてないよ！　いきなりのことですよっ！

　もうどう言っていいかわからなくなってきた、そのときだった！

　──突とつ然ぜん、部屋の明かりが消えた！　刹せつ那な、部屋のなかを高速で動きまくるふたつの気配を感じ取る！

　ふたつの気配は目にも留まらぬ速さで俺とレイヴェルとアーシアをベッドのほうに引っ張っていく！

　暗がりのなかでそのふたつの気配──二人の存在を視認する。

　──ゼノヴィアとイリナだった！

　も、もう！　こいつらったら、部屋を暗くら闇やみにしてから動き回るなんて、スパイか忍にん者じやみたいな行動をしやがって！

　暗がりのなかでも悪魔のせいか、夜目は利きく。俺とレイヴェル、そしてアーシアの三人は大きなベッドの中央に寄せられており、ゼノヴィアとイリナが左右に陣じん取どって、挟はさまれる格好となっていた。

　ゼノヴィアが顔を超ちよう至近距きよ離りまで近づけて俺に訊きいてくる。

「イッセー、今日の会合で途と中ちゆうからずっとあのシスターの胸に目が行っていたな」

　俺の背後を取り、肩かたから顔を覗のぞかせるイリナが同調する。

「そうよそうよ！　ダーリンの視線ぐらい私たちは気づいちゃうわ！」

　ミラナさんのことだな。アーシア同様、こいつらも気にしていたと……。

「そ、それは……仕方ないだろう！　あそこまでデュリオにプレゼンされたら、目が行っちまうよ！」

　現物を直接見たわけじゃないが、あのウブな反応とシスター服の下にあるという大きなおっぱいに妄想が滾たぎり、釘くぎ付づけになったのは確かだっ！

　ゼノヴィアが俺の手を取り、自身の胸に押し当てながら、悔くやしがるっ！

「くっ……。胸の大きさにはそこそこ自信があるのだが……ミラナ・シャタロヴァと比べるとさすがに負けるというのか……っ！」

　おまえなっ！　悔しがりながら、そういうことされると……っ！　ありがとうございますっ！　ゼノヴィアの健康的な乳の張りと極上の感触に頭が沸ふつ騰とうしてきたっ！

　ゼノヴィアの乳の触り心ごこ地ちに意識が向いているなかで、彼女が問う。

「それよりもアーシアに何か言うことがあるんじゃないか？」

　視線を感じ、隣となりに位置するアーシアと顔を見合わせる。

「…………」

　とうのアーシアちゃんは不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「い、いや、アーシア、お、俺は……」

「……わ、私もシスターでした」

「うん、そりゃ知ってるよ」

「……イッセーさんは、リアスお姉さまのような大きなおっぱいがお好きですものね」

　そ、それは、否定したら俺が俺じゃなくなる案件だから、ぜひとも肯こう定ていしたいところだが──。

　アーシアは、キッと何かを決めた顔つきになると、豪ごう快かいに寝ね間ま着きを脱ぬぎだし、生まれたままの姿となるッッ！

　顔を赤くしながらも、アーシアは勇気をもって、俺の両手を取ると──自身のふたつのお乳に当てていくぅぅっ！

　もにゅにゅんと最高の手触りを得る俺っ！　──同時に俺はハッと気づくっ！

　……俺の手に収まらないほどの肉厚を感じ取ってしまった……ッッ！

　時折、アーシアの胸に触れてきていた俺はそこでようやく実感する。

　──アーシアのおっぱいは、まだ確実に大きくなっているっ！

　……もちろん、リアスや朱乃さんクラスに及およばないが、ゼノヴィア、イリナクラスのお乳にもうすぐ届きうる大きさというか……っ！　も、もみ心地、弾だん力りよくと張り、それも一年前とは比べものにならないような……ッッ！

　──出会った頃ころより、アーシアのおっぱいのサイズは成長しているっ！

　アーシアはこれ以上ないほど顔を真っ赤にしながら強い口調で言った。

「わ、私も、成長してますっ！　ぜ、絶対にゼノヴィアさんやイリナさんと同じぐらい……いいえ、レイヴェルさんを超こえるぐらいの大きさになってみせますっ！　ううん、イッセーさんのなかのミラナさんを超えられるほどのおっぱいの大きなシスターになりますからっ！」

　──っ。

　…………アーシアが、引かずに強く宣言した。

　……いつもなら、「はぅぅ」と涙なみだ目めでリアスや朱乃さんに気け圧おされているアーシアが……。

　ゼノヴィアとイリナの手伝いがあったとはいえ、ここまで宣言できるようになれるなんてっ！　そのゼノヴィアとイリナもこの状じよう況きようを見て、涙していた。

「……そうだ、それでいいんだ、アーシア」

「うぅ、バストアップ方法を共に試したものねっ！　ダーリン、ちなみに私も少しずつだけど、成果が出てるわ！」

　などと、イリナの追加情報も出てきたが……。

　レイヴェルも謎なぞの感動を覚えて、うんうんとうなずいていた。

「悪あく魔まは人間と違ちがい、成熟しても自分の身体面を成長させることがあります。それは魔力であったり、様々な理由がありますが……アーシアさまの想いが転生した体を成長させているのかもしれませんわね」

　そうだな、悪魔って大人になっても、おっぱいが成長するって話を以前も聞いたもんな。アーシアはそれを実じつ践せんしているのかもしれないし、本来の成長かもしれない。あるいはその両方が合わさり、最強になりつつあるのかも──。

　なんてふうに俺も感動しながら、アーシアのふたつのおっぱいを堪たん能のうしているわけだが……。いやー、このおっぱいに顔を埋うずめながら寝ねるのもいいなー、なんて思ってきたわけだけど。

　あまりに俺がアーシアのやわらかおっぱいを堪能しているもんで、ゼノヴィアとイリナがハッと気づいて文句を言い出す。

「待て！　アーシアの胸ばかり攻せめるのか!?　今日こそ朝まで過ごすつもりでここにきたのに！」

「そうよ！　ダーリン、ここだと無理だから、今夜はあの部屋に行って、私の胸で眠ねむって！」

　これにレイヴェルまで参戦するっ！

「いいえっ！　今夜のマネージングは私がすると決めましたっ！　ゼノヴィアさまとイリナさまはご自分のお部屋にお戻もどりくださいましっ！」

　三人が「私が」「私が」と主張するなかで、アーシアは桃もも色いろ吐と息いきで、

「……ぁふぅ、イッセーさん、そ、そんなにもまれると……」

　体をもじもじさせ始めて、俺のもみもみになんとも言えない状態になりつつあるようだった！　どうしようもない状態になってきたぞっ！

　さて、どうしたものかと思案し、ここで寝るか、イリナの言うエロ部屋で寝るか、それすらも決められないなかで、またまたこの部屋に現れる者がいた。

「……まったく、何をしているの、あなたたちは……」

　帰宅したばかりのリアスの姿がそこにあった。彼女はこの光景を見て、ため息を吐つくしかなかったようだ。








　　　Life.2　ドラゴンはドラゴンを呼ぶ







　明くる日、俺は冥めい界かいでの用事のついでにアジュカさまの研究施し設せつを訪れて、専用の通信機器で隔かく離り結界領域にいるアザゼル先生と連れん絡らくを取り合っていた。

　……昨夜は結局、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェルに加え、リアスと朱あけ乃のさんも参戦して、七人で就しゆう寝しんしたよ。……例によって、俺がゼノヴィアに蹴けっ飛ばされて、ベッドの下で起きるという結末だった。

　さて、久しぶりの通信なので、これまでにあったことを隔離結界領域にいる方々にご報告した。

「てな感じで、いまのところ、連勝はできています」

　俺の報告を受けて、巨きよ大だいモニターに映るサーゼクスさまが朗ほがらかに言われる。

『めでたいね！　リアスも勝っているようだし、うれしい限りだ！　これはトライヘキサ退治も捗はかどりそうだよ！』

　──と、ど派手に滅ほろびの一発をどこかに向けて撃うち放っていた。……あんなデカいのを撃ち込んでもなかなか倒たおせないトライヘキサって、あらためて規格外の化け物なのだと痛感する。

　今度は、レヴィアタンさまが映像に映り込んで、俺に要求してくる。

『もっと、ソーナちゃんのお話を聞かせてちょうだい！　じゃないと私、トライヘキサに食べられちゃうかも！』

　てなこと言うわりには、盛大な氷の塊かたまりをバカスカ撃っているようですが……。当面、レヴィアタンさまが食べられる姿は、想像すらできなそうだ。

　その横からため息を吐つきつつアザゼル先生が言う。

『ったく、騒そう々ぞうしいな。こいつらは……』

　俺も苦笑いするしかない状況だった。

　ふと、アザゼル先生がモニター越しの俺の表情を見て、何かに気づいたようだった。

『随ずい分ぶん、悩なやめる表情をしているな。ゲームのことか？　それとも「王キング」のほうがうまくやれてないか？』

　──っ。

　……敵かなわないな。一目で俺の心中を看破されたようだ。

「……どちらもです」

　俺は正直にそう答えた。

　先生は、『なるほど』とうなずきながら、こう訊きいてくる。

『なあ、イッセー。──おまえ、悪魔になってから心底楽しんで戦ったことあるか？』

　…………。

　……………………。

　……その質問に俺はすぐに答えられなかった。むしろ、俺のなかにほとんどない考え方だったので、一いつ瞬しゆん、思考が停止して真っ白になったくらいだ。

　……戦いを……楽しむ？　……感動した戦いはあった。生き方を変えるほどのうれしい勝ちもあった。

　でも、それは稀まれで、ここに至るまで、必死こいて「勝たなきゃいけない」って切せつ迫ぱく感ばかりで戦ってきたように思える。

　だって、戦いの大半が俺や仲間の危機で、俺たちの日常を壊こわしに来る襲しゆう撃げき者との戦せん闘とうだったのだから。

　それはヴァーリの領域だと思っていた。戦闘を楽しむのが好きな俺のライバルだしな。

「……ないかもしれないです。毎回、余よ裕ゆうがなかったというか、相手が格上ばかりだったんで、生き残るのに必死でした。リアスの手前、絶対に彼女を勝たせたいって想いも強かったんで」

　俺の率直な答えを聞いて、アザゼル先生はそれを肯定するように何度もうなずき、こう言ってくる。

『しかしな、いま参加しているのは、真しん剣けんな戦いではあるが──競技だ。格上とやることも多くなるだろうが、それでも「ゲーム」なんだよ。そして、その「ゲーム」はレーティングゲームという名前で、悪魔──ひいては冥界に身を置く者としては重要なファクターだ。おまえも上級悪魔になった以上は、無視できないだろうし、おまえ自身も今後正式に参加していくだろう』

　そう、果てしなく遠かったプロのレーティングゲーム参加への道は、上級悪魔に昇しよう格かくしたことで見えてきた。もう、夢物語ではなくなりつつある。

　ここまで戦い続けた結果、レーティングゲームを無視しようにもできない立場になってしまったのだ。……まあ、無視するつもりなんてハナからないけど。

　先生がこう続ける。

『前に話したときにも言ったはずだ。楽しめ、と。悩め、と。恋こいだろうが学校だろうが実生活だろうが、楽しみもあれば悩みもするだろう。レーティングゲーム──試合だって同じだ』

　アザゼル先生は、自分の頭を指さす。

『悪魔は肉体が老いることはないが、精神は別だ。転生悪魔だって、心がいつまでも若いとは限らないぜ？　なら、若い内におおいに悩んで青春しろってな。ケツが青いうちにしか体験できないことがある。若いおまえらにはちょっとわからないかもしれないが、年を食うとな、若い頃ころの経験が苦々しくも尊く感じるようになるもんだ』

　──っ。

　……ケツの青いうちにしかできない体験、か。一万年とも、永遠とも言われる悪魔の生で、どこまでが若い時期なのだろうか。十八年しか生きていない俺には想像もつかない。

　──けど、高校時代が一番の青春期なのだろうという漠ばく然ぜんとした想いはある。

　それなら、いま体験しているあらゆる出来事、感情は──将来の俺にとって、何もかもが貴重な経験になるのかな。

　一万年後の俺は、高校時代の俺の体験を、どう感じているのだろうか？　遠すぎて、忘れているかもしれないけど……。

　あまりに果てしなくて、想像もできず、笑うしかなかった。

　──と、映像にミカエルさんが映り込み、最高の笑みを浮うかべながら言った。

『あ、閃光とブレイザー・シヤイニング暗黒の・オア・ダークネス龍絶剣・ブレードですね？　いやー、懐なつかしい。あの頃のあなたは目がキラキラ輝かがやいていました。いっつも妙みようなポージングをしながら、壁かべに寄りかかって変なことつぶやいてましたもんね』

　アザゼル先生が激げき怒どして、ミカエルさんに文句を言う。

『うっせえぞ、ミカエル！　おまえな、なんでいっつも俺のそういうところをいじるんだよ!?　むかしっから性格悪いよな、おまえ！』

　しかし、レヴィアタンさまはそのやり取りを無視しつつ、思い出を語る。

『そうよそうよ。青春はするものよ！　サーゼクスちゃんとグレイフィアちゃんが、敵味方に分かれて愛の狭はざ間まで悩み苦しんでいた頃を思い出すわ……素敵だったわよね！』

　乙女おとめモードで語るレヴィアタンさまに、サーゼクスさま（滅び形態）が頭を手でさすりながら恥はずかしそうに言う。

『ハハハ、実は隙すきを見ては密会してたのだがね。あの頃から彼女に夢中だったよ』

　……なんだか、邪じや龍りゆう戦せん役えきの続きをしているようには思えないほど、和なごやかに語ってくれるね。ま、その一方で、映像の各所からけたたましい爆ばく音おんが上がり、見たこともないほどの質量の攻こう撃げきが行き交っているけどさ！

　アザゼル先生が息を整え、総そう括かつのように言う。

『まあ、ということもありつつ、そろそろ時間だ。イッセー、なんだったら、いつものメンバーではない者にでも相談してみろ。意外な問答ができてリフレッシュできるかもしれないぜ？　逆に悩みが増える可能性もあるが』

　……いつものメンバーではない者？　うーん、誰だれだ？

　……リフレッシュね。

　俺はアザゼル先生に言われたことが気になり、さっそく実じつ践せんしようと思ったのだった。




　　　　─○●○─




　そのようなわけで、さらに明くる日、俺は隣りん県けんにある船着き場に来ていた。そこの堤てい防ぼうにて、リフレッシュをかねて釣つりを開始している。

　一人で来たのではない。二人ほど、誘さそった。

「まさか、キミから誘われるとはね」

　俺の左ひだり隣どなりでそんなふうに言いながら釣り糸を垂らすのは──ヴァーリだった。

　そう、こいつが一人目め。

　俺がリールを巻きながら言う。

「まー、なんとなくな。木き場ばやサイラオーグさんは試合が近いから呼べないしさ」

　木場──リアスのチームは今日このあと対戦だし、サイラオーグさんと曹そう操そうの好カードも、俺のチームとデュリオのチームの対戦のすぐあとだ。つまり、気の合う同性は、今回の釣りには呼べなかった。

　さて、誘ったもう一人はというと──。

　俺の右隣で竿さおを握にぎるのは──。

「……だからって、このメンツはないだろう、兵ひよう藤どう……。二に天てん龍りゆうに俺ってよ」

　匙さじだったっ！　ちょうど、俺の家に用事があって来たところを捕つかまえて、「釣りに行くから、そこで話そうぜ」と強制的に誘った。

　どうやら、同どう伴はんしているヴァーリが気になって気になって仕方ない様子だが。そういや、このメンツで話すのなんて初めてかもな。

「ハハハ、匙だって、ヴァーリのこと、嫌きらいじゃないだろう？」

　俺が訊くと、匙はジト目でヴァーリに視線を送り、

「嫌いじゃないが……苦手というか……ごにょごにょ……」

　何かをぶつぶつと漏もらしていた。

　ヴァーリが一いつ匹ぴき釣り上げてから言う。

「五ご大だい龍りゆう王おうなら、別に気き後おくれする必要もないだろう、匙元げん士し郎ろう？」

「あら、俺の名前、知ってるのか？」

「とりあえずはね」

「とりあえずは、ね……」

　俺を間に挟はさんでのヴァーリと匙の会話は、やはり独特の壁があるようだった。

　匙は息を吐はきながら言う。

「俺は……兵藤に宣戦布告をしに来たのに、まさか、釣りに誘われるなんてよ。しかも、白はく龍りゆう皇こうまで付いてくるなんて予想外だっつーの！」

　まあ、そう言うな。俺がヴァーリを釣りに誘うのを決意したそのときに匙が来るんだもん。じゃあ、こいつも誘おうってなっちまうよ。

　静かに釣りをする三人だが……俺と匙の間にも妙な空気は流れていた。

　それは匙が宣戦布告をしに来たってことと関係がある。

　ヴァーリがそれを肌はだで感じたのか、ふっと笑んで口にした。

「そういえば、この先のマッチングが決まったんだったな。兵藤一いつ誠せいたちと、シトリー眷けん属ぞくがぶつかることになるとはね。デュリオ・ジェズアルドのチームとの一戦後だったか？」

　──その通り、俺たちのチームとシトリーチームが、後日、ぶつかることとなるっ！

　そう、これがデュリオのチームとの対戦後に参加する試合で、俺としても重大だと認識している組み合わせだった。

　俺のなかで、去年から抱いだいていた悔くやしさの払ふつ拭しよく、あらためて挑ちよう戦せんしたいという欲よつ求きゆうなど常々機会をうかがっていた再戦が、この大会で叶かなうことになりそうなのだ。

　まさか、もう一度、ソーナ先せん輩ぱいと──匙と戦えるなんて。まさか、こんなにも早くリベンジの機会を得られるなんて……ッ！

　試合では、グレモリーが勝利したが、俺としては──無念さ、悔しさを味わわされた一戦だった。だって、俺が禁手バランス・ブレイカーを果たしたすぐあとのゲームで、リタイヤすることになったんだぞ？

　ライザーとのゲームで己おのれの力量のなさを呪のろい、後こう悔かいしたあとの試合として、それを拭い去るために戦ったのに……結果はあれだ。

　──ソーナ先輩と匙にやられてしまった。

　だからこそ、今回のこの巡めぐり合わせに心の底から感謝したい。リベンジが果たせるかもしれない。いや、リベンジをするためのマッチングに俺が燃えないわけがないっ！

　ヴァーリの一言の後、俺と匙は言い知れないプレッシャーをまとい出す。

　俺はヴァーリの言葉にうなずく。

「ああ、今度のデュリオチームとの試合の後だな」

　匙もやる気十分って顔をしているが──すぐに一転して苦笑いする。

「結構、気合い入れておまえん家ちに行ったんだぜ。なのに『おまえには負けないからな！』ってデカい声で宣戦布告したあとに『釣りに行かないか？』だしよ……。もう、調子狂くるうっつーか、なんというか……」

　……それを言われるとな。釣りに行く気満々なところにこいつが来たもんだから。

「いや、俺も宣戦布告されて燃えたけどよ。それはそれとして、ヴァーリと約束してたし、まあ、ついでに匙も連れてくかーってな」

　俺の言葉に匙はしゃがみ込んでなんとも言えない声を出す。

「……へいへい、俺も俺で『ま、いっか』で付いてきちまったしな……」

　そうそう、付き合いいいよね、匙も。

　俺はそんな匙に先ほどの宣戦布告のお返しをする。

「どちらにしても、今度は俺が勝つさ」

　これに匙はすぐに立ち上がり、言い返してくる。

「いや、俺が勝つ！　去年のゲームは、おまえに勝ったなんてひとつも思っちゃいない。だから、俺は、俺たちは、全力で兵藤と、そのチームを打ち砕くだく！　ゲームは何が起こるかわからないし、俺は──主あるじの、ソーナ会長の力を信じる！」

「まだ『会長』なんだな」

　俺の問いかけだ。ゼノヴィアが新会長になったあとも、匙は主のことを『会長』と呼んでいるようだ。

　匙は恥ずかしそうに頰ほおをかきながら言う。

「いろいろ考えたけど、俺にとって『会長』は特別で、心の『会長』はあの会長だけなんだよ。だから、『会長』でいいんだ。少なくとも俺が高校を卒業するまではな。別にゼノヴィアさんのことを会長と思っていないなんてことはないぞ？　ゼノヴィアさんは立派な生徒会長だ。俺も支えたいって思ってる。でも、俺の主はソーナ『会長』なんだよ」

「ああ、いいと思うぜ？　それと、ゼノヴィアのこと、よろしく。俺の眷属になっちまったからさ」

　俺の言葉に匙は自身の胸をドンと叩たたき、自信満々に言った。

「そこは任せてくれ。全力でサポートするさ。──けど、試合は俺たちが勝つ」

「いいや、俺たちが勝つね」

　今度こそ、俺が勝つさ。そのために機会が回ってきたんだ。これを逃のがす手はないっ！

　デュリオにも勝ち、匙にも勝つッ！

　これにヴァーリが肩かたをすくめながら言った。

「ふっ、俺はキミたち両方に勝つだろうな」

　おおぅ、ヴァーリらしい一言じゃないか。ただ、この場での発言は冗じよう談だんなのか、本気なのか。最近、こいつと日常会話をする機会は増えたが、本心を捉とらえられないときは多い。

　ちなみに三者が所属するチームの大会成績は、俺のチームがいまのところ全勝、ヴァーリも余よ裕ゆうで全勝、シトリーは一度神クラスと当たり敗北しているが、それ以外は勝利している。俺の同期はなかなかに好成績で大会を進んでいるようだ。

　ふいにヴァーリが俺に訊きいてくる。

「それで、俺を釣りに誘った理由は？」

　あー、そうだったそうだった。昨夜のアザゼル先生の一言に感化されて、誘ったんだった。

　俺はさっそくヴァーリに問う。

「戦いって楽しいか？　楽しい戦いってなんだ？」

　──と、そう訊いた。戦せん闘とう大好きなこいつに、先生に問われたことを突つきつけてみる。

　ヴァーリは「俺のことを語っても今いま更さらだろうしな」と断った上で、こう述べる。

「確かにキミは楽しんで戦ってはいないのだろうな。しかし、サイラオーグ・バアルとのゲームでは充じゆう実じつ感を得られたようだ」

　サイラオーグさんとの一戦か。あれは──学ぶこと、得られることが多く、あれほど勝利に達成感を感じた試合もなかったな。実際、真しん紅くの鎧よろいにもなれたことだし。

「まあ、あんな殴なぐり合い、そうできるもんじゃねぇしな。あれは学ぶことが多かったよ」

　だが楽しい試合だったかと訊かれると……難しいところだ。仲間がやられていくのを見て、悔しくて、悲しくて、感情が入り乱れていたのは確かだし、「リアスを勝たせなきゃ！」という思いで必死だった。

「いやー、楽しかった」──なんてふうに気軽に言えるような内容の試合でもなかったからな……。

「そのサイラオーグ・バアルとは会えたのか？」

　ヴァーリが訊く。

「……まだ会えてない。デュリオたちとの試合まで時間はあるし、一度顔を見せに行くよ。応おう援えんしたいしさ」

　このあと、会いに行くのは確定している。試合前にサイラオーグさんの顔を見たいしさ。

　ヴァーリが言う。

「キミの試合のほうが早かったな。ふっ、観戦する側としてはこれ以上ないカードだ」

　匙が真剣な顔で言った。

「……サイラオーグの旦だん那なが勝つさ」

　匙は俺同様サイラオーグさんのこと尊敬しているもんな。

　俺もうなずいて応じた。

「だな。俺もそう思ってるよ」

　ヴァーリが続ける。

「曹操がどこまでサイラオーグ・バアルの研究をしてくるか、だな。曹操といえど、あの獅し子し王の一いち撃げきをまともに浴びればただでは済まないだろう。そこを──」

「どう突いてくるか……ってか。……まあ、お得意のテクニカルでかいくぐりそうだ」

　俺の返しにヴァーリが苦笑する。

「それでキミも俺もやられたからな」

　そう、サイラオーグさんの相手は、俺もヴァーリも苦戦した最強の神滅具ロンギヌスの使い手だ。

　……悪あく魔まに絶大な一撃をもたらすあの槍やりは、たとえサイラオーグさんでも、まともに受けるのは……。逆にサイラオーグさん的にも一発当てれば曹操を砕けそうだけどな。

　つまり、お互たがいの一発が必殺になる試合ということだ。おそろしく緊きん迫ぱく感かん溢あふれる一戦になるだろうな。

　サイラオーグさんに想いを馳はせるなかで、匙がふと口にする。

「……さっき兵藤が訊いてた『楽しい戦い』ってやつ。俺も一言で言うのは難しいな。兵藤も同じだろうけど、俺たち『兵士ポーン』は、主を勝たせるため、仲間のため、自分を昇しよう格かくさせるため、必死こいてゲームで駆かけ回ってるだろう？　苦しい修行をして、しんどい試合に向かっていく。試合中なんて、楽しさなんてもん、頭の隅すみにも置いてないよな。負けたら、仲間に、主に合わせる顔がないってふうに死ぬ気で臨のぞんだ。それはテロリストどもと戦ったときも同じだ。決死の覚かく悟ごで敵に立ち向かった」

　……そうだな。匙の言うとおりだ。俺たちは同じ時期に『兵士ポーン』になり、若手悪魔交流のレーティングゲームに参加して、襲しゆう来らいするテロリストどもと戦ってきた。

　状じよう況きようがころころ変わるなかで、それに付いていくのが精せい一いつ杯ぱいで……戦いを楽しんだ記き憶おくなんて……。

　しかし、匙はこうも言う。

「けど、もし俺のなかで『楽しい戦い』ってのがあるとしたら、去年のグレモリーチームとの一戦で、その戦いぶりが評価されて、お偉えらいさんに褒ほめられたことかな。ソーナ会長も泣いて喜んでくれたしさ。あれは少なくとも光栄だった。うれしかったよ。つまり、やりがいのある試合は、俺的に楽しいってことなのかもな」

　……なるほど、やりがいのある試合、か。それに当てはめると、俺的にはサイラオーグさんとの試合は、やりがいのある試合だったように思えるが……『楽しい戦い』かってなると、うーん、難しいところだ。

　俺と匙とでは『楽しい戦い』って感覚に差もあるだろうしな……。

　こうなると、ますますもって混乱してくる疑問だが……そもそも、戦いは楽しくないんじゃないかって思えてもきたぞ。

　ヴァーリにあらためて訊いてみようとした、そのときだった──。

「釣つれるかい？」

　ふいに俺たちに話しかける声。振ふり向くと、二人の男性が立っていた。

　一人は北ほく欧おうの顔立ちをした、二十代前半ほどの男性。すらりとした長身だ。ビシッと決めた白のスーツがよく似合う。白金色の髪かみの毛に金色の瞳ひとみ。無ぶ精しよう髭ひげを生やしていた。イケメンだけど、非常に軽そうな雰ふん囲い気きを身にまとっている。

　もう一人は黒い巻き毛のキリッとした顔つきの男性で、珍めずらしいオレンジ色の瞳をしており、布を体に巻き付ける服装……キトンだっけ？　古代ギリシャ人っぽい格好をしていた。

　……気配もなく、俺たちの近くにまで歩み寄る……案の定、どちらも神こう々ごうしいオーラをまとっていらっしゃるっ！

　何より、俺はこの二名の顔を知っていた。というより、突とつ然ぜんの登場にぶったまげたっ！　どちらも大会の試合中ちゆう継けいや関連番組で何度も見かけているっ！

　ヴァーリが白金色の髪のイケメンにため息を吐ついていた。

「……ヴィーザルか。こんなところに来ていていいのか？」

　ヴァーリの言葉にヴィーザルと呼ばれた白金色の髪の男は、「ハッハッハッ」と笑う。

「おいおい、それが義理とはいえ兄ちゃんに対する態度かよ？　ったく、かわいくないねぇ。まあ、そういうとこがあの親おや父じの好みド直球なのかもしれないな」

　そう、このイケメンは北欧神話の次期主神たるヴィーザルさんっ！　あのオーディンのじいさんの本来の息子さんだっ！

　ヴィーザルさんが、俺と匙に手をあげて、あいさつした。

「俺は──ヴィーザル。アースガルズの主神オーディンの息子だ。んでもって、次の主神になることになっちまった。──って、まあ知ってるか」

　ヴァーリはじいさんの義理の息子という形で養子入りしているから、このヴィーザルさんは義理の兄貴ってことになる。

　今度は巻き毛の男性もあいさつする。

「同じく、私はアポロン。オリュンポスの主神ゼウスに代わって、新たな主神になる」

　──オリュンポスの次代主神っ！　アポロン！

　こちらも顔を知ってはいるが……突然の超ちようＶＩＰ二名の登場に、俺も匙も仰ぎよう天てんしてしまい、慌あわてふためいてしまうっ！

　匙は声を震ふるわせる。

「……あわわわ、ヴィーザルっ！　アポロン！　で、伝説の神さま……っ！」

　大物二名を前にビックリしたままの俺と匙にヴァーリが説明してくれる。

「ヴィーザルは北欧の神で、唯ゆい一いつフェンリルが恐おそれた存在。そちらのアポロンは太陽を冠かんする神であり、芸能、芸術も司つかさどる光こう明みよう神しんだ。どちらも次代の主神としては、申し分ないだろう」

　ヴァーリの言葉を聞き、ヴィーザルさんが笑う。

「白はく龍りゆう皇こうが褒めてくれるなんてな。明日は雪かね？　まあ、うちの親父もアポロンんとこのゼウスのおっさんも、将来帰ってくるにはちょいと時間がかかるだろうからな。それにどうやら引退も考えていたようでね。いい頃ころ合あいだと、俺に王位を譲ゆずるように手配していたわけだ」

　ヴィーザルさんは肩をすくめながら続ける。

「俺としてはトールの兄貴が次の主神に相応ふさわしいと思ったんだが……兄貴もトライヘキサとの戦いに行っちまったからな……。それで、どうやら俺にお鉢はちが回ってきちまったってことだ」

　ヴィーザルを前にヴァーリがあらためて問う。

「それで、今日はどういう用事だ？」

　ヴィーザルはヴァーリに歩み寄り、親しそうに首に腕うでを回す。ヴァーリはうんざりげだったが……。

「そう冷たくするなよ、ヴァーリ。義理の弟と──噂うわさのおっぱいドラゴンくんに会いに来ただけさ。龍王くんもいたけど」

　アポロンさんも肯こう定ていする。

「貴公ら二に天てん龍りゆうとは、これから付き合いが永くなるだろうからな。いまのうちに会っておいて損はないと踏ふんだのだ」

　ヴィーザルはヴァーリから離はなれ、襟えり元もとをただしながらこう訊いてくる。

「俺たちもゲームに参加していること、知っているよな？」

　だからこそ、俺はこのお二方を知っている。大会に出場している神クラスは一応チェックしているからね。特に有名な選手だ。

　ゆえに出会うとしたら、ゲームの会場でって思っていたら……いきなり、これだもんな！　不意打ちもいいところだ。

　ヴァーリが答える。

「ああ、知らない者などいないだろう。ただ、オリュンポスとアースガルズの次代主神が同じチームでゲームに参加ということで、一部で問題になっているようだが」

　そりゃ、問題だよな。ふたつの神話の次代主神が組んで国際大会に出てるんだもん。普ふ通つうなら、自国からの参加チームを観戦する立場だっ！　っていっても、今回の大会に限っては、各勢力から主力クラスが出ててえらいことになっているけどさっ！

　それと、もうひとつ問題点としては──ヴィーザルさん、アポロンさんが所属しているチームに関してだ。

　初めて目と耳にしたとき、「噓うそだろ!?」って信じられなかったからね。

　ヴィーザルさんがそれを口にする。

「うちは、俺とアポロンを筆頭に、神クラスの若い連中で構成されたチームだ。ま、大将はテュポーンなんだけどな」

　そう、ヴィーザルさんとアポロンさんが所属するところは──魔ま物ものの王とされるテュポーンを『王キング』とするチームだったっ！

　テュポーンは、大会の開会式でもデカすぎて目立っていたし、各勢力のなかでも群を抜ぬいて強いと称される存在だ。ヴァーリも、全勢力でトップ10に入る実力だと認めている。

　……どうなってんだよ、今回は。帝たい釈しやく天てんといい、テュポーンといい、本来表に出てきちゃ不味まずいって神話クラスの連中がこぞって参加する大規模な大会になっちまってる。

　ヒトによっちゃ、この大会をある意味で神々の戦争だと評している。

　しかも帝釈天は四天王をチームに入れたり、テュポーンは眼前のヴィーザルさん、アポロンさんを入れたりと、試合のバランスを崩ほう壊かいさせるやりたい放題な構成だ。もはや、映画のなかの大破は壊かいともいえる現象が何度も巻き起こり、そのたびにフィールドが盛大に丸ごと吹ふき飛んでいた。

　パワーのある神クラスが暴れると、ゲームのフィールドなんて簡単に吹っ飛ぶ。

　これを認める大会運営も大会運営だが……それでも優勝を目指すチームが多いのも、なんともいえない。……まあ、俺やヴァーリ、匙んところのシトリーだって、たとえ神クラスと戦っても優勝してやるって気構えだから、今いま更さらなんだけどさ。

　ヴィーザルさんがカラカラと笑う。

「大将は誰だれでも良かったんだが、テュポーンがどうしても自分が『王キング』をやりたいと言うものだから、俺もアポロンも譲った形だ」

　アポロンさんはため息を吐くばかり。

「……我がギリシャ神話的には、長年敵対していたテュポーンと和平を結んだのはいいが……わがままなところは変わらずでな」

　神々の話題は突とつ拍ぴよう子しもなく、あまりに天上の会話なんで、付いていけないが……。

　アポロンさんが、ふと俺たちの反応に気づき、あらたまってこう述べる。

「これは失敬。ヴィーザルはともかく、私は別件を伝えるために貴公らのもとに来たのだった」

　言うなり、アポロンさんが指を一本立てて言う。

「ひとつ、忠告を。──ハーデスが良からぬことを企くわだてている。貴公らにも累るいが及およぶ可能性は多分にあるだろう。この情報は後日あらためて親書として、各勢力に送るつもりだ」

「「「──ッ！」」」

　この情報に俺、ヴァーリ、匙、三人ともが鋭するどく反応した。

　……ハーデスは、いまだに俺たちに敵意を向ける存在だ。アザゼル先生もあちらに行くとき、あの骸がい骨こつ神の野心を危険視していた。

　邪じや龍りゆうアポプスと繫つながっていたというし、まさか、アポプス経由でリゼヴィムの持っていた何か邪じや悪あくな武器や道具を受け取っていたとか……？

　クリフォトの持っていた情報、技術は各勢力が協力して大方回収できたが、一部、探れなかったものがあったのも事実のようで……。

　次代の主神さまが直じき々じきに伝えてくれるほど、危険なのだろう。不安は尽つきない。

　ヴァーリがヴィーザルさんとアポロンさんに問う。

「こちらからひとつ訊ききたい。現状、邪龍戦せん役えきを経へたあとの各神話体系のなかで、危険性の高い神はどれだけいるのだろうか？　俺もある程度は把は握あくしているが、神クラスからの見解も知りたいところだ」

　ヴィーザルさんがヴァーリの質問を興きよう味み津しん々しんに聞いていた。

「それは……世界平和のために？　それとも自分の野心……神との戦いを容認される状じよう況きようを得るために？」

「後者が強めだが……前者もないわけではない」

　正直なヴァーリの言葉に義理の兄は笑う。

「ははは、正直でいいね。義弟としては良い答えだ。いいだろう、答えよう。現状、最も危険性の高い神は、ハーデスだろう。同様に危険性の高かったインドラ──帝釈天は、表向きは大会に参加している。優勝賞品に願うだろうシヴァ神との戦い、これがある限り、大会期間中は無茶もしないだろうさ」

　当面、警けい戒かいすべきは冥めい府ふの神、ハーデスか。

　アポロンさんはこう言う。

「インドラ神は、純じゆん粋すいに大会を楽しんでいるとも聞く。貴公らとの戦いも楽しみにしている──と。あの神は、戦いにおいては正直だ。ゆえにおそろしくもあったわけだが……。シンプルな戦いの場が用意されれば、そこに準ずるのもインドラ神といえる」

　……帝釈天も戦いを楽しむタイプ、か。とはいえ、ヴァーリとも思想と美学は異なるんだろうな。

　ヴィーザルさんが続ける。

「永年の念願だったシヴァ神との戦いの可能性を得られるんだ、そりゃ、張り切るし、余計な事件も起こしたくはなくなるだろう。シヴァ神の邪龍戦役後の采さい配はいは見事だと思えたね」

　……帝釈天のほうは、大会に夢中ってことね。まあ、何でも叶かなうという大会の優勝賞品で念願だったシヴァさんと戦えるのなら、大会に集中していたほうが、賢けん明めいで確実ってことなのだろう。

　アポロンさんもうなずく。

「シヴァ神も腹の中ではどこまで思し慮りよしているか知れないが……我が父を含ふくめたトライヘキサ迎げい撃げき組の勇気を思うのなら、世界に混乱をもたらすことはしないだろうと、我らオリュンポスの神々と、北ほく欧おう側は現状静観している」

　次代主神二柱の意見はシヴァさんに好意的だね。……一度だけシヴァさんと会ったが、怖こわい雰ふん囲い気きはあったけど、イタズラに世界を破壊するってタイプではなさそうだった。

　ヴィーザルさんは腕を広げて言う。

「──と、まあ、ハーデスの件はそんな感じかね。チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』としては警戒をしておいてくれ。うし、義弟と赤せき龍りゆう帝ていと、ついでに龍りゆう王おうの顔も見たし、アポロン、そろそろお暇いとまするか」

　アポロンさんがうなずく。

「ふむ。確かに釣つりの邪じや魔まになりそうだ。──と、そうだった」

　アポロンさんは思い出したかのように俺のもとに歩み寄り、手を取って正面から言った。

「最後に赤龍帝殿どの、貴公を称たたえた歌の数々はすべて素晴らしい。芸能を司る神として、是ぜ非ひともそれは伝えたかったのだ」

「……は、はあ、それはどうも」

　としか答えられない俺！　いきなり、太陽を冠するギリシャの次代主神さまに『おっぱいドラゴン』関連の歌が最高だと言われても反応に困るって！　そ、そうか、芸能の神さまにも認められるほどの逸いつ品ぴんなのか、あれ……。

　アザゼル先生、サーゼクスさま、レヴィアタンさま、あなた方が作られた歌は、神にすら届きましたよ……。

　心中でお三方に想いを告げる俺だった。

　ヴィーザルさんは去り際ぎわに言う。

「試合で当たったら、容よう赦しやなしだ。俺も楽しみにしていてな。こんなバカ騒さわぎできる大規模な催もよおしでもないと、俺たちは参加もできないだろうし、この機会を最大限楽しむつもりだ」

「義理の兄だろうと、負けるつもりはないさ」

「俺も負けないっス！」

「程々にがんばります」

　──と、ヴァーリ、俺、匙は思い思いに返したのだった。







　ヴィーザルさんとアポロンさんの来訪が終わったあと、一息吐ついた頃ころにヴァーリが言った。

「ヴィーザルとアポロン、か。兵藤一誠、よく覚えておくといい。これからの時代を生きていくなら、各神話の神々とは付き合いが多くなるだろう。そのなかでヴィーザルとアポロンは神格の若手筆頭として今後何度も顔を合わせることになる」

「ああ、わかったよ」

　応じる俺を見て、匙はため息を吐く。

「おまえらはこれから面めん倒どうくさそうだもんな。俺、宿ってるのが龍王で良かったぜ」

　……俺だって、面倒ごとは嫌いやだけど、上級悪あく魔まになった以上、そういうことにも触ふれていかなくちゃいけないし、あちらからも近づいてくるんだろうさ。

　さすがに、釣り中に次代主神二柱に突とつ撃げきされるとは想像もつかなかったけどさ。

　などと、思っているとき、三人それぞれの通信機器が鳴り響ひびく。

　各々でそれを手に取り確認する。

　ヴァーリが画面を見て、笑みを浮うかべる。

「おっと、兵藤一誠。面白い情報が飛び込んできたぞ」

「あ、俺のところにも仲間から連れん絡らく入ってるわ。って、すげえことになってるぞ、兵藤！」

　匙も情報を見て、ぶったまげていた。

　俺も……メールを確認して、驚おどろきで目を見開いていたっ！

　ヴァーリが嬉き々きとして言う。

「──『リアス・グレモリー』チームが、いまから始まる試合で謎なぞの『兵士ポーン』を投入するそうだ」

　そう、レイヴェルからのメールはまさにそれだったっ！

『リアスさまが次の試合で「兵士ポーン」を使います！』という内容だっ！

「ああ、ちょうど今俺のほうにもそのメールが届いたよ」

　……ここまで謎とされていたリアスチームの『兵士ポーン』が、ついに秘密のベールを脱ぬぐというのか!?

　ヴァーリは心底楽しそうに笑う。

「俺の予想が正しければ……ふふふ、楽しいことになりそうだ。このまま一いつ緒しよに試合を見に行こうじゃないか」

　俺と匙は顔を見合わせ、ヴァーリの提案にうなずいた。




　　　　─○●○─




　俺とヴァーリ、匙の三人は釣りを止やめ、冥めい界かいで行われているレーティングゲームの試合──リアスのゲームを観戦するため、すぐに会場近くまで転移した。

　関係者用の入り口から入って、専用の観戦ルームにたどり着く。そこに座るなり、試合が始まったっ！

　リアスチームと相手チーム（最上級悪魔の『王キング』が指揮するチーム）が、だだっ広い海上のフィールドに出たのだが……リアスチームから先せん攻こうで飛び出していったのは──見覚えのある黒いコートを着た長身の男性だった。黒と金の入り交じった髪かみをしており、身にまとうオーラも同様の色っ！

　……こ、こいつかよっ！　こいつが、リアスの『兵士ポーン』ッ！　驚きよう愕がくの光景に俺は言葉もなく、ただただ食い入るように試合を見つめる。

　その黒コートの男性は、海上を進んでくる相手チームの選手に対して、手を突つきだす。

　……そこに信じられないほどのオーラが滾たぎりだし、圧縮に圧縮を重ねられて、濃のう密みつすぎる破は壊かいの波動と化すっ！

　前方に飛び出たその男を見て、アナウンサーが叫さけぶ。

《なぁぁぁぁぁんとッ！　謎のベールに包まれていたリアス・グレモリーチームの『兵士ポーン』ミスター・ブラックの正体がッ、まさかまさかの、クロウ・クルワッハだったとはッッ！　かの伝説の邪龍が、リアス・グレモリーチームの『兵士ポーン』として参戦しているとは、これはただ事では終わらない試合になりそうですッ！》

　男性──クロウ・クルワッハが、突きだしていた手から、その尋じん常じようではない一発を放っていくっ！

　刹せつ那な、前方の景色を丸ごと覆おおうような大爆ばく発はつが巻き起こり、海上領域を包み込む広大な特とく殊しゆ結界は、壊かい滅めつ的打だ撃げきを受ける。クロウ・クルワッハの放った一撃で、風景の所々──空や海に穴ホールが空いたようで、そこから次元の狭はざ間まが見え隠かくれしていた。

　次元の狭間にフィールドの海水が流れ落ちていくほどだった。しばしば大会では、神クラスがとんでもない一撃を放って、ゲームフィールドを覆う結界すらも壊こわしてしまうが……。

　むろん、今回の相手チームの選手は為なす術すべもなく、一気に五名がリタイヤとなる。

　……そうか、リアスの『兵士ポーン』は……クロウ・クルワッハかよ……ッッ！

　隣となりの匙も仰ぎよう天てんし、言葉もなかった。ヴァーリのほうは、どこかクロウ・クルワッハの参戦を予期していたようで、奴やつの登場に歓かん喜きしているようだった。

　アナウンサーが吼ほえる。

《フィ、フィールドが──消し飛ばされたぁぁぁあああああああああああっ！　神クラスの一撃ッッ！　否、それ以上と言っても過言ではありませんッッ！　同じドラゴンというと、兵藤一誠選手のあの凄すさまじい砲ほう撃げきが思い起こされる一撃ですッッ！》

　……威い力りよくなら、引けを取らない自信はあるさ。問題はあれを何発撃うてて、同じ力を持続できるかってことだ。

　ドライグが言う。

『……クロウ・クルワッハめ。わざとフィールドを消し飛ばしたな。先日の相棒の戦いに感化されたか』

　ヴァーリが笑う。

「ふふふ、わざと狙ねらったのだろうな。クロウ・クルワッハ自身の演出か。あるいはリーダーの命令か。どちらにしても意気投合したのだろう」

「クロウなりの俺への挑ちよう戦せん状か」

　俺がそう口にすると、ヴァーリは愉ゆ快かいそうに言った。

「俺や他の強きよう豪ごうにも見せつけるためだろうな。酷ひどく面白いじゃないか。そう、これでいい。これこそが、この大会の真しん髄ずいだろう」

　……パフォーマンスで、フィールドを消し飛ばしたってか。

「正直に答えてくれ、ドライグ。──いまの俺は、奴と戦えるか？」

　俺の問いにドライグがこう答える。

『ああ、龍りゆう神じん化であれば戦える。いい勝負ができるだろう。──だがな』

　……言いたいことはわかっているさ。

「制限時間付きじゃ、話にならない、か。……ったく、リアスはとんでもない奴にオファーしてくれたもんだぜ」

　疑ぎ似じ龍神化じゃ、逆立ちしたって時間内にクロウを倒たおしきるのは無理だろう。

　ドライグがこう言う。

『リアス・グレモリーは相棒を意識して、クロウ・クルワッハをチームに引き入れ、「兵士ポーン」に据すえたのだろう。むろん、ギャスパー・ヴラディとの関連性を主軸に置いた勧かん誘ゆうには違ちがいないが、神クラスや二に天てん龍りゆう対策として入れたのは疑いようがない。クロウ・クルワッハ自身もそれを嬉々として受け入れたのだろう。奴にとってみれば願ったり叶かなったりの配置だ』

　クロウ・クルワッハがリアスのチームに参加した真意は知れないが、両者の間で何かしらのやり取りがあり、利害が一致したのは確かだろう。

　リアスは、勧誘が本当に上手だから、クロウを巧たくみに誘さそったのかも。初期のオカ研の力を発揮できるチーム構成にすると言っていた以上、バロールの力を持つギャスパー込みでの勧誘なんだろうけど……。

　バロールの力を持つギャスパーと邪じや龍りゆう最強のクロウ・クルワッハの組み合わせとか、怖こわすぎてたまらなくなるぜっ！

　──と、ここに駆かけつける者たちがいた。

「イッセーさま、捜しましたわ」

　レイヴェルを始めとした、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、ボーヴァ（ミニドラゴン形態）という顔ぶれだ。

「あ、レイヴェル。わりぃ、勝手にこいつらと見に来てて」

「いえ、それは別に……。問題は──」

　レイヴェルの視線が、画面で大暴れしているクロウ・クルワッハを捉とらえる。

「ああ、さて、どうしたもんかな、あれは」

　苦笑しかない俺だったが、レイヴェルは目を細めるばかり。

「リアスさまのチームは、クロウ・クルワッハだけではなく──」

　レイヴェルの言葉に続くように、クロウ以外のリアスチームのメンバーが暴れ出す。

《おーっとッッ！　こちらも出ました──ッ！　黒い魔ま物ものッッ！　伝説の魔ま神じんバロールの力を宿したという噂うわさのギャスパー選手による超ちよう々広こう範はん囲いの闇やみの領域ィィィィッッ！》

　アナウンサーの声と共に、黒い魔ま獣じゆうと化したギャスパーが、海上を大きく覆い尽つくすほどの闇を展開し、相手チームの選手の攻こう撃げきをすべて闇で溶とかしてしまう。そして、相手の選手数名が容易に闇に飲み込まれていった──。

　次に映像は海上に浮かぶ小島を映す。

　そこでは、フリード似の少女──リント・セルゼンが、相手のチームの剣けん士しと激しい接近戦を繰くり広げていた。最上級悪あく魔まの眷けん属ぞくゆえ、相手の剣士も相当な上手だ。リント・セルゼンが光力の灯ともった剣で相手剣士に一ひと太刀たちを浴びせるが、彼女もまた反はん撃げきでダメージを受けてしまう。

　リント・セルゼンが距きよ離りを取るため、一いつ旦たん後方に飛び退のく。そこに──ヴァレリーが現れた。

　ヴァレリーが、手から杯さかずき──聖せい杯はいをひとつ取り出すと、そこになみなみと白く輝かがやく液体が溢あふれだしていく。それをリント・セルゼンの患かん部ぶにかけると──彼女の負傷が噓うそのように消えていったっ！

《あーっと！　怪け我がをした仲間を癒いやしてしまうヴァレリー選手の能力も驚きよう異い的だ──ッ！》

　アナウンサーもヴァレリーの神器セイクリツド・ギアの力を褒ほめ称たたえる。

　そうだ、これが新リアスチームの回復手段っ！　ヴァレリーは『幽世の聖杯セフイロト・グラール』の応用で、相手を回復できるようになっている。アーシアほどの速度はないが、やはり、試合中の回復手段は重要だよな。

　ケガを治したリント・セルゼンが、全身から紫むらさき色いろの炎ほのおを顕けん現げんさせ、手には炎で出来た剣を出現させる。

　その紫し炎えんの剣から、炎のオーラを相手剣士に放っていくッ！　受けた相手はたまらず苦しみだしたっ！

《リント・セルゼン選手の紫色の炎が相手選手を包み込むッッ！　これは、たまらずリタイヤとなりそうですッッ！》

　アナウンサーが言うように、リント・セルゼンの紫炎にやられた選手はすぐさまリタイヤの光に消えていった。

　……あの子もまた神滅具ロンギヌスの力を継けい承しようしている。ギャスパー、ヴァレリー、リント・セルゼン……。リアスは強力な神滅具ロンギヌス級を三種もチームに引き入れているのだ。

　もちろん、新リアスチームの活かつ躍やくはそれだけに留まらず、リアスが滅ほろびの力で相手チームの『王キング』（最上級悪あく魔ま）を圧あつ倒とうしていた。相手の『王キング』は、最初のクロウの一発で負傷していたようで、もはやリアスの相手にならない。

　その横では、堕だ天てん使しモードの朱乃さんが盛大な雷らい光こう龍りゆうで、敵チームの『女王』をたたき伏ふせる。

　木場も相手の『騎士ナイト』をなんなく高速で切り刻み、小こ猫ねこちゃんも白しろ音ねモードで敵の『僧侶ビシヨツプ』を火車で焼き尽くしていくっ！

《リタイヤ》《リタイヤ》《リタイヤ》と、相手チーム選手の敗退アナウンスがどんどん重なっていった。

　リアスチームの勝利はもう揺ゆるがないだろう。

　リアス自身もまた、勝利を重ねており、いまのところ全勝だった。あとはリアスが相手の『王キング』を詰つんで投とう了りようだ。

　ヴァーリが楽しげに言う。

「キミたちが抜ぬけたリアス・グレモリーのチームは抜け殻がらだなどと、大会前は評されていたが……既き存そんのメンバーと新メンバーできちんと運用できているな。持ち味を活かした大だい胆たんな手とも言えるが……」

　それにしても、ここでクロウが正体を明かしたのはどういう意図があるのか。ただでさえ、神クラスの力にビビりだしている大会参加者から、さらに気力を削そぐために圧倒的なパワーを見せつけたのかな。

　まあ、これを見て滾る連中もいるだろうけど、伝説の邪龍の登場に、試合を辞退する者が増えてもおかしくはない。事実、大会が進むにつれ、ゲームを降りるチームも日に日に増えている。

　俺が首をひねりながら言う。

「……さて、こちらも戦力を増やしたほうがいいのかな」

　そうつぶやいたとき、レイヴェルが耳打ちしてきた。

（イッセーさま、そのことでひとつご相談がありますわ）

（マジか。あの子を使うって話じゃなくて？）

　俺の問いにレイヴェルはうなずいた。ほうほう、エルメンヒルデ以外にもアテがあるということだ。

《試合終しゆう了りようォォォオオオッ！　勝利したのは、リアス・グレモリーチームですっ！　その圧倒的火力の前に、最上級悪魔クラスすら及およびませんでしたッ！》

　リアスの勝利を告げるアナウンス。また勝ち星を増やしたね、リアス。……俺も負けていられないぞっ！

　ヴァーリがリアスチームの勝利とクロウを確認して満足したのか、席を立つ。

「俺はこの辺で帰らせてもらおうか」

「あ、じゃあ、俺も」

　これに匙も続いた。

「あら、ヴァーリも匙も帰るのか」

　俺が問うと、匙が言う。

「試合も終わって、釣つりにも戻らないなら、いつまでもお邪じや魔ましちゃ不味まずいだろう。一応、敵チーム同士だし、近々おまえんところと試合もあるしさ」

「そうだな。──匙、今度こそ負けないからな」

「へへっ、そりゃこっちの台詞せりふだぜ、兵藤」

　握あく手しゆを交わす俺と匙。気軽に釣りに誘えるダチって関係だけど、試合は別だ。今度こそ、俺が完全に勝つッ！

　ヴァーリがふっと笑った。

「その様子だと、兵藤一誠のチームも戦力の補強にアテがありそうだな。こちらとしてはうれしい限りだ」

「ヴァーリ、決勝トーナメントまで来いよな」

　俺の言葉にヴァーリは肩かたをすくめる。

「それは、そっくりそのまま返そうか」

　ヴァーリは手をあげ、その場をあとにしていく。──と、去り際ぎわに一言告げていった。

「中断してしまった釣りだが……。次はうちの新人二名も連れてこよう。彼らの面めん倒どうを見ている美び猴こうも手が空あいて喜ぶだろうしな」

　……新人……ああ、現沙さ悟ご浄じようちゃんと現猪ちよ八はつ戒かいの変態か。前者はともかく、後者は変質者すぎて、俺も対応に困るぞ。

　とはいえ、こいつからのお誘いは嫌きらいじゃない。

「ああ、今度は山で川釣りってのもいいかもな」

　俺の言葉に匙もヴァーリも手をあげて、応こたえてくれた。

　……結局、戦いを『楽しむ』ってことに対する答えはわからなかったし、あいつらに深く聞きそびれたけど……。それは俺自身で見つけなきゃいけないことなのかもと、漠ばく然ぜんとながら、そう自答していた。




　　　　─○●○─




　二日後のことだ。

　放課後、部室で部活が終わるまで過ごす俺たち。

　レイヴェル曰いわく、なんでも「戦力の増強にアテがある」というのだ。今日、そのアテとやらと会えるというのだが……。

　しばらく俺のチーム全員（ビナー氏は除く）で部室にて、待っている。木場たちにはいったん帰ってもらった。

　チームの戦力増強ということで、見分のため、ボーヴァにも部室に来てもらっていた。

　もちろん、元はデカいので、ミニドラゴン形態だが。このミニドラゴン形態、うちの母さんに好評で、「まあ、ラッセーちゃんみたいでかわいいわねっ！」ってペット感覚で対応していた。その点はボーヴァに申し訳ない限りだ。

　さーて、部室で待っていると、まずは厚手の服装のエルメンヒルデが到とう着ちやくする。まだ日が昇のぼっているので、フードを深く被かぶっていた。

　レイヴェル曰く、まだ来ますとのことで、さらに待っていると──部室に二人ほど入室してくる。

　一人は、新生徒会役員である百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆうだ。五大宗家筆頭百鬼家の次期当主。快活そうな雰ふん囲い気きを持つ駒く王おう学園の二年生男子だ。

　百鬼があいさつする。

「オカ研の皆みなさん、お邪魔します」

「おーっ、百鬼と──ミラーカさん」

　もう一人は──全身を覆おおうほどに厚着をした女子生徒だ。

　フードも深く被っていて、瓶びん底のようなメガネもかけている。首にマフラーを巻いて、スカートの下にジャージを穿はいており、両手も手て袋ぶくろという、エルメンヒルデ以上の完全防備だった。肌はだの露ろ出しゆつを極力避さけた格好だ。

　その厚着の女子は、百鬼同様新生徒会役員である二年女子のミラーカ・ヴォルデンベルグさんだった。

　実は、ミラーカさんは純血の吸きゆう血けつ鬼きであり、カーミラ派の主柱を担になうヴォルデンベルグ家のお姫ひめさまっ！　肌の露出を避けているのも吸血鬼だからだ。彼女もまたエルメンヒルデ同様、デイライトウォーカーではないため、日中の活動がしんどいようだ。

　アジュカ・ベルゼブブさまが取りしきっている『ゲーム』に参加しており、謎なぞとされている残りの神滅具ロンギヌス──「蒼き革新の箱庭イノベート・クリア」と「究極の羯磨テロス・カルマ」を百鬼と共に調査している。

　厚着の女子──ミラーカさんが、エルメンヒルデを確認するなり、飛びついた。

「エルメだっ！」

　飛びつかれたエルメンヒルデは、ミラーカさんの行動に驚おどろくが、面識はあるようだった。

「ミ、ミラーカ？　こ、こんなところに何をしに来たの？」

「あれ？　私が駒王学園に通ってるって、母国から連れん絡らく来てるよね？」

　少し離はなれて不思議そうにそう訊きくミラーカさん。

「それは知っているわ。そういうことではなくて、ここは兵藤一誠さまのチームが会合される場よ？　見学？」

　ミラーカさんは百鬼と顔を見合わせてから、エルメンヒルデの質問にうなずいた。

「見学といえば見学かな？　でも、私はついで。先せん輩ぱいたちに会いたいヒトは、こちらのヒトたち」

　用があるのはミラーカさんではなく、百鬼？　でも、たちって。百鬼とミラーカさんとは別にまだ誰だれかいるのか？

　百鬼が困ったように頰ほおをかく。

「……まあ、用があるといいますか、紹しよう介かいしたいヒトがいるといいますか……。兵藤先せん輩ぱいやフェニックスにぜひ会わせてくれというものですから」

　しかし、「フェニックス」呼びが新しん鮮せんだ。同級生の男子からすれば、レイヴェルの呼び方は「フェニックス」になるか。

　ん？　いや、待て。さっきからミラーカさんも百鬼も、「俺たちに会いたい」「紹介したい」と言っている。本来、こちら側が呼び寄せたはずなのに……むしろ、あちらがこちらに会いたくて、紹介もしたいと？

　ふと、ドライグが俺に話しかけてくる。

『……嫌いやな予感がするのだが、相棒よ』

　声のトーンが低い。どうした、相棒？

　──と、扉とびらがノックされ、新たに入室してくる者がいた。

　蒼あおく長いストレートの髪かみをした麗れい人じんだっ！　紺こんのパンツスーツでビシッと決めている超ちよう美女ッッ！　って、蒼い髪ってことは人間ではなく、異い形ぎよう側ということだろう。染めているようにも思えないしな。瞳ひとみも深い藍あい色いろをしている。

　女性は、部室を一通り見回したあと、俺──というより、俺の左ひだり腕うでに視線を送る。

「久しぶりね、ドライグ」

　女性が俺の腕──神器セイクリツド・ギアの中にいるドライグに話しかける。

　すると、自然と籠こ手てが俺の左腕に出現した。宝ほう玉ぎよくが輝かがやく。

『──ティアマット。ああ、まったく……。嫌な気配を感じると思ったら、おまえだったか』

　──ティ、ティ、ティアマットッ!?

　あの五ご大だい龍りゆう王おうのか!?　龍王最強とされる『天魔の業龍カオス・カルマ・ドラゴン』ティアマットッ！　ベルゼブブさまが個人的に運営されている『ゲーム』に参加しているって話だけは聞いていたが……。

　レイヴェルに小声で訊く。

（今日の用事……アテっていうのは百鬼とティアマット？）

（私は百鬼さんに用があったのですが……そうなると、どうしても話を通さないといけない方がいらっしゃるから会わせてくれと）

　なるほど、レイヴェルは百鬼に用事があった。けど、その際、あちら側でこちらに会いたい者がいたということか。それがティアマット──。

　まさか、俺たち……いや、ドライグに直接会いに来るとは……。しかも人間態っ！

　蒼い髪の女性──ティアマット……さんは、長い髪を手で払はらいながら嘆なげくように息を漏もらす。

「酷ひどい言いようね。散々、私から逃にげ回っておいて。その姿になってから、私の気配を感じると、宿主に頼たのんで逃げていたわよね」

『……ぬ、ぬぅ』

「今回は残念ながら、無理だったようね。ま、私もあなたに察知できないぐらい気配の殺し方は覚えたわ。永く生きるものね」

『……そ、それで、ここに入ってくるまで気づけなかったのか……』

　ドライグの声こわ音ねから、ティアマットさんを苦手にしているのがわかる。

　何より、やり取りで把は握あくした。ティアマットさんの用事──会いたい者とはドライグのことだっ！

「……なんだ、ドライグ。あの美女との間に何があった？」

　俺が相棒に問う。──が、答えたのはティアマットさんだ。

「封印前の赤い龍ウエルシユ・ドラゴン帝ていさんに、私が収集していた伝説のアイテムの類たぐいを貸したのよ。何でも、白はく龍りゆう皇こうに勝つために自分の能力を高めたいとかでね。そうしたら、三大勢力が起こした大戦時にアルビオンと大おお喧げん嘩かして……そのあとは、現所有者のあなたにもわかるわよね？」

　ティアマットさんは部室のソファの背もたれに腰こしをあずけ、さらに語る。

「そう、ドライグは私から宝を借りた上に勝手にアルビオンと一いつ緒しよに退治されて、神器セイクリツド・ギアなんてものに封ふうじられてしまってね。ドライグが滅ほろぼされたおかげで、貸していた宝の数々も人間の盗とう賊ぞくに奪うばわれて世界中に散らばってしまった」

　……あらら、伝説のアイテムを借りたのに、それを返さぬままアルビオンとケンカをはじめ、あげく退治されていまの姿になったということか。

　そら、ドライグが悪いな。

『……うぬ、す、すまないな』

　ドライグも素直に非を認めた。

　しかし、とうのティアマットさんは冷笑を浮うかべたまま、請求する。

「いいから、返しなさい」

『……こ、この状態では、返したくとも返せないのだっ！』

　ティアマットさんは息を吐はき、肩をすくめる。

「知らないわ。勝手にケンカして死んだのはあなたよ。自己責任じゃないの」

　あー、ドライグが逃げ回っていたのも借りたものを返せないため、追い回されると感じていたからか。まあ、神器セイクリツド・ギアに封じられている間に盗ぬすまれた伝説のアイテムなんて、回収するのは困難を極きわめるだろうしな。

　でも、それはそれ、これはこれともいうか。

「……ま、借りたもんは返さないとな」

　俺は率直な感想をそう漏らした。

『あ、相棒まで……っ！』

　俺の反応が意外だったのか、ショックを受けているようだ。いや、さすがに借りたもんを返さないのはさ……。勝手にケンカしたんだろうし。

　俺とドライグのやり取りを見て、ティアマットさんは呆あきれるような笑みを見せる。

「と、いまのドライグに言ったところでね……ハァ、私の自じ慢まんのコレクションがいまじゃ各勢力の宝ほう物もつ庫この中よ……」

　ため息を吐くティアマットさん。──が、一転してイタズラで妖よう艶えんな笑みを見せる。

「そこで私は考えたわ。ドライグがダメなら──宿主に肩かた代がわりしてもらいましょう、とね。つまり、連帯保証人みたいなものよ」

　俺に視線を送るティアマットさん。ティアマットさんの目線を追うように、周囲の視線も俺に集中した。

　…………。

　……………………。

　……俺は自身に指を突つきつける。ティアマットさんは肯こう定ていするようにうなずいた。

「ええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　絶ぜつ叫きようする俺ッ！　当然だっ！　ど、ど、どうして、ドライグの借金みたいなもんを俺が肩代わりしなきゃならんのだっ!?　俺が生まれる遥はるか前のことじゃないかっ！

『相棒、すまない……』

　な、な、なななな、何言ってんの、ドライグさん!?　何、俺に頼もうとしているの!?

　自分の借金は、相棒の借金でもあるとでも!?　いやぁぁあああああっ！　連帯保証人、いやぁああああああああああっ！

　ティアマットさんが微ほほ笑えむ。

「別に宿主くんが上級悪魔でお金を持っているからといって、そこから返済してもらうような真似はしないわ。さすがにかわいそうでね。だから、ドライグを許す代わりに条件があるの」

　ティアマットさんが俺に指を突きつけ、こう述べる。

「許してあげる代わりに、あなた達が大会で優勝した暁あかつきには、各勢力に散らばった私のコレクションを取り返せるよう願ってもらうわ。確か、優勝賞品の願い事って、大きさによって、叶かなえられる数が変わるのでしょう？」

　ティアマットさんの問いにレイヴェルがうなずく。

「は、はい。小規模の願い事であれば、チームメンバーの人数分叶えられることもありますし、規模が非常に大きければチームでひとつという場合もあります」

　そう、大会の優勝賞品──各勢力の神秘の力を使って、できる限り願い事を叶えるって件だが、レイヴェルが言うように、お願いの規模によって数も変わるのだ。

　俺たちは大会で優勝することを一番に考えているため、願い事にはそれほどこだわりもなく、大きな願いも目標に据すえてはいないのだが……。

　そうか、ティアマットさんは、俺たちが優勝したときに、失ったコレクションを取り戻もどせるようにしてほしいのか。それが運営側にとって、どれほどの規模の願いなのかわからないが……叶えてくれそうな願いではあるな。

　ティアマットさんが、続けて言う。

「一応、優勝できるよう手助けはしてあげる。私がこのチームに入ってあげてもいいんだけれど、これでもレーティングゲームの運営側なのよ。さすがにそれは不味まずいでしょう？　──だから、その子をチームに入れてちょうだいな」

　ティアマットさんは──百鬼を指さしていた。

　なるほど、そこで百鬼がここにいることに繫つながるわけか。レイヴェルが「戦力増強のアテ」と言っていたのも、ここまでの経けい緯いを鑑かんがみるにどうやら百鬼のようだし。

　百鬼がなんとも言えない表情をしつつ、こう言う。

「──と、まあ、そういうことみたいなんです。……俺もティアさんには借りがたくさんありまして……頼まれたら断れない身の上なんです」

　ほうほう、例のベルゼブブさまの『ゲーム』関連か、あるいは調査中の神滅具ロンギヌスについてか。どちらにしても、百鬼はティアマットさんに世話になっているようだ。

　ティアマットさんが言う。

「リュータなら、まあ、あなたの力になれるでしょう。それに百鬼家次期当主の良い経験になるわ。運営側のオススメよ」

「……リュータ？　百鬼のあだ名？」

　俺は百鬼が聞き慣れない呼び方をされたので気になり、本人に訊きく。

「……いえ、『竜りゆう太た』。『黄龍』継けい承しよう前の……俺の本名です。ティアさん的にそっちの響ひびきのほうがいいらしくて、そう呼ばれてます」

　なるほど、『黄龍』って名は、家が司つかさどっている霊れい獣じゆうを継承したときに名乗るものでもあるのか。

「……リュータやらコーチンやら、百鬼は名前がいっぱいあるな」

　俺がそう言う。こいつ、会うたびに名前やらあだ名やらが増えていくように思えて、なんて呼んでいいかわからなくなるぞ。

「……ま、古いしきたりを持つ家に生まれた者の宿命ってやつですね。兵藤先せん輩ぱいの呼びたい名で呼んでください」

　なら、『百鬼』でいいだろう。俺的に一番わかりやすい。

　俺はレイヴェルに問う。

「レイヴェル、それで、百鬼でいいのか？」

　新たなチームメンバーは百鬼でいいのかという確認だ。

　レイヴェルは懐ふところからスマホを取り出す。同時に写真を撮とるように、百鬼がカメラに収まるようスマホを操作していく。

「では百鬼さん。ちょっと計らせてもらいますわね」

　百鬼をパシャリと一枚。これは運営が配信した大会専用のアプリのひとつなのだ。アプリを起動してから写真を撮ると、相手の駒こま価値（大会基準）が即そく座ざに判明する。この手の写真に写らない吸きゆう血けつ鬼きも、限定条件が揃そろえば対応できるというが。

　さて、肝かん心じんの百鬼の結果を見て、レイヴェルが驚おどろいていた。

「──ッ！　……イッセーさま、百鬼さんの大会駒価値を『兵士ポーン』枠わくで換かん算さんすると、『５』ですわ！　予想を上回りました……っ！」

「人間で『５』っ!?」

　俺は驚きのあまり、つい声を出してしまった！

　大会基準で『兵士ポーン』の『５』かっ！　人間でその価値数だと、マジで驚きよう異いだな。神器セイクリツド・ギアを持っているとは聞いたことないし……。さすがは、若くともこの国の異能力集団の中ちゆう枢すう──百鬼家の次期当主さまだぜ。

　この報告にショックを受けていたのは──うちの『兵士ポーン』枠たるボーヴァだった。

「……このような人間の少年が、某それがしよりも価値が上だと言うのかッッ!?」

　タンニーンのおっさんの息子であるボーヴァは『兵士ポーン』換算で『３』だったからな。いや、大会基準で『３』も十分すごいんだけどね。神クラスを受け入れている大会の基準がおかしいんだ。

　ゼノヴィアがボーヴァにこう言う。

「私やイッセーたちも十七、八の未成年だ。ボーヴァ、見た目で判断してはいけないぞ？」

「う、うぅ、そ、それもそうですな……。我が『王キング』、ゼノヴィア殿どの、それに皆みな様さま方、大変失礼しました……」

　ゼノヴィアって、時折説得力のある一言を漏もらすよな。確かにその通りだ。

　レイヴェルはメモ帳に書き記しながら言う。

「しかし、ボーヴァさんの言うように、人間で大会基準の『兵士ポーン』駒価値『５』は驚異です。通常の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』換算だと、もっといきますわね」

　どんだけいくのやら……。そして、あらためてリアスチームの『兵士ポーン』たるクロウ・クルワッハの化け物ぶりが再確認できる。あいつ、通常の『悪魔の駒イーヴイル・ピース』換算なら、『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』でもない限り、眷けん属ぞくになんてできないんじゃないか？　ま、あいつの性質からして、悪魔に降くだって転生しないだろうけど。

　……クロウの素のスペックは、すでに封ふう印いん前のドライグを超こえている？　いままで退治されずに研けん鑽さんしてきた成果ってやつかね……。

　百鬼はあらたまって、俺の前に泰たい然ぜんとして立つ。

「悪魔に転生はしませんが、兵藤先輩のチームメンバーとして大会で戦えるなら、光栄です。凶きよう事じを振ふり払はらってきたあなたの戦いを間近で見せてもらえるなら、俺は全力で『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』の『拳こぶし』になります」

　頭を下げ、自ら参加の意思を表明してくれた。

　ゼノヴィアも百鬼の隣となりに立ち、肩かたに手を置く。そして、俺に言ってきた。

「イッセー、私は何度かこいつと手合わせしているが、お得だと思うぞ。駒王学園現生徒会長として、オススメだ」

　百鬼はジト目でゼノヴィアに言う。

「……会長、特売品みたいに言わないでください。それに、暇ひまつぶしと称しようしての手合わせはカンベンしてください……」

　……ゼノヴィアがお世話になってます。

　これに厚着のミラーカさんまで参加する。

「私からも黄龍をお願いします！　普ふ段だんボーッとしてますけど、本当はやればデキル子なんです！」

「……ミラーカ、それ、フォローの言葉じゃないからな。それと、普段ボーッとしているのはそっちだろ」

　同級生の言葉に、百鬼も額に手をやって困っていた。

　ロスヴァイセさんが教師の観点から言う。

「百鬼くんの普段の学校生活での態度、成績は優ゆう秀しゆうだと聞きます。そうでなければ生徒会の役員になれませんからね」

　快活な雰ふん囲い気きだし、文武両道と思っていいのかな。

　……しかし、そうか、百鬼が俺のチームに。能力はこれから教えてもらわないといけないが、新たな後こう輩はい男子はうれしいなっ！　うちは女子が大半だから、気軽に交流できる男子の存在はありがたいっ！

　ボーヴァは……男だけど、臣下として付いてくれているから、距きよ離り感が難しいんだよな。いい奴やつなんだけどね。

　そのボーヴァが百鬼にもの申す。

「おい、黙だまって聞いていれば、この俺を差し置いて、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』の『拳』を名乗ろうとは！」

　俺はボーヴァを落ち着かせるようになだめる。

「まあまあ。ボーヴァ、おまえはそうだな……。俺の『牙きば』になってくれればうれしいかな」

　何気なく言った一言であったが──。

「──ッ！」

　とうのボーヴァは感動の涙なみだを流してしまうッ！　ミニドラゴン形態にて、床ゆかで平へい伏ふくするっ！

「…………恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。このボーヴァ、我が主あるじの『牙』になりましょうぞ……っ！」

　……ったく、ボーヴァは俺の一言一言にオーバーリアクションしすぎなんだよな……。

「頭をあげてくれよ、ボーヴァっ！　そういうのはいいって言っただろ！」

　なんて光景がありつつも、ティアマットさんは俺たちのやり取りを確認し終えたのか、踵きびすを返し、扉とびらのほうに向かう。

「そういうわけで、リュータはドライグたちに預けるわ。吉きつ報ぽう、待っているわね。ドライグ、今度逃にげたら宿主ごと焼くから」

『……くっ』

　おい、ドライグ。俺まで焼くなんて言われたぞ……っ！　どうなってんだよっ！

『……すまない、としか言えんのだ。俺も若かった……』

　……くぅ、これも赤せき龍りゆう帝ていの力を宿したがゆえの定めってやつなのかな。まあ、乗りかかった船だ。やれるところまでやりましょうかね。

『うぅ、相棒。すまない、すまないっ！』

　いいって。俺もドライグには『おっぱいドラゴン』で迷めい惑わくかけたもんな。時に泣かせ、時に幼児退行までさせてしまった。案外、俺のやったことも重いと思うし……。

　ティアマットさんが帰ったあとで、レイヴェルが諸もろ々もろの確認に移る。

「百鬼さん、メンバーの枠はどこがよろしいかしら？　チームの『戦車ルーク』も一枠余ってます。まあ、試合によって、ポジショニングは変動しやすいので、決まった枠をずっとというわけにもいかないでしょうけれど」

　レイヴェルがメンバー表を見せると、百鬼がとある項こう目もくに目をやり、ニヤリとする。

「なら、通常は『兵士ポーン』かな。兵藤先輩も元は『兵士ポーン』から始めたと聞くしさ。それなら、俺もそこから始めたい」

　……ハハハ、そこまでリスペクトされると気き恥はずかしくなるね。

「イッセーさま、いかがでしょう？　私は特に問題ありませんわ」

　レイヴェルの問いに俺は快かい諾だくをする。

「ああ、じゃあ、百鬼には『兵士ポーン』枠を頼たのむ」

「はい。よし！　兵藤先輩の『兵士ポーン』っ！　気合いが入るなっ！」

　テンションが上がり気味の百鬼。さてさて、どんな能力を持っているのやら。

　ということで、百鬼が俺のチームの『兵士ポーン』となる。これで、ポジションの入れ替かえでもない限り、基本、俺のチームの『兵士ポーン』は、『３』枠のボーヴァと『５』枠の百鬼で埋うまることになるね。

　百鬼があらためて俺たちにもう一度頭を下げる。名のある家の子だから、礼れい儀ぎ正しいよな。

「そのようなわけで、先輩方。ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

　これにメンバーも反応する。

　イリナとアーシアが拍はく手しゆを送る。

「新たに生徒会メンバーが入るとは思わなかったけれど、よろしくね！」

「チームが賑にぎやかになりそうですね！」

　ロスヴァイセさんは若じやつ干かん難しい顔つき。

「生徒会から二人も出すとは……あとで学校を裏で支えているグレモリー家に報告しましょう」

　百鬼家の次期当主が大会に参加するって、そちらの業界的にも結構すごいことだろうしな。ま、ティアマットさんはその辺クリアしてきていると思うけど……。

　この状じよう況きようを見て、焦あせる者がいた。──エルメンヒルデだ。

「あ、あの！　……わ、私はまだダメでしょうか？」

　百鬼よりも先に「チーム入り」を懇こん願がんしていたエルメンヒルデ。しかし、レイヴェルはチーム内練習には付き合わせるが、彼女の願いであるチームメンバー入りは完全には決めかねていた。

「エルメンヒルデさんも検討してますわ。けれど、真意をお聞きしないと、本決まりさせていいか、判断がつきません」

『真意』という言葉に反応して、エルメンヒルデが返す。

「カーミラ派の、故国のためです」

「…………」

　レイヴェルは言葉を返さず、無言で難しい顔をするだけだった。おそらく、それは建たて前まえであり、本ほん音ねは他のところにあると看破しているんだろう。

　初対面が初対面だったしな。あんなに高圧的な純血主義者だった少女が、次に会ったときは丸くなり、価値観すら変わっているんだもん。何があったか、知りたくなる。

　レイヴェル的にそこにエルメンヒルデの本質──そして、大会に臨のぞむための信念があると踏ふんだんだろう。それを確認するまでは、大会への参加を承認できないのだ。

　……俺もできればその本音とやらを知りたいね。チームに入れる以上、エルメンヒルデの想いの一いつ端たんでもいいから、聞いてみたい。

　……まあ、エルメンヒルデと知り合いのミラーカさんからそれとなく聞いてみるのもいいだろうけど。

　そんなわけで、俺は厚着のミラーカさんに内緒で訊いてみる。

（ところで、エルメンヒルデとミラーカさんは知り合い？）

（はいです。母国が同じですし、幼い頃ころからよーく知ってますよ。短い期間でだいぶ変わりましたけど）

　……やっぱ、幼い頃から知っているヒトから見ても性格変わったんだな。

　ミラーカさんの瓶びん底メガネの奥にある深しん紅くの瞳ひとみは、悲ひ哀あいに満ちていた。

（レイヴェルさんの言っている真意、エルメはまだ隠かくしてるんですね。……私は知っていますが、やはり、あの子の口から聞いたほうがいいと思います）

　……国で何かを体験したんだろうな。

　こうして、俺たちはエルメンヒルデの秘めた想いを気にかけながらも、新たなメンバーである百鬼勾陳黄龍を加入させたのだった──。








　　　Life.3　決戦の前に







　その日は悪あく魔まの仕事を終えてから、レイヴェルとのミーティングを重ねたあと、ひとっ風ぷ呂ろ浴びるため、地下の大浴場に向かった。アーシアたちは俺がミーティングしている間に、先に汗あせを流したようだ。

　リアスたちは先に仕事を切り上げて、すでに帰ってきていたようで、明日も早いのでもう寝ねている様子だった。

　風呂場で体を洗っていると、ふいにヒトの気配に気づく！

　横を見ると、いつの間にか、そこには朱あけ乃のさんの姿ががががががっ！

「うふふ、ご一いつ緒しよしてもよろしいでしょうか？」

　朱乃さんっ！　たまに気配を完全に殺して現れるので驚おどろきますよっ！　リアスもこの技術を覚えていて、稀まれに俺に忍しのび寄るので、ビックリすることもしばしばだ！

　朱乃さんは──もちろん、全ぜん裸らという格好だった！　ぶるるんとした特大のサイズのおっぱいが、先せん端たんの乳首までハッキリと確認できるっ！

　俺はチラチラとエロ視線で見ながら、訊く。

「あ、あの、どうしたんですか？　この時間なら、もう寝ているはずですよね……？」

　朱乃さんはタオルにボディソープをしみこませて、ゴシゴシと泡あわ立だてながら言った。

「うふふ、たまには旦だん那なさまのお背中を流したいと思ったものですから。あなた、お背中、ゴシゴシしてもよろしいでしょうか？」

　甲か斐い甲斐がいしくもそう言ってくれる朱乃さんっ！

　あのプロポーズ以来、時折、「旦那さま」「あなた」と、まるで奥さんのように俺を呼んでくれるし、対応も懐なつかしい日本人女性のごとく、夫に尽つくす姿を披ひ露ろうしてくれていた。

「じゃ、じゃあ、お願いします！」

　断る理由もないので、大声でお願いする。朱乃さんはクスクスと小さく笑い、「はい、あなた」と答えてくれた。

　……この「あなた」呼びが恥はずかしいというか、こそばゆいというか……すげえうれしいんだけど、まだちょっと早いかなーって思うこともあるわけでっ！

　──と、うしろに回った朱乃さんが俺の背中をタオルでゴシゴシし始める。

「……こうやって、ずーっと、イッセーくんの背中を流せると思うと、幸せで幸せで……」

　声を弾はずませる朱乃さんは「イッセーくん、手をあげてください」と言ってきて、その通りにすると、脇わきもゴシゴシと、腕うでもゴシゴシと……。

　ぴたりぴたりと朱乃さんが動くたびに、俺の体に朱乃さんの豊満なおっぱいが、極上のやわらかさの女によ体たいが、当たるぅぅぅうっ！　たまらんですッッ！

　一通り、うしろから洗えるところはゴシゴシしてもらったのだが、朱乃さんはさらに言ってくる。

「次は前も洗いましょうか？」

　──っ！　そ、それは不味まずいッ！　ちょっと恥ずかしいなんてものじゃないっ！

「そ、そこは俺が洗いますよ！」

　そう発する俺だが、朱乃さんは困った表情を浮うかべるだけだった。

「けれど、旦那さまのすべてを洗わないと、良い奥さんになんてなれそうにないですし」

　朱乃さんが前に陣じん取どるっ！　タオルを持って俺の前面──胸むな元もとからゴシゴシし始めてしまったぁぁああああっ！

　眼前でおっきなお乳がぶらぶらとリズミカルに弾はずむッ！

「あらあら、問題ありません。旦那さまの裸はだかはよく見る機会がありますし、大だい丈じよう夫ぶですわ」

　そういや、風呂場で出会うこともよくあるからね！　そりゃ、見られてますよね！　でも、あらためてそんなことを年上のお姉さんに言われると恥ずかしいですよ！

「さあ、次は──うふふ、覚かく悟ごを決めてくださいね」

　朱乃さんの手が──さらに下に伸のびていくっ！　いやあああああああっ！　恥ずかしいよっ！　恥ずかしいけど、未知の体験があるような気がしないでもないようで──。

　俺も覚悟を決め、とんでもなく大変なことになりそうなときだったっ！

　ザバンッ！　ザババンッ！

　後方から水音が上がった。俺と朱乃さんが気になって視線を送ると、浴よく槽そうから出てきたオーフィス（ロリバージョン）とリリスの姿があった。

「我われの勝ち」

「リリスのかち」

　次いで、ザバンと九く重のうまで浴槽から頭をあげてきた。

　九重が大きく息を吐はいた。

「ふいーっ！　フィス殿どのとリース殿には敵かなわぬっ！」

　どうやら、三人組は浴槽にどれだけ長く潜もぐれるか競っていたようだった。

　──と、オーフィスとリリスが鼻歌を歌い始める。聞いたことのない独特のフレーズだったが……どこか、楽しげで心を捉とらえるものがあった。オリジナルの鼻歌かな？

　この三人の登場に、俺も朱乃さんもピンクな雰ふん囲い気きではなくなってしまい、お互たがい顔を見合わせて、ついつい噴ふきだしてしまったのだ──。
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『天界の切り札ジヨーカー』チームとの試合の日が迫せまるなか、俺たちの訓練は続く。早朝、百鬼なきりを入れてのチーム訓練をこなした俺は、パパッと家のシャワーで汗を流してから、一階のキッチンに向かった。

　冷蔵庫からフルーツ牛乳を取り出し、豪ごう快かいにゴッゴッゴッと飲んでいると、リビングに珍めずらしいお客さんがいるのに気づいた。

　白と黒が混じった髪かみをアップにしている少女──リント・セルゼンさんがソファに座っていた。

　以前、見かけたときは教会の戦士の格好──女性用戦せん闘とう服という出いで立ちだったが、今日はなんと駒く王おう学園の女子生徒の制服を着ていた。

　お互いにお互いを認識したところで、俺はリント・セルゼンさんに問う。

「えーと、リント……さんでいいのかな？」

「いえいえ、リントでいいっスよ、赤せき龍りゆう帝ていのお兄さん」

　ハハハ、軽い口調だ。面おも影かげもクソ神父を思い出すが……こちらはあいつに比べて可愛げが十分にある。

「リアスに用事が？」

「ま、そんなところっス。リアス・リーダーにここで待てと言われたものですからな」

　チームふたつの大半のメンバーが同じ屋根の下で暮らすと、こういうことも起こる、か。

「その格好は……」

　リントさんが駒王学園の制服を着ていることについて、俺が口にする。

　リントさんは制服を引っ張りながら言った。

「この町を日中動き回るなら、戦闘服より、こっちのほうがいいそうっス」

　確かにその通り。リアスの配はい慮りよは正しい。……ま、去年の今いま頃ごろ、戦闘服姿でこの町を闊かつ歩ぽしていた二人組がいましたけどね。大たい概がい、浮いてたよね。

　俺は少し間を開けてソファに座り、さらに訊く。

「キミは、ヴァチカンの戦士育成機関のひとつ……白はく髪はつの戦士を育成しているところの出身って聞いたけど……」

　フリードや英えい雄ゆう派のジークフリート、他にも教会の戦士たちとの一戦でも白い髪をしたヒトたちを見かけた。いくつかある戦士育成機関のひとつに白い髪の戦士を育成しているところがあったと耳にしていた。いまは再編成されたはず。

「イエスイエス。フリードのアニキやジークのセンセと一緒でございやす」

「あ、いや、フリードたちのことを引き合いに出すつもりはなかったんだが……」

　彼女は気にするなと手を左右に振ふった。

「おっと、気にしないでくださいな。自分は自分、アニキやセンセはアニキやセンセなんで。あー、二人がご迷めい惑わくをかけたことに関しては、あの機関を代表して謝ります。すみません、すみません」

　軽口のまま、頭を下げるリントさん。

「いいよいいよ、そんなに頭を下げなくてもさ……。俺もあいつらはあいつら、キミはキミって思っているから、気にしないでくれ」

　俺がそう言うと、敬礼のポーズをする。

「ラジャーっス」

　そこから、無言の時間がしばし流れる。……会話のポイントというか、話題がわからんからな。大会のことを訊いたほうが無難だろうか？

　などと思っていたら、リントさんのほうから口を開く。

「自分が所属していたのは、『シグルド機関』というところでしてね。英雄シグルドの血を引く者たちの中から、魔ま帝てい剣けんグラムを扱あつかえる『真のシグルドの末まつ裔えい』を生み出すのが目的だったわけですわ」

「じゃあ、キミとフリードは……兄きよう妹だいか親しん戚せきってことかい？」

「うーん、複数の遺伝子パターンから作られているんで、兄妹と言えば兄妹ですし、親戚といえば親戚のような……。あー、フリードのアニキとはほぼ同一の遺伝子なので、同一人物と言えばその通りでもあるかなーって」

「同一の遺伝子って……」

　……信徒である教会が、ヴァチカンが、神の教えに反するような、遺伝子をいじる真似をしていたのか。──って、バルパーの例もあるし、今いま更さらなことか。……教会の闇やみの面ってやつだな。現在はだいぶ改善する方向で進んでいるようで、次々と怪あやしい研究をしていた機関を解散させており、研究員に別の組織を紹しよう介かいしていると聞く。

　しかし、それならこの子がフリードと似ていて当然か。同一の遺伝子から生まれた白い髪の子供たち……。

「いわゆる試験官ベイビーってやつっスな。機関は人工的にシグルドの末裔を作ろうとしていたということっスわ」

　簡単に言ってくれるけど、すごい重い話だと思うけどねっ！

「……バルパーとかいたもんな。遺伝子改良、か……」

　難しい顔になってしまう俺。同じメンバーだから、すでに木き場ばもリントさんのこと知っているだろうけど……どう思ったのだろうか。

　しかし、リントさんは俺の気持ちとは逆に豪快に笑うだけだった！

「いやー、ははは、三大勢力同盟前は混こん沌とんしていましたからなー、ヴァチカンも。たとえ教えに反しても、結果的に天のため、神のためになるのならっていう狂きよう信しん者、強ごう欲よくに駆かられたお偉えらいさんが跋ばつ扈こしておりましたってやつですわ」

　そんなに明るく教会の闇を語っていいの!?　違ちがう意味でフリード並にすげえ物言いをする子だなっ！

　リントさんは天井を見上げる。若干、遠い目をしていた。

「結果的にジークのセンセが、一抜ぬけでグラムを扱えてしまいましてね。基本的にその時点で機関の長年の宿願は完かん遂すい。ま、ジークのセンセはそのあと意い気き揚よう々ようとヴァチカンからおさらばして、テロりまくっていましたけれども」

　……うん、あいつ、テロりまくってたな。

　その結果が、同じ教会出身の木場に倒たおされるという結末。俺はそれを聞いたとき、なんとも言えない宿命──業ごうのようなものを感じてしまった。

　リントさんが続ける。

「グラムを扱えるヒトが出ちゃったんで、機関はあとに残された自分らに対して方針を変えて、『英雄シグルドの子孫がどこまでやれるのか試してみよう作戦』に切り替かえましたのです。──と思ったら、いまじゃ、そのグラムも木場きゅんパイセンのもとに渡わたるという奇き妙みような巡めぐり合わせ」

　……そっか、木場のやつ、「木場きゅんパイセン」って呼ばれているのか……。つーか、グラムもグラムで妙みような因果のもと、持ち主を変えているんだな。

　リントさんがふいに人差し指を一本立てる。その先から、紫むらさき色いろの小さな火が出現した。

「これのことはご存じで？」

　俺はうなずく。すでに正式に『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーに打ち明けられたからな。

　そう、それは紫し炎えんのヴァルブルガが持っていた神滅具ロンギヌス──『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』だ。

　俺たちがヴァルブルガを倒したあと、神滅具ロンギヌスは三大勢力によって回収された。聖遺物レリツクでもある神器セイクリツド・ギアは、その後アザゼル先生が管理して、天界側と今後の使い道を協議していたという。トライヘキサとの戦いの折、ヴァレリーが持てるよう調整したが、それはあくまで一時的な措そ置ちだ。

『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』は、本来何者かの意思で宿主を渡り歩く。次の宿主も神器セイクリツド・ギアが選ばねばならない、そういう特異な存在だった。

　リントさんが扱えるということは、そういうことなのだろう。神器セイクリツド・ギアが彼女を選び、三大勢力もそれを了りよう承しようしたのだ。

「自分が紫炎を手にしたのは、グリゴリが扱える者を探すなかで、自分にも話が及およんで、偶ぐう然ぜんにも、いんや、必然的に自分が選ばれてしまったわけなのですよ、これが」

　飄ひよう々ひようとそう語るリントさん。指一本一本を順々に立てていき、そのたびに先せん端たんに小さな紫炎が灯ともる。五指に灯った紫炎、手のひらを上にすると、ひとつの塊かたまりとなって煌こう々こうとした鮮あざやかな炎ほのおの揺ゆらめきを見せてくれる。

　……まあ、語っている内容はすごいことなんだけどね！　彼女自身のノリが軽いから、神滅具ロンギヌスに選ばれたことが簡単で何気ないことに思えてしまうっ！

「ところで、セルゼンを名乗っているのは……機関にいた頃ころに上から与あたえられたから？」

　俺の疑問だ。フリードと同じ遺伝子ってのはわかった。けど、姓せいまで同じにするのはなぜだ？　フリードっつったら、教会にとっても悪あく魔まにとっても迷惑極きわまりないクソ神父だったわけでさ。その顔でその名を名乗ったら、関係を疑われる上に強く警けい戒かいさせてしまい、彼女にとって何らいいことはないはずだ。

　リントさんは手を閉じると同時に、手のひらの上にあった炎を消す。

「うーん、まあ、いろいろな意味がありますな。ま、同じ遺伝子を持つ自分ぐらいは、ヤンチャしておっ死ちんだフリードのアニキの分まで生きてやろーかなってのと、同アニキが行った悪さの数々を償つぐなえればなーと」

「そっか」

　……奴の罪を償うってか。償う必要なんてないのにさ……。

　悪い子ではなさそうだ。アザゼル先生や天界が神滅具ロンギヌスを託たくし、リアスがチームに引き入れたのだから、当然っちゃ当然か。

　さて、問題はこの子が、いままで何の役を担になっていたか、だ。その辺、ハッキリしていないんだよな。レイヴェルも探ってくれているが、確認できる資料にはほとんどリントさんのことについて記されていないという。

　そうなると、彼女は暗部に所属して暗殺の類たぐいを任されていた？　もしくはスパイとして各国を回っていた？

　ゼノヴィアもイリナも知らないとなると、前線で戦っていた教会の戦士ってわけではないようだが……。

　その辺りを、いい機会だから訊きこうとした、そのときだった。

「イッセー……と、リント・セルゼンだったか」

　ゼノヴィアと……イリナがリビングに現れる。

「あら、偶然。お話ししていたの？」

　イリナがそう訊いてくる。

　リントさんはゼノヴィアとイリナを確認すると、感動したように嬉き々きとして話しかける。

「おおっと、クァルタパイセンと紫し藤どうパイセンじゃーあーりませんか。ぜひとも、戦士な女子同士でガールズトークなるものをしてみたかったんスよ」

　ゼノヴィアとイリナが顔を見合わせ、目をキラリと光らせた。興味は強いようだ。

　ゼノヴィアはリントさんの肩かたに手を回して言った。

「ほうほう、それはおもしろい。私もキミには訊きたいことが山ほどある。まず歳はいくつだ？」

「今年で十七っス」

　あ、年下なのか。まあ、見た目から同い年ぐらいかなって思ってはいたよ。

　イリナもそれを聞き、楽しげにする。

「年下？　いいじゃないいいじゃない。ちょいと、先せん輩ぱいとしても後こう輩はいのことを知りたくなっちゃうものね！」

　ゼノヴィアが腕うでを大きく上げる。

「よし！　マスター・リアスが来るまで、同郷の者同士で語らおうじゃないかっ！　上にいるアーシアも紹介してやるぞ！」

「いいわね！　アーシアさんと……シスター・ミラナも来られれば同い年の信徒で楽しくなれそう！」

「おおっ、これは自分、トモダチが出来ちゃう感じですか？　いやー、ありがたや～」

　そんなふうに、ゼノヴィアとイリナはリントさんを連れて、アーシアの部屋に向かって行ってしまった。

　一人リビングに残された俺。リントさんに元所属先を訊きそびれてしまった。

　……教会トリオよ、リアスが来るまでにリントさんを返すんだぞ？

　しかし、イリナの言う通り、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ミラナさん、リントさんと、ほぼ同い年の教会女子が五人も身近に現れるとは。

　グループ結成もいいかもね。などと思っているなか、外出中のレイヴェルから、試合までの細かいスケジュールが、メールでスマホに届いたのだった。

　試合は近い──。最後の準備、追い込みが始まる。
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　次の日──。

　俺はグレモリー領の地下に設もうけられた広大なトレーニング空間で、チームのメンバーと試合に向けての特訓をしていた。

　ちなみにこの空間は、以前グレモリー眷けん属ぞくで使っていたところとは別の場所だ。実は、上級悪あく魔ま昇しよう格かくを祝って、グレモリー家から俺専用のトレーニング空間を用意してもらったのだった。

　なんだか、大変気を遣つかっていただいて、申し訳なかったのだが、レイヴェルは「ぜひ、いただきましょう！」と受け取りを薦すすめてくれた。

　ということで、大体の修行はその俺専用──というより兵ひよう藤どう一いつ誠せい眷属専用のトレーニング空間でやっている。

　今回は、チームの新メンバーたる百鬼との軽い手合わせだ。

「兵藤先せん輩ぱい、稽けい古こお願いします」

「ああ、任せろ」

　開始前に互たがいに一礼する。

　俺は禁手バランス・ブレイカーを果たし、鎧よろいを着込んで立ち向かい、百鬼はアスリート用のロングスリーブシャツにファイトショーツという格好だ。百鬼はそのままの出いで立ちだと、常人のアスリートという姿だが──むろん、ここにいる以上、そんなわけがない。

　体に濃のう密みつな闘気をまとい、さらに霊れい獣じゆう『黄おう龍りゆう』とも契けい約やくしているせいか、強大なドラゴンのオーラまで発している。

　霊獣『黄龍』は『地』を司つかさどるという。その『地』──大地には龍脈というものが流れており、百鬼はそこから『気』を借り受け、自身の闘気に加算できるというのだ。

　その土地の豊かさしだいだが、条件が揃そろえばほぼ無む尽じん蔵ぞうで『気』を借り受けることができるらしい。

　さて、その百鬼自身のパワーだが──。

　百鬼は闘気で自身の身体能力を引き上げ、攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、スピードを桁けた違ちがいに増大させてから、俺に高速で向かってくるッ！

　百鬼の速度に、俺は目を見張る。上級悪魔クラスでも翻ほん弄ろうされるほどの速度で、俺に詰つめ寄ってくるのだっ！

　俺は軽かろやかに躱かわすが、百鬼の高速からの蹴けりは──地面を大きく破は壊かいし、巨きよ大だいなクレーターを生み出すほどだっ！　闘気でここまで蹴りの威い力りよくを上げるのか！

　空中を飛ぶ俺に向かって、百鬼は闘気とドラゴンのオーラを混ぜ込んだ球状の波動を次々と撃うち込んでくるっ！　近接戦と中ちゆう距きよ離り戦もよし、かっ！

　たまに虚きよを突つかれ、距離を詰められて一発食らうと──鎧よろい越ごしでも強きよう烈れつだ。まあ、それぐらいならなんともないけどねっ！

　俺と正面からの打だ撃げき戦もできるようで、肉にく薄はくしてパンチとキックの連打をお互いに浴びせ合うのもしばしばだった。

　俺のパンチを受けても耐たえられるのは驚きよう異いだな。闘気でここまで肉体の防御力を上げられるんだな。人間でこの頑がん丈じようさは驚きよう嘆たんとしか言えない。

　しかし、後輩男子との打ち合いは正直、うれしい。ギャスパーと、こういう修行をやっていて、心地ここちよかったからな。大会中はギャー助となかなか修行できなくて、寂さびしい面もあったんだ。

　百鬼も肉にく弾だん戦オンリーなんてさ。うれしいね！　しかも小こ猫ねこちゃんやサイラオーグさんみたいに『闘気』を使う戦い方だ。百鬼に手伝ってもらえば、小猫ちゃん、サイラオーグさん、試合でどちらと当たってもいいように予習ができそうだ。

　遠くに視線を送ると、ゼノヴィア、イリナの剣けん士し組がこちら同様の模も擬ぎ戦を行っており、アーシア、ロスヴァイセさんは、魔ま力りよくや魔法について互いに術の披ひ露ろう及および研究をしている。

　──と、ジャージ姿で走り込むエルメンヒルデの姿も見えるが……。基き礎そ体力が、レイヴェルの望む値まで達していないようで、文句も言わずひたすら走っていた。それに併へい走そうして付き合うのは、そのレイヴェルだ。

　レイヴェルも陰かげながら自主トレしているから、結構体力あるんだぜ？　マネージャーは体が資本だって常々言っているから、有言実行なのだろう。マネージャーの鑑かがみ！

　いつの間にか、俺と百鬼は互いにパンチを繰くり出しながらも雑談を始めていた。

　話題は──いろいろだ。新メンバーとは、まずはコミュニケーションだろうし。

　いまはリントさんについて話していた。

「なるほど、相手の『騎き士し』はそういう境きよう遇ぐうでしたか」

「ま、どこの所属だったかは今度訊くさ」

　百鬼の蹴りを躱し、俺のパンチを百鬼の顔面に当てる。ま、それでケロっとしているから、百鬼は本当に頑がん強きようだ。

　百鬼がこう言う。

「いつもは、木場きゅん先輩と模擬戦しているんですよね。凄すご腕うでの剣士だと聞いてます。俺も一度手合わせ願いたいものです」

「……なあ、その『木場きゅん先輩』ってのは、流行はやっているのか？」

　俺は訝いぶかしげにそう訊いた。リントさんは「木場きゅんパイセン」とか呼んでたし。

　百鬼が言う。

「あー、二年女子の間では、なぜか『木場きゅん先輩』って呼ばれてますね。だからか、二年男子もそんなふうに呼んでます。略して『きゅんパイ』とか言われてもいるとかなんとか。……他のところでも呼ばれているって、聞いたかな」

　……「きゅんパイ」って……。木場よ、おまえの学内人気はどこに向かっているんだ？

　その横では、俺と百鬼の模擬戦データを取っていたボーヴァが、メモ書きを始める。

「なるほど……リアス・グレモリーさまの『騎士ナイト』殿どのの呼び方は、『木場きゅん先輩』だと……」

「ボーヴァ、それはメモらなくていいから……」

　──と、このようにデュリオチームとの試合直前まで、俺たちは特訓を重ねていた。




　さーて、メンバー全員揃そろっての特訓を終えたあとにミーティングとなる。

　メンバー全員が特訓空間の一か所に集まって、レイヴェルを中心に話し合う。転生天使の特性、それによるトランプ──ポーカーの役スートについてなど、試合が決まってからずっと話していたことを、あらためてもう一度見つめ直していた。

　戦い方を模も索さくしていくなかで、やはり、未知の障害となるのは──。

「……彼らのブレインでしょうね」

　レイヴェルは難しい表情でそう漏もらす。

　レイヴェルが相手チームの監かん督とく──リュディガー氏の写真付き資料を取り出した。

「──リュディガー・ローゼンクロイツさま。人間からの転生悪あく魔まのなかで、唯ゆい一いつレーティングゲームのトップランカーに名を連ねた方。『番狂わせの魔術師アプセツテイング・ソーサラー』の二つ名で冥めい界かいでも屈くつ指しのプレイヤーとされています」

　これにボーヴァもうなずく。

「ええ、あの方の戦術、戦略は、王者の喉のど元もとまで差し迫せまったほどです」

　あのディハウザー・ベリアルさんにも差し迫った……。王者チヤンピオンとはアグレアスで少しだけ手合わせしたけど、あのときはまるで相手にしてもらえなかった。まあ、レーティングゲームである以上、個人の能力が絶対というわけではないんだが……。

　レイヴェルがさらに説明を続ける。

「元は魔法使いの組織のひとつ、『薔薇十字団ローゼン・クロイツアー』の創設者一族に生まれた魔法使いでしたが、悪魔になる前はそれほど目立った術者ではなかったようでして……上位魔術師の一人に過ぎなかったとのことです」

　ボーヴァが追加情報をくれる。

「私も父からリュディガー氏のことは聞いております。『番外の悪魔エキストラ・デーモン』のひとつ、マモン家前当主の『僧侶ビシヨツプ』だったそうです」

　レイヴェルがうなずく。

「転生悪魔になったあと、色々と功績を立てて、上級悪魔に昇格となったのですが……あの方の武勇伝は、レーティングゲームに参加するようになってからのものです」

　……レーティングゲームに参加してから、頭角を現したのか。

　ボーヴァが途と端たんに苦い顔となる。

「レーティングゲームに参加して、瞬またたく間に格上のチームを降くだしていき、僅わずかな年月でトップ10内に入った傑けつ物ぶつです。父も試合をしたことがあるのですが……非常にやりづらいチームだと言っていました」

　……そっか、タンニーンのおっさんがやりづらいって評価を下すほどの相手ね。ちなみにおっさんは今回の大会は参戦していない。

「おっさんは勝ったのか？」

　俺の問いに、ボーヴァは答えづらそうな顔となっていた。

「……勝ったこともあるそうですが、負け越こしたままです。ゲームを語る父が、あれほどの苦い顔をしていたのが印象的でしたね」

　いまのボーヴァ以上に苦い顔してたんだろうな。

　レイヴェルがこうも言う。

「うちの一番上の兄、ルヴァルお兄さまもリュディガーさまを語るとき、難しい表情ばかりでしたわ。……そんな方がこの大会に個人ではなく、監督として参加すると表明したときは、冥界でも、人間界の魔ま術じゆつ師し界でも大きな話題になりました」

　転生悪魔の立たて役やく者しやが、突とつ然ぜん天使の監督になるって発表すれば、それはどこの誰だって驚おどろくだろうさ。

「……元人間とはいえ、悪魔が天使チームの筆頭ともいえるところの監督をするなんてな。そりゃ、話題騒そう然ぜんになるよな」

　ゼノヴィアが腕うでを組みながら、疑問を口にする。

「それで、両者が手を組んだ理由はなんだ？　理由がなければ組んだりしないだろう？　天使側が独自のルートで頼たのんだようにも思えないしな」

　レイヴェルがあごに手をやる。

「何があったか知りませんが、ローゼンクロイツ氏とデュリオさまの間で目的、叶かなえたい目標が一いつ致ちして、共に行動しているのは間ま違ちがいないでしょう」

　イリナが首をかしげて言う。

「それってなんなのかしら？」

　これには誰だれも答えることができないでいた。

　……信しん頼らいしあい、目的意識が合がつ致ちするヒトでもなければ、天使たちが──デュリオが監督を頼むわけがない。

　……デュリオ、リュディガーさんと何があったんだ？

『Ｄ×Ｄデイーデイー』のリーダーに想いを馳はせる俺だったが──ふいにこの修行空間に転移の魔ま方ほう陣じんが出現する。ここを知っているのは、現状俺たちのチームと新グレモリーチームぐらいなのに！

　しかもいま出現した魔方陣は、見たこともない紋もん様ようだっ！　警けい戒かいする俺たちだったが、レイヴェルが立ち上がり、俺たちを落ち着かせようと手を横に出して制する。

「実は、今回アドバイザーを付けることになったといいますか……付けざるを得なくなったといいますか……」

　見覚えのない魔方陣から現れたのは、スリットの深い妖よう艶えんなドレスを着た美女ッッ！　見た目は二十代後半ぐらいだ！　特とく徴ちよう的なのは──頭に角を二本生やしており、ウェーブのかかった長いピンク色の髪かみだろう。何より、豊満なバストにくびれた腰こしつきと、出るところが完かん璧ぺきな魅み惑わくのボディッ！

　俺、このヒト知ってる！　レーティングゲーム関連のテレビや雑誌を見たときに何度も目にしたぞ！　確か、レーティングゲーム元２位ッ！　最強の女性悪魔プレイヤー、ロイガン・ベルフェゴールさんだッ！

　ロイガンさんは素敵な微ほほ笑えみと共にあいさつをしてくれる。

「ごきげんよう、赤せき龍りゆう帝ていと、そのチームの方々。私は、ロイガン・ベルフェゴールと言います」

「レーティングゲームの元２位が、ど、ど、どうしてここに!?」

　目玉が飛び出るほどに驚くしかない俺！　先日の王者の告発と共に、『王キング』の駒こまの不正使用を冥界全域に公表された御ご仁じんだ。ただ、いち早くそれを認め、「邪じや龍りゆう戦せん役えき」でやけくそになって暴れ回った『王キング』の駒不正使用の上位ランカーたちを鎮ちん圧あつして回ったという。

　これらのことは、俺のチーム内でも知らない者はいないだろう。

　ゼノヴィアが言う。

「確か、『王キング』の駒使用の不正が見つかって、ゲームの各タイトルの返上、ゲーム自体にも当面参加できなくなったと聞いたが……」

　ロイガンさんは肯こう定ていするようにうなずき、肩かたをすくめた。

「それに付け加えて、『王キング』の駒も機能を停止されたわ。ベルフェゴール家も追われ、最上級悪魔の位も剝はく奪だつされたの。いまはただの上級悪魔ね」

　……破れかぶれにならず、冥界の混乱鎮圧に回ってもなお各種地位の剝奪、か。最上級悪魔の位まで取られるなんて……。

　それだけ、俺たちには想像もつかない政治的な背景があったんだろうな……。

　ロイガンさんはレイヴェルに視線を送る。

「ルヴァルくんに新しい就職先を斡あつ旋せんしてもらっているところでね。ここへの訪問もそのひとつよ」

　レイヴェルも複雑な表情でうなずいた。

「……そういうことなのです。うちの長ちよう兄けい──ルヴァルお兄さまから、ロイガンさまを頼むと言われまして……」

　フェニックス家のご長男にして、次期当主さんからの直じき々じきの頼み事ってことか。それで、アドバイザー？　ロイガンさんが？

　疑問ばかりの俺だったが、とうのロイガンさんは皮肉げに笑った。

「そうなのよ。暇ひまなの。唯一の楽しみだったレーティングゲームを奪うばわれてしまったものだから、自じ堕だ落らくな生活になっていてね」

　ロイガンさんはミーティングの輪の中に入り込み、資料を勝手に手に取って、視線を落とした。

「リュディガーが監督をしているチームと戦うのでしょう？　直接の力にはなれないけれど、一応、ルヴァルくんの妹さんに、私が記録していたゲームの各データを資料にして渡してあげようと思ってね」

　ロイガンさんが指を鳴らすと、魔方陣が出現し、そこから紙の資料がどっさりと出現する。ロイガンさんが言う。

「それ、追加の資料よ」

　レイヴェルが確認するように魔方陣から出現した資料を手に取っていた。

「痛み入ります、ロイガンさま。このようにロイガンさまから貴重な試合のデータをいただいておりますわ。これらと、『御使いブレイブ・セイント』に関する資料を照らし合わせながら、試合当日のタクティクスを考えてみようと思ってます」

　なるほど、そういう意味での協力、アドバイザーなのか。

　ロイガンさんが大きく息を吐はく。

「私が監督するってわけにもいかないものね。まだ監視下に置かれているし、下手へたな動きはできないわ」

　……ロイガンさんが監督か。こんなに妖艶なお姉さんに監督してもらえたら、俺的に張り切りそうだっ！　いや、うちの作戦を一任しているのはあくまでレイヴェルだからな。俺はレイヴェルを信じて、『王キング』としてどっしり構えなきゃいかんのだ。

　心中でその辺を再確認していると、ロイガンさんが俺に近寄り、超ちよう至近距きよ離りとなるッ！

「…………けれど、うふふ」

　ロイガンさんが俺の顔を覗のぞき込むようにしてくる。鼻び腔こうに官能的で香かぐわしい匂においが……。

　ロイガンさんは、しなやかな指で俺のあごをくいっとあげる。

「な、なんですか？」

　大人のお姉さんの一挙一動にドキドキしてしまって仕方ないッ！

　そして、ロイガンさんは艶つやのある笑みを浮うかべて、こう述べた。

「赤せき龍りゆう帝ていは……かわいい顔をしているわね。率直な感想としては──好みだわ」

　──ッ！　こ、好みぃぃぃぃっ!?　俺はその一言に大いに驚き、仰ぎよう天てんし、一いつ瞬しゆん混乱しそうになるが……意味をすぐに理解して、顔を紅潮させてしまった！

　なんて、ウブな反応を見せるんだ、俺ぇぇぇえええっ！　け、けどさ！　こんなキレイなお姉さんに間近でそんなこと言われたら、俺！　俺、たまらなくなってしまうよ！

　それを見ていたうちの女性陣じんたちは色めき立つ。

「「「「「──ッ!?」」」」」

　ロイガンさんの発言に、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェルが激しく反応する！　全員が一様に顔を強こわ張ばらせた。

　レイヴェルが俺の腕を引っ張って、ロイガンさんから距離を取らせる。

　わなわなと体を震ふるわせながら言った。

「……油断していましたわ。そういえば、ロイガンさまはそういうお噂うわさがありました」

　ゼノヴィアが食いつく。

「う、噂だと？　どういうことだ、レイヴェル！」

「……ロイガンさまは、無類の年下好き。特に十代から二十代の人間の男性が好みだという情報があります！」

　す、素晴らしい情報だっ！　年下好きかっ！　しかも十代ＯＫ！　俺、ストライクゾーンに入ってますか!?　こんな素敵な年上のお姉さまに興味を持たれて、心底舞まい上がりそうなんだけど！

　ロイガンさんは小首をかしげて、微笑む。

「うふふ、赤龍帝は年上の女性は範はん囲い外なのかしら？」

「い、いえ、そ、そんなことは！」

「まあ、あなたから見たら私なんておばさんどころじゃないわね。百歳を超こえたおばあちゃんかしら」

「そ、そんな！　全然そんな風に見えませんよ！　二十代の素敵なお姉さんにしか思えません！」

　おばあさんだなんて思うわけがない！　悪あく魔まの特性を知った以上、多少の……百歳ぐらいの年の差なんて些さ細さいなものだと認識してますっ！

　俺の告白を聞き、ロイガンさんは本当にうれしそうにしていた。

「それはうれしいことを言ってくれるわね。って、人間の年ねん齢れいの感覚がわからないから、その辺り、よくわからないけど。褒ほめてくれているのはわかるわ」

　……しかし、俺に突つき刺ささる複数の視線もまた事実。アーシアが頰ほおを膨ふくらませ、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさんも半眼で俺のことを睨にらんでいるっ！

　レイヴェルに至っては俺の腕をがっしりつかんで、「渡わたしませんわっ！」って、元２位相手に一歩も退ひかない様相だっ！

　ロイガンさんはこの状じよう況きようを微笑ましく見ているだけだが……。大人の余よ裕ゆうを感じてしまったよ！

　──が、ロイガンさんは話題を切り替かえて、こう言った。

「ま、どちらにしても、リュディガーが監かん督とくをしているのなら、その転生天使のチームは強敵なんてものではないでしょうね。普ふ段だん、人間を見下す上級悪魔のプレイヤーが、唯ゆい一いつ、畏い怖ふしたのが彼だもの。ふふふ、油断しないようにね」

　そう言うなり、踵きびすを返して転移の魔方陣を再度展開する。もう帰られるようだ。

　手を振ふるロイガンさん。

「勝てるよう応おう援えんしているわ。けど、たとえどんな結果であろうと、試合を楽しまなければダメよ？　それと──」

　ロイガンさんは転移の光に消えていくなか、こちらに振り返り、ウインクを送ってきた。

「見定めさせてもらうわよ、赤せき龍りゆう帝ていご一行さまを──ね♪」

　転移を見守る俺たち。

　うれしいような、プレッシャーをかけられたような……。

　しかし、この新たな出会いにいろいろと期待したいっ！




　　　　─○●○─




　試合の前日──。

　俺はベルゼブブさまの研究施し設せつを訪れていた。アザゼル先生たちと連れん絡らくを取り合うためではなく、今回はベルゼブブさまから「診みたい」と言われた一件があったからだ。

　診たい──。つまり、俺の体にある「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を診たいということだ。

　ベルゼブブさまは、小型の魔ま方ほう陣じんを展開し、俺の胸に当てて、以前同様に、こちらの内にある「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を確認しているようだった。

　調べながら、ベルゼブブさまがうんうんとうなずかれる。

「うむ。やはりか」

「ど、どうですか？」

「キミの内にある『悪魔の駒イーヴイル・ピース』──『兵士ポーン』の駒すべてが、『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』となっている。『龍りゆう神じん化』の影えい響きようだろう」

　──っ！　……ついに『兵士ポーン』の駒すべてが、『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』になっちまったのか……ッッ！　『龍神化』の折にそうなったのだろうか？

　ベルゼブブさまは、なおも魔方陣の紋もん様ようをぐるぐると動かしながら俺の駒を診る。

「『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』８個分でもなお持て余す『龍神化』は恐おそろしい現象だ。あの形態は、本当に世界を塗ぬり替えられるだけの力なのだろう」

「だとしても、いまだ完全に使いこなすイメージが湧わかないというか……」

　体は崩ほう壊かいしかけるわ、疑ぎ似じ状態でもへばるわ、強大な力は身をもって体験しているが、それゆえ、扱あつかいきれるのか不安でもある。

　しかし、ベルゼブブさまは予想外の一言を口にされる。

「ふむ、俺はすでに使いこなせる域にあると見ているがね」

「ベルゼブブさま、マジですか!?」

「完全に極きわめる──というまでには永い時間が必要だろう。だが、制限時間を乗り越こえて、体力が続く限り使えるという範はん囲いならば、俺はもうできてもおかしくないと踏ふんでいる。キミの周りにはそれだけの要素が固まっているからだ」

　ベルゼブブさまは指を一本立てて言う。

「まずは取り戻もどしたオーフィスの力──リリスだろう」

「……彼女の力を借りろと？」

　家でテレビ見てゲームして、ひたすら食べているだけですけどね。

　ベルゼブブさまが続ける。

「正確には、オーフィスとリリスの共鳴、同調が必要不可欠だ。これは俺の見立てだが、正式な『龍神化』に体がついてこないのは、キミの基き礎そ体力が足りないというよりも、彼女の力が分かれてしまったがゆえに本領が発揮できないのだと思う」

　曹そう操そうとサマエルによるあの一連の事件か。あれでオーフィスは力を奪われたんだよな。

「……なら、リリスがオーフィスと共鳴すれば……」

　そこで俺は不ふ穏おんなものも思い浮かべてしまう。

「で、でも、そうしたら二人がくっついてどちらかが消えるということは？」

　今いま更さらオーフィスかリリス、どちらかが家からいなくなるってのは寂さびしいし、嫌いやだぞ。そんなことは、俺が望まない。

　ベルゼブブさまがあごに手をやる。

「それは彼女たち自身の問題だ。元の状態に戻る必要があるなら、そうするだろうし、必要がなければ現状のままだろう。ふふふ、おそらく、キミとヴァーリ・ルシファーが望まない限りは、同化しないのではないかな？　彼女──龍神の姉妹は、どうやら二に天てん龍りゆうに心を許しているようだからね」

　ずっと友達であり、家族であればいいなって思っていますよ。彼女たちも同じ想いでいてくれるなら、それ以上望むことはない。

　ベルゼブブさまは、息を吐く。

「まあ、それは彼女たち自身に任せるべきだな。……俺が気になるのはもう一方だ」

　ベルゼブブさまはもう一本指を立てて続ける。

「──グレートレッドの力、キミのなかに宿り、いまだ解放しきれていない眠ねむったままの力」

「……グレートレッドの力？」

　俺の肉体は魔ま獣じゆう騒そう動どうのときに一度滅ほろび、グレートレッドの肉体の一部を借り受けて、再構築された。それのことだろう。

　ベルゼブブさまがこう述べられる。

「アザゼル前総そう督とくが提唱していたキミの力──Ｂ×Ｂビービー、Ｃ×Ｃシーシー、Ｄ×Ｄデイーデイー、その先にある変化、あるいは宿っていたもの。『変異の駒ミユーテーシヨン・ピース』８個をフルに活用するのなら、オーフィスの力とグレートレッドの力、その両方を解放すれば、『龍神化』を無理なく扱うこともできるだろうし、さらなる力──Ａ×Ａエーエー。それがおそらく、『無限の龍神ウロボロス・ドラゴン』と『真なる赤龍神帝アポカリユプス・ドラゴン』の間で生まれ変わったキミの帰結するべき答えだ」

　──オーフィス、グレートレッド、二体の力を解放したときの俺の可能性。

「Ａ×Ａエーエー、か。オーフィスとグレートレッドの力を解放したときの答え……。けど、Ｅ×Ｅイーイーじゃないんですね。将来立ち上がる予定の組織エグゼに倣ならって、そっちのほうがしっくり来そうな感じでしたが」

　順番的にはそっちなんだろうけど……Ａ×Ａエーエーに帰結するってのもなるほどなって思う。

　ベルゼブブさまはＥ×Ｅイーイーに関して、心当たりがありそうな表情をしていたが……。

「そちらは、アザゼル前総督的にすでに解答があるようだ。いまはまだキミの前に現れないが、いずれ、必ずキミたちの前に出てくるとのことだ」

　……いまはまだ？　うーん、どういうことなのだろうか。時間が解決してくれるのかな。

　ベルゼブブさまはこうおっしゃる。

「どちらにしても、この大会でその力が目覚めるか、片へん鱗りんを表すはずだろう。神クラスも参加する常識外れの大会なのだから」

「……次がひとつの正念場だと思ってます」

「デュリオ・ジェズアルドが率いる転生天使のチーム。その監督は、リュディガー・ローゼンクロイツか。この大会や本来のレーティングゲームに出ていくことになる以上、遅おそかれ早かれ、いずれキミが相手にしなければならない者たちだ」

　ベルゼブブさまは診しん察さつを終え、魔方陣を消す。天てん井じようを見上げながら、こう言われた。

「リュディガーは……キミのチームやリアス・グレモリーのチームとは毛色の違ちがう戦術を組み立てる」

「……記録映像を見ましたが、シトリーの……ソーナ先せん輩ぱいと似ているように思えましたが、根本的なところで違うようにも思えました」

　リュディガーさんの過去の試合を見たが……パワー押しではなく、巧こう妙みような作戦で相手を翻ほん弄ろうして打ち倒たおすタイプのプレイヤーだった。

　けど、どこか、ソーナ先輩とは決定的に違う。戦術と戦略で相手チームとの戦力差を覆くつがえすのは、似ているとは思うのだが……。

　ベルゼブブさまはこうおっしゃる。

「搦からめ手を使うのは確かに似たところだ。──が、リュディガーは悪魔以上に悪魔だということだ」

「悪意とか邪じや悪あくとかじゃないですよね？」

「リゼヴィムの主張か。それは、どの神話にもある負の側面に過ぎない。そこは人間も同様だろう。そうではなく、人を惑まどわし、誑たぶらかす存在ということだ。リュディガーは、それを体現したかのようなゲームメイクをする」

　そこまで話してくれたが……話しすぎたと思ったのか、ベルゼブブさまは会話を切り上げて、深く息を吐はいた。

「あまりアドバイスすると、開かい催さい者の一員として逸いつ脱だつ行こう為いとなるな。こうして、キミとプライベートで会うことすらタブーに近いが……。あとはキミがどうにかしてみなさい。デュリオ・ジェズアルドとリュディガー・ローゼンクロイツ、両者を相手にするのは困難だろうが……キミたちにとってみれば今更だろう？」

「はい！　今更です！　ですから、踏ん張ばって踏ん張って、勝ちます！」

　そうさっ！　相手が誰だれであろうと、ベストを尽つくし、必ず勝利するだけだっ！　なーに、困難な相手と戦うのは初めてじゃない。いつだってそうだったよっ！

　俺のガッツポーズを見て、ベルゼブブさまは破顔していた。

「ふふふ、それでいい」

　けど、Ａ×Ａエーエーか。オーフィスとリリスの共鳴、そして、グレートレッドの力の解放──。

　まだまだ俺の強くなる余地があるようだが……さて、どうやって探るべきか。

　帰ったら、レイヴェルとドライグ、他の仲間たちに助言を求めてみようかな。




　　　　─○●○─




　ベルゼブブさまのもとから家に帰ってきた俺は、レイヴェルに報告したあと、なぜか居ても立ってもいられなくなり、地下にあるトレーニングルームに足を運んだ。すでに皆みんなが寝ねる時間となっている。

　とはいえ、寝る前にひとつドライグと相談しながら、瞑めい想そうしてみますかね。

　──と、地下まで降りてきて、トレーニングルームに明かりが点ついているのがわかった。

　中を覗のぞくと──設置してあるバスケットゴール目め掛がけて、シュートを放つアーシアの姿があった。

「アーシア？」

　俺が声をかけると、手を止めてアーシアがこちらに振ふり返る。

「あ、イッセーさん」

「こんな夜よ更ふけまで……球技大会の練習をしていたのか？」

　当日の試合がバスケになるとは限らないが……そういや、アーシアはチームでの練習時も空いた時間を見つけては、ゼノヴィア、イリナたちと球技大会の特訓をしていたな。

　ハンドボールだったり、サッカーだったり、今日はバスケ──か。

　アーシアは汗あせを拭ぬぐいながら言う。

「……私が一番足を引っ張るでしょうから。少しでもお役に立つために、こうやって練習するしかなくて」

　アーシアはゴールを見上げながら、吐と露ろし始める。

「……私、部長としてもちゃんとやれているか、いつも不安で……リアスお姉さまと自分を比べてしまうんです」

　……ああ、アーシアが時にリアスのように振る舞まおうとしている場面も見たよ。でも、それは本人自身が「何か違う」と気づいていたようだった。

「木場さんは立派に副部長をされています。朱乃さんの後任として、立派に果たしてます。……本当は木場さんが部長のほうが良かったのではと思うこともありますが……」

「アーシア、それは──」

　俺が否定しようとするが、アーシアはこちらの言葉を遮さえぎり、明るい表情で言った。

「わかってます。それは違いますよね。リアスお姉さまはリアスお姉さまならではの部長のスタイルがありました。私は私なりのスタイルで部長を目指すべきなんです」

　その表情は、自身で答えを見つけようと決意を固めた者の表情だった。

「ゼノヴィアさんは会長を立派に務めていらっしゃいますが、かといってソーナ前会長の真似をせず、自分なりの流りゆう儀ぎを貫つらぬいて、生徒会を運営しています。イッセーさんもリアスお姉さまのやり方を追わず、自分の流儀を模も索さくしながら、悪あく魔まのお仕事をなさろうとしています。友達や好きなヒトがそれを目指したのなら、私も──目指したいです」

　──っ。…………アーシアは、乗り越こえようとしているんだな。自分で考え、自分で答えを見つけ、悩なやみを、壁かべを乗り越えようとしている。

　俺がそれとなくフォローしようとしていたことを、彼女は自らの力で超こえようとしていたんだ。

　たまに悩むことだってあるだろう。考え事をしていて、物事に集中できないときだってある。でも、それだけで終わらず、アーシアは自分で答えを見つけられるほど、強くなったのだ。

　俺は……感動で目に涙なみだが浮うかんできてしまった。

　この一年で、アーシアは力だけじゃなく、心も強くなった。

　俺が必死で守ってきた大事なアーシアちゃんは、自分の意志を抱いだいて『部長』をこなそうと……。

「……強くなったな、アーシア」

　俺が感動でそう漏もらすと、途と端たんに顔を赤らめて両手を左右に振るアーシア。

「そ、そんな、いっぱいいっぱいです！　い、いまだって、球技大会で皆さんの邪じや魔まにならないようにこうやって秘密の特訓をするぐらいですから！」

「自分から動ける奴やつ、自分から何かを変えようとする奴、そういう奴が本当の強者なんじゃないかな。なーんて風に、俺は思うんだよな」

　うんうんと俺はそう言いながらうなずいていた。つまり、アーシアちゃんはメンタル強者としても覚かく醒せいしつつあるってことだ。うれしいことじゃないか！

　よーし、こうなったら、俺も球技大会の練習をしたくなってきたぞ！

「おし、アーシア。俺もバスケに付き合うぜ！　シュート百本やってみるかな！」

「はいっ！」

　二人でバスケの練習をしようとしたときだった。そのトレーニングルームに足を踏ふみ入れる者がいた。

「……私もお手伝いしましょうか？」

　エルメンヒルデだった。

「エルメンヒルデ、起きていたのか……って、この時間に、吸きゆう血けつ鬼きのおまえにそんなこと言うのは野や暮ぼか」

　夜は吸血鬼の時間でもあるからな。この時間帯のほうが、体も動かしやすいだろう。

　エルメンヒルデは、床ゆかに転がるボールをひとつ抱かかえると、何やら難しい表情で言う。

「……アーシアさんのお話しを隠かくれて聞いていたわけではありませんが、私も自分から変えようと思います」

　一いつ拍ぱく置いてから、彼女は切り出す。

「……お話しします。なぜ、私が大会に参加したいと言ったのかを──」

　エルメンヒルデはようやくそれを語り出す。

　先のクリフォト──リゼヴィムによる、吸血鬼の世界の崩ほう壊かいで、男性の真祖主義のツェペシュ派、女性の真祖主義のカーミラ派、どちらも壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けた。

　特にクリフォトは両派は閥ばつの上流階級の吸血鬼にも甘かん言げんを用いて、根深いところまで内ない政せい干かん渉しようを行っていた。そのあげく、裏切り者たちはその体すら作り替かえられ、血と誇ほこりを重んじる上級吸血鬼の貴族が、邪じや龍りゆうに成り果てたのだった。

　エルメンヒルデは語る。

「……あのあと、国に戻もどったとき、私が見たのは──おぞましくも、もの悲しい結末でした。……何せ、共に純血の吸血鬼であること、真祖カーミラさまの力であることを誇りにしていた同志が……邪龍になり、カルンスタインの一族の者や、幼い頃ころから一いつ緒しよであった友人ですら、クリフォトと繫つながっていたのです」

　彼女が自国で見たのは──醜みにくい邪龍と化し、同どう胞ほうに打ち倒された叔父おじと従兄いとこ、そして、友人の変わり果てた姿だった。

　叔父も従兄も、カルンスタイン家の……カーミラのやり方に不満を抱いていたのだ。カーミラ派では、貴族の御家は代々女性が当主の椅い子すに座る。男性の血族は、あくまで女性当主を支える立場でしかない。

　彼らは永い時のなかで、それに耐たえられなくなったのだ。男性の吸血鬼を重んじるツェペシュのやり方に裏で憧あこがれていたのだった。

　そのため、クリフォトに協力し、カーミラ派でも男性の権力を強めようと画策した。それはエルメンヒルデの叔父や従兄だけではなく、カーミラ派の裏切り者の大半が、男性貴族だった。

　──彼らは、表面上女性吸血鬼に支配されることを当然のように受け入れていたが、裏では女に支配されることに耐えがたいものを感じていたという。その永年積み重ねられたものの噴ふん出しゆつだったのだ。

　これにカーミラの女性たちは──心底衝しよう撃げきを受けた。恋こい人びとと、夫と、兄と、弟と、男性の身内とうまくやっていたと思っていたのは、彼女たちと一部の男性だけだったのだ。

　カーミラ派が打ち立てていた理念、それに同調していた純血の吸血鬼たちの価値観に揺ゆらぎが生じ、裂さけ目ができることになる。派閥の今後に大きな分ぶん水すい嶺れいができたのは間ま違ちがいない出来事だった。

　それ以上にエルメンヒルデの価値観を崩くずしたのは、国の友人たちの裏切り、変わり果てようだった。

　同性の友人たちは、件くだんの男性貴族たちに同調し、国を裏切った。彼女たちは──男に支配されることを願っていたのだった。

　……すべての女性が、強いわけじゃない。男性よりも力の弱い女性が男性の上に立つということは、とてもとても気力のいることなのだ。強い覚かく悟ごが必要なのだ──。

　それに耐えられない女性吸血鬼がいるのも事実だった。いや、いて当然だった。すべての女性貴族が家を引っ張れるとは限らないのだから。

　……男の支配を求めた友人たちの変わり果てた……邪龍の姿を見たとき、エルメンヒルデは自分のなかで、音を立てて何かが壊こわれるのを自覚した。

　そこまで話すとエルメンヒルデは──深しん紅くの瞳ひとみから涙を溢あふれさせた。

「……私が、国のために尽じん力りよくしていた裏で、友人たちは悩みを抱え、吐き出せないでいた。それに気づいてあげられなかった自分に怒いかりを感じつつも……真意を知ったところで、当時の私では、彼女たちを否定する以外の答えが生まれなかっただろうこともわかって……。結局、どうあがいてもあの子たちを救えなかったという事実で……押しつぶされそうになりました。だから、居ても立ってもいられなくて、外の仕事を請うけ負い、各地を巡めぐっていたのです。……国に居ては、心まで壊れてしまいそうだったから……っ！」

　そう言って泣き崩れるエルメンヒルデ。……あれほど、高圧的だった彼女。それは確固たる自国の威い厳げんと、掲かかげる主張があり、それに付き従っていたからこそだ。それが自分の世界で正しく、正義であると疑わずに生きてきたからだ。

　──それをすべて砕くだかれた。

　彼女の知らないところで、一族の者と友人は、大いに悩み、それを打ち明けられないまま、心を歪ゆがませて、国の考えと理念を転てん覆ぷくしようとした。

　リゼヴィムが好んで扇せん動どうしそうな案件だよな……。

　……エルメンヒルデの価値観が崩れ、性格が変じてもおかしくない出来事だ。

　永く一緒の時を過ごした者にそんなふうに裏切られたら……怒りよりも切なさと悲しさでどうにかなってしまいそうだよな。

　エルメンヒルデは涙を拭う。

「……このことは、先ほど、レイヴェル・フェニックスさんにもお話ししました。ですから、チームのリーダーであるあなたにもこうやって話そうと思いました」

「……ありがとう。辛つらいことを話してくれてさ」

「……いえ、起きた以上は、越えねばならないことですから。ううん、越えるために大会に参加しようと思ったのです……多種多様の種族が参加する大会であれば、何かを得られるような気がして……。強く変わらねばならない。変わらなければ、またあれを繰くり返すだけですから」

　……なるほど、この子もまたアーシア同様に自ら変わろうと、強くなろうとしているってことだな。アーシアの告白を聞いて、俺に話そうと思ってくれたのかもしれない。

　しかし、もうひとつ気になる。それを俺は口にした。

「けど、なんで俺のチームに？　他のところじゃダメなのか？」

　そう問うと、エルメンヒルデは途端に顔を赤らめ、声を上ずらせた。

「そ、それは！　……なんといいますか……ちょうどいいというか……どうせならといいますか……叶かなうからといいますか……」

　反応のおかしいエルメンヒルデだが……アーシアは「イッセーさんもいろいろと学ぶべきことが多いです！」と怒おこられてしまった。……はて？　俺だけがわかっていないのか？

　──と、首をかしげる俺のもとに声がかけられる。

「なんだなんだ、深夜にシャワーでも浴びようと思ったら、イッセーもアーシアも、エルメンヒルデまで夜中に練習だなんてね」

「私も寝ね付つけないから、起きて地下まできたら、ここに明かりが点ついてたものだから気になっちゃって」

　ゼノヴィアとイリナの登場だった。

　イリナが俺とアーシア、エルメンヒルデを見る。エルメンヒルデが涙目で赤面しているところを見て、何かに気づく。

「はっ！　も、もしかして、卑ひ猥わい事もしてたり……？」

　ゼノヴィアが半眼で息を吐はく。

「さすがエロ天使だな、イリナ。私はそこまでは考え至らなかったぞ」

「も、もう！　なんとなく思っただけよ！　変な目で見ないでっ！」

　ゼノヴィアは「はいはい」と聞き流し、床に転がったボールを拾う。

「仕方ない。明日に疲つかれが残らない程度に、皆みんなでアーシアの練習に付き合おうじゃないかっ！」

　これにイリナも賛同した。

「いいわねっ！　他のヒトは……起こさないほうがいいわね。大事な試合前だし」

　そうだな。寝ているヒトは朝まで休ませてあげるべきだ。

　アーシアもうれしそうに頭を下げた。

「み、皆みなさん！　ありがとうございます！　明日も、球技大会も、私、がんばりますっ！」

　バスケのゴールに交こう互ごにシュートを放つアーシアとゼノヴィア。

「ゼノヴィアさんっ！　球技大会でも負けませんっ！」

「ああ、こちらもだ！　生徒会とオカ研が試合でぶつかったら、派手なひと勝負にしようじゃないかっ！」

「私はアーシアさんの味方よっ！　だって、オカ研の部員だものっ！」

　イリナはアーシア側について、ゼノヴィアにそう言う。

「むっ！　いいだろう。アーシアとイリナ、同時に倒たおしてくれるっ！」

　エルメンヒルデがゼノヴィアの横について言った。

「二対一もなんですから。私がゼノヴィアさんの側につきましょう」

　こうして、地下のトレーニングルームにて、即そつ興きようの２ｏｎ２が開かい催さいされたのだった。

　それを微ほほ笑えましく見守る俺のもとに、人知れずレイヴェルが現れ、横に立つ。

　レイヴェルは静かに言う。

「エルメンヒルデさまを今度の試合で起用しようと思います」

　俺は楽しそうにバスケをしているエルメンヒルデを見て、レイヴェルの言葉に応じる。

「ああ、そうだな。それでいい。自分を変えたくて、わざわざ俺のところに来てくれたんだ。……理由を知った以上、俺は彼女を応おう援えんするよ」

　そうさ、共に強くなればいい。いつだって、俺や仲間たちはそうやって数々の困難を乗り越こえてきたのだから──。

　こうして、俺たちは、新しいチームメンバー「百鬼勾こう陳ちん黄おう龍りゆう」と「エルメンヒルデ・カルンスタイン」を加え試合当日を迎むかえようとしていた。








　　　Upsetting sorcerer.1







　──デュリオ・ジェズアルドは最高の天使である。




　人間界──ヨーロッパのとある国。その地方都市の片かた隅すみの丘おかに、小さな墓標が立っていた。その前に現れたのは──レーティングゲーム７位であり、『天界の切り札ジヨーカー』チームの監かん督とく、リュディガー・ローゼンクロイツだった。

　墓標に花と──ロボットのおもちゃを手た向むけた。

　……この墓の下に、彼の最愛の息子が眠ねむっている。

　リュディガーが悪あく魔まに転生し、レーティングゲームで活かつ躍やくするようになって、永い年月が経たった頃ころ、ようやく生まれた第一子だった。

　転生悪魔は純血の悪魔に比べれば、子供が生まれやすいほうだと聞いていたが、それでも第一子が生まれるまでは、相当に永い年月が必要だった。

　念願の我が子は……持病を持って生まれてきた。

　……名のついた病気なら、まだマシだっただろう。医い療りよう技術だけじゃなく、悪魔の妙みよう技ぎ、魔ま法ほう使つかいの術にて、対応する方法は見つかっただろうから。

　しかし、我が子が抱かかえていたのは──神器セイクリツド・ギアだ。神器セイクリツド・ギアの抵てい抗こうが生まれながらにして弱く、神器セイクリツド・ギアの持つ神秘の力に、日に日に体を蝕むしばまれた。

　人間の血が流れれば、神器セイクリツド・ギアを持って生まれる可能性はあると知っていたが、まさか、我が子に宿り、しかもそういうときに限って、抵抗力がないとは……。

　神器セイクリツド・ギアを無む闇やみに取り出すこともできなければ、封ふう印いんする方法も死の危険性を孕はらむ。冥めい界かいの研究者、医者からは、長くない命だと診しん断だんされた。

　我が子は、生まれながらにして、時限爆ばく弾だんを抱えてしまったのだ──。

　それでも、ようやく得られたかわいい子供だ。リュディガーと妻は、できる限りのことを我が子にしてやろうと思った。

　欲しいおもちゃをなんでも買い与あたえたし、体の調子が良いときは、行きたい場所に連れて行った。

　子供が体調を大きく崩したときは、大事な試合を辞退したこともあった。

　それほどまでにリュディガーは、我が子を愛した──。

　……しかし、命の期限は刻々と迫せまり、医者からは余命も宣告された。

　……レーティングゲームで好成績を残し、多くの上級悪魔に恐おそれられ、元人間の転生悪魔の憧あこがれの対象になろうとも、我が子一人救えやしない。

　リュディガーは、日々弱っていく我が子の姿に、自分の力の無さを痛感し、呪のろった。

　ある日のことだ。リュディガーは何か欲しいものはないかと子供に尋たずねた。

　我が子は、病室のベッドから窓の外の空を見上げて、遠えん慮りよ気味に一言つぶやいた。

　──天使に会いたい。天界にジョーカーっていうすごい天使がいるって聞いたから。

　リュディガーの子は、珍めずらしい嗜し好こうを持つ子供であった。流行はやりの「おっぱいドラゴン」やサイラオーグ・バアルには目もくれず、白い翼つばさを持つ天使に会いたいというのだ。

　折しも三大勢力で同盟が叶かなったときだった。

　少し前なら我が子の願いは遠い夢物語であったが、いまならそれも叶う望みがある。

　しかし、相手は天界のなかでも有数の実力者であるジョーカー、デュリオ・ジェズアルドだ。テロリストとの戦いにも参加しており、スケジュールは切せつ迫ぱくしているだろう。

　それに教会の施し設せつで、この子と同じように神器セイクリツド・ギアに苦しむ子供たちのためにも戦っていると聞く。……こちらは悪魔だ。優先度に違ちがいがある。彼だって、教会の施設にいる子供たちを第一に考えるだろう。

　……それでも、我が子の命の期限は間もなく尽つきようとしている。リュディガーはわらにもすがる思いで、手紙を書き綴つづり、冥界政府を通して天界に送ってもらった。

　……レーティングゲームの立たて役やく者しやであろうと、自分は天界とは関係がない。手紙が届く確率すら、読んでもらえる可能性すら、ゼロに近いだろう。

　リュディガーは期待していなかった。それでも、せめてやれることはしたいという思いだったのだ。

　──しかし、手紙を出して数日後のことだった。

「いやー、はじめまして。俺に会いたいという子供がいると聞いたので、飛んできましたよ」

　彼は来た。彼は冥界にまで来た……っ！

　──我が子と対面してくれたのだ。

　自分の子が、憧れの眼まな差ざしでジョーカーを見ていた。生気を失いかけてた我が子が、彼の登場により、元気だった頃ころの表情を浮うかべてくれたのだ。

　その後も、デュリオはわずかな暇ひまを見つけては我が子に会いに来てくれた。他にも見て回る子供たちがいるであろうに、対処するべき仕事も多いだろうに。彼はすべてをこなして、自らの時間を削けずってまで、笑顔で我が子の前に来てくれたのだ。何度も何度も──。

　リュディガーの子は、医者の余命宣告よりも少しだけ長く生きた。奇き跡せきだと言っていた。

　……それでも、死だけは避さけられなかった。

　けれど、我が子は満足そうな顔で逝いった。最さい期ごまでデュリオと話せたのが、本当にうれしかったのだろう。

　お礼を告げようとジョーカーに話しかけたとき、リュディガーはそれを見た。

　──悔くやしそうに、切なそうに、我が子のために涙なみだを流すデュリオ・ジェズアルドの姿がそこにあった。

「……もっと生きたかったよな？　もっと行きたいところだってあったはずだ。もっと、うまいものを食べたかったはずだ……。神さまから贈おくられた神器セイクリツド・ギアで、苦しんで、大人になれずに死んでしまうなんてさ……理り不ふ尽じんだよな……」

　死のそのときまでそばにいてくれたデュリオの姿に──リュディガーは感謝の涙を溢あふれさせた。




　──デュリオ・ジェズアルドは最高の天使である。




　我が子が憧れた天使は、最高のジョーカーだ。

　その後、デュリオがレーティングゲーム国際大会に参加を表明した。

　彼らは、優勝し、神器セイクリツド・ギアシステムを改善することを願うのだという。各勢力の神秘をかき集め、それを使い、神器セイクリツド・ギアシステムを見直し、もう二度と神器セイクリツド・ギアに苦しむ者が生まれないようにするのだと告げた。

　神器セイクリツド・ギアのシステムに干かん渉しようするのは、天使長ミカエルですら躊躇ためらった禁きん忌きの領域だ。それでも、大会の優勝賞品であれば、願えるはず、叶えられるはずだと、デュリオと転生天使たちは意思を合がつ致ちさせた。

　──もう、これ以上、神器セイクリツド・ギアで苦しむ子供を出したくない。

　そんな彼ら転生天使の宿願を聞いたとき、リュディガー・ローゼンクロイツは決めた。決意したっ！　リュディガーはジョーカーチームの監督をすることを自ら売り込んだのだ。

　……リュディガーは我が子の墓標の前に立ち、勝利を誓ちかった。この墓のある丘は、ヴァチカンのある方向を向いており、悪魔だとしても、少しでも憧れのデュリオに近い場所に墓を立ててやりたいという親心から選んだ。

「あ、来ていたんだね、監督」

　聞き覚えのある声がかけられる。振ふり向けばデュリオがそこにいた。

　彼は……律りち儀ぎに時間を見つけてはここに来るという。聞けば、他の子供たちの墓にも時折訪れるそうだ。

　リュディガーの子供の墓に花とおもちゃを添そえてデュリオは言う。

「イッセーどんはスケベな技を使ってくると思うよ」

「一応、対策済みだ。まあ、十中八九仕し掛かけてくるだろう。そういう男なのだろう？」

「もちろん、そういうの込みの男だねぇ」

　笑うデュリオ。戦いが楽しみのようだった。

　リュディガーは言う。

「おっぱいドラゴンくんは強い。ここに至るまでの一年間は、冗じよう談だんとも思えるほどに歴史的な事変の連続だ。彼は常にそこの中心にいた。幾いく度ども修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた彼の実力は、功績は、英えい雄ゆうと呼んで差し支つかえないだろう。そして、それを陰かげから支えるレイヴェル・フェニックスの才能も非常に高い。三十年……いや、二十年もあれば冥界でも、レーティングゲームにて、名うての戦術、戦略の使い手になるだろう」

　これから戦う相手は強敵だ。いままで試合をしてきたなかでは間ま違ちがいなく最強。

「だが、何よりも怖こわいのが、赤せき龍りゆう帝ていの黒い鎧よろいだ。あれの砲ほう撃げきは、神が起こす奇跡の類たぐいに近い。まともに浴びればどんなチームでも吹ふっ飛ぶだろう。馬ば鹿かげていると言えるほどに単純明快な切り札ババだ。あれがあると相手チームに思わせるだけで、ゲームメイキングの考こう慮りよを求められるのだから」

　あの鎧での攻こう撃げきも、相手のメンバーの才能も未知数だ。詳しよう細さいまで調査し、彼らの家にまで赴おもむいて、生活の空気すら把は握あくしようとした。それでも彼らは難敵だろう。

　──奇跡の類を巻き起こす者は、いつだって予想や計算を容易に打ち砕くだいてくれる。

　自分はこのジョーカーや赤せき龍りゆう帝ていのように運命に愛された存在ではない。用意に用意を重ねて、僅わずかな隙すきを的確に射い貫ぬいて相手を倒たおすしかない。

　……しかし、我らは願いを叶えるためなら、誰だれが相手であろうと突つき進まねばならない。

　リュディガーはデュリオに訊きく。

「それでも勝つのは──我々だ。そうだろう、天界の切り札ジヨーカー──デュリオ・ジェズアルド？」

「もちのろんさ」

　我が子に向けてくれたときと同じ屈くつ託たくのない笑顔。

　リュディガーは最愛の息子の写真を胸ポケットにしまい、強く誓う。

　……ああ、わかっているさ。おまえは、この天使が活躍する姿が見たいのだろう？

　──デュリオ・ジェズアルドは最高の天使である。

　必ず、この男を勝たせる。それがリュディガー・ローゼンクロイツのいまの目標だった──。








　　　Team member.







「天界の切り札ジヨーカー」チーム・大会登録現メンバー




　王キング──デュリオ・ジェズアルド（JOKER）

　女王クイーン──ディートヘルム・ヴァルトゼーミュラー（ラファエルのＡエース：♣）

　戦車ルーク──ネロ・ライモンディ（ウリエルのＡエース：♦）

　戦車ルーク──劉りゆう炳へい煥かん（ラジエルの10テン：♦）

　騎士ナイト──イェシカ・ラーゲルクヴィスト（サンダルフォンのＱクイーン：♣）

　騎士ナイト──真しん羅ら清きよ虎とら（メタトロンのＪジヤツク：♠）

　僧ビシ侶ヨツプ──ミラナ・シャタロヴァ（ガブリエルのＡエース：♥）

　僧ビシ侶ヨツプ──グリゼルダ・クァルタ（ガブリエルのＱクイーン：♥）

　兵士ポーン×８──健在の各熾セ天ラ使フから２デユース～９ナインの８名を選抜




※１、デュリオ、四大熾セ天ラ使フのＡエース三名以外は、メンバー（スート）を入れ替えることも少なくない。

※２、双子の熾セ天ラ使フメタトロンとサンダルフォンのＡエースは実力者だが、現在別任務のため、参戦は予選終盤より。

※３、もう一人のJOKERことエキストラ・ジョーカーの情報及び参戦は現在不明。








　　　Life.4　ＶＳ『御使いブレイブ・セイント』開始です！







　そして、試合当日──。

　俺たち『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームは、試合開始時間の半日以上前から会場入りしていた。ちょうど、その日は学校が休みなのもあって、だいぶ早くから会場に入ってしまっていた。

　今回の会場は、アスタロト領にある『アジュカ・スタジアム』だ。アジュカ・ベルゼブブさまを記念して造られたスタジアムは、近代化が進んでいて、至るところに未知の技術が使われている。廊ろう下かには掃そう除じをするロボットが自動で動き回っているし、各種施設も設もうけられていた。

　控ひかえ室も広大で、通常時には人間サイズになっている大型の巨きよ人じんの選手がそこで元の姿に戻もどっても大だい丈じよう夫ぶなほどだ。現にボーヴァも通常のドラゴンサイズに戻っていた。

　ちなみに新メンバーの百鬼なきりとエルメンヒルデも『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チーム用の制服に着き替がえてもらっている。この日のために追加で用意したものだ。

　まあ、これだけ広いと他の使い道に困るけどな……。広すぎて逆に落ち着けないって！

　控え室には関係者も多く訪れる。

「がんばるのじゃぞ、イッセー！」

　九く重のうも駆けつけてくれた。……いつも一いつ緒しよのオーフィスとリリスはお留守番だな。さすがに外に出すのは不味まずい。

「ああ、九重も会場で応おう援えんしててくれ」

　九重の次に控え室に入ってきたのは──。

「よー、イッセー。アーシアちゃんに皆みなさんも」

　父さんだった！　チケットを渡わたしていたけど、ちゃんと来てくれたんだなっ！

「父さん！　見に来てくれたんだ？」

「まあ、息子や娘むすめたちの晴れ舞ぶ台たいを観戦ってやつだな。いまだ悪あく魔まさんの世界に来るのは不思議な感じがするけどな」

　兵ひよう藤どう家の地下にある魔ま方ほう陣じんから父さんたちが転移するのは、俺も慣れないよ。

　父さんは遠えん慮りよ気味に言った。

「実は、妙みようなテンションを与あたえて試合に影えい響きようが出たら敵かなわんし、試合前におまえに会いに行くのもギリギリまで躊躇ためらっていたんだ」

「……母さんは？　やっぱり、来てくれてないか」

　ペアチケットだったんだけど、母さんの姿は確認できない。

　父さんが息を吐はく。

「ま、母さんのことはカンベンしてやってくれ、イッセー。かわいい一人息子が、試合とはいえ、殴なぐり合うんだ。母さんは肝きもっ玉が据すわっているようで、そういうのはダメなんだよ。しかもアーシアちゃんやうちで預かっている娘のように大切にしている子供たちが、この手の競技に参加とあってはね。直じかに観戦なんて母さんの精神が保もたんさ」

「……うん、何度も家でゲームの安全性を訊きかれたからさ。反対はされなかったけど……あまりうれしそうじゃないのは、反応でわかっていたよ」

　リアスにも言われた。

　──母さんは、一いつ般ぱん的な普ふ通つうの女性なのだと。

　……俺たちみたいに異い形ぎようの世界で揉もまれて精神が鍛きたえられたわけじゃない。どこにでもいる普通の「お母さん」なんだ……。だから、子供の俺が傷つく姿を見ていられないのだろうと。

　……それでも俺は、両親にゲームで戦うところを見て欲しかったけどな……。

　父さんが、気落ちしている俺を励はげますように言う。

「母さんな、録画でなら、チラチラ見ているようだから、そのうち来てくれるかもしれないぞ。まあ、今日は俺が母さんの分まで応援してやるから、カッコイイところを見せてくれよ！」

「ああ、任せてよ！　相手は強敵だけど、俺とアーシアたちのカッコイイとこ見てて！　なあ、アーシア！」

　同意を求めると、アーシアも気合いを入れて手をあげた。

「はいっ！　お父さんに良いところを見せたいですっ！」

　そんな家族の交流がありつつも時間は刻々と過ぎ──ついに選手入場の時間となる。

　準備を終えた俺たち──俺、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル、ロスヴァイセさん、ビナー氏、ボーヴァ、新メンバーの百鬼とエルメンヒルデ。

　エルメンヒルデは緊きん張ちよう気味だった。

「初戦だけど、活かつ躍やくに期待してるし、こっちもフォローするからな」

　俺の言葉に彼女は「え、ええっ！」と声を若じやつ干かん震ふるわせながらうなずいた。……この子でも、このスタジアムの熱気というか、大会の空気に気け圧おされるんだな。

　レイヴェルが言う。

「さあ、時間ですわ。行きましょう」

　俺たちは控え室をあとにして、グラウンドを目指す。

　すでに観客の怒ど号ごうのような歓かん声せいがこちらにまで届いており、否応なくテンションは上がる。この雰ふん囲い気きは何度も経験しているが……ビビることはなく、ひたすら気持ちが高こう揚ようするんだよな。

　皆で進んでいくと、廊下で相手チーム『天界の切り札ジヨーカー』の面々と出くわす。互いに距きよ離りを取りながらも共にグラウンドまで広い通路を進む。

　入場口の手前で、アナウンサーに名を呼ばれるまで待機している間、デュリオが俺に話しかけてきた。

「イッセーどん、スタジアムは『おっぱいドラゴン』のファンでいっぱいだ」

　入場口からスタジアムの様子を見るデュリオ。……観客席は、俺のグッズや応援旗を手に持つファンで埋うめ尽つくされていた。

　俺たちが大会で勝利を重ねるほど、ファンのほうも熱気を増している様子なのだ。

　デュリオが観客席の隅すみを指をさす。そこには『天界の切り札ジヨーカー』の応援旗、応援幕を広げる子供たちの姿があった。

「けど、俺たちのファンも来ているんだよね。スタジアムの端はじっこに、少しだけだけど」

　確かにうちのチームのファンの数に比べると、一か所のみだが……それでもデュリオは満足そうにしていた。

「でも、十分だ。……あの子たちの声がイッセーどんのファンの応援にかき消されるかもしれないって、仲間の天使は言っていたけど──そんなことないって信じてる。イッセーどんが同じ立場だったら、そう思うよね？」

「──ああ、当然だ。たとえ、数人でも、一人でも、応援する声は必ず届くっ！」

　俺が間かん髪はつ入れずにそう答えると、デュリオはうれしそうに笑みを浮うかべていた。

　デュリオが訊いてくる。

「……イッセーどん、試合前にひとつ訊いていいかい？」

「ああ、何でも」

　デュリオが少し離はなれた位置で入場を待つアーシアに視線を送った。

「もし、アーシアちゃんが普通のシスターとしての人生を送れていたら、いまよりも幸せだっただろうか？　──と、考えたことはあるかい？」

「そりゃな。何度も考えたよ。聖書の神さまも、天界も、教会も恨うらんださ」

　それは、去年からずっと考えていたことだ。でも、時間は巻き戻らない。アーシアはアーシアでいまの生を懸命に生きているし、それを、俺や俺の仲間たちが不都合を感じさせないように支える。

　デュリオがさらに問う。

「逆に、いまのアーシアちゃんの人生──悪魔としての生は、人間だった頃ころより、幸せなのかもしれないと思うこともある？」

「──であればいいなとは常に思っているし、そうなるように現在進行形でアーシアを幸せにする作戦は実行中だ」

　そのために俺はアーシアを大切に想っている。守っている！

　デュリオは観客席を見つめながら、語る。

「神器セイクリツド・ギアの不備があったからこそ、落とした信徒としての生──。でも、その不備があったからこそ、いまある生き方……日本で送る普通の女の子としての学生生活……。神器セイクリツド・ギアシステムの不備を経へて、アーシアちゃんとしての正解は何か。アーシアちゃんのいまの想いがシステムの不備への答えとして正しいか否か。それは祐ゆう斗とやトスカちゃん、ギャーくんにヴァレリーさん、シトリー眷けん属ぞくの子たちも同じだろうしね。不備による不幸、不幸から一転した今の生き方……。……でも、新しい生き方を得られないまま、遠い空の向こうに行った子たちのほうが圧あつ倒とう的に多い」

　なんとなく、俺はデュリオが、転生天使のチームが、優勝賞品に何を望むのか、見えてきた。それは、ずっとデュリオが気にかけてきたことだ。

「デュリオ、俺は──」

　一言、デュリオの言葉に応こたえようとした俺だったが、彼は手を前に出し、首を横に振ふる。

　……その一言は、言わなくていいという所作だ。

「……イッセーどんは、アーシアちゃんの良い答えであればいい。これは俺や俺たちの求める答えだからね」

　デュリオは拳こぶしを突つき出してくる。

「勝つよ、イッセーどん。いや、赤せき龍りゆう帝てい。俺たちはキミを倒たおす」

　……そうか、あくまでそれはデュリオたちの目標にしたいんだな。俺たちに気を遣つかわせず、こっちはこっちで夢に向かって突き進めと、そう言いたいんだろう。

　俺も応じて、拳を突き出し、コツンと合わせる。

「いや、勝つのは俺たちだ。俺がどんな夢を抱いだいていて、デュリオがどんな願望を持っていようとも、試合をする以上、全力でぶつかるのが礼れい儀ぎだ。……少なくとも、俺はいままで戦ってきた戦と友もたちからそう教わった」

「いい試合になりそうだね」

　勇ましく笑みを浮かべ合う俺たち。

　これから、俺たちは戦うけれど、これだけは覚えていてくれ、デュリオ。

　──デュリオたちが助けを求めれば、俺たちはいつだって手を貸すぜ？

　だって、戦友で仲間なんだからよ。

　それを確認した俺は、ついに『天界の切り札ジヨーカー』チームとの戦いを始めることになる。




　　　　─○●○─




《さあ、選手の入場でーすっ！》

　アナウンサーに促うながされ、俺たちが順々にグラウンドに出て行く。

「おっぱいドラゴ─────ンッ！」

「ずむずむいや────んっ！」

　観客席のあちらこちらから、ファンの叫さけび声が聞こえてきた。

　いやー、ありがたいことで。一層、気合いも入るというものだ。

　グラウンドの中央に、両チームが一列に並ぶ。……当然だが、相手チームの監かん督とくたるリュディガーさんはここにいない。監督はグラウンドに降りてこられないからな。試合前に作戦と戦術を選手に託たくし、どこかでゲームを見守っているのだろう。

　ゲームが始まる前に恒こう例れいの解説者紹しよう介かいとなる。

　アナウンサーが解説者を紹介し出す。

《本日の解説に──本大会の開かい催さい者のおひとりでもあらせられる魔ま王おうアジュカ・ベルゼブブさまをお迎むかえしておりますっ！　ベルゼブブさま、今日はよろしくお願い致いたします》

　あーっ、マジだっ！　ベルゼブブさまが解説席に座られてるっ！　そっか、ここは故郷のアスタロト領だし、スタジアムもご自身のお名前を冠かんしているから、十分に呼ばれる可能性はあったよなっ！

《ああ、今日は実に楽しみだ》

　そう簡潔に返すベルゼブブさま。現状唯ゆい一いつの魔王さまなのに、精力的にいろいろな仕事を請うけ負っておられるなぁ。

　アナウンサーがさらに紹介を進める。

《実は、今回、もうお一方、ゲストをお呼びしておりますっ！　五ご大だい龍りゆう王おうの一角にして、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのアーシア・アルジェント選手の使い魔でもあられる黄金龍君ギガンテイス・ドラゴンファーブニルさんですっ！》

　──ッ！　パンツ龍王だと!?　アナウンサーが言うように、解説席に巨きよ大だいな黄金のドラゴンが鎮ちん座ざしていた。

《……俺様、アーシアたんを応おう援えんするだけ》

　などと答えているが……。なんだ、これ。なんで、復活したばかりのおまえがそこにいるんだよっ！　ベルゼブブさまとパンツ龍王ってどんな組み合わせだよっ！

　アナウンサーがファーブニルのコメントにうなずく。

《なるほど！　それは期待したいところですねっ！　あ、パンツは止やめてください！　ＮＧですっ！　そ、そんな、いきなり国際大会で下着は不味まずいですよ、ファーブニルさんッッ！》

　ファーブニルの野や郎ろう、いきなりアーシアのおパンティーを出そうとしやがったぞっ！

　ああああああああ、うちのアーシアちゃんが羞しゆう恥ちのあまりに顔を両手で覆おおい、その場でくずおれてしまったじゃないかっ！　なに、試合前にうちの選手のテンションを狂くるわせてくれてんだよ!?

　アナウンサーが息を吐はきながら、説明する。

《……ち、ちなみに、ファーブニルさんはアーシア・アルジェント選手の使い魔でもありますので、必要に応じてここから転移し、フィールドに出られることもあります。観客席と視し聴ちよう者の皆みなさまはご了りよう承しようください！》

　──こっちはご了承できないよ!?　なんでファーブニルがそこにいるのさ！　そ、そりゃ、アーシアがピンチになりゃ、駆かけつけてくれるだろうけど……。

　ちなみに、プロのレーティングゲーム同様、国際大会でも使い魔の使用には制限がある。前にも説明されたけど、使い魔の制限をかけないと、互たがいに使い魔を代理で戦わせるという使い魔合戦になっちゃうからね。使用するなら考えて使わないといけない。

《それでは、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームと「天界の切り札ジヨーカー」チームの選手が勢せい揃ぞろいしたなかで、試合の種目を決めるルーレットが回りますッッ！》

　スタジアムの巨大スクリーンで、今回の種目を決めるルーレットが回り始める。様々な種目タイトルが目まぐるしく回転していく。──そして、それはついに決まる。

　モニターに表示されたのは──「ランペイジ・ボール」の悪あく魔ま文字だった。

《き、決まった──っ！　「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームと「天界の切り札ジヨーカー」チームの対戦種目は、「ランペイジ・ボール」となりますッ！》

　アナウンサーが叫び、会場は一層興奮に包まれる。

　……この種目、こりゃ荒あれそうだ。一気に今日の戦せん況きようがわからなくなってきた。

　横のレイヴェルも険しい表情をしていた。

「……よりにもよって、これとは……っ！」

　ゼノヴィアは記き憶おくにあったようで、レイヴェルに問う。

「この種目、確かボール競技だったな？」

「ええ、そうですわ、ゼノヴィアさま。これはボールを取り合っての点取り合戦です」

　アナウンサーが種目を説明し始める。

《ルールは簡単です！　広大なゲームフィールドのどこかに現れるゴール目め掛がけて、両チームがボールを投げ入れるという競技ですっ！》

　広大なフィールドをチェスのボードのように見立てる点は、「オブジェクト・ブレイク」とかと一いつ緒しよだ。たとえばゴールがｃ４に出れば、両チームがボールを奪うばい合いながらそこに向かい、先にそこへボールを投げ入れたチームに点数が入る。

　アナウンサーが続ける。

《点数は、ゴールへ投げ入れた選手の駒こま価値に準じます。たとえば、『騎士ナイト』一枠わくの方がゴールをした場合、チームに加算される点数は「３」となります！　『戦車ルーク』一枠であるなら、「５」点！　誰だれがゴールを決めていくかもポイントになりますね！》

　一番点数が高いのが『王キング』の10、次が『女王クイーン』の９となるわけで、シュートを決めるなら、俺かビナー氏で決めたほうが高い点数を取れる。

　……まあ、そんな簡単にいけるはずがないだろうけど。あちらだってそれを承知で、阻そ止ししてくるし、隙すきあらばデュリオがゴールを狙ねらってくる。

　アナウンサーがさらに説明していく。

《ゴールは点が決まったあと、その場で消えてしまいます。次のゴールはフィールドのどこかにランダムで出現し、再び両チームの選手たちは、ボールを奪い合いつつそこを目指していくという競技ですっ！》

　イリナがレイヴェルに訊きく。

「ゴールの出現場所はすぐにわかるのよね？」

「はい、この競技専用のアイテムでどこに出現したかが伝えられます。選手はボールを奪い合いながら、そこに向かってフィールドを駆け回らなければなりません。問題は……スタミナ管理ですわ」

　そう、レイヴェルが言った通り、スタミナが重要視される競技だ。何せ、制限時間内、ゴールを目指して走り、点を取ったら、また次のゴールまで誰よりも先にたどり着くということを繰くり返さねばならないのだから。つまり、走り続ける競技だ。

　苦しく、忍にん耐たい力が必要な競技の筆頭だとレイヴェルやリアスに語られた記憶がある。

　アナウンサーがルールの続きを語る。

《この競技では、選手同士がぶつかり、一方がやられてしまっても、一定時間でフィールドに復帰できますっ！　つまり、実質負傷によるリタイヤはないことになりますっ！》

　この競技に、ダメージによるリタイヤはないのだ。やられても、すぐに復帰できる。体力──スタミナが尽つきない限り、何度でもフィールドに帰ってこられる。そのため、相手を倒すことが、勝利の絶対条件じゃない。相手選手を倒しても点数にすらならないからな。

　ゼノヴィアが息を吐く。

「……ダメージによるリタイヤがない分、体力勝負ということか」

　レイヴェルがうなずく。

「通常のリタイヤは負傷の末の退場、棄き権けんですが、これはボールの奪い合いで相手を倒したとしても、すぐに復帰できます。途と中ちゆうで体力が尽きない限り、リタイヤがありません」

　百鬼が苦笑していた。

「……時間いっぱい、ボールを奪い合ってフィールドを飛び回るのか。初戦が、いきなりこれとはね」

　ビナー氏が口を開く。

「ゆえのスタミナ管理。相手をただ倒すだけより、よっぽど難しい競技よ。凶きよう悪あくなパワーを持つ実力者も、スタミナの調整に失敗して、試合中に体力が尽きて、格下に点差を付けられたなんてこと、プロのレーティングゲームの試合でもよくあったわ」

　……各々の必殺技をどこで撃うつかが、勝負になるな。仮に撃ったとしても、それが決定打になるかどうかわからないのも難しいところだ。あくまでゴールを先に決めねばならないのだから──。

　競技を説明し終わったアナウンサーが言う。

《では、両チーム、バトルフィールドに転移となりますっ！　『Ｄ×Ｄデイーデイー』の悪魔代表と、天使代表がぶつかる一戦ッッ！　非常に楽しみですッッ！》

　会場が沸わくなか、俺たちのチームとデュリオのチームが転移の光に包まれていく──。







　俺たちが転移した先は──何もない真っ白な空間だった。

　……よく訓練しているあの地下空間とそっくりだな。俺たちは一定の距きよ離りを取って、配置についた。俺も素早く真しん紅くの鎧よろいとなる。

　レイヴェルが確認の言葉を口にする。

「今回、一部チームメンバーの駒の役を変えています。『兵士ポーン』だったボーヴァさんには空いていた『戦車ルーク』に入ってもらい、新たに加入された百鬼さんとエルメンヒルデさまにはそれぞれ『兵士ポーン』を務めてもらいます」

『戦車ルーク』は元々一枠空いていたので、今回ボーヴァに入ってもらい、『兵士ポーン』８枠中の『５』を百鬼に、『２』をエルメンヒルデに頼たのんだ。

　いろいろ話したが、現状、フルメンバーで一番機能しやすいのはこれだろうという、皆との話し合いでの結果だった。

　今回の審判アービターの声がフィールド中に響ひびき渡わたる。姿は見えないが、俺たちをどこかから見ているのだろう。

《では、試合開始前に、それぞれのチームに、フィールドの見取り図を投とう影えいできる装置をふたつずつ提供致します》

　言うなり、俺たちの近くへ光り輝かがやきながら、腕うで時ど計けいのような装置がふたつ、運営側から送られてきた。さっそく、俺とレイヴェルが腕に装着した。

　いじってみると──宙にこのフィールド全体の見取り図が投影される。チェスボードのように８×８の領域に分かれているな。このなかのどこかに、ゴールがランダムで出現するのか。

　端はじっこから端っこに出現したら……どんだけ体力を消しよう耗もうするやら。まったく予測できないのが怖こわい競技だ。

　何もない空間な分、見通しやすく暴れ放題だけど、逆に障害物にしたり、隠かくれたりもできないから、一長一短か。

　審判が言う。

《それでは、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームと「天界の切り札ジヨーカー」チームの試合を始めますっ！　制限時間は、二時間ッ！　ボールは最初のゴールのすぐそばに現れます。制限時間内により多く得点したほうが勝利となりますっ！　特定の場所に給水所がありますので、水分補給も大事なポイントとなりますっ！　では、スタートッ！》

　フィールド中に開始のブザーが鳴り響いた。

　俺とレイヴェルが投影装置を確認すると──最初のゴールがｅ４に出たと点てん滅めつする！　フィールドの大体真ん中を示している。

　現在俺たちがいるのが、ｄ１だ。デュリオたちはｅ８にいる。対極の位置にいて、これから目指すのが、お互いのほぼ中間点にあるゴールという、まさに早いもの勝ちの１ゴールめっ！

「皆、最初はｅ４だっ！　突つき進むぞッ！」

『おうっ！』

　俺の号令のもと、全員がゴール目指して飛び出していくっ！　ボールも最初のゴールのそばにあるというから、本当に先にたどり着いたチームが優勢となる。

　ゴールまで空中を飛ぶ者、地上を高速で移動する者、各々それぞれの動き方で駆け抜ぬける。この手の高速移動が苦手なアーシアは、邪じや龍りゆう四兄弟の一番足の速い奴やつを召しよう喚かんして、その背に乗った。

　エルメンヒルデも自身をコウモリに変えて空を飛んで移動している。

　途中、ロスヴァイセさんが、

「身体能力向上の魔ま法ほうをかけます！」

　──と、俺たちに魔法をかけてくれる。飛ぶ速度、走る速度が増した。

　てなわけで、空を移動して一分もかからないうちに、前方に金色に光り輝く巨きよ大だいな輪っかが見えてきた。

　あれがゴールっ！　あの輪っかの中央にボールを入れれば点数となるっ！

　とうのボールだが──ゴールから少し離はなれた位置に、金色に光る球状の物体が浮ういていた。あれがボールっ！　大きさはバスケットボールほどだなっ！

「誰でもいいっ！　あれをつかんだら、ソッコーでゴールにぶち込めッ！」

『了りよう解かいッ！』

　皆が気合いを入れて応じてくれたっ！　むろん、俺もゴールとボールが見えた以上、速度を増して距きよ離りを詰つめる。

　もうすぐに届くというときだった──。天候の変化などないはずのこのフィールドに、雨雲が発生していたのだっ！

　すぐに理解するっ！　デュリオの神器セイクリツド・ギアっ！　あれは天候を操れるっ！　あれで雨雲を生み出したのだっ！　天候を操って、俺たちの進行を邪じや魔まするってことかっ！

　案の定、雨雲は雷らい雲うんとなって、土砂降りの大雨と雷かみなりをフィールドにもたらしたっ！

　冷たい雨あま粒つぶが俺たちに降り注ぐ。わずかな時間なら大したことないが、これを時間いっぱい食らったら、それだけでスタミナが消耗するぞっ！

　雷も避よけるだけでスタミナのロスとなるっ！　けど、直ちよく撃げきしたらビリビリっとダメージになるしなっ！

　俺の仲間たちは、豪ごう雨うにさらされ、雷を避けながら、どうにかボールをつかもうとするが──そこに現れたのは、シャボン玉に包まれた天使の一団ッ！

　──ッ！　デュリオの能力だっ！　人数分のシャボン玉を発生させて、天候の影響を無効化するということかっ！　同じ所有者の能力だもんな、そりゃ無効にできるだろうよっ！

　先に金色のボールをつかんだのは──ゼノヴィアっ！　さすがうちの『騎士ナイト』っ！

　片手でデュランダルを持ち、もう片方の腕でボールを抱かかえる。そこに突とつ貫かんしていく天使がいたっ！

「キャプテェェェェェェェンッ、エンジェルッッ！　行くぜ、ゼノヴィアッッ！」

　アメコミ風のヒーロー衣装と覆ふく面めんをしたウリエルさまのＡエース──ネロだったっ！

「ネロか、ボールは渡さんッッ！」

「いいや、もらうね！」

　ゼノヴィアとネロの間で壮そう絶ぜつなボールの取り合いが始まる。ネロがゼノヴィアからボールを奪うばうと、ゼノヴィアもすぐさまそれを奪い返すっ！　デュランダルを振ふれば、それをネロが躱かわす。ネロが鋭するどい蹴けりを放てば、ゼノヴィアが身を翻ひるがえしてやり過ごす。ボールを巡めぐる攻こう防ぼう戦せんは、予想以上に白熱していた。

　それ以外にも天使たちが追いつき、俺たちをけん制、また張り付いて、マークしてくる。

　俺のマークは──デュリオだった。天候無効化のシャボン玉に入った状態のデュリオが、俺に笑む。

「始まったね、イッセーどん」

「ああ、負けないさ」

　攻こう撃げきが絶対に必要な試合じゃないからな。あくまで重要なのは、ボールの行方ゆくえ。

「ゼノヴィア、パスだっ！」

　俺の合図で、ゼノヴィアがボールを──近くのボーヴァに放ったっ！　ボーヴァはうまくキャッチするが、ターゲットを切り替かえたネロが高速でボーヴァに近づいていくっ！

「くっ！」

　反射的にボーヴァが巨大な足でネロを蹴飛ばすが……。

　これにレイヴェルが吼ほえたっ！

「──っ！　ボーヴァさん、ネロさんをむやみに攻撃してはいけませんッ！」

　レイヴェルが言うように、ボーヴァに蹴られたネロの体が青白く発光するっ！　身にまとうオーラが凄すごみを増したように思えた。

「……いい攻撃だぜ、ドラゴンッ！　だが、その攻撃、ありがたいッッ！」

　ボーヴァの蹴りに感謝の言葉を返すネロ。

　理由はある。それはネロの神器セイクリツド・ギアの特性だ。

　レイヴェルが言う。

「……ネロさんの神器セイクリツド・ギアは、『聖者の試練スターデイ・セイント』。攻撃を受けると、防ぼう御ぎよ力が向上する。所有者が倒たおれない限り、その効果は続く。つまり──」

　ネロは攻撃を受けるたびに頑がん丈じようさが増すってことだっ！　単純だが、基き礎そ能力の高い奴がそれを持っていると、脅きよう威い以外の何物でもないっ！

「それだけじゃないぜェッ！　ストラーダ猊げい下か直じき伝でん──」

　ネロが拳こぶしに聖なる波動を集めて、一気にボーヴァに放ったッ！

「聖拳ッッ！」

　ボーヴァは正面から、聖なる拳の波動を受けてしまい、ボールを手放してしまうっ！

　一撃与あたえたことで、ネロが高らかに笑う。

「ハハハッ！　この『キャプテン・エンジェル』は、鋼はがねの肉体と聖なる拳が最大にして最高の武器だァッ！」

　ネロが笑っている横で、百鬼が素早くボールを回収し、一気にゴールへ──。

「──行けッ！」

　押し込んでいくッッ！

　フィールドの上空に数字が出現し、『０─０』とされていたものが──『５─０』となったっ！　──初ゴールは俺たちのものだっ！

《ゴオォォォオオオオオオオオオルッッ！　最初のゴールは「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの新しん鋭えい、百鬼選手ですッ！　百鬼選手の駒こま価値数的に５得点となりますッ！》

　ゴールしたボールは、ゴールをした側の選手のものとなり、百鬼が回収後、再開のブザーと共に、再びボールの取り合いが始まる。

　さらに投影装置には次のゴールが表示され、そこを目指してボールを死守しながら、移動を開始するのだ。

　このような感じで、俺たちは地じ獄ごくのスタミナ消耗合戦を繰くり広げることになった──。







　開幕最初のゴールを決めた俺たちは、その後、ボールの取り合い、パスの応おう酬しゆうをして、ゴールを奪い合い、それらを何度も繰り返し、『８８─８５』と、なんとかこちらが勝ってはいるが……。

　全員が息を切らしていた。まだ制限時間の半分を過ぎてもいないのに、広大なフィールドを駆かけ回り、ボールを取り合う戦いに、確実にスタミナを消耗させていた。しかも時折、デュリオが天候変化を混ぜてくるものだから、相手よりこちらのほうが体力の減り方が著いちじるしい。さらに言うなら、給水も、向こうはデュリオが自チームの選手の口に直接雨水を運んでくれるため、特定の場所で給水しなくていいのだ。本当に便利だよな、デュリオの能力っ！

　新たなゴールを巡り、ゴール前でボールの取り合いをしているイリナと真しん羅ら家の真羅清きよ虎とらさん。片手に聖剣を持つイリナと霊刀を持つ清虎さんは汗あせを飛び散らせながら、武器を振るいつつ、ボールを奪い合う。

　俺たちはいつパスが来てもいいように位置を調整しながら、距離をつかもうとするが……。　何やら、天使たちの動きがおかしい。ディートヘルムさん、ミラナさん、ネロ、デュリオが何か特定の配置についたようで……。

　レイヴェルも気づき、彼らの動きに大いに警けい戒かいしていた。

　そして、イリナがボールを奪い、ゴールに近づいたときだった──。

　ディートヘルムさん、ミラナさん、ネロ、デュリオの四人が、叫さけぶっ！

「「「「ファイブカードッッ！」」」」

　刹せつ那な、ディートヘルムさん、ミラナさん、ネロ、デュリオ、そしてイリナの体が激しく発光するっ！　これは、転生天使の特性の発動現象だっ！

　アナウンサーが叫ぶ。

《なんと！　天使チームの体が発光しているッ！　これは噂うわさの転生天使による連れん携けい攻撃なのでしょうか!?　あーっと！　敵味方のはずの、天使チームと──赤せき龍りゆう帝ていチームの紫し藤どうイリナ選手が共鳴している!?》

　そう、発動を促うながしたのは、相手チームなのだが──それにイリナも巻き込まれていた。完全に虚きよを突かれたイリナは驚おどろくしかない。

　しかし、デュリオたちはこの結果を知っていたかのように転生天使の特性で身体能力を高め、信じられないほどの神速でイリナからボールを奪い、その勢いでデュリオがゴールを決めてしまったっ！

《そのままゴォォオオオオオルッ！　転生天使の札カードの効力を発動してのシュート！　強きよう烈れつでしたッ！》

　アナウンサーが吼える。

　……俺たちは愕がく然ぜんとするしかなかった。イリナが……相手チームの特性発動に利用されたっ！　彼らが奇き妙みような位置取りをしていたのも、スムーズにこれを実現させるためかっ！

　イリナ本人が受けた衝しよう撃げきといったらない。自分が相手チームを手助けしたと思ってしまっても仕方のない結末だからだ。

　……『ファイブカード』って、同じ数字を四枚集め、五枚めにジョーカーを使う役スートだ。しかも、すげえ強力だったはず。

　……あんなに簡単にゴールを決めてもなんら不思議ではないが……。

　仰ぎよう天てんしている俺たち。アナウンサーがベルゼブブさまに問う。

《しかし、ベルゼブブさま。天使チームの選手たちだけじゃなく、赤龍帝チームの紫藤イリナ選手にまで札カードの特性が発動していたようですが……？》

《うむ。おそらく、ふいとはいえ、札カードの特性が発動する条件、これが両チームの選手の間で揃そろったのだろう。チームは違ちがえど、同じ転生天使だからな》

　これにデュリオが、ニンマリと笑みを浮かべる。

「ま、チームでなくとも、『攻撃したい』『守りたい』って想いが重なれば、札カードの発動条件はどうにか揃うってことかな」

　……そんなのアリかっ！　ていうか、彼らは知っていた？　イリナは知らなかったようだが……。その差はなんだ？　誰だれか、彼らに特性を教示したのか？

　俺はハッと気づく。

　──リュディガー・ローゼンクロイツ。

　……これを戦術に取り入れたというのか……？　発動するかどうか、わかっていたのか？

　……クソッ、こんなん事前に対策できてねぇよっ！

　アナウンサーが再度ベルゼブブさまに問う。

《誤作動ということなのでしょうか？》

《いや、両チームの選手は共に純じゆん粋すいな気持ちで攻撃と防御に専念していた。どちらもチームのために戦う意思でフィールドを飛び回っている。邪よこしまな精神など、この試合にはひとつもありはしないだろう。あれば、先ほどの現象も起こらない。……互たがいに譲ゆずれないがゆえに起きた現象ともいえるだろう》

　ベルゼブブさまはそう評した。

「……トランプの特性を使うことは、予想していたことではありましたが、こういうふうに転生天使の力を発動させられるとは……」

　レイヴェルも、してやられたという悔くやしそうな表情だった。

「……これじゃ、ますますイリナの行動に制限が……っ！」

　俺の言葉にレイヴェルは苦く渋じゆうに満みちた顔でうなずく。

「はい。転生天使の力を利用されることを植え付けられました。……効果は絶大ですわ。イリナさまの心理に枷かせをかけたのです」

　俺はイリナのほうに視線を送る。彼女は──心底ショックだったようで、顔を青ざめさせていた。

　……イリナの精神を揺ゆさぶられたってことか。

　俺はイリナのもとに近づき、励はげますように肩かたを抱だく。

「……イッセーくん、ごめんなさい。わ、私……」

「気にすんな……って言っても気にしないわけにはいかないだろうけど、まだゲームは終わってない。気を抜ぬかずにいこう。なに、皆みんながついてるさ！　もちろん、俺もな！」

　俺は笑みを見せて、安心させようとした。イリナのせいじゃない。俺たちがもっとイリナをフォローしてやれば、未然に防げたかもしれないんだ。

　……それに、皆で乗り切ればいいだけのことだ。

「勝つぞ、イリナ」

「うん！」

　気き丈じようなイリナの返事を受けて、俺は気合いを入れ直す。

　……息は上がるばかりだ。得点は──『８８─９５』、ついに追い越こされた。

　逆転されたなか、試合はまだ半分も残っているのであった──。








　　　Upsetting sorcerer.2







　イッセーくんのチームと『御使いブレイブ・セイント』チームが試合をするなか、僕──木き場ば祐ゆう斗とと仲間（グレモリーチームの面々）は、リアス姉さんに付いていき、とある場所を目指していた。

　そこは関係者用の観戦ルームだ。

　リアス姉さんが探していた人物を視界に映す。相手もこちらに気づき、笑えみを向けていた。

「これは思わぬお客さまのようですな」

　リアス姉さんはその人物──男性の横に立つ。

「ごきげんよう、リュディガー・ローゼンクロイツさま。席をご一いつ緒しよしてもよろしいでしょうか？」

　男性──リュディガー氏は、手で「どうぞ」と隣となりの席に招いた。僕たちチームメンバーも二人の近くに座る。

　モニターでは、イッセーくんのチームとデュリオさんの転生天使のチームが、熾し烈れつなゴールの奪うばい合いを演じている。

　点数は──デュリオさんのチームが勝っていた。

　試合を見ながら、リアス姉さんが問う。

「リュディガーさま、お訊ききしてもよろしいかしら？」

「話せる限りならば」

「……先ほどのイリナのこと、狙ねらわれたのですか？」

　リアス姉さんは別室で試合を観戦していたのだが、先ほどのイリナさんが巻き込まれた転生天使の特性の発動を見て、「……ぜひ、直接会いたくなったわ」とここまで移動してきたのだ。

　きっと、あれがリュディガー氏の指示であると判断し、どういう意図だったのか、真意とタクティクスを訊きに来たのだろう。

　リュディガー氏は意味ありげに笑う。

「ふふふ、まあ、転生天使の特性を知れば、最初から作戦に盛り込んでおくべきでしょうね。ただ、狙ったわけではありませんよ。あくまで、そういう条件が揃った局面になったら、絶対にゴールを決めて、紫藤イリナを揺さぶれ──とは助言しましたがね」

「……なるほど、最初から狙うとなれば、そこに邪念が入り、発動しないかもしれない。それならば、可能性のひとつを示し唆さしておくに限る、か……。イッセーたちにとっては運が悪かった？　いえ、天使同士が純粋な気持ちでフィールドを駆かけ回る以上、一度は起こりうるかもしれない……」

　リュディガー氏は小さく笑う。

「まあ、二度目は起こりにくいでしょう。──が、一度で十分。心の片かた隅すみに不安を一ひと欠片かけらでも植え付ければいいだけです。精神的ストレスは、スタミナの根幹に刺ささります。終盤エンドゲームまで不安を抱かかえるのは、辛つらいでしょうね」

　氏が言うように、映像のイリナさんは動いているものの、どこかぎこちない動きになっており、その隙すきを突つかれて、ボールを奪われたりしていた。

　下手へたに動けば、あの特性がまた発動するかもしれないという不安を抱えて、彼女はこのままフィールドを動き続けなければならないのか……。

　そのイリナさんをフォローするため、同じ『騎士ナイト』であるゼノヴィアが、二人分の活かつ躍やくをしようと、動きを倍に増やして、デュリオさんのチームに対応していた。

　これを見て、リュディガー氏が皮肉げに笑む。

「ゼノヴィア・クァルタは、単独でも強力な選手だ。基本、オフェンスにしておいて、あとは自由に動き回らせたほうがいい。彼女自身もそう思い込んでいるだろう。しかし、彼女は、仲間が不調になると、そこをサポートするため、必要以上に動こうとする。それだけの技量はもちろんある。──が、手を広げることで、突かれる隙も生じる」

　ゼノヴィアはイリナさんを再びフォローするため、行動を増やして、ディフェンスする範はん囲いを広げるが──広げた分、隙も大きくなり、そこを突かれてしまい、ボールを持った選手に突とつ破ぱされてしまった。

《また、転生天使のチームがゴールを決めた──ッ！》

　そして、点を取られてしまう。

　リュディガー氏はそれを当然のことのように見ていた。

「ほら、紫藤イリナが反応できなかった分を動いたことで、少しの隙が生まれた」

　リュディガー氏は椅い子すの肘ひじ掛かけに肘を突いて、頰ほお杖づえをつきながら言う。

「ゼノヴィア・クァルタは日本のハイスクールの……生徒会長だったかな、それに就任していると聞く。以前よりも責任感は強くなり、視野も広がったに違いない。それゆえ、以前の強みだったオフェンスへの集中に綻ほころびが生じやすくなる。自覚ができていないときほど、それは客観的な視点で見えてしまう」

　確かにゲームのなかのゼノヴィアは、よく味方の塩あん梅ばいを見ており、フォローやパスを細かく出していく。以前のゼノヴィアに比べて、やっていることが増えたと言えるだろう。

　……が、リュディガー氏の言うように、オフェンス面に集中できていないとも言う。

　リアス姉さんは目を細める。

「……ゼノヴィアの性格の変化もお見通し、というわけですね」

　次にモニター内で苦戦していたのは、イッセーくんの臣下であるボーヴァさんだ。

　なんとかしてボールを奪おうと動きまくり、炎ほのおも吐はき出すが──天使たちは彼を徹てつ底てい的にスルーし、あまり相手にしない。

　見ているだけでボーヴァさんの苛いら立だちが募つのっていくのがわかる。

　これを見てリュディガー氏が言う。

「ボーヴァ・タンニーンは兵藤一いつ誠せいに心しん酔すいし、優ゆう秀しゆうな上の兄弟や父親に自分の実力を、いまの自分自身を見せたいため、功を急ぐ傾けい向こうにある。兵藤一誠から指示を受けて行動し、それが叶かなわなかった場合──苛立ちを隠かくせず、より一層功を焦あせるようになる。そこを兵藤一誠や仲間たちになだめられて、表向き応じるが……」

　レイヴェルさんにいったんなだめられたボーヴァさんだが……やはり、天使たちにスルーされ、怒いかりが増して、炎を連続して吐き、ついには仲間の行動の邪じや魔まとなってしまった。

　その隙にイッセーくんたちはまた点を取られていく。

　リュディガー氏が首を横に振ふった。

「こうやって動きに力が入りすぎて、仲間の邪魔となってしまう。そして、心に去来するのは、自身の無力感だ。誇ほこり高いドラゴンにとって、その感情は──堪たえ難がたいものとなる」

　試合が進むなかで、天使たちの体が淡あわい光に包まれる。同時にボールの取り合いで傷ついたダメージが癒いやされていく。

　これは四大セラフたるラファエルさまのＡエースことディートヘルム・ヴァルトゼーミュラー氏の神器セイクリツド・ギア──『救護聖人による再起ホーリー・リサシテーシヨン』だ。相手に前もって能力をかけておくと、一定の時間、あるいはダメージを受けたときに自動で回復が発動するのである。

　さらに禁手バランス・ブレイカー──『十四救護フオーテイーン・聖人にホーリー・よる救済サルベーシヨン』は、効果範囲と、治せる症しよう状じようの範囲が、格段に広がるという。対象者が信徒であれば、重い病すら癒やせると聞いた。

　もちろん、イッセーくんのチームの要かなめであるアーシアさんも、回復の光を飛ばして、仲間を甲か斐い甲斐がいしく治している。

　ロスヴァイセさんも、魔ま法ほうでイリナさん、ゼノヴィア、ボーヴァさんのフォローを的確に行っていたため、最悪のケースには至っていない。

　試合の時間も半分以上が過ぎ、どちらの選手もフィールドを駆け回っているせいか、息を切らし、苦しそうだ。スタミナの消しよう耗もうはイッセーくんのチームのほうが激しい。

　モニターにレイヴェルさんの姿が映る。肩かたで息いきをしており、背中の炎の翼つばさも小さくなってきていた。

　リュディガー氏が言う。

「仲間の調子が崩くずされるなかで、軍師たるレイヴェル・フェニックスは、頭をフル回転させることになり、肉体だけではなく、精神まで磨ま耗もうしていく」

　そう評されるレイヴェルさんだが、視線は鋭するどく、ゴール間近では、両チームの動きをよく観察していて、ゴールを決められないように仲間へ指示を飛ばしていた。

　そのなかで、レイヴェルさんが何かに気づき叫さけぶ。

『ビナーさま、避よけてくださいッ！』

　仮面の『女王クイーン』──ビナー・レスザンに回かい避ひを促うながす。ビナーさんも気配に気づいたようで、地面に視線を向けた。刹せつ那な、下から大地を突き破やぶって、特大の光の槍やりが超高速で射出されていった。

　ビナーさんは避けたが……。

　少し離れた場所で、ガブリエルさまのＡエース──ミラナ・シャタロヴァさんが、残念そうな表情になっていた。

『……外しちゃった』

　彼女は光こう力りよくの達人だと聞く。あらゆる使い方を実じつ践せんし、いまのように地面から光の槍を射出させるなどという使い方もできた。

　それを軽やかに避けたビナーさんにも驚おどろくが……。そのビナーさんに変化が訪れる。仮面にヒビが入り、パリンと儚はかない音を立てて、割れたのだ。

　そこに現れたのは──麗うるわしい銀の髪かみをした、僕らと同い年ぐらいの美しい少女だった。

　これにカメラが注目し、アナウンサーも盛り上がる。

《な、な、な、なんとォォオオオッッ！　ビナー氏の仮面が割れ、素顔が露あらわにぃッ！　謎なぞとされていた赤せき龍りゆう帝ていチームの『女王クイーン』の素顔が、こんなにも可か憐れんな少女だったとは驚きですッッ！》

　すぐそばでこのことに激しく反応していたのは──リアス姉さんだった。

　その場で立ち上がり、目を見開き、絶句していた。すぐに険しい表情となって──切なそうな顔になった。

　ビナーさんは手元の小型魔方陣から予備の仮面を取り出して、何事もなかったように再び仮面姿となった。

　レイヴェルさんが息を整えて、あらためて言う。

『ミラナ・シャタロヴァさんの光力に気をつけてくださいっ！　あの方がガブリエルさまのＡエースに選ばれた理由は──光力の密度ですっ！』

　これにデュリオさんが自じ慢まんげに言う。

『へへっ、ミラナの一発は最上級悪あく魔までも直ちよく撃げきすれば溶とけるって言われるぐらい濃こいんだよね。濃のう厚こう濃厚っ！』

　しかし、レイヴェルさんはよく見ている。誰だれよりも先にミラナさんの動きを察知して、仲間を救った。

　ビナーさんが一番ミスが少ないことに、あちらも気づいたからこそ、狙い始めたのだろう。

　だが、それすら見み越こして動いたレイヴェルさんに感動すら覚える。

　リュディガー氏もそれを肯こう定ていする。

「フェニックス家のご息女……非常に優秀です。盤ばん面めんをよく捉とらえようとしている。おそらく、フィールド上の両チームの動きを、頭のなかに描えがいて指示を出しているのでしょう。チームメンバーの技量をよく把は握あくして対処していて、相手チームのこともよく観察している。しかし、見えていない部分もある」

　リュディガー氏はあごに手をやる。

「──チームメンバー一人一人に生き方があり、持論があり、性格がある。それゆえ、彼ら一人一人が胸に抱いだく夢があって、抱える闇やみもある。技量を磨みがき、肉体を仕上げても、それを動かすメンタル面が不十分であれば、アスリートは自じ滅めつする。それがチーム内に広まれば、今度は連れん携けいが崩れる」

　イリナさん、ボーヴァさんの精神的、肉体的疲ひ労ろうはピークに達しているようで、動きが悪い。ゼノヴィアも徐じよ々じよにだが、反応が鈍にぶくなってきている。

　リュディガー氏が断言する。

「レイヴェル・フェニックス嬢じようは麒き麟りん児じだ。しかし、彼女は『覇は道どう』の資質を持つ。『王道』の兵藤一誠とは本来相あい性しようが悪い。それがまさにこの試合に表れている。あのチームの選手すべてが将来性溢あふれる逸いつ材ざい。──だが、そのほとんどがまだ十代の子供。子供が、仲間全員の人間性をすべて抱え、さらにフォローできるなど、不可能です。そのようなことをこなすのに、十数年ではあまりに時間が足りないのだから」

　リュディガー氏は、イリナさんと、ボーヴァさん、ゼノヴィアの短所を、デュリオさんのチームの天使たちに伝えたのだろう。彼らはそれを巧たくみにゲームに生かし、イリナさんたちの心身にダメージを与あたえた。

　……僕らは若い。経験不足ゆえにその心理的な駆かけ引きにも──対応できないことがあるのだ。

　リアス姉さんはなんとも言えない表情になっていた。

「……耳が痛いところね」

「彼らは強い。あなた方も強い。しかし、彼らもあなた方も木の股またから生まれたわけじゃない。人並みの喜びと悩なやみを抱かかえている。──私は時折そこを突つくだけ。私は自分を完かん璧ぺきだとも、優すぐれた戦術家だとも、思ったことなど一度もありませんよ」

　リュディガー氏は、懐ふところからチェスの駒こま──ビショップの駒を取り出し手のひらで遊ばせながら言う。

「私がゲームで突き進めたのも、上級悪魔が合理主義と貴族社会にどっぷり浸つかり、脱だつしきれなかったからに過ぎない。彼らは駒を駒としか見ていなかった。ゲームフィールドをもチェスボードと同じものだと思っていたのだから」

　リアス姉さんのほうに視線を送り、彼は言う。

「リアス姫ひめならばお分かりでしょうが……自分の眷けん属ぞくをボード上の自軍の駒としか見ない、これはゲームをする上で愚ぐ行こうに過ぎない。チェスの駒と違ちがい、眷属は──転生悪魔は、生き物だ。当然のことだが、一人一人が思考を持つ。心を持つ。感情を持つ。これが元人間であれば尚なお更さらだ。人間は悪魔に負けない文化を持つ。無理矢理、彼らの考え、文化を否定して、強引に駒として命令を出しても、限界はある。無機物ならともかく、感情を持つ生物なのだから。ただそれは当然のことだ。その当然のことを、悪魔の貴族たちは理解しなかった。いや、理解しようとしなかった」

　リュディガー氏は僕に訊きいてくる。

「木場祐斗くん、キミは元人間だ。いま私が話したことが、あまりにバカらしく感じただろう？　相手チームの選手を同じ感情を持つ者だと認識して戦う──。そんなこと、当たり前のことだと。だが、その当たり前がプロのレーティングゲームには存在しなかった。一時期の上級悪魔のゲームプレイヤーたちは、このレーティングゲームを、チェスの延長線上としか認識していなかった。自身の眷属──駒を使う、リアルなチェス程度としか見ていなかった」

　リュディガー氏は駒を肘ひじ掛かけに置き、こう断言した。

「異い形ぎようの最たる存在だと自負している悪魔の傲ごう慢まんな面、そのすべてがレーティングゲームに映し出されていた」

「そして、それを塗ぬり替かえたのが……リュディガーさまだと」

　リアス姉さんの言葉に、リュディガー氏は悲ひ哀あいに満ちた表情となる。

「それは……世辞にもならないし、誇りにも思えませんよ、姫君。私はただ普通の競技をしたかっただけだ。むろん、ディハウザーをはじめ、トップランカーはその辺りを当然のことと理解した上でゲームメイキングをしていたが。まあ、上からの余計な介かい入にゆうも多々ありました。しかし、純じゆん粋すいな試合に臨のぞめるときのゲームは楽しかった」

　ディハウザー・ベリアルに思いを馳はせるリュディガー・ローゼンクロイツ氏の表情は切なそうで、しかし、どこか誇らしげだった。

　──と、試合に変化が訪れていた。

　フィールドの上空に謎のシャボン玉が出現したからだ。そのシャボン玉のなかには、イッセーくんの姿があった。正体不明のシャボン玉に彼が包み込まれているのだ。

　それを見てリュディガー氏はニヤリと意味深な笑みを浮うかべる。

「どうやら、あれを見せるようだ」

《な、なんとっ！　突とつ然ぜん、フィールド上を謎の空間が覆おおっている！　兵藤一誠選手を包み込んだ、この空間は何だ──ッ!?》

　アナウンサーが吼ほえるなかで、謎の音声が聞こえてくる。

『さあ、ガブリエルさま。お願いします』

『で、でもぉ……恥はずかしいです。こ、こんな格好をするなんて……っ！　破は廉れん恥ちかなって……』

『これも「転生天使」のチームのため、レーティングゲームを盛り立てるためなのですっ！』

　その音声は──どうやら、シャボン玉のなかから発せられているようだった。

　イッセーくんはガブリエルさまの声を聞いて、声を張り上げる。

『ガ、ガブリエルさんだっ！　ガブリエルさんがシャボン玉に投とう影えいされてるぞ!?』

　どうやら、シャボン玉のなかにいるイッセーくんだけが見える何かが展開しているようだ。

　刹那、シャボン玉のなかのイッセーくんが、鎧よろいの隙すき間まから鼻血を噴ふきだしていた。

『ぬああああああああああああああっ！　ガブリエルさんがぁああああああああっ！　ガブリエルさんがああああああああああっ！』

　歓かん喜きに満ちた大声で彼は叫ぶっ！

　リュディガー氏は真面目まじめに語る。

「私がデュリオたちに用意させたのは──大天使ガブリエルのセクシーな映像です。それを赤せき龍りゆう帝てい限定としてシャボン玉のなかで術として展開させています」

　──っ！　わざわざ大天使を捕つかまえて、そんなことをしたのか!?　い、いや、イッセーくんを、赤せき龍りゆう帝ていを封ふうじるなら、これぐらいのことは用意するべきなのか!?　イッセーくん、ガブリエルさまの胸を見たい見たいって常つね日ひ頃ごろから呪じゆ文もんのように訴うつたえていたものね！

《フィールドからは音声しか聞こえてきませんが、どうやら、転生天使のチームが用意した何かの映像が、兵藤一誠選手の周囲でのみ展開されているようですっ！》

　アナウンサーが観客に説明しているなか、シャボン玉のなかで公開されている映像の声だけは聞こえてくる。

『……こ、これを着なければいけないの？』

『はい、ガブリエルさま。この水着を着ることで、「御使いブレイブ・セイント」は救われます。……必ず彼らの武器になり得るのですッッ！』

『で、でも、布の面積が……ほとんどないし』

『着てくださいッッ！』

『うぅ、はい……着ます』

　そんな会話のあと、イッセーくんは──。

『があああああああああああああっ！　がああああああああああああああああっ！』

　言葉にならない喜びの絶ぜつ叫きようを上げていたっ！

『イッセーさまぁああああああああっ！　お気を確かにぃぃぃいいいっ！』

　マネージャーたるレイヴェルさんの声も届かないっ！

　リュディガー氏が自信満々に言う。

「赤せき龍りゆう帝ていが、布の面積が少ないビキニに弱いことはリサーチ済みだ。よくリアス姫たちもそれを着て、彼に迫せまったと聞きます。彼が大いに興奮したという情報は得ている」

　──そこまで調べて戦術に組み込んだのかっ!?　な、なるほど、レーティングゲームの７位にまで駆け上がった話の説得力が増した……ように思いたいっ！

　イッセーくんはもはやシャボン玉の映像の虜とりこだ。

『うっひょーっ！　ガ、ガブリエルさまの……あああああああああああっ！　そ、そんな姿まで！　そ、そんなものまでぇえええええええええっ！』

「スクール水着──旧式のものから、競泳水着。もちろん、水着だけじゃない。スケスケのネグリジェや体操着も、女性天使主導のもと、ガブリエルさまにはすべて着ていただいた。いまそれらが赤せき龍りゆう帝ていの眼前に映し出されている。──リアス姫たちが赤せき龍りゆう帝ていに迫ったときのシチュエーションを、天界一の美女にすべて再現してもらったのだ。……これが、赤せき龍りゆう帝てい封ふうじの骨こつ子しなり」

　リュディガー氏が真面目な表情で語るなか、イッセーくんが幸せな大声を発する。

『こ、こりゃ、眼がん福ぷく以外あり得ないぜッッ！』

　──確かに効果は絶大だッッ！　イッセーくんがまったく試合に集中できていないッ！

「……冥めい界かい屈くつ指しのプレイヤーが用意したイッセー封じ……なんと恐おそろしい戦術ッ！」

　リアス姉さん……心の底から畏い怖ふしているけど……。もう、僕としてはどうでもよくなってきた面もある！　なんだろう、これ。あれだけレーティングゲームについて、語られた貴重なやり取りだったのに、一いつ瞬しゆんで消し飛んだよねっ！
















「……最低です」

　隣となりで小こ猫ねこちゃんも、呆あきれつつ半眼でこの状じよう況きようを見ているよっ！

《大天使ガブリエルさまの裸はだかが見られるとなれば、種族、出身問わず、男ならば無我夢中で見てしまうのは仕方のないことではありますッッ！　うらやましいぞ、おっぱいドラゴンッッ！》

　アナウンサーがそう発し、

《恐ろしい戦術だ。さすがはリュディガーといったところ。兵藤一誠くんの弱点を完全に理解している》

　ベルゼブブさまが唸うなり、

《アーシアたんのスクール水着は桃ももの味》

　ファーブニルがアーシアさんの水着の味を語った──。

　イッセーくんたちは、リュディガー氏の指揮するデュリオさんのチームに、戦せん闘とう面でも、精神面でも、翻ほん弄ろうされていたのだ。

「さすがですわ、リュディガーさま。けれど、イッセーたちをなめてはいけません」

　リアス姉さんは、リュディガー・ローゼンクロイツ氏の戦術に驚おどろきながらも、最愛の男性の勝利を信じている。

「──あの子たちは、神クラスですら困難であろう過か酷こくな一年を生き残った本当の強つわ者もの。これぐらいのことでは、御ぎよしきれるものではなくてよ。ほら、早さつ速そく、あそこから反はん撃げきの狼煙のろしが上がりそう」

　リアス姉さんの視線の先、モニターに映ったのは、地面に片かた膝ひざを突くボーヴァさんの姿だった。

　転生天使──ディートヘルムさんと数名のメンバーで、ボーヴァさんと百鬼くんを囲んでいた。ボーヴァさんも百鬼くんも疲つかれの色が濃こい。

　しかし、ボーヴァさんは膝を震ふるわせながらも、立ち上がる。

『……どうした、天使よ、教会の戦士よ。まさか、この程度でこのボーヴァを倒たおせると思ったか？』

『…………まだ立つのか、タンニーンの息子』

　ボーヴァさんは雄お々おしく構える。

『ああ、立つとも。立たねばならぬ。──俺は、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の第一の配下なのだからな……ッ！　何よりも俺は主あるじより、「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の「牙きば」になれと命めいを賜たまわった。折れるわけにはいかぬのだ……っ！』

　特大の炎ほのおの球を幾いく重えにも吐はき出して、ボーヴァさんは宣言する。

『「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の「牙」が、折れるわけにはいかぬっ！』

　背後から天使の一人がボーヴァさんに向けて光の槍やりを投げようとするが──そこを百鬼くんが横から蹴けりつけて、その天使を吹ふっ飛ばしてしまう。

　百鬼くんが大きく深呼吸をしたあとで、首をコキコキ鳴らしながら言った。

『どうやら、まだ動けるようだな、ボの字』

『貴様はっ！　余計な真似をするな、百鬼家次期当主。これは俺の、主への忠誠を意味する戦いなのだっ！』

『そう言うな、俺だって先せん輩ぱいを勝たせたい。それにここで散れば、それこそ兵藤先輩に恥はじをかかせるぞ？』

　百鬼くんはボロボロになったチームの制服の上を脱ぬぎ捨すてる。細身だが、鍛え上げられた見事な肉体がそこにあった。

　ディートヘルムさんが言う。

『君が日本の異能集団「五大宗家」筆頭百鬼家の次期当主か』

『その通りですよ、大天使ラファエルのＡエース殿どの。いまは修行の一いつ環かんで「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の下で戦ってますってね』

　体に闘気とドラゴンのオーラをまとい、身体能力を一気に引き上げて、百鬼くんはその場を飛び出していくっ！

『──ゆえにいまは「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の「拳こぶし」として戦わせてもらおうかっ！』

　百鬼くんは僕の目でも捉とらえるのがやっとの高速の動きで、ディートヘルムさんとの距きよ離りを詰つめて、闘気とドラゴンのオーラがこもったパンチとキックを鋭するどく放っていく。

　そのいくつかはいなすディートヘルムさんだが、一発を顔に受けて、大きく仰のけ反ぞった。

『典型的なパワータイプッ！　距離を取って仕留めさせてもらうッッ！』

　その場から後方に飛び退のいて、手元に光の槍を複数出現させるディートヘルムさん。遠距離から攻こう撃げきを仕し掛かける気だ。

　しかし、百鬼くんは動じず、闘気を滾たぎらせる。

『──じゃあ、そっちから来てもらおうか』

　百鬼くんが全身から闘気を解き放つと、それに応じるように彼の周囲の地面がうごめき、隆りゆう起きしていく。ディートヘルムさんの足あし下もとすらもうごめきだし、地面が水平移動型エスカレーターのように高速でラファエルさまのＡエースを運び出したっ！

『なっ!?　地属性の術を操るとは聞いていたが……っ！』

　百鬼くんが大地を操り、ディートヘルムさんの虚を突いて、自分のほうへ引き寄せたのだっ！　距離を一気に詰めた百鬼くんは、闘気のこもったパンチでディートヘルムさんを思いっきり、

『──っと、とりあえず、一発』

　殴なぐり飛ばしたのだったっ！

《これはすごい！　赤せき龍りゆう帝ていチームの百鬼選手、地形を変えるほどの術で転生天使チームの選手を引き寄せた────ッッ！》

　アナウンサーもこの驚きよう異いの出来事に驚いていた。

『俺は大地を司つかさどる霊れい獣じゆう「黄おう龍りゆう」と契けい約やくしているんでね。その恩おん恵けいはいただいている』

　百鬼くんはそう言う。

　僕が聞いていた噂うわさの通りだった。

　──百鬼家の次期当主は、地に足をつけている間、龍脈から大地の『気』をほぼ無制限に借りることができるため、無む尽じん蔵ぞうともいえる闘気を扱あつかえる。

　ここがゲーム用に用意されたフィールドであるため、無尽蔵に力を借りられるかはわからないが……どうやら、ある程度の恩おん恵けいは得ているようだった。

　現に、疲つかれてはいるようだが、闘気はいまだ並々と体にまとわせている。

『ついでだ。あんたたちでも摑つかんでない奥の手をひとつ、披ひ露ろうしてやるよ』

　言うなり、百鬼くんは膨ぼう大だいな闘気を一層盛り上げて、一気に爆ばく発はつさせるッ！

　弾はじけた闘気がやむと──そこにいたのは、人間のような格好のドラゴンだった。金色の人型ドラゴンっ！　ただし、首も腕うでも足も太くなり、背せ丈たけと胸板の厚みを増している！　一回り以上はサイズアップしていたっ！

《なななななななんとッ！　百鬼選手が、ドラゴンっぽいフォルムに変化した──ッ！》

　アナウンサーはもう、次から次へと新たな手を見せる百鬼くんに驚きっぱなしだった。

　百鬼くんが言う。

『龍脈から力をもらい続けていると、俺自身にも変化が訪れちまうんだよ。──「龍りゆう鬼き人じん」、といったところかな』

　霊獣『黄龍』を自身に顕けん現げんさせているというのかっ！

　ディートヘルムさんが立ち上がり、感心していた。

『己自身をドラゴンにするとはな……』

『「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」の「拳」っぽくていいだろう？　俺としては兵藤先輩の鎧よろいのほうがカッコイイと思うけどな』

　ボーヴァが百鬼くんの変化に笑う。

『くくく……人間……いや、コーチン。その姿ならば、俺の大暴れにもついてこられるようだ。俺にうっかり踏ふみつぶされぬよう、精々気を払はらって動き回っているといいッ！』

『コーチンって呼ぶなってねっ！』

　イッセーくんを慕したう二体のドラゴンは、目標が一いつ致ちしたようで、イッセーくんが閉じ込められているシャボン玉に視線が向いていた。

　ボーヴァさんが腹部を大きく膨ふくらませて……口から、特大の火か炎えんの球を吐き出したッ！

　同時に百鬼くんが両手に莫ばく大だいな闘気の塊かたまりを作り出し、それを勢いよく放つッ！

　ふたつの力は、空中でぶつかり、相そう殺さいすることなく混じり合って強大な塊となり、イッセーくんのシャボン玉に向かうッ！

　それを打ち消そうと、天使たちが光の槍を投げ入れるが──赤せき龍りゆう帝ていを慕う者たちが作り出した力の波動は、それすら弾いて、シャボン玉を──破は裂れつさせたっ！

　なかから、イッセーくんが飛び出してきたっ！

『……くぅぅぅっ！　なかは最高だったけど、いつまでも夢を見ているわけにはいかないもんなっ！』

　外に出られたイッセーくんはすぐに頭を切り換かえて、そばにいた天使からボールを奪うばい、ゴールを目指すため、転生天使相手に奮ふん闘とうする──。

　その一方で、肩かたで息いきをするゼノヴィアの姿が映った。

　かつてないほど、息の上がった顔をしている。彼女の相手は──ヒーローの格好をしたネロ・ライモンディだった。

『どうしたゼノヴィア？　体力お化けのおまえが疲れてきたってか？』

『……言っていろ、ネロ。これからだ。というより、おまえは元気なままだな』

　ゼノヴィアの言葉に、ネロくんは元気にポージングする。

『俺の自じ慢まんがそれだからなっ！　戦士時代のおまえにも体力だけは負けたつもりはなかったぞっ！　それに今の俺は「キャプテン・エンジェル」、どんなときも引かない男だっ！』

　その姿に、スタジアムの観客席からも子供たちの声が上がる。

『いけー、キャプテンっ！』

『勝てー、キャプテン・エンジェルっ！』

　教会の子供たちは精せい一いつ杯ぱい、彼を応おう援えんしていた。

　──ネロ・ライモンディ、大天使ウリエルのＡエースに選ばれた者。

　……小耳に挟はさんだ話では、神器セイクリツド・ギアに抵てい抗こう力のない妹さんを始め、神器セイクリツド・ギアに苦しむ子供たちを励はげますために、ヒーローの格好を買って出たという。

　あのような格好をしているけれど、この大会に臨のぞむ天使のなかでも、屈くつ指しの強い覚かく悟ごでここに立っていると思っていいだろう。

『イッセーさまっ！　頃ころ合あいですわっ！』

　ゼノヴィアの調子を見て、レイヴェルがイッセーくんに何かを合図する。

　イッセーくんは鎧についているすべての宝玉から、小型のドラゴン──飛龍ワイバーンを顕現させる。

『了りよう解かい！　飛龍ワイバーンよ！』

　イッセーくんが飛龍ワイバーンを使し役えきして、空中を飛ばす。

『──ッッ!?　赤せき龍りゆう帝ていが飛龍ワイバーンを使うぞ！』

『譲じよう渡とで戦士ゼノヴィアの力を増大させる気か！』

　天使たちはイッセーくんの能力を把は握あくしているせいか、飛龍ワイバーンを警けい戒かいした。

　すでに対処方法もあるようで、瞬しゆん時じに対応し始める。

『だが、それも予想の範はん囲い。力を譲渡された選手を徹てつ底ていしたマークで消しよう耗もう──』

　飛龍ワイバーンが──ゼノヴィアの体に張り付き、籠こ手てとなり、脚きやつ甲こうとなり、全身を鎧で包み込んでいくっ！

　……そこにあったのは、紅くれないの鎧に身を包んだ女性剣けん士しだった。

『パワーアップはパワーアップだ。ただし──』

　デュランダルを豪ごう快かいに振ふるうゼノヴィアが決めるっ！

『私自身が鎧を着込んでのパワーアップだがなっ！』

《おおーっとッ！　ま、まさか、まさかの、ゼノヴィア選手が赤せき龍りゆう帝ていと同じ鎧を装着した────ッッ！》

　これは、リアス姉さんとのコンビネーション──「深紅のクリムゾン・滅殺エクステインクト龍姫・ドラグナー」の応用だろうっ！　ゼノヴィア自身があれを着込んだのだっ！

　これにはネロくんも驚きよう愕がくする。

『そ、そんな！　情報では、「深紅のクリムゾン・滅殺エクステインクト龍姫・ドラグナー」はリアス・グレモリーとの合体攻撃のはずだっ！』

　ゼノヴィアが、紅の鎧で聖せい剣けんデュランダルを肩に担かつぎながら、力強く宣言する。

『ああ、これはマスター・リアスの技と似て非なるものさ。──「真紅のクリムゾン・破壊デストラクシヨン龍騎士・ドラグナー」と名付けてみたっ！』

　とうのリアス姉さんはというと──ゼノヴィアの変身に苦笑していた。

「あの子ったら、私の特権を……。ふふふ、でも、これもまたおもしろい手ね」

　リアス姉さんはゼノヴィアの変化について、リュディガー氏に問う。

「リュディガーさま、これは予想の範囲かしら？」

「…………」

　リュディガー氏は答えない。ただ、興味深そうに、イッセーくんのチームの奥の手ラッシュを見ていた。

　ゼノヴィアが紅の鎧状態でデュランダルを振るう。

『──聖剣使いが赤せき龍りゆう帝ていの鎧を着込めばどうなるか、見るといいッッ！』

　豪快で絶大な一振りは、周辺の地面を大きく抉えぐり、地形を変える勢いだ。

　さらに、ネロの攻撃を先ほど以上の速度で躱かわす。

『くっ！　なんて速さとパワーだっ！』

　これにはネロも舌を巻いていた。

『パワーが向上しただけじゃなく、スピードまで跳はね上がるとは……っ！　やるじゃないか、ゼノヴィアッ！　いや、「真紅のクリムゾン・破壊デストラクシヨン龍騎士・ドラグナー」よっ！』

　ネロくんがヒーロー的にもの申す。──が、とうのゼノヴィアはちょっと恥はずかしそうにしていた。

『……あらためてそう呼ばれると、ちょっと恥ずかしいな。しかし、おまえはこの力を見ても引かないか？』

『言ったろ？　俺は「キャプテン・エンジェル」、どんなときも引かない男さっ！　それになっ！　そういう必殺技わざはお前だけのものじゃないぞ、ゼノヴィアッ！』

　ネロくんが力を込めると、全身が瞬時に白銀の輝かがやきを放つっ！　明らかにプレッシャーが様変わりした。──至ったのだろう。

『──話に聞いていた、禁手バランス・ブレイカーかっ！』

　ゼノヴィアが聖剣から波動を繰くり出すが──ネロはまるで意にも介かいさず、豪快に笑うだけだった。

『──「聖者のスターデイ・試練にセイント・次ぐ試練ウイズスタンド」さっ！　能力は単純明快ッ！　攻こう撃げきを受ければ、さらに一層硬かたくなるだけだッ！　行くぞッッ！　聖ッ拳ッッ！』

　正面からの攻撃を得意とする、ゼノヴィアとネロくんの激しい攻こう防ぼうが始まる──。

　そして、イッセーくんがボールをつかみ、主導権を握にぎるが──すぐにデュリオさんたちがマークする。

　イッセーくんがボールを懸けん命めいに守りながら言った。

『へっ、あの黒い鎧になって、一気にぶっ飛ばせれば楽なんだけどなっ！　まあ、そんなことは今回意味ねぇし、それなら違ちがう方法で使わせてもらうぜっ！』

　イッセーくんはボールを抱かかえていない左ひだり腕うでを天高く突つき上げて、それを口にしていく。

『濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ！　赫かく赫かくたる夢む幻げんの神よ！　際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが寸刻の禁を見届けよッ！』

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」

　すると、左腕に紅あかと黒のオーラが集つどい、一部分だけの龍りゆう神じん化を遂とげるッ！

　部分変化かっ！　こんな方法で龍神化を顕現するとはっ！

　アナウンサーも吼ほえる。

《あーっとッ！　兵藤一誠選手が、あの黒い鎧の呪じゆ文もんらしきものを唱えたと思ったら……なんと！　左の籠手のみが、例の鎧と化しているーッ!?　こ、これは、ベルゼブブさま!?》

《なるほど、考えたな。部分的な変化か。全身を変化させるよりも、部位を絞しぼっての変質ならばスタミナの消耗も抑おさえられる……そういう発想からの新技なのだろう》

　ベルゼブブさまのおっしゃるように、その発想のもと、発現させた能力なのだろう。これなら、威い力りよくは、全身のときよりは劣おとるが、より長い時間扱えるということだろうか。

『一部分だけの変化だけど、パワーは期待に添そえるぜッ！』

　イッセーくんは言うなり、自分をマークしていた転生天使たちを、籠手から発生したオーラで振り払う。

　デュリオさんも仰ぎよう天てんし、笑うしかなかったようだ。

『へへへっ！　さっすが、イッセーどん！　まったく、とんでもない技を次から次へと！　ていうよりも、赤せき龍りゆう帝ていチームは予想以上に隠かくし球だま、隠し技わざのオンパレードで飽あきないね！』

　まったくだっ！　百鬼くんといい、ゼノヴィアといい、イッセーくんといい、追い詰つめられたと思っていたら、想像もつかない新あら手てで勢いを取り戻もどすなんてっ！

　イッセーくんはターゲットを──ミラナさんに据すえるっ！

『それに、これにはこういう使い方もあるッ！　ミラナさんッ！　キミの動きを封ふうじるッ！』

　イッセーくんが左手を開いて前に突き出し、オーラを込める。

『乳力波動にゆうパワー・ウエーブッッッ！』

　強力な龍神の波動が、ミラナさんに届き、彼女の動きを完全に止めたっ！　その上でイッセーくんは力を高めて、突き出していた左手を閉じたッ！

『洋服崩壊ドレス・ブレイク・龍神式デイーデイーィィィィッッ！』

　技名を叫さけぶと同時に、ミラナさんのシスター服が──弾はじけ飛んでいくッッ！　モニター全面に彼女の裸ら体たいが──。

　──と、さすがに申し訳ないので僕は目をそらしたよ。

　隣となりで小こ猫ねこちゃんが心底呆あきれるように「……龍神の力で、触ふれなくても発動するよう、あの最悪の技を進化させるなんて……」と漏もらしていた。

　そう、イッセーくんは龍神の力を使い、触さわらず、遠えん距きよ離りから女性の服を弾き飛ばす方法を会え得とくしたのだ。これは……女性にとっては凶きよう悪あく極きわまりないかも。

『……いやぁ、こんなの卑ひ猥わいだよぉ……』

　というミラナさんの悲鳴が聞こえてきた。

《なんとなんとなんとっ！　兵藤一誠選手のドレス・ブレイクがッッ！　触れずに相手の衣服を破ることを実現させましたッッ！》

　アナウンサーがそう叫ぶ。

「……考えたわね、イッセーの発案……いえ、レイヴェルの思おも惑わくもあるのでしょうね。これなら、出力は低下するけれど、多様性と意外性は増すわ」

　リアス姉さんは洋服崩壊ドレス・ブレイクの進化はともかく、龍神化の部分変化を高く評価していた。まあ、リアス姉さんにとっても味方、眷けん属ぞくの技だからね。これは吉きつ報ぽうでもあるだろう。

　──と、ふいにリュディガー氏がおかしそうに笑う。

「……ふふふ」

　リアス姉さんが怪け訝げんそうに見ていた。

　リュディガー氏が言う。

「これは失敬。なんといいますか……デュリオの言う通りだ。──とんでもないチームだ。新手を用意してくると、ある程度は予想も想像もしていた。だが……ここまで出し惜おしみなく投入してくると、もはや言葉もない。彼らの一番の武器は、若さ。先ほど、それが弱点と言いましたが、しかし、最大の武器なのも事実。若さは時に想像を超こえる成長と意外性を生み出す。これは私の戦術を打ち砕くだくものです、リアス姫ひめ」

　リュディガー氏は肩かたをすくめ、素直にイッセーくんたちの奥の手ラッシュを評価した。

　リュディガー氏は……なんだか、楽しそうに独り言をぶつぶつと言い出す。

「こうなると、うちの選手たちのなかにとある思いが渦うず巻まく。──『まだ隠し球があるのではないか？』と、そう思うだろう……。それは、こちらをそう警戒させるだけで効力は十分に絶大だ。そうか、レイヴェル・フェニックス姫。キミは、若さが生み出す比類なき成長性を、足りない経験に加算したか……。何よりもおそろしいのは、参さん謀ぼうのその思惑を体現できるチームメンバーと、『王キング』の影えい響きよう力──」

　リュディガー氏が──天を仰あおぐ。瞑めい目もくし、複雑な面おも持もちになっていた。

「…………リュディガーさま？」

　リアス姉さんが問うが……。

　リュディガー氏は遠い目をするだけだった。

「……ディハウザー、これを見ているか？　私たちにないものがここにあるぞ。……私たちが待ち望んでいたものが……ここにあるぞ。なあ、ディハウザーよ……」
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　デュリオのチームと戦い始めて二時間近く──。

　つまり、試合終しゆう了りようも近い頃ころとなった。俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、ひたすら息いきを整えていた。

「……はぁはぁ……スタミナには自信があったんだけどね。さすがに走って飛び回っては、辛つらくなってきた」

　肩かたで息をし、脇わき腹ばらの痛さを我が慢まんする。龍りゆう神じん化の部分変化は、一度開放の呪じゆ文もんを唱えれば、使用したいときにその都度、体の一部分を一時的に黒い鎧よろいに変えられるが……もちろん、そのたびに体力は削けずられる。ここまで数度使わせてもらった。ま、それでも現状部分変化のほうが、全身を変化させるよりは、こういう戦いに向いている。

　──両チームの体力も限界に近づくなかで、戦いは最終局面に突とつ入にゆうしていた。

　得点は……『１４１─１４６』となっている。

　あのあとも、デュリオの神器セイクリツド・ギア、Ａエースたちの実力、そして転生天使の特性発動やらを好き放題やられた。けど、いったん突き放はなされたところを、ここまで巻き返した。

　相手チームのほうが点数が上だが……まだ逆転の目はあるさ。

「イッセーさま、次は再びｆ６ですわ」

　レイヴェルが、新たに出現したゴールの場所を報告してくれる。俺たちはスタミナの尽つきかけた体を引きずって、それでも駆かけて、勝利を目指す。

　……鎧の下は汗あせがダクダクだ。水分をいくら補給しても足りないぐらいだ。でも、もうすぐ試合も終わる。

　──勝って終わってやるッッ！

「勝つぞッ！」

　俺の気合いの大声に、

『おおおおおおおおっ！』

　仲間たちも大声で呼応した。

　ボールはデュリオたちが持つ。彼らはボールを持ったまま、次のゴール目め掛がけて飛び出していく。

　俺たちもそれを全力で追う。おそらく、時間的に次の次ぐらいのゴールで、終わるだろう。つまり、得点のチャンスは少ない。

　──連続して決めないと、勝ち目はないっ！

　徐じよ々じよに精神面を持ち直してきたイリナが、ゼノヴィアと共にボールを持つディートヘルムさんに襲おそいかかり、ボールを奪うばおうとする。あちらの『王キング』であるデュリオと『女王クイーン』枠わくであるディートヘルムさんにゴールを入れられると点差が開いてしまうからだ。

　けど、剣けん術じゆつの使い手である真しん羅ら清きよ虎とらさんが、ヴァチカン謹きん製せいの霊れい刀とうによる二刀流で、イリナ、ゼノヴィアコンビの前に立ちふさがる。二人のサポートをするため、ロスヴァイセさんが特大の魔ま法ほうフルバーストを撃うち出せば、ミラナさんが超ちよう巨きよ大だいサイズの光の槍やり（堕だ天てん使しの幹部クラス）を軽々と放って相そう殺さいしてきた。

　そこへ相手のグリゼルダさんも光の弓と矢を持って参加して、結局ロスヴァイセさんは味方のサポートに出られなくなる。グリゼルダさんの放つ矢は命中精度が必中に近い。

　司し令れい塔とうであるレイヴェルも的確な指示を出しつつも、業火の魔ま力りよくで相手選手のパスを妨ぼう害がいしていく。が、女性転生天使──もう一人のＱクイーンことイェシカ・ラーゲルクヴィストさん（長い金きん髪ぱつと碧へき眼がんを持ち、終始眠ねむたそうな表情の教会の戦士で美少女！）が光力で作り出した強固な障しよう壁へき型結界術に何度も邪魔をされていた。

　百鬼なきりとボーヴァは、突とつ破ぱ力のあるオフェンスで隙すきを突つこうとするが、相手の男性天使──10テンの劉りゆう炳へい煥かんさん（光力を主しゆ軸じくに置いた中国武術の達人）とネロはそれを許さない。

　この激戦のなかで、ビナー氏が冷静に俺に視線で合図をして、共にボールを持つディートヘルムさんに襲いかかるが──そこに「ボールは渡わたさないよ！」と、デュリオが抜ぬけ目なく介かい入にゆうし、『王キング』、『女王クイーン』枠同士の対決となってしまった。

　このようなことを休むことなくずっと繰り返しているため、両チームとも、スタミナは限界に近く、一挙一動するたびに動きが悪くなり、息が上がっているのが見て取れた。

　どいつもこいつも、敵も味方も限界なんだ。

　そんななかで、肩で激しく息をしている鎧姿のゼノヴィアが俺に告げてくる。

「……私の本当の奥の手だっ！　……イッセー！　私なりの火事場の馬ば鹿か力ぢからを発揮する術があるのだが！」

「……マジか!?　そりゃ、この終盤エンドゲームでありがたい情報だっ！　ぜひ、見せてもらいたいもんだ！」

　まさか、ゼノヴィアにまだ技わざがあったなんてな。

　俺の意見を聞いて、ゼノヴィアがなぜか奇き妙みような気合いを入れていた。

「……よし。じゃあ、準備をするか。ちなみに！　イッセーの返事しだいで、私はソッコーで意い気き消しよう沈ちんして倒たおれるからな！」

　──っ!?　なんだ、そりゃ!?　俺の返事しだいで倒れるだと!?　いったい、どんな技を隠かくしているんだ!?

　ゼノヴィアが大きく深呼吸し、叫ぶ。

「我が『王キング』ッッ！　兵藤一誠ッッ！　私をッッ！」

　その声はフィールド中に響ひびき渡わたった──。

「嫁よめにしてくれぇええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッッ!!」

「…………ッッ！」

　…………。

　……な、なんですとぉおおおおおおおおおおおっ!?　よ、よ、よ、よ、嫁ぇえええええええええええええええええええっ!?

　あまりの展開に俺も固まってしまった！

　しかし、アナウンサーは実じつ況きようしてくれるっ！

《……なっ！　なんとぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおっ！　赤せき龍りゆう帝ていチームのゼノヴィア選手が、と、突とつ然ぜん、この状じよう況きよう下で逆プロポーズしたぁぁぁああああああああああああああああっ!?》

　そう、逆プロポーズだっ！　俺、ゼノヴィアに逆プロポーズされちまったよっ！

　こ、こんなところで、そ、そんな大事な告白をするなんてよッ！　ま、まあ、こいつらしいっちゃこいつらしいが、よりにもよって、こんな場面でさっ！

　ゼノヴィアは全身と声まで震ふるわせて、俺に訊きいてくる。

「へ、返事は!?　お、お願いだ、イッセー！　へ、返事をくれっ！　こ、このままではいろいろな意味で倒れそうだッ！」

　うぅぅ、返事かっ！　しなきゃ不味まずいだろうし、逆プロポーズされた以上は、男として返さないとダメだよなっ！

　意思を固めようとしたときだった。

　今度は──イリナが介かい入にゆうしてくるっ！

「ま、待って！　じゃ、じゃあ、私も──紫し藤どうイリナのことも、お嫁にもらってくださいッッ！　お願い、イッセーくんッッ！」

　な、な、な、なんじゃ、そりゃああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!?

　こ、今度はイリナかよッ!?　こんなところで、ゼノヴィアと……イリナにも告白されちまったよッ！

　アナウンサーも予想外のことが二連続で起きたせいか、混乱しているっ！

《なななななななんとなんとなんとぉおおおおおおおおおおおおおっ！　紫藤イリナ選手まで、逆プロポーズとなったぁぁああああああああああっ！　なんだ、これ!?　どういう状況なんだ、これは!?　レーティングゲーム史上、前代未聞の連続逆プロポーズです！》

　そうだよねっ！　レーティングゲームで、連続逆プロポーズなんて、普ふ通つうはないよねっ！

　アナウンサーが唸うなる。

《この間の姫ひめ島じま朱あけ乃のさんへのプロポーズもそうですが、またまた赤せき龍りゆう帝ていチームが、試合中にプロポーズするという局面が訪れておりますッッ！　もう、なんといいますか……とりあえず、私も答えが気になります！　ですよね、ベルゼブブさま!?》

《ふふふ、そうだな。さて、赤せき龍りゆう帝てい殿どのはどう返すのかな？》

　ああああああ、ベルゼブブさまにも期待されちまってるっ！

「こういう婚こん約やくもあるのですね！　な、なるほど、勉強になりますっ！」

　ロスヴァイセさんが、何か変な勇気を得ているようだったっ！

　…………。

　……しかし、嫁ときたか。俺はリアスと朱乃さんにプロポーズした。二人を幸せにすると、誓ちかった。

　じゃあ、ゼノヴィアとイリナのことは好きか？　大切か？

　…………好きだよッ！　キスも何度もしたんだぞッ！　意識しないわけないだろッ！

　それに大切だよッ！　ゼノヴィアは俺の眷けん属ぞくになってくれたっ！　イリナは幼おさななじみで……転生天使のチームより、俺のチームを選んでくれたッ！

　そんな子たちから、逆プロポーズを受けて、嫁にしてくれとまで言われたら──。

　ハーレム王を目指す以上、俺は引き下がれませんよね、アザゼル先生ッ！

　俺は意を決して、覚かく悟ごを決めて、大きく息を吸い、一気に発したッ！

「……ったく！　わーったよっ！　責任はまとめて俺が全部取ってやるっ！　俺のところに来い、イリナ、ゼノヴィアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　しかし、二人の女性剣けん士しの体と聖せい剣けんに──あり得ないほどのオーラが滾たぎり出すっ！

「……ふふふ、ふふふふふふふふ」

「うふふ……うふふふふふふふふ♪」

　歓かん喜きの笑いを漏もらすゼノヴィアとイリナは──。

「やったッ！」

「やったわッ！」

「「彼と婚約したっ！」」

　疲つかれなど吹ふき飛んだかのように、空中を飛び回り、相手チームに勢いよく飛び込んでいく。

　ボールを持つ天使に二人で飛びかかり、それを阻そ止しせんと他の天使たちがディフェンスしていくが……。

　抜ばつ群ぐんのコンビネーションで、立ちふさがる天使たちを吹っ飛ばしていくッ！

　これには相手の天使たちも驚おどろき、恐おそれおののいた。

「くっ！　この疲れ切っているはずの終盤で……っ！」

「この迫はく力りよく！　この動き！　体力が尽きる寸前とは思えない！」

　ゼノヴィアはエクスカリバーを取り出し、ボールを持つ選手に向けて切っ先を向けた。

「ふんっ！」

　何やら念じると──ボールが独りでに動き出し、ゼノヴィアのもとに引き寄せられるっ！　この土ど壇たん場ばで、支配の力を発揮したのか!?

　自信満々にゼノヴィアが言う。

「いまの私なら、魔ま王おうすら倒せるぞ！」

「悪魔が魔王倒してどうするのよ！　けど、わかるわ！　わかるわよ、ゼノヴィアッ！」

　イリナも調子が良さそうで、同どう僚りようの天使たちをオートクレールの聖なるオーラで吹き飛ばしていく。

　ゼノヴィアが俺に言う。

「イッセー！　子供は最低でも五人だっ！　男の子が三、女の子が二！　それは譲ゆずれん！」

　イリナも同調するっ！

「わ、私だって、子供は二人以上欲ほしいわ！　男の子と女の子は最低でも一人ずつ欲しいんだからっ！」

　な、な、何を言っているんだ、こいつらは!?　試合中だぞ!?　頭を抱かかえる俺っ！　さすがに恥はずかしくなってきたぞっ！

　しかし、ゼノヴィアはうれしいのか、夢を語るのをやめない。

「学校は私立だっ！　幼よう稚ち園えんからだぞ！　教育が必要なことは、私が身をもって思い知ったのだからな！」

「えっ!?　ゼノヴィアはそこまで考えているの!?　わ、私は……公立か、私立か……っ！」

　そんなふうに会話をしていると、相手チームのグリゼルダさんが飛来してきて、ゼノヴィアにもの申すっ！

「もう、あなたって子はっ！　姉に一言の相談もなくプロポーズだなんて、どういうことですか!?」

「シスター・グリゼルダ、妹の門出だ。ぜひ祝ってくれっ！」

「帰ったら、お説教ですっ！」

　ここにきて、クァルタ姉妹対決まで始まってしまったよっ！

　グリゼルダさんにマークされたゼノヴィアはたまらず、ボールを──エルメンヒルデに投げた。

　エルメンヒルデは疲れながらも、それをキャッチする。

「…………はぁはぁ……」

　相手チームの天使が、すぐにエルメンヒルデをマークし、ボールを奪うばおうとする。

　疲れているエルメンヒルデを見て、天使が言う。

「限界か、吸きゆう血けつ鬼き？　振ふる舞まいからすれば上級の出だろうに、よくこのスタミナ勝負で最後まで残ったな」

「……エージェントとして、各国を回っていたものですから……案外体力はあります」

　ボールを抱えたエルメンヒルデは、ポシェットに手を突つっ込んだ。

「……私も奥の手、使わせていただきましょうか。軍師さん、使いますね？」

　レイヴェルに確認を取ると、

「……ええっ！　どうぞっ！」

　彼女も快かい諾だくする。

　エルメンヒルデが、ポシェットから小こ瓶びんを取り出した。中には赤い液体が入っている。

　それは血液だった。

「ただの血ではありませんわ。まずはこれ」

　片手で瓶のふたを弾はじいて外したエルメンヒルデは、それを一気に呷あおる。

　刹せつ那な、彼女の体が大きくドクンと脈動して、背中に業ごう火かの炎ほのおを巻き起こす。炎は翼つばさの形となった。それどころか、エルメンヒルデの体自体からも炎が出現していく。

　これを見て、天使たちが驚いていた。

「──この炎は！　フェニックスの炎か!?」

「ええ、軍師さんからいただいたものです。しかも処女のおかげで効果も増し増しです」

　エルメンヒルデはそれだけに留まらず、もう一瓶取り出した。

「さらにもう一瓶──」

　それを飲み干した瞬しゆん間かん──彼女は恍こう惚こつとした、とろけるような表情となった。

「……ああ、極上の味……っ！　甘美で、まろやかで、濃のう厚こうで、絶対に癖くせになってしまう……ダメになってしまう、脳のう髄ずいを狂くるわせる最さい凶きようの味ですッッ！」

　瞬間、ドドンッと激しい音と共に、エルメンヒルデの周囲の地面が大きく抉えぐれ、彼女の体からも紅あかと黒の入り交じったオーラが巻き起こる。

　これを見た天使たちは仰ぎよう天てんの声を張り上げる。

「──紅く、黒いドラゴンのオーラッ！」

「赤せき龍りゆう帝ていの血か……ッ！」

　そう、いま飲んだのが、俺の血だ。無限と夢む幻げんを宿すっていう俺の血──。

　飲む血によって様々な異能を発現する吸血鬼にとって、俺の血はカンフル剤ざいなんてものじゃないようだ。

　エルメンヒルデは、由ゆい緒しよある貴族で上級の出だが、通常の吸血鬼の能力は、よくある上級吸血鬼の域を出ていなかった。つまり、純血の一族としては平へい凡ぼんなんだそうだ。

　しかし、それでも真祖カーミラに属する一族の血は、彼女を裏切らなかった──。

　ただ一点、彼女が突とつ出しゆつして秀ひいでていたものがある。それは──取り込んだ相手の血から、その者の能力を顕けん現げんできるというものだ。

　レイヴェルの血を取り込めば、一時的に不死身の業火をまとうことができ、俺の血を飲めば──赤せき龍りゆう帝ていのオーラをまといながら、絶大なドラゴンの力を振るうこともできる。

　エルメンヒルデは、疲れなど吹き飛んだかのように特大のオーラをまとい、ミラナさんが遠えん距きよ離りから放った濃のう密みつな光の槍やりですら、弾き飛ばしてしまう。

　あまりの圧力に、転生天使たちも容易に近寄れなかった。

　──パスを回すなら、いまだっ！

　俺はエルメンヒルデに指示する。

「パスだっ！　空いてるのは──」

「ここですっ！」

　ゴールのそばに──自分でそこにたどり着いたのであろうアーシアがいた。

　エルメンヒルデが俺の視線に気づいたのか、アーシアのいる方向にボールを投げる。

　アーシアは完全にフリーだった。転生天使チームは、俺やゼノヴィアたちやエルメンヒルデに気を取られていて、アーシアがゴールに近づいたことすら、気づいていなかった。

　──この土壇場でアーシアが、アーシア自身が、その隙を突いたのだ。

　アーシアにパスが通る。ボールを手にしたアーシアに俺が叫さけんだ。

「アーシアッ！　撃うてぇえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええッッ！」

　アーシアが構える。ふいに俺の脳のう裏りにアーシアの言葉が蘇よみがえった。




　──……私が一番足を引っ張るでしょうから。少しでもお役に立つために、こうやって練習するしかなくて。

　──……私、部長としてもちゃんとやれているか、いつも不安で……。

　──リアスお姉さまにはリアスお姉さまなりの部長のスタイルがありました。

　──イッセーさんもリアスお姉さまのやり方を追わず、自分の流りゆう儀ぎを模も索さくしながら、悪魔のお仕事をなさろうとしています。

　──友達や好きなヒトがそれを目指したのなら、私も目指したいです。




　アーシアの放ったボールは、見事に輪っかのゴールをくぐり、点数を加算させていく。

　俺は──思わずガッツポーズしていた。

《ゴ、ゴ、ゴ、ゴォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオルゥゥゥゥゥッッ!!》

　アナウンサーが興奮を吐はき出す。

《なんと！　なんとっ！　この土壇場に来て、赤せき龍りゆう帝ていチームが点を入れました！　この３点は大きいッ！　逆転の目が濃厚になってきたからですッ！　これは最後までわからなくなりました！》

　会場の歓かん声せいがこちらにまで聞こえるなか、俺はアーシアのもとに歩み寄り、頭をなでてやった。

「よくやったな、アーシア！」

「はいっ！　入りましたっ！」

　この追加の点数を、天使たちは歯がゆい思いで見ていただろう。心底悔くやしそうだった。

　これで『１４４─１４６』の２点差っ！　残り時間は少ないが、十分に勝ち目はあるっ！

　俺はデュリオに言う。

「アーシアのマークが空いていたからな。なめるなよ、天界のジョーカー。うちのチームは──」

　俺は自分の味方を見み渡わたし、そしてデュリオに告げた。

「皆みんな、切り札ジヨーカーだぞ」

「……まったくだね」

　デュリオも息をあげながら、皮肉げな笑みを見せていた。

「……すまない、デュリオ」

　アーシアをマークしていなかった天使がデュリオに謝るが、彼は首を横に振る。

「いいや、俺も悪かったよ。──アーシアちゃんも過か酷こくな一年を乗り越こえてきた。簡単にマークを外しちゃダメだったのさ」

　そういうやり取りもあり、アナウンサーがあらためて解説者に意見を乞こう。

《ファーブニルさん！　主あるじであるアーシア・アルジェント選手がゴールを決めました！　これによって、まだ試合はどうなるかわからなくなったわけですが……》

　とうのファーブニルは号ごう泣きゆうしていた。

《うぅ、さすが、アーシアたん！　あれこそ、アーシアたん秘伝の妙みよう技ぎ、おパンツシュートっ！　俺様、生きてて良かった！》

《なんと！　あのシュートには名前があったのですね！　「おパンツシュート」！　なんとも妙な名前ですが……これによって、赤せき龍りゆう帝ていチームの生命線が首の皮一枚で繫つながったのも事実ですっ！》

　あの野や郎ろう……っ！　アーシアちゃんの感動の一発に変な名めい称しよう付けやがって！　感動が全部台無しじゃないかっ！

　──と、奴やつに怒いかりを向けている余よ裕ゆうはないぞ。

　残り時間は──二分ほど。ついに最後のゴールとなるだろう。

　そして、最後のゴールの場所が、装置に投とう影えいされる。

「イッセーさま、ａ１ですわっ！」

　レイヴェルがそう報告する。俺も手につけていた装置で確認したさ。最後の最後が一番端はじっこなんてねっ！

　俺たちはボールを持って、ゴールを目指す。うしろからは、デュリオたちが追いかけてくる。最後とばかりに天候も変化させてきて、激しい嵐あらしが俺たちを襲おそうっ！

　クタクタの体が風に飛ばされそうになっても、俺たちは最後の力を振りしぼって、ゴールを目指すっ！

　……こんなに疲つかれているのに、全身から汗あせが噴ふき出しているのに、スタミナが尽つきようとしているのに、どうしてだろうか……。

　知らず知らずのうちに笑みがこぼれてしまっている。

　なぜだか、この窮きゆう地ちで心が高こう揚ようしているのだ。負けるかもしれないのに、ボールを奪われるかもしれないのに、それでも俺は、それら全部を肯こう定てい的に受け止めていた。

　だって、これのすべてに『悪意』はない。『邪じや悪あく』が敵ではない。誰だれも死にかけていないし、死の危険もほとんどない。

　すっげえ苦しいはずなのに、転生天使にボールを狙ねらわれているのに、ゴールに少しずつ近づくこの瞬間に、俺は心をウキウキさせていたのだ。

　そう、俺はこの状じよう況きようを、この試合を、『楽しんでいた』──。

　それがわかった瞬間だった。俺の脳内に──歌声が聞こえてくる。この歌声は……どこかで聞いたことのあるものだ。

　一人だけの声じゃない。二人、二人が歌っている。二人の歌声が聞こえる。

　──っ。

　……なあ、ドライグ。この俺の胸の奥に去来しているものは……何だ？　それに頭のなかで、何かこう言葉というか、歌が、二人の歌声が聞こえてくるというか……。

　そうか、これはあの大浴場で聴きいた、オーフィスとリリスの鼻歌だ。

『ああ、俺も感じている。これは──風ふ呂ろ場ばで歌っていたオーフィスたちの……。いや、それだけではない。グレートレッド……？　おまえなのか？』

　ああ、そうなのか。あれが──。あの二人が歌っていたものが──。

　いまの俺なら、わかる気がする。

　そんな何かを得られつつある俺の前にあの男──天界のジョーカーが立ちふさがる。

「イッセーどん、楽しそうだねぇ？」

「……ったく、まいっちまうよな。……こんなに飛び回って、走り回って……すっげえ苦しいのに……すげえ楽しいなんてよ！」

　俺は部分的に龍りゆう神じん化させた左ひだり腕うでで、デュリオに殴なぐりかかるっ！　デュリオもまた特大の炎ほのおの塊かたまりと、巨きよ大だいな氷の槍を出現させて、俺に投げてきた。

「……へへへ、そっか、戦っているときのイッセーどんのそんな顔、初めて見るかもって思ってた。付き合いは長くないから、俺の思い過ごしかなって感じてたけど……」
















　俺はそれらをソリッドインパクトと、龍神化させた左手から出す紅と黒のオーラの塊で粉ふん砕さいするっ！

　強きよう烈れつな爆ばく発はつとけたたましい音が鳴り響ひびくが、かまわずに俺は言った。

「楽しいさッ！　こんなに心の底から、戦いを、試合を、楽しめるなんてよっ！」

「俺もさっ！　たまにはいいだろ！　生き死にのない真しん剣けん勝負ってのもさっ！」

　互たがいに能力をぶつけ合い、さらに肉にく薄はくして殴り合うっ！　デュリオの翼つばさが黄金に輝かがやき、十二枚となり、頭部に浮うかぶ光輪も四重となった！　デュリオの体を覆おおう光のオーラも濃のう密みつとなり、その周囲には特大サイズの光の槍が、複数出現するっ！

　それを放たれた俺は、迎むかえ撃つ格好でクリムゾン・ブラスターと──龍神化している左ひだり腕うでから、特大のドラゴンショットを併あわせて撃ち出したッ！

『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!!!!!』

『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』

　俺とデュリオの放った大規模な攻こう撃げきが白い空間の上空でぶつかり、大爆発が巻き起こったっ！　紅色と黄金のオーラの残ざん滓しが、空中に飛び散っていくっ！

　けど、こんなのでデュリオが諦あきらめるとは思えないっ！

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　爆発が終わった瞬しゆん間かん、俺は間かん髪はつ入れずにデュリオのほうに飛び出していくと──。

「はあああああああああああああああああああああッッ！」

　なんと、デュリオも真っ正面からこちらに向かってきていたッ！

　ドラゴンのオーラがこもったパンチと、光力のこもったパンチが、交差してお互たがいの顔面に鋭するどく、深く打ち込まれていくッ！　俺の兜かぶとが壊こわれ、デュリオも鼻血を盛大に噴ふきだすが、互いに退ひかず、さらに遠えん慮りよなしで殴なぐり合ったッ！

　俺の鎧が次々に濃密すぎる光力の拳けん打だと蹴けりで破は壊かいされる。だが、俺のパンチとキックもデュリオの顔面に、どてっ腹に、腕と足に、打ち込まれていくっ！

　悪魔にとって、光は猛もう毒どく──。デュリオの濃こすぎる光は、俺の体に激痛を超こえた耐たえがたい痛みを与えてくるが……。それがどうした。それがどうしたっていうんだっ！

　あの普ふ段だん飄ひよう々ひようとしている男が──正面から、肉にく薄はくして、俺と打ちあってくれるッ！

　これに応じなきゃ、俺じゃないッ！　これに応じなきゃ、これを見ている仲間たちに、ライバルたちに会わす顔がないッッ！

　デュリオのハンサムな顔ツ面ラはどんどん腫はれ上がっていくが……彼はそんなのお構いなく、俺と正面から打ち合うッ！　その瞳ひとみには──闘とう志しが燃え上がっていたッ！

　頭ず突つきすら何度も何度も交こう互ごにぶつけ合うッ！　両者の額からも血が噴き出た。

　仲間同士だから、これは殺し合いではない。

　──これは戦友ライバル同士の壊し合いだッ！

《殴り合いッ！　殴り合いだ──ッ！　『王キング』同士が、ただがむしゃらに正面から殴り合うだけの戦いッ！　それだけなのに会場は熱ねつ狂きようの渦うずとなっていますッ！》

　アナウンサーの興奮した声が聞こえてくるなかでも、俺とデュリオは単純に、豪ごう快かいに互いの顔面にパンチを入れ合っていたッ！

　顔の至るところから血を流しつつ、腫れ上がった顔の『王キング』同士が、口をニヤリと笑ませて叫さけんだ。

「──夢のために戦う試合は、最高だッッ！　でもな、デュリオッッ！」

「ああ、そうともさ！　兵藤一誠ッッ！」

「「勝つのは、俺だッッ！」」

　デュリオの相手は俺が受け持ち、ボールはゼノヴィアのもとに渡ったっ！

「ゼノヴィアッ！」

　ボールを受け取ったゼノヴィアが高速で飛び出す。

「任せろッ！」

　そこに立ちふさがったのはネロだったっ！

「──ッ！　ネロッ！　邪じや魔まだっ！　いまの私は強いぞッ！」

　ボールを片手に強力な聖なるオーラをまとったデュランダルで、ゼノヴィアがネロに斬きりかかるっ！

「そりゃ、ご機き嫌げんだっ！　倒たおしがいがあるっ！　来いッ！」

　デュランダルの聖なるオーラを受けても、ネロは崩くずれず、その堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ力に、ゼノヴィアも舌を巻いた。

　ついにはゼノヴィアは覚かく悟ごを決め、ボールをいったん上空に投げあげて、空いた手にエクスカリバーを出現させる。

　二本の聖せい剣けんをクロスさせ、ゼノヴィアが莫ばく大だいなオーラを滾たぎらせていくッ！　さらに鎧よろいに宿る赤せき龍りゆう帝ていの力も加算させる。鎧の宝ほう玉ぎよくが輝かがやきを増して、二本の聖剣にオーラを送っていくっ！

　超ちよう凶きよう悪あくなほどの密度となったデュランダルとエクスカリバーの聖なるオーラ。ゼノヴィアは撃ち出す波動がクロスするように、二本の聖剣を一気に振ふり下ろしたッ！

「クロス×クライシスッッ！」

　ゼノヴィア必殺の一いち撃げきだッ！　それが前方に撃ち放たれるっ！　とんでもない質量の聖なるオーラだ。あんなの浴びたら、転生天使のＡエースだろうと、最上級悪あく魔まだろうと、致ち命めい傷しようは確実だ。

　俺もゼノヴィアも、ネロが直ちよく撃げきを避さけるため、逃にげると踏ふんでいた。

　しかし──。ネロは真っ正面からゼノヴィアの必殺技を受ける格好となっていたっ！

「俺は退ひかないッ！」

　クロス×クライシスのオーラがネロを包み込む。次の瞬しゆん間かん、特大の爆発が巻き起こり、周囲の地形を丸ごと消し飛ばすほどの現象となった。

　空中を舞まう塵じん芥かいが、ある程度止やんだあとで、俺たちが目にしたのは──ボロボロになりながらも立っているネロの……『キャプテン・エンジェル』の姿だったっ！

　神器セイクリツド・ギアの力もあるだろうけど、堅牢にも程があるッッ！　赤せき龍りゆう帝ていの力と二本の聖剣のオーラを組み合わせた、ゼノヴィア最大規模の技だぞっ！

　技を放ち、さすがにスタミナが尽きたゼノヴィアは、鎧も解除され、二本の聖剣に宿るオーラも著いちじるしく減少していた。

　ゼノヴィアはネロを見て絶句していた。

「…………ッッ！　……この土ど壇たん場ばで退かずに正面から受けるなんて……ッッ！」

　ネロは一歩、また一歩とノロノロと前進しながら、拳こぶしをかまえる。常じよう軌きを逸いつするほどの執しゆう念ねんがそこにあった──。

「……へへっ……言ったろ、ゼノヴィア。俺は『キャプテン・エンジェル』……子供たちが、見てる。だから、絶対に退けない……俺はそう決めたんだ……ッッ！　どんなときもあの子たちが、あいつが見ている前では絶対に退かないって……なッッ！」

　ネロのパンチがゼノヴィアを吹ふっ飛ばす。ネロがその隙にボールをキャッチした。

「……がはっ！」

「ゼノヴィアさんっ！」

「ゼノヴィアっ！」

　倒れるゼノヴィアに駆かけよるアーシアとイリナ。アーシアがゼノヴィアの怪け我がを治していく。

　しかし、殴ったネロも限界のようで、ボールを仲間にパスしたあと、その場で気を失い、突つっ伏ぷした。

「すごいだろ？　あのド根性で熱血ウリエルさまのＡエースを獲かく得とくした男だからね」

　自じ慢まんげに仲間をそう称たたえるデュリオ。

　……わかっているさ。デュリオにも退けない覚悟があるように、あの教会のヒーローも、ここに立つ相応の事情を抱かかえているんだろうってな。

　だとしても、まだ試合は終わっていないッ！　俺たちはデュリオチームに渡わたったボールを奪うばうため、天使たちに突っ込んでいく。

　天使たちは巧たくみにパスを回し、俺たちの隙すきをうかがおうとしていたが、こっちも必死だ。そんな隙を見せるわけがないっ！

　俺はこの窮地に二か所めの龍神化を敢かん行こうするっ！　本来、一か所で限界なんだが、一いつ瞬しゆんならどうにかなるだろうっ！

　翼つばさを一瞬だけ、龍神化の四翼よくにして、瞬まばたきの間だけ、神速を得るっ！　ディートヘルムさんから真しん羅ら清きよ虎とらさんに渡るパスを奪い、俺はロスヴァイセさんに渡したっ！

　ロスヴァイセさんが、身体向上の魔ま法ほうを自分にかけ、速度を速めてゴールを目指すが、そこにはミラナさんとグリゼルダさんが立ちふさがり、ボールが投げられない。

　ロスヴァイセさんは──高速で近づいていたビナー氏にボールをパスする。ビナー氏がミラナさんとグリゼルダさんをかいくぐり、間近に迫せまったゴールへボールを投げ入れようとした──その瞬間だった。

　けたたましいブザーの音が鳴る。同時に審しん判ぱんが告げた。

《タイムオーバーッ！　試合終しゆう了りようですッ！　勝者──》

　点数は──『１４４─１４６』のまま。

《──『天界の切り札ジヨーカー』ッッ！　デュリオ・ジェズアルド選手のチームの勝利ですッ！》

　そのアナウンスに、会場が歓かん声せいに沸わいた。

　…………。

　……終了を受けて、俺はその場に力なく倒れ込む。

　……結果がどうあれ、試合が終わったせいか、倒れ込む選手が多かった。

　……もう一度、点数を見る。……けど、結果は変わらない。

　…………そうか。

　……負けた、か。

　……ったく、ギリギリで届かなかったな。

　……けど、悪くない気分だ。負けたってのに不思議だな。

　こんなに楽しい戦いをしたのが初めてだからかな。命じゃなく、お互いのプライドと、負けん気をぶつけた勝負──。

　デュリオがノロノロと疲れた体を引きずって、俺のもとにやってくる。

「…………まいった」

　俺がそう言う。デュリオは俺の横にどかっと座る。

「……へへっ、ギリギリさ。いったい、いくつ隠かくし球だまを用意すりゃ気が済むんだって思ったよ」

「だろ？　うちの軍師さまは、俺たちのパワーを生かすためなら、いくらでも技を用意するぜ」

　隠し球のほとんどがレイヴェルのアイディアだ。まあ、それを大体叶かなえさせる俺たちも大たい概がいだよな。

「それを用意できるイッセーどんたちの才能も怖こわすぎだよ」

　デュリオもそんなことを怖こわ々ごわと言っていた。

　俺たち『王キング』がそんなやり取りをしている一方で、ゼノヴィアとネロも歩み寄り、ぜーぜー息を切らしながら、罵ば倒とうしあっていた。

「……相変わらずの体力バカだ」

「元パワーバカに言われたくない」

　しかし、二人は笑みを見せ、握あく手しゆを交わす。

「ありがとう、ネロ」

「ああ、こちらこそ。──ていうか、俺は『キャプテン・エンジェル』だ」

　また一方では、回復役だったディートヘルムさんとアーシアも握手を交わす。

「……いい回復力だった、シスター・アーシア」

「……いえ、私も新たな回復の多様性に触ふれられて光栄でした」

「ファーブニルを使う機会はなかったようだな」

　ディートヘルムさんの言う通りだ。あいつ、解説役で終わったな。まあ、あいつが出てくるのって、大概生死がかかったピンチのときだしな。

「それだけ、熱いけれど平和な試合だったってことです」

　──と、アーシアも言っていた。

「あのドラゴンはもっと躾しつけたほうがいい。──下着とは尊いものだぞ？」

「……わ、悪い方ではないんです」

　変態ではあると思うぞ？

　さらにミラナさんとイリナも試合後のあいさつをしていた。

「……あ、あの……」

　控ひかえめなミラナさんにイリナが握手の手を差し出す。

「握手！　同どう僚りようなんだから、これからはもっと遠えん慮りよなしでかまわないわ。──ミラナさん、お友達になりましょう！」

「……は、はい……イリナ、さん……っ！」

　……どうやら、試合を通して、得るもの、わかり合えるものがあったようだった。

　……こんな試合、初めてかもな。戦いのあともこんなに気持ちいいなんてさ。

　俺はデュリオと握手を交わす。顔がボロボロの二人。正面から言ってやった。

「──次は負けない」

「──次も負けない」

　言ってくれるね、さすがジョーカーっ！　『Ｄ×Ｄデイーデイー』のリーダーだっ！

　アナウンサーが叫さけぶ。

《両チームの『王キング』が、握手と抱ほう擁ようを交わす！　会場の観客が、総立ちとなり、拍はく手しゆを送っております！》

　こうして、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームと『天界の切り札ジヨーカー』チームの一戦は、『天界の切り札ジヨーカー』チームの勝利で幕を閉じたのだった──。




　　　　─○●○─




「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　試合を終えた俺たち「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム。その控え室に鳴り響ひびいたのは──ボーヴァの慟どう哭こくだった。

　広大な控え室の壁かべを何度も何度もボーヴァは叩たたく。

「某それがしがッ！　俺がッ！　『赤せき龍りゆう帝ていの牙きば』になれと命じられていたのに……ッ！　もっと、動ければッ！　もっと、戦えれば……ッ！　我が主あるじが負けることなど、なかった……っ！　我が主のほうが、強かった……っ！」

　俺はボーヴァに触れ、言葉をかける。

「──ボーヴァもよくやった。相手が強かった。それだけだ」

　ボーヴァはその場でくずおれて、大おお粒つぶの涙なみだを流しながら心の内を口にする。

「……俺は……あなたとサイラオーグ殿どのの戦いのような試合ができればと……あのような試合をしたかったのです……っ！」

　…………そうか、俺とサイラオーグさんの戦いみたいな試合がしたかったのか。

　あの試合は俺のなかでも特別な一戦だ。それに憧あこがれてくれるだけで、俺はうれしい。

「ありがとう。予選の負けは、完全な敗北じゃない。まだこれからさ。なーに、俺も何度もぶっ倒たおされてきた。──俺たちは次までに必ず強くなれる。追いかけよう。俺は、俺たちは、いつだって追いかける側だったさ」

　笑顔でそう告げる俺を見て、ボーヴァは、

「……おぉ、おおおおおおぉぉぉぉぉ……っっ」

　男泣きしていた。

　……ボーヴァ、強くなれるさ。タンニーンのおっさんの血が流れているのなら、きっともっと強くなれる。

　俺は百鬼なきりのほうにも視線を送る。

「……百鬼、いきなりの実戦だったが、ありがとうよ。おまえの隠し球がなけりゃ、もっと点数が開いて負けてたさ」

「……いえ、俺の修行不足です。それに──先せん輩ぱいが一番悔くやしいでしょ？」

　百鬼がタオルで何度も汗あせを拭ぬぐいながらそう言う。

「…………」

　……ったく、後こう輩はいの癖くせに核かく心しんを突く一言を言ってくれるじゃないか。

　──けど、見せてやらないさ。後輩に俺の悔しがる顔なんてな。

　俺は──先輩だし、『王キング』だ。この大会で泣くのは、優勝したときって決めている。リアスが俺にしてくれたように、先輩として、『王キング』として、俺は仲間の前で悔しがってばかりじゃいられないのさ。

「ま、悔しいけど、いろいろと学べる試合だった。負けたら意味がないとか、負けても何も得られないってのは、俺の経験上、あれは噓うそだぜ？　いいか、ボーヴァ、百鬼」

　そう、俺は経験している。敗北の味を──。窮きゆう地ちに追い立てられる様を──。

「自責の念は、敗北した奴やつをすげえ強くする。何せ──死にたくなるほどの後こう悔かいを拭うためには、勝つしかないからな」

　それはとても大事なことだ。

　あの日の後悔、あの日の無念は、新たな勝利と成功以外に拭えないのだから。

　これらのことは、ヒトによっては当然のことかもしれないけど……死ぬほど悔しい思いをした奴こそ、それが何より大事だって、わかるんだよな。

　百鬼はタオルで顔をゴシゴシと拭ったあと、正面から俺に言う。

「……俺は、この大会に参加している間、あなたの下で勝ちも負けも全部体験するって決めました。いま、決めました。──次は負けません。たとえ、相手が神だろうと」

「ああ、当然だっ！」

　そう、神だろうと、試合で戦うのなら、倒すしかないっ！　それだけだっ！

　エルメンヒルデにも声をかけたかったが……生あい憎にくあまりの疲労で、バタンキューと控え室の長イスに倒れ込んでいた。

　俺はレイヴェルと──ビナー氏に言う。

「自分の新たな可能性っつーのかな、さっきの試合でそれがつかめてきたかもしれない」

「……まさか、『龍りゆう神じん化』の？」

　レイヴェルの問いに、俺は正面から言う。

「──それもあるけど、もうひとつのほうさ。『Ａエー×Ａエー』──この大会中に、俺はこじ開けてみせる。なんとなく、見えた。ヒントは──風ふ呂ろ場ばさ」

　俺の言葉に、レイヴェルもビナー氏も訝いぶかしげにしていたが……。

　まだまだ、俺は強くなって、あいつと──あいつらと戦いたい。








　　　Each impression.







　試合を観戦し終えた僕──木き場ば祐ゆう斗とと、リアス・グレモリーチームの面々はイッセーくんたちの敗北に、なんとも言えない空気になっていた。

　リアス姉さんも、これと言って感情を表に出していないけれど……。

　リュディガー・ローゼンクロイツ氏は、目を細めながら独りごちる。

「なるほど、百鬼なきり黄おう龍りゆうとゼノヴィア・クァルタの奥の手、ボーヴァ・タンニーン、紫し藤どうイリナの成長、そして、ほぼノーマークだったカルンスタイン家の娘むすめと、アーシア・アルジェントの意地──」

　リュディガー氏は、皮肉げに笑みながら言った。

「小こ賢ざかしい私のプランを払ふつ拭しよくするには十分な鬼き手しゆだ。兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、良い仲間に巡めぐり会えたようですな」

　リアス姉さんは、首を横に振ふる。

「いいえ、あなたの戦術にイッセーたちは降くだされた。……リュディガー・ローゼンクロイツさま、お見事でした」

　リアス姉さんが手を差し出す。

「いや、こちらこそ。彼は、いいご伴はん侶りよです。──将来のグレモリー家の強い礎いしずえになるでしょう」

　リアス姉さんの握あく手しゆに応じながら、リュディガー氏はそう述べられた。

「イッセーはあなたのことを目標のひとつだと言っていました。この戦いを心底堪たん能のうできたと思いますわ」

　リュディガー氏はそれを聞き、「それは誇ほこらしい限りです」と答えて、立ち上がる。

　帰り支度じたくをするなかで、リュディガー氏はふいに僕のほうに顔を向け、訊きいてくる。

「あえて、リアス姫ひめではなく、そちらの聖せい魔ま剣けんの少年に問おうかな。この試合を通じて、何を感じたかな？」

　──っ。

　……試合の感想、この戦いで感じたことを僕に問うのか。

　僕は複雑な表情でこう答える。

「……戦い、レーティングゲームに必要なのは、自分と相手の『心』の有り様……と、それだけで答えが済めば簡単でしょうね」

　リュディガー氏はモニターに視線を向け、そこに映る気き丈じような面おも持もちでフィールドから退ひいていくレイヴェルさんを見ていた。

「仮にレイヴェル・フェニックスに『心』が足りないから負けたのだと伝えたところで、果たして慰なぐさめと感想になるのか……。いまの戦いが、『心』だけで片付けられるなら、どれだけ楽か」

　その瞳ひとみは、一言で片付けられないほど、複雑なものを映していた──。

　リアス姉さんが言う。

「今度、大会ではないところで、ご教授願えれば幸いですわ。イッセーがあなたに本能的に憧あこがれたのには、やはり理由があると思います」

　帰る準備が整ったリュディガー氏は、小さく笑う。

「買いかぶりすぎですよ、リアス姫。──私は、息子が信じたデュリオ・ジェズアルドという天使を勝たせたかっただけです」

　そう言うなり、扉とびらのほうに歩いて行く。

　退室する寸前、振り返りながらこう述べて、観戦室を去って行く。

「グレモリーの皆みなさん、もし試合で当たりましたら、そのときはよろしくお願いします。では、これで失礼する」

　……『番狂わせの魔術師アプセツテイング・ソーサラー』と称された悪あく魔まは、自分のことについて多くを語らない。ただし、チームに結果は残す。

　けれど、その結果は──これからの僕たちにも、イッセーくんたちにも、大きなものをもたらしたように思えてならなかった。








　　　Junior's preparation.







　試合が終わり、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの面々は、控ひかえ室で、今日の反省と今後の課題を軽く話したあと、いったん小休止となった。

　控え室から抜ぬけ出て、廊ろう下かの自動販はん売ばい機きに飲み物を買いに来ていた（本当は一人になりたかったため）百鬼なきり黄おう龍りゆうの視界に、とある人ひと影かげが映り込む。

　廊下の先にいるのは──輝かがやく白銀の長ちよう髪はつの十代中なか頃ごろの少女。その者の顔立ちは、まるで美術品のように、あるいは創作物のように整い、非常に美しい。深しん淵えんの色を灯ともす深い紅あかの双そう眸ぼうは、百鬼黄龍を捉とらえていた。

　その美術品のように端たん整せいな顔立ちが、笑み崩くずれる。

「がんばったね、黄龍」

「ミラーカ、日中なのに大だい丈じよう夫ぶか？　──って、ここは冥めい界かいだった」

　そう、目の前の少女は、純血の吸きゆう血けつ鬼き──ミラーカ・ヴォルデンベルグであった。冥界では日中でも日の光を気にしなくてもいいため、厚手の格好もしなくて済むのだ。

「うん、冥界はいいところだよ。マフラーもメガネもしなくていいし」

　創作物のように整った顔からは想像もできないほど、かわいらしい声と口調であった。

　自動販売機でスポーツ飲料を買った百鬼黄龍は、ミラーカと共に廊下を歩く。

「──で、どうだったの？」

　彼女は試合での感想を訊きたいようだ。

「ああ、反省点は──」

　そう彼が口に出したときだった。通りかかった通路の奥から、声が聞こえてくる。

　それは、すすり泣くかのような女性の声だ。

　通路の隅すみに何とはなしに身を隠かくして、そちらに顔を向ける。百鬼黄龍の顔の下にミラーカの顔もぴょこりと出てくる。

　視線の先には──兵ひよう藤どう一いつ誠せいとレイヴェル・フェニックスの姿があった。

　レイヴェル・フェニックスは……涙なみだを溢あふれさせ、顔をくしゃくしゃにしていた。

（…………ひっく、イッセーさま……私は……あそこまでいけたのに……）

　その彼女をやさしく抱だきしめ、兵藤一誠は頭をなでながら語りかける。

（レイヴェルがいなかったら、もっと恥はずかしい戦いになっていたさ。まだこれからだ。俺と、俺たちと一いつ緒しよに強くなろう）

　兵藤一誠の胸に顔を埋うずめるレイヴェル・フェニックス。

（……はい）

　そう答えたあと、彼女は兵藤一誠の胸のなかで止めどなく嗚お咽えつを漏もらしていた。

　……敗北後、控え室でも気き丈じように振る舞まっていた同級生の悪魔のお姫ひめさま。普ふ段だんの学校生活でも、赤せき龍りゆう帝ていのマネージャーとしても、決して弱味を見せず、チームメンバーと憧あこがれの『王キング』を導こうとした。

　百鬼黄龍は、これ以上は無ぶ粋すいだと判断して、ミラーカの手を引いてその場から素早く去って行く。

「…………」

　無言の百鬼黄龍に、ミラーカはぼそりと言う。

「…………仲間の前じゃ、悔くやしがれないよね、レイヴェルさん」

「……兵藤先せん輩ぱいは、フェニックスのことを大事にしているってことだな」

　だからこそ、人目のつかないあそこまで連れてって、レイヴェル・フェニックスの胸の内を聞いてあげたのだ。マネージャーが我慢していると、彼が気づいたからに違ちがいない。

　──良いヒトだ。きちんと自分の眷けん属ぞくを見ている。

　百鬼黄龍は、尊敬する先輩に想いを馳はせて微ほほ笑えんだ。

「──尊いな、先輩は。同じ龍を宿す存在として極大のリスペクトだ」

「おー、なるほど！　ところで知ってる？」

　ミラーカがこう述べる。

「──現赤せき龍りゆう帝ていと出会った男のヒトって、大たい概がい赤せき龍りゆう帝ていに夢中になるんだって」

「そりゃ、尊いからな」

「あー、なるほど！」

　百鬼黄龍は、この試合を通じてよくわかった。自分の実力、良い点と悪い点──。

　──大会を通じて、自分は強くなれる。自分のなかの『龍』を高められる！

　何より、『龍』を宿す戦士として、兵藤一誠の力となり、さらに近づけるなんて、これ以上の機会はない。

　後こう輩はい男子として、ぜひとも彼を追っていきたい──。

　百鬼黄龍はミラーカに言う。

「走り込みからやり直しだ。じゃなきゃ、兵藤先輩とゼノヴィア会長とフェニックスに合わす顔がないからな」

「うれしそう」

　そう、これ以上にないほど、この大会は貴重な体験なのである──。








　　　Interview.







　試合終しゆう了りよう後、各陣じん営えいの記者陣は、関係者出口から出てくるリュディガー・ローゼンクロイツ監かん督とくを囲んでフラッシュを浴びせた。

　記者陣が一いつ斉せいに監督にコメントを求める。

　リュディガー・ローゼンクロイツは、彼らしい素っ気ないあいさつをしたあとで、こう切り出した。

「敗北は大きく分けて二種類ある。相手の力量を知り、できることなら次は当たりたくないと感じる、恐きよう怖ふを抱いだく敗北。もうひとつは、次は勝てるとある種の達成感を得られる敗北だ。私はこのチームを指揮して、前者を赤せき龍りゆう帝ていたちに与あたえたかった。──が、彼らが得たのは後者だろう。──次にぶつかる時があるとしたら、彼らは今日とは比べものにならない強敵になっているはずです」

　他のチームを評するとき、辛から口くちで知られるリュディガー・ローゼンクロイツが、そこまで相手チームを褒ほめるのは非常に珍めずらしい光景であり、記者陣もこれには驚おどろいていた。

　とある記者が訊きいた。

「優すぐれたゲームプレイヤーは、自身のチームだけじゃなく、相手チームをも試合で成長させると聞きます。もしや、ローゼンクロイツ監督は、天使だけじゃなく、赤せき龍りゆう帝ていチームにも試合を通じて何かを教えたかったのではないですか？」

　その記者の問いかけにリュディガーは、愉ゆ快かいそうな笑みを浮うかべてこう述べた。

「あなたも私を買いかぶりすぎです。だが、まあ……有望な若手が番狂わせジヤイアント・キリングをする様を、全世界のファンが待ち望んでいるのは確かでしょう。今日の試合が、それの前ぜん哨しよう戦せんであったのなら、私も参加できて光栄だったと思えるでしょうね」

　ふと、リュディガー・ローゼンクロイツは遠い目をして、こう漏もらす。

「……王者ディハウザー・ベリアルが常々口にしていた、成長するチーム、意外性の強いチーム、若さ溢あふれるチーム……うちのチームも赤せき龍りゆう帝ていチームも、そのいずれにもあてはまります」

　瞑めい目もくするリュディガー・ローゼンクロイツは、まるで誰だれかに語りかけるようにこう言った。

「彼が、いまの試合だけじゃなく、この大会を見ていることを……いや、耳にしてくれるだけでも……。それを願うばかりです。彼は誰よりも番狂わせジヤイアント・キリングを望んでいたのですから──」

　リュディガーはそう言い残すと会見を切り上げて去っていく。

　──番狂わせジヤイアント・キリング。

　転生悪あく魔まの傑けつ物ぶつとされた男は、この試合で今後の予測を得たのかもしれない。

　このあと、その番狂わせジヤイアント・キリングが、立て続けに大会で引き起こされることとなる──。








　　　Next Life...　そして、席取り合戦は始まる







　衣ころも替がえの季節に突とつ入にゆうした時期、球技大会は開かい催さいとなる。

「いけいけ！」

「そこだそこ！」

　体育館、そしてグラウンドの各所で、応おう援えんの声が無数に飛び交う。

　あらゆる生徒が、クラス対たい抗こう戦、あるいは部活対抗戦に参加しており、お祭り状態だ。今年の部活対抗戦は──なんと、バスケットボールッ！　まさか、この間、練習していた競技がそのまま実行されるなんてなっ！

　俺たち新生オカルト研究部は、レギュラーを俺、木き場ば、小こ猫ねこちゃん、イリナ、アーシアという布ふ陣じんで試合に臨のぞみ、次々と他の部活を打ち倒たおしていった。

　ただでさえ、人間と悪魔で身体能力に差があるんだけど……これもあいつらを倒すためだっ！

「目指すは優勝っ！　そして、生徒会に勝つことですっ！」

　リーダーの部長アーシアは、打だ倒とう生徒会に乗り気なのだからっ！

　俺たちは『おおっ！』と気合いを入れて、アーシア部長に付き従うだけだぜっ！

　オカルト研究部は順調に勝ち進み、ついに決勝戦──俺たち同様勝ち進んできた、ゼノヴィア率いる新生生徒会と相対することになったっ！

　体育館の中央、バスケットボールのコートにオカルト研究部と生徒会の面々が並ぶ。

「イッセー、勝てよ！」

「アーシアちゃん、がんばれっ！」

　松まつ田だと元もと浜はまが応援してくれるっ！

『木場きゅんッッ！』

『木場きゅん先輩ィィィィッ！』

　木場を応援する数多くの女生徒の黄色い喚かん声せい。……本当に「木場きゅん先輩」って呼ばれているんだな……。

「アーシアもゼノヴィアっちも気張りなさいよっ！」

　桐きりゆ生うも両チームを応援してくれた。

　お互たがいのリーダー──アーシア部長とゼノヴィア会長が、顔を合わせる。

「ゼノヴィアさん、負けません」

「アーシア、こちらこそ、負けるつもりはないっ！」

　あちらのレギュラーはゼノヴィア、匙さじ、百鬼なきり、巡めぐりさん、仁に村むらさんと、油断できないメンバーだ。匙が俺に向かって、

「やる以上は負けないさ。ゲーム前の前哨戦だ」

「俺もだ、匙」

　百鬼のほうは「これはこれ、それはそれってことで」と申し訳なさそうだった。ま、部活対抗戦なら、仕方ないさ。

　いつの間にか、体育館は観に来た生徒でいっぱいになっていた。

「皆みなさん、勝っても負けても悔くいのないようにっ！」

　ロスヴァイセさんまで駆かけつけてくれた。

　審しん判ぱんが、一礼を確認し、選手がコートに散らばったのを見て、開始の笛を鳴らす。

　開始と同時に、両チームは悪魔、天使、異能の類たぐいを発揮せず、身体能力のみで互いにしのぎを削けずった。

　木場が高速でドリブルをすれば、百鬼がマークについて木場の速度に負けない場面があったり、ゼノヴィアの鋭するどいパスをイリナが弾はじく場面があったり。

　俺にパスが回り、シュートを放つも、匙が「させんっ！」と執しつ拗ようにジャンプして打ち落とす！

　相手のチームが点を入れれば、すぐに取り返すという展開が前半も後半も続き、得点は拮きつ抗こうした。

　もう時間がないというとき、小猫ちゃんのナイスなアシストが入り、パスがアーシアに渡わたった。

　──フリーだっ！

　あのときと一いつ緒しよだ。アーシアなら打てる──。

　しかし、それを見み越こしていたのか、ゼノヴィアが猛もう烈れつに追い上げて、アーシアの前に立ちふさがるっ！

　アーシアは手にしたボールをシュートの格好で放とうとしていたが、ゼノヴィアが鉄てつ壁ぺきのディフェンスでブロックする。

　すると、ボールを放とうとした瞬しゆん間かん──アーシアは体勢を変えて、ドリブルを始めた。

　──フェイントッ！　ゼノヴィアを出し抜ぬいたっ！

　ゴールに近づいたアーシアはジャンプし、シュートを──。

　アーシアのフェイントに震ふるえるほど感動したゼノヴィアは、すぐに超ちよう反応して、アーシアに追いつこうと──。

「させないぞ、アーシアッッ！」

「──いいえ、私たちが勝ちますっ！」

　その瞬間、アーシアの手元からボールが放たれていった──。







「あーあ、結局、同率優勝かよ」

　俺は部活対抗戦でもらった表ひよう彰しよう状じようを広げながら、帰り道をアーシアと歩く。

　あのあと、試合は同点となり、延長戦をしてもなお両チームが譲ゆずらないまま、フリースロー対決となったが、それでもなかなか勝負が決まらないため、時間切れ「同率優勝」ということで決着がついた。

　ジャンケンで決めるかって話になったんだが、ここまで来たらどっちも優勝でいいってことになってさ。観戦してた生徒の皆みんなもそれで文句なしってぐらい熱ねつ狂きようして、楽しんでくれたようだから。

　俺とアーシアはその日、用事があったので、部活が終わるなり、帰路についていた。

　アーシアが言う。

「これでリアスお姉さまに良い報告ができそうです」

　ま、同率とはいえ、優勝だし、リアスも喜んでくれるだろうさ。しかし、ゼノヴィアたちの粘ねばりようはすさまじかったな。俺たちも諦あきらめが悪かったけどね。アーシアが最後まで勝ちにこだわるんだもん。部員としては、付いていかなきゃ噓うそだろう。

　そんな部活対抗戦の感想を二人であーだこーだ話しているときだった。

　公園の前にさしかかり、そこで子供の泣く声が耳に入った。見れば、転んだのか、男の子がすりむいたひざを抱かかえて泣いていた。

　アーシアはすぐに駆けより、子供のひざを見る。

「大だい丈じよう夫ぶ？　男の子ならこのぐらいのケガで泣いてはダメですよ？」

　──っ。

　その台詞せりふとこの場面を見て、俺はあのときを思い出した。そうだよ、一年前、俺とアーシアはこんなふうに出会ったんだ。

　あのときも子供が足をケガしていて、アーシアが駆けよったんだ。そして、まったく同じ台詞を口にして、神器セイクリツド・ギアの力で子供のケガを治した。

　今回も同じで、アーシアがまた神器セイクリツド・ギアの力で、子供のすりむいたひざをたちまちに治してしまう。

「はい、傷はなくなりましたよ。もう大丈夫」

　痛みがなくなったことで、不思議がる子供だったが、すぐに頭を下げてお礼を口にする。

「ありがとう！　お姉ちゃん！」

　言うなり、男の子はダッシュして去って行った。

「ありがとう、お姉ちゃん、か」

　俺がそう口にすると、アーシアもあのときのことがフラッシュバックしたのか、クスリと笑った。

「うふふ、今度はちゃんと日本語わかりますよ」

　そうだな、その通りだ。

　ふいにアーシアが真っ正面から、俺に言う。

「──イッセーさんや皆さんと出会えた、神さまからの素敵な贈おくり物ですよ」

　──っ。

　…………。

　……初めて会ったとき、アーシアは複雑そうな表情で自分の能力を語った。そこに至るまで辛つらい思いをしてきたからだ。

　あれから、それ以上に困難な一年を送ったはずなのに……アーシアは、あのときとは比べものにならないほど、素敵な笑顔を見せてくれていた。

　その瞬間だった。俺のなかで確固たる決意が漲みなぎる。

　もう、いいんじゃないか？　もう、伝えていいんじゃないか？

　俺はアーシアの肩かたをやさしく抱き寄せて言った。

「これは、ずっと前から決めていたことなんだけど……」

　しまい込んでいた。俺でいいのか？　俺がアーシアを幸せにできるのか？　そんなことをずーっと考え込んでいて……。

　けど、俺は誓ちかっていた。アーシアと生しよう涯がい共に過ごすと。永遠とも言える悪あく魔まの生を彼女と生きると──。

　いまの俺なら──。ここまで来られた自信がある。自負も生まれた。上級悪魔に──『王キング』にもなれた。アーシアを約束通り眷けん属ぞくにできた。

　この俺なら、アーシア・アルジェントを生涯幸せにできると断言できるっ！

　だから言おう。伝えよう。俺から──アーシアへの正直な気持ちを！

　俺は正面からハッキリと伝える。

「──アーシア、将来、俺と一緒になってくれるか？　絶対に幸せにするからさ」

　俺からの──プロポーズだった。

　俺はアーシアを……そばに置きたい。お嫁よめさんにしたいっ！　ずっと、一緒に生きたいんだっ！

　俺のプロポーズを聞き、大おお粒つぶの涙なみだをいくつもこぼすアーシア。けど、その表情は幸福に満ちあふれていた。

「……………………はい、よろしくお願いしますっ！」

　うなずき、そう受け入れてくれるアーシアっ！

　──やったっ！　アーシアからもＯＫが出たっ！　俺はアーシアを抱きしめ、大声で言ってやるっ！

「一生、一緒だからなぁああああああああああああああああああっ！」

「はいっ！　ずっと一緒ですっ！」

　さらにアーシアをぎゅっと抱きしめて、幸せを嚙かみしめるっ！　ああ、俺のアーシアちゃんっ！　俺の将来のお嫁さんっ！　絶対に幸せにするからなっ！

　いい雰ふん囲い気きになってきたので、顔を近づけて、キスをしようかなーと思ったときだった。

　物もの陰かげから、そいつらは現れる。

「聞いたか、イリナ！」

「ええ、聞いたわ、ゼノヴィアッ！」

　感動の涙を流すゼノヴィアとイリナの登場だった。
















「ついにアーシアもイッセーの将来の花嫁だっ！」

「三人仲良くお嫁さんねっ！」

　こいつら、男泣きならぬ豪ごう快かいな女泣きをしてやがるぞっ！

「イリナ、ゼノヴィアッ!?　み、見ていたのか!?」

　俺が訊きくと、ゼノヴィアが言う。

「通りかかってね。つい、隠かくれて見てしまった。それは謝る」

　見てたのかよっ！　恥はずかしいなー、もうっ！

　イリナは感動し、しかしながら後こう悔かいも口にする。

「けど、最高のプロポーズだったわ……っ！　私、後悔しているの！　ゼノヴィアのついでに求めたようでっ！　もっとロマンティックなときに言ってもらえばよかったわっ！　女の子にとって、一生ものなのにぃぃっ！」

　だって、ゼノヴィアの勢いに乗じて言ってくるんだもんっ！　それにあそこで変な返しをしたら、俺が格好悪いじゃんっ！

　ゼノヴィアはアーシアを俺から奪うばい、抱きしめる。

「よーしっ！　アーシアッ！　何はともあれ、私たち三人、イッセーに嫁とつぐことが決まったぞっ！」

　イリナもそれに駆かけつけて、三人で円えん陣じんを組んだ。

「うんうん！　やっぱり、三人一緒だと最高よねっ！」

「は、はいっ！　私、これからも兵ひよう藤どう家の一員としてがんばりますっ！」

　円陣のままくるくると何回も回ったあとで、三人一緒に俺のほうに視線を送る。

「「「ということでよろしい？」」」

　──ったく、三人はとても仲がよろしいですなっ！

「あー、わかってるよッ！　アーシアも、ゼノヴィアも、イリナも、ぜーんぶ、幸せにしてやらぁああああああああああああっ！」

　リアス、朱あけ乃のさん、アーシア、ゼノヴィア、イリナっ！　告白した以上、俺が全員幸せにするに決まってんだろうッ！

　なあ、アザゼル先生っ！　俺、皆みんなを幸せにしてみせるよっ！

　だって、それを叶かなえてこその、当代の赤せき龍りゆう帝ていだろっ！




　　　　─○●○─




　部活対たい抗こう戦を終えても、大会は続く──。

　その後も、サイラオーグさんと曹そう操そうのチームの戦いがあったり、俺たちとシトリーチーム──匙との再戦があったりして、怒ど濤とうのごとく三年生の一学期が過ぎ去ろうとしていた。

　予選はさらに加速し、トーナメント出場16枠わくの席を巡めぐる熾し烈れつな戦いは終盤エンドゲームに突とつ入にゆうする。

　この日の夜、新たな組み合わせが発表されるため、俺たち『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チーム（ビナー氏は欠席）はテレビの前に集まっていた。

　次々と試合の組み合わせ──日程が決まっていき、俺たちのゲームもどんどん決まっていく。まあ、そこそこ有名なチームに当たったりもしているが……なんとか、大会終しゆう盤ばんまで無難に進めそうかな。

　が、そんな甘い考えは、次の組み合わせが発表されて、一気に吹ふっ飛ぶことになる。

　テレビにそのふたつの名が表示されると、発表に会場が沸わいていた。





『リアス・グレモリー』チーム　ＶＳ　『明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう』ヴァーリ・ルシファーチーム






　──ッッ！　……そうきたか、リアスと……ヴァーリがぶつかるっ！

　これにはゼノヴィアも唸うなった。

「なっ！　なんてカードだ！　マスター・リアスとヴァーリ・ルシファーかッ！」

　ロスヴァイセさんが厳きびしい表情を浮うかべる。

「普ふ通つうに考えれば、ヴァーリ・ルシファーのチームのほうが優勢ですが……クロウ・クルワッハがいる以上、予想がつきませんね。しかも、何やら新たに交こう渉しようしている選手がいるようですし……」

　新たな選手？　リアスは誰だれを引き込む気だ？　クロウ・クルワッハだけでも十分におそろしいというのに……。

「いま、リアスさまはその交渉に行っているそうですが……。同じ屋根の下で暮らしていても敵チームなので、お互たがい情報はつかめませんわね」

　──と、レイヴェルは言う。ま、そこは暗あん黙もくの了りよう解かいというか、そこまで通じ合ったら大会に参加する意味がないさ。

　ただ──。

「リアスもヴァーリもただでは済まないだろうな……」

　俺は生なま唾つばを飲み込んでそう言う。……とんでもない試合になりそうだ。

　そして、さらに試合の組み合わせが決まり、それがテレビに映される。

　イリナが絶ぜつ叫きようしたっ！

「……って、うちのチーム、とんでもないことになってるんですけど!?」





『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』兵藤一いつ誠せいチーム　ＶＳ　『王おうたちの戯たわむれ』テュポーン、アポロン、ヴィーザル同盟チーム






　……俺は言葉もなかった。あのヴィーザルさんやアポロンさんのチームと当たるのかッッ！

「……神クラスが相手かッ！」

「しかも、よりにもよって、優勝候補の一角とはっ！」

　レイヴェルも顔を険しくしている。次代主神が二に柱ちゆうに、伝説の魔ま物ものの王おうだもんな……っ！

　ロスヴァイセさんも目を回しそうになっていた。

「魔物の王おうテュポーン、オリュンポスの現主神アポロン……そして、アースガルズの現主神ヴィーザルさま……っ！」

　北ほく欧おう神話出身としては、ヴィーザルさんとの戦いは複雑だよな。

　百鬼も笑うしかないようで、

「ハハハ、こりゃ参りましたね」

　──と、額を手でペチペチ叩たたいていた。

　レイヴェルは意を決したように言う。

「……イッセーさま、上を目指すなら、いずれぶつかる相手のひとつですわ。遅おそいか早はやいかでしかありません」

「ああ、うちのチームの正念場だ」

　……優勝を目指すなら、神クラスと戦うのは必然。いままで当たってなかったのが幸運なだけで、これが普通なんだ。

　そう、神と戦うのが普通という超ちよう常じようの大会なのだから。

　緊きん迫ぱく感が増すチームメンバーだったが、そこにドアがノックされる。──母さんが扉とびらを開けて入ってきた。

「あれ、母さん？　どうしたの？」

「イッセー、お客さまよ。……悪魔の方だとは思うんだけど。頭に角が生えてるし」

　……角？　俺たちは顔を見合わせ、下に降りていくことに。

　そこには頭部に角を生やした桃もも色いろの髪かみの美女、ロイガン・ベルフェゴールさんがいたっ！

　ど、どうして、ロイガンさんがここに!?　驚おどろくしかない俺たちだが、とうのロイガンさんは、気にせずにあいさつするだけだ。

「夜分に失礼するわ。ごきげんよう、赤せき龍りゆう帝てい」

「ロイガンさん！　ど、どうしてここに？」

　思わず訊たずねる俺だったが、ロイガンさんは玄関から外に出て、無言で指を鳴らす。すると、家の庭で魔ま方ほう陣じんが複数展開し、そこからマントとフードを被かぶった面々が現れる。

「こ、これは……!?」

　皆が警けい戒かいするなかで、俺が驚きながら問う。

「私の眷けん属ぞくよ」

　ロイガンさんはさらりとそう返した。……ご、ご眷属ですか。しかし、なぜ俺の家の庭に集結を？

　疑問しかない俺だったが、ロイガンさんは至し極ごく真面目まじめな表情になって言う。

「これは決意表明でもあるの」

　ロイガンさんが俺の眼前で──跪ひざまずいたァアァァァァアアッッ!?　それに合わせるように、眷属の方々も俺に跪くっ！

「この私、ロイガン・ベルフェゴールとその眷属を、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』兵藤一誠さまの臣下に加えていただきたく、馳はせ参じました。同時にこの私めを、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームへの加入をお許しいただきたく──」

　──ッッ!?　な、な、なんてこったっ！　そりゃ、予想外なんてもんじゃねぇっ！　ロイガンさんが眷属を引き連れて、俺の臣下になりたいと、チームメンバーになりたいと言ってきたのだからっ！

　レーティングゲーム元２位だぞ、それがなんでいきなり俺のところに来て、そんなことを……っ！

　もはや言葉も出ない俺だったが、レイヴェルは驚きながらも冷静を装い、ロイガンさんに問う。

「理由を──。……『王キング』の駒こまを使用していたとはいえ、別格のディハウザーさまを抜ぬかせば実質レーティングゲーム最強格とされたロイガンさまが、イッセーさまにそのようなことを願い出られる、その理由をお聞かせください」

　ロイガンさんは目を細め、切々と語り出す。

「……端たん的てきに言うのなら、私はもう一度レーティングゲームの舞ぶ台たいに立ちたい。不正を行っていたとはいえ、ゲームを取り上げられたら、私には……何も残らない。それだけ、私はあの競技に悪あく魔まとしての生を懸かけていた。……けれど、いまのままでは、私は復帰できないでしょうね。……手前勝手で申し訳ないのだけれど、冥めい界かい上層部や各勢力に信望の厚いあなたたちに力を貸していただきたいの」

　ロイガンさんはいま一度俺の前に跪き、懇こん願がんするように訴うつたえかけてくる。

「兵藤一誠さま、代わりに私のすべてをあなたに捧ささげます。『王キング』の駒の特性は失ったけれど、それでも上位ランカーで揉もまれた技術はこの身に残っているわ。──ということで、ひとつ真しん剣けんに考えていただけないかしら？」

　…………。

　……あまりに唐とう突とつなことに言葉も出ない俺。

　……ふと、春先にレイヴェルが俺に言った言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──現実味がなくとも、イッセーさまのもとにはこれから次々と様々な者たちが現れるでしょう。

　──上級悪魔になるということを、そういう面から感じられるようになられるかもしれませんわ。

　──おそらく、冥界で一番注目の新人上級悪魔になるでしょうから。

　……ボーヴァが現れ、百鬼が俺のもとに来て、ビナー氏まで訪れて……そして、レーティングゲームで女性最強のゲームプレイヤーまでもが俺のところに……っ!!

　……本当に現実味がねぇよな、こりゃ。言った当人のレイヴェルですら、ロイガンさんの言葉に口をぽかんと開けたままだ。

　レーティングゲームの元２位の、思ってもみなかった登場とそのお願いに、俺たちは酷ひどく狼ろう狽ばいし、対応に困るのであった。

　高校生活最後の夏休みは、去年を遥はるかに超こえる暑さと熱さになりそうだ──。

　そう、宴うたげは冷めず、熱は上がり続けるのだから。








　　　Singularity.







　一方、その頃ころ──。

　リアス・グレモリーは、イタリア某ぼう所しよにある僻へき地ちの農場を訪れていた。農場──葡萄ぶどう畑で作業をするのは、身長二メートルはあるであろう見事な体たい軀くをした作業服姿の男性だ。

　しかし、若々しい肉体とは裏腹に、齢よわい八十七という老人である。老人──ヴァスコ・ストラーダはリアスを確認すると、しわくちゃな顔を笑み崩した。

「ごきげんよう、ヴァスコ・ストラーダ猊げい下か」

「これはこれは……グレモリーの姫ひめ君ぎみではないか。息災でしたかな？」

　ストラーダは隠いん棲せい先の一いつ軒けん家や、そのテラスにあるテーブル席にリアスを招いた。

　互いに座ると、ストラーダはティーポットを大きな手で摑つかんで、紅茶を淹いれる。

　リアスに紅茶の入ったカップをすすめるが、彼女はすぐに切り出す。

「今日はお茶をしに来たわけではないの」

　ストラーダはテーブルに頰ほお杖づえを突つき、柔にゆう和わな笑みを見せる。

「ほう」

　リアスは率直に訊きく。

「──レーティングゲーム国際大会、ご存じよね？」

　天を見るストラーダ。

「ふふふ、姫君で何組めの訪問者だろうか……」

「その様子だと、オファーはすべて断ったというわけね。猊下の身上を鑑かんがみれば、当然と思えることだわ」

　ストラーダの願いは、ここで人間として天てん寿じゆを全まつとうすることだ。それはリアスも承知の上である。ストラーダはリアスにあえて問う。

「それを承知の上でこの場に来たということは……何か、私を口説くどく術すべがおありかな？　私は赤せき龍りゆう帝ていボーイのように若くはない。天に捧ささげた我が生しよう涯がいは役目を終えたと認識している。トライヘキサとの一戦が、我が最さい後ごの戦いとなった」

　そうなのだろう。それがストラーダの想いなのだろう。

　だが、リアスは思う。それは、本ほん音ねか？　本当に未練はないのか？

　──トライヘキサとのあれを、最後の戦いとしていいのか？

　リアスは教会の戦士たちとの戦いで、アーサー・ペンドラゴンとの戦いで、そして先日のトライヘキサとの戦いで、このヴァスコ・ストラーダの『剣けん』に魅みせられてしまっていたのだ。

　リアスは語る。

「──全盛期の猊下は、堕だ天てん使しの幹部であろうと、最上級悪あく魔までさえも、すべて屠ほふり去ったと聞いたわ。魔ま王おうですら、怖おそれた天の剣であったと」

　リアスは、聞ける限り、冥めい界かいでヴァスコ・ストラーダの伝説を聞いてきた。

　曰いわく、『教会の暴力装置』。曰く、『天界の暴挙』。曰く、『ヴァチカンのイーヴィルキラー』。曰く、『ミスター・デュランダル』。曰く、『本当の悪魔』──。

　この男の戦いぶりを見て生存した悪魔は、そのすべてが当時の風景を畏い怖ふし、戦せん慄りつしながら語ったのだ。

　──あの男あくまと二度と会いたくないと。

　彼らは、若い頃のヴァスコ・ストラーダを見て、心底怖れた。悪魔が『悪魔』だと語ったのだ。そう、『悪魔』と──。

　しかし、その『悪魔』は果てようとしている。ここで終わろうとしている。終えたいと願っている。

　リアスは素直に感じたのだ。

　──それは、もったいないのではないか？　と。

　ストラーダは紅茶を飲み干しながら言う。

「若い頃の武勇伝を聞きに来た……というふうでもない。さて、姫君よ。魔王の妹君よ。私に何を問う？　何を語る？」

　リアスは──真剣な表情で語り出す。

「──我が『騎士ナイト』木き場ば祐ゆう斗と、現デュランダル使いのゼノヴィア、オートクレールを持ったイリナ、希代の天才と称しようされる曹そう操そう、そして聖せい王おう剣けんコールブランドのアーサー・ペンドラゴン。あなたがヴァチカンの幹部になってから生まれた異才の数々──。若い頃、戦いがすべてであった猊下が、ヴァスコ・ストラーダが、思わないはずがないわ」

　リアスは立ち上がり、まくし立てる。

「──彼らと戦いたいと。全力を尽つくして、戦士として、剣士としてッ！」

　リアスは熱のこもった感情をさらけ出して、そう声を張り上げた。

　ストラーダはリアスの言葉を聞き、しばしの無言を貫つらぬく。

　穏おだやかな表情のまま、天を見上げる。リアスはただ、ただ彼の答えを待った。

　ストラーダはテーブルの隅すみに置いていた麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶり、顔の上半分を隠かくした状態で、それを口に出していく。

「……悪魔の姫君。これは、教会信徒としては禁きん忌きの言葉となるだろう。だが、一いつ介かいの剣士であった男の心残りとして、聞いてもらいたい」

　一いつ拍ぱくあけて、ストラーダは、『天界の暴挙』と称された男は、それを口にする。

「──もう六十年、否いな、五十年遅おそく生まれれば、それだけの強つわ者ものが集まる時代を堪たん能のうできただろう。……心残りがないといえば噓うそになる。アーサー・ペンドラゴンと剣を交えたとき──斬きり倒たおしたいと、なぜ、もう三十年遅く生まれてこなかったのだと、彼への激情が渦うず巻まいたものだ」

　ついに口にした本音にリアスは、悪魔の囁ささやきを敢かん行こうする。

「もし、あなたを若くできると言ったら、どうするかしら？　もちろん、悪魔の技ではなく、神の御み業わざ、異能の手段で──」

　その声に、ストラーダは帽子の端はしからリアスを見つめる。

　リアスはそれを語った。

「──『幽世の聖杯セフイロト・グラール』と、魔ま神じんバロールの力、そして仙せん術じゆつの併へい用ようで、一時的にあなたを全盛期のヴァスコ・ストラーダにできるとしたら？　これらは悪魔の技ではないわ。聖書の神が作りし、神器セイクリツド・ギアシステムからの応用と、仙人の力よ」

　それはリアスがこの日に至るまで、チームメンバーと模も索さくした新たな可能性だった。そして、ストラーダを口説くための屁へ理り屈くつだ。

　光こう明みようが見えたことで、リアスは最後のピースを揃そろえるため、ここに来たのである。

　彼女は、畳たたみかけるようにテーブルに小型の転移魔ま方ほう陣じんを出現させて、そこからあるものを現出させた。

　細長いアタッシェケースだった。リアスはケースの留め金を外して、中身をストラーダに見せる。

　中には──二本の長剣が収まっていた。一本は真しん紅くの刀身の剣。もう一本の青い刀身の剣からは攻こう撃げき的な聖なる波動が放たれている──。

　リアスは聖なる波動が放たれる聖剣を指さす。

「これは教会が作った最新の聖剣──デュランダルⅡ。猊下が振ふるっていたデュランダルの発展型。……あなたの全盛期を見たい教会関係者は多いわ。これはね、彼らが猊下のために作った傑けつ作さくよ。──信徒は生きる奇き跡せきとされた猊下の剣技を見たいの」

　デュランダルの新型の登場に、ストラーダは、まるで生き別れた息子と出会った父親のような顔つきになっていた。

　彼にとって、デュランダルがどれだけの存在であるか。しかし、本当のデュランダルは、後継者ゼノヴイアのもとにある。

　しかしながら、目の前のデュランダルは──教え子たちが鍛きたえてくれた一ひと振ふり。自分のためだけに作ってくれた逸いつ品ぴん──。

　刀身に手を近づけ、その波動を身に受ける。それだけで、その一本にどれだけの想いが込められているかが、この老人ならばわかるだろう。

　天を仰あおぐ、ストラーダ。恥はじるように、猛たけるように、懺ざん悔げと興奮が入り交じった声を絞しぼり出す。

「…………ああ、主よ。悪魔の囁きが、これほど甘美に聞こえたことはありませぬ……。さすがは、魔王ルシファーの妹君……。これほど、恐ろしいまでの屁理屈は聞いたことがないッッ！」

　リアスは退ひけない。退くわけにはいかない。

　彼女の脳のう裏りに、ある光景が蘇よみがえる。

　それは、イッセーのチームと転生天使のチームの試合が終わったあとのことだ。リアスは、あらためてその者と言葉を交わした。

　会場内、関係者用の通路で、リアスはその者──ビナー・レスザンと会った。

　すでに正体は知れている。試合中、仮面が割れて、その下にある顔が見られたのだから。

　あれは、あの顔は──若い頃のあの方とそっくり。──否、そのヒトだ。

　対たい峙じし、リアスは正面から言った。

『……グレイフィアお義ね姉えさま』

　ビナー・レスザン──グレイフィア・ルキフグスは、龍りゆうの仮面を脱ぬぎ、リアスの前に素顔を露あらわにする。

　自分と変わらない十代の少女だが……その顔は、敬愛してやまない義姉あねのむかしの顔そのものだった。

　義姉は、グレイフィア・ルキフグスは、姿を魔ま力りよくで十代の頃に変えて、ビナー・レスザンと名乗り、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの『女王クイーン』枠わくとしてエントリーしたのだ。

　グレイフィアは仮面を被り直して、リアスに言う。

『……リアス、多くは語りません。けれど、これだけは覚えておきなさい』

　歩を進め、リアスの隣となりに立って、間近でこう言う。

『──私は、兵ひよう藤どう一いつ誠せいくんを魔王にします』

　義姉の告白に顔をしかめ、目を細めるリアス。

『……それはイッセーの意思ではありませんよね？』

『ええ、私の意思です。けれど、いずれ、冥界の意思になると信じて、私は彼の「女王クイーン」としてあのチームをサポートします』

　そこにどのような思惑があるのか、どのような想いがあるのか。ただわかるのは──義姉は兄サーゼクスを失ったのが原因で、何かを思い描いたのだ。そして、それを叶かなえるのが──イッセーなのだろう。

　義姉に言っても聞かないのは、誰だれよりもよく知っている。何せ、幼い頃ころから、面倒を見てもらっていたのだから──。慕したっていたのだから──。

　なら、リアスがすることは決まっている。

　──直接戦って、真意を知るしかない。

　リアスは強い眼まな差ざしで宣言する。

『……戦うとなれば、相手がお義姉さまでも、イッセーでも、必ず私が勝ちます』

　グレイフィアは、義姉は、ビナー・レスザンは、不敵な笑みで義妹いもうとの言葉を受け入れた。

『それでいい。それでこそ、私の義妹よ』

　そう、リアスは大事な義姉と戦うことを誓ちかった。最愛のヒトと戦うことを望んだ。だからこそ、強大な力を持つ恋こい人びとと義姉を倒すための力を欲ほつする──。

　それは、自分たちが有する能力によって解き放つことができるのなら、これ以上ない戦力となる。

　ヴァスコ・ストラーダは、最後の確認とばかりにこう意地悪に訊きいてくる。

「姫ひめ君ぎみの将来の伴はん侶りよ殿どのに刃やいばを振るうことになるかもしれぬが、それでも良いのかな？　我が刃はいかような存在であろうと──ただ断つのみ。たとえ、無限の力を宿していようとも、あの頃に戻もどれるのなら、例外なく断てるだろう。──否、断つ」

　リアスは臆おくすることなく、間かん髪はつ入れずに答える。

「私の夫になる男ならば、それすらも乗り越こえるはずよ」

　その言葉が決定打だった。ストラーダは立ち上がり、柔にゆう和わな笑みから一変して戦士の顔つきで吼ほえる。

「…………素晴らしい答えだ……ッッ！　このヴァスコ・ストラーダ自ら、伴侶殿の花はな婿むこ修行の一いつ環かんとして立ちふさがらんッッ！」

「交こう渉しよう成立と判断していいのね？」

　この日、ヴァチカンの歴史上、最強とされた剣士が、レーティングゲーム国際大会の参加を表明した。




　交渉を終え、一息を吐つくリアスとストラーダ。

　ストラーダは気になったのか、アタッシェケースに収まっていたもう一振りの、紅い刀身の剣けんについて訊いてきた。

「ところで、そちらの得え物ものは？　剣には違いないようだが」

　リアスは恥ずかしがりながら答えた。

「イッセーと婚こん約やくしたことを天界からも祝福されていただいた一振りよ。紅い刀身の剣。悪魔用に調整されているそうだけれど。──と、いっても、私とイッセーでは使いこなせそうにもないし……。そうね、将来の子供に持たせてあげましょうか」

「なるほど、それはいい。私がそのときまで生きていれば、ぜひとも将来のお子を祝福したいところだ」

「猊げい下かに祝福されたら、大変なことになりそう。一応、悪魔なのだから」

「それはそうだった」

　そんな雑談をしているときだった──。

　リアスのスマートフォンに連れん絡らくが入る。確認すると、そこには──衝しよう撃げき的なニュースが朱あけ乃のよりもたらされていた。

「……これはっ！」

「いかがしたかな？」

　問うストラーダにリアスは苦笑する。

「…………ふふふ、どうやら、そう簡単に決勝トーナメントに行かせてはくれないようね。猊下、新たな情報が入ってきたわ」

　リアスは正面からヴァスコ・ストラーダに言った。

「──王者が、帰ってくるかもしれません」

　リアスにもたらされた情報は、「王者、ディハウザー・ベリアルの一時的な釈しやく放ほうが認められた」ことであった。

「──っ。……これはこれは、是ぜ非ひもない」

　とうの新メンバーは不敵な笑みで歓かん迎げいするだけだった。

　大会は、まだまだ混迷と熱気のうねりに包まれていく──。








　　　The Return of the King.







　ディハウザー・ベリアルは、独どく房ぼうのなかで静かに目を覚ました。彼がいま収しゆう監かんされているのは、政治犯を拘こう置ちする冥めい界かいの刑けい務む所しよであった。

　独房で目を覚ました彼は、深く息を吐はく。

　──夢を見た。子供の頃ころの思い出だ。

　ベリアル家は、いわゆる貧びん乏ぼう貴族だった。山奥のそれほど大きくない館やかたで育った。

　父は平均的な上級悪あく魔まの器量であったが、何代か前の先祖は非常に要領の悪い当主だったようで、先の三大勢力との戦争や旧政府との内戦にて、大失態を立て続けに起こし、ベリアル家の兵力を根こそぎと言っていいほどに失い、家の権けん威いを著いちじるしく失しつ墜ついさせたのだった。

　祖父や父の代、ディハウザーの幼少の頃に至るまで、ベリアル家は財政難に喘あえぎ、断絶しないギリギリのラインで存続していたのだった。

　一族が離り散さんしてもおかしくない状じよう況きようでも、ベリアルの当主たちは理念があった。

「一族と領民は大事にしよう。親族の繫つながりを強め、領民の生活を守らねば、ベリアル家とベリアル領は立ち行かなくなる」

　それが、祖父と父が掲かかげていたものだった。

　そのためか、一族はあまり領土の端はし々ばしに散らばらず、集まって家を盛り立てていた。暮らしが他の貴族たちに劣おとっていたとしても、一族が集まり協力しあえば領土と領民を守ることはできるだろうと、祖父も父も、叔父おじも、親しん戚せき一同、ベリアル家と領土を死守することに尽じん力りよくした。

　そのせいもあり、領土は特別栄えていたわけではないが、日々の暮らしに困る領民がほとんど出ることもなく、ベリアル領の税制は良好だと言われた。

　その分、領主たちの暮らしは、他の貴族と比べて相当ランクが落ちるため、一部の上流階級の者たちからは侮ぶ蔑べつされていたが……。

　自分たちの暮らしのレベルを落としてまで、領民を取るのか──と。

　ディハウザーは──祖父や父が誇ほこらしかった。祖父も父も、悪魔としては特別魔力が高いわけでもなく、戦せん闘とうもどちらかというと苦手だった。それでも、領民に慕したわれ、一族を大事にした。

　ディハウザーはベリアル家とベリアル領が愛いとしかった。

　ディハウザーも幼少期から、いとこ、はとこと会うことが多く、クレーリアとは本当の兄妹のように過ごし、育ってきた。

　同世代の他の元七なな十じゆう二ふた柱はしら──上級悪魔の子供のような、贅ぜいをこらした生活とは無む縁えんだったが、それでもディハウザーは困ったことがなかった。

　そんななかで、ディハウザーは自分に宿る特異な能力に気づき、周囲もその強大な力を認識していくことになる。

　──ディハウザーは、千年に一人の逸いつ材ざい、魔王クラス怪物だったのだ。

　ディハウザーがレーティングゲームに参加し、結果を出すようになってから、ベリアル家は一気に財政が回復した。ディハウザーが自らＰＲ活動したかいもあり、領の特産品も冥界全土で売れるようになった。

　その折、従妹いとこのクレーリアも独立し、眷けん属ぞくを持って人間界に進出できた。自分の活かつ躍やくが一族の未来を、将来を後押しできたことを、ディハウザーは何よりも誇りに感じていた。

　一族を大事にする。それはディハウザーのなかでも生きていた。

　クレーリアを人間界に送れたことが、自分のことのようにうれしかった。

　それからすぐだった。クレーリアの訃ふ報ほうが届いたのは──。

　原因を探り、誰かに恨うらまれようとも、狙ねらわれようとも、大事な家族の命を奪うばった者がいるなら、そいつをあぶり出したかった。クレーリアが粛しゆく清せいされるような失態をするはずがないと信じていたからだ。

　そして、彼の執しゆう念ねんはそれを探り当てる。クレーリアは『王キング』の駒こまを探ったがゆえに、消されたのだ──。

　……しかし、同時にこれもわかってしまう。──彼女が『王キング』の駒を探る切っ掛かけが、自分にかけられていた疑ぎ惑わくだったのだと。

　……恵めぐまれたこの能力で、一族を助けたかった。他の貴族にバカにされないよう、一族の者たちに立派な暮らしを与あたえたかった。

　……結果的に、自分がベリアル家のために行った行こう為いそのものが、彼女の死を招いたのだと、ディハウザーは自身を責め続けたのだった──。

　……アグレアスで戦った折、赤せき龍りゆう帝てい──兵ひよう藤どう一いつ誠せいからクレーリアの魂たましいの在あり方を聞いて、いくらか救われたかのように思えた。

　だが、自分の罪が消えるわけではない。

　……この能力で大切な者たちを幸せにしたかった。そのために運命に与えられた力だと信じて疑わなかった。

　──結果が、民衆や他の勢力にまで迷めい惑わくをかけ、犠ぎ牲せいを出した。

　……ディハウザーは、残りの生をここで静かに罪の償つぐないのために費やそうと決めていた。

　きっと、自分が外に出ても誰かに迷惑をかけるだけだ。強大な力を持つ者は、その力の扱あつかい方を誤れば、不幸の連れん鎖さを生み出すだけなのだ。

　独房の隅すみに新聞が無造作に広がっている。……看守が気を遣つかって、外の情報を仕入れてくれている。……外ではレーティングゲームの国際大会が始まっていた。

　取り調べを受けたとき、ふと、とある刑けい事じに言われたことが脳のう裏りに蘇よみがえった。

『私の息子は今年で九つになります。あなたのファンだと言っていた。……世間一いつ般ぱんの子は、流行はやりのおっぱいドラゴンこと赤せき龍りゆう帝ていや獅子王ライオンさんと呼ばれるサイラオーグ王子に憧あこがれる。うちの子は、おっぱいドラゴンにも獅し子し王おうにも目もくれず、あなたに夢中だ』

　刑事は複雑な表情を浮うかべながらも、自じ慢まんげに子供のことを話す。

『親の私が言うのもなんですが、利発な子でしてね。学校での成績も優ゆう秀しゆうで、家でも普ふ段だんから予習復習を欠かさない。学校の先生から、「他の生徒たちの模も範はんになります」と褒ほめられたほどです。……そんなうちの子が、空いた時間にいつも録画したあなたの試合を見ています。どの試合も何度も何度も見ていて、私が「飽あきないのか？」と訊きくと、「カッコイイからいいの」と返されてしまいましてね。部屋にもあなたのポスターとグッズばかりある』

　刑事はまっ正面からディハウザーに言った。

『うちの子が、警官をしている私に言ったんです。「王者チヤンピオンを許してあげて」と。「王者は悪いことなんてしていない」と。……私は、公的な立場の者です。法と罪を犯したあなたをこうして追い立てないといけません。あの子から見たら、私は立派な悪役なのでしょうな』

　ディハウザーはこう述べる。

『……その子にお伝えください。私よりも、立派なヒーローは他にもいると。何よりも、あなたのお父さんのほうが立派だと』

　刑事は静かに首を横に振ふった。

『……王者、それをあの子に言っても無む駄だでしょう。──男子にとって、幼い頃ころに憧れたヒーローが複数いたとしても、一番だけは覆くつがえらない。……元人間の転生悪魔の友人にそう言われましたよ』

『…………』

『こんなこと言ってる私ですがね。……私もあなたのファンです。だから、残念で仕方ない。今度始まる国際大会で暴れるあなたを見たかった。冥界最強のプレイヤーがこのヒトだと胸を張れる試合が見たかった』

　──国際大会。

　……もし、罪を犯さず、普ふ通つうのプレイヤーとして参加することが叶かなったとしたら──。

　そこまで思い描えがいて、ディハウザーは頭を振る。

　……考えてはいけない。その想いは、罪人である自分が抱いだいてはいけないものだ。

　……もう、レーティングゲームに触ふれてはならない。あれだけの罪を犯した自分の復帰を望む者など……。

　独房のなかで、あらゆる思いを巡めぐらせて、王者は顔を手で覆おおった。

　そのときだった。看守が姿を現す。

「ディハウザー殿どの、あなたに面会したいという方がお見えになられました」







　面会室に入ると、そこで待っていたのは──初老の男だ。自分によく似た男性。

　……ベリアル家現当主──父だった。

　面会室で久方ぶりに会う父の姿は──少しやつれて見えた。

　面会室の窓越ごしに父は朗ほがらかに微ほほ笑えむ。

「ディハウザー、面会が遅おそくなってしまったな」

「……父上」

　父は気楽な話題のように言った。

「試合、見ているか？」

「……テレビでは見ていませんが……情報は耳に入ってきています」

「……悪魔のプロプレイヤーが連敗続きだ。希望の新人、赤せき龍りゆう帝ていも、先日天使のチームに接戦の末、負けてしまった。レーティングゲームの大本たる悪魔が、他の勢力に負け続けているな」

「……神クラスもいますし、プロの上位ランカーが他の勢力のサポートに入ったりもしていますから、一応、悪魔が弱いというわけでもありますまい。……ただ……」

「……ただ？」

　訊き返す父に、ディハウザーは首を横に振る。

「……いえ、なんでもありません」

　ディハウザーは、「自分なら」という言葉を飲み込んだ。それは許されない言葉だ。罪を犯した自分が発してはならない言葉──。

　未練があると、あらためて自覚してしまう。それを、いまの少ないやり取りでなんとなく父親にも感づかれてしまったことは、ディハウザーもわかった。

「……母上は息災ですか？」

　ディハウザーの問いに、ベリアル家現当主はうなずく。

「ああ、元気だ。今日もここに連れてこようかと思ったが……面会できるのはひとりだけらしくてな。家で留守番だ」

「……私は母上にとって、親不孝なことばかりしていますね。レーティングゲームも当初はよく反対されました」

　母は、ディハウザーのゲーム参加を快こころよく思っていなかった。どれだけ活躍しても、試合を見に来てはくれなかったのだ。

　だがそれは、ディハウザーのことを嫌きらっていたからではない。

　現当主が言う。

「……何度も言っているが、レーティングゲームのことなら、気にするな。あれは、おまえが戦う姿を見たくないのだ。一人息子の戦うところを見るのが怖こわいのだよ。おまえが負けるなんてこと、あり得なかったのにな……。それでもあれは、おまえが傷を負う姿すら、見たくないのだろう。私があれの分まで見ているから、大丈夫だ」

　ディハウザーは父に謝る。

「……そこまで気にしてくださったのに、私は……二度とゲームに参加できない状じよう況きようになってしまいました。私がゲームに参加できるまで、父上はあれほど尽力してくださったのに……」

　父は、息子であるディハウザーに、可能な限り高水準の教育を受けさせた。魔王を輩はい出しゆつした家と同格の教育を彼に与えた。

　それは同時に、財政難に喘あえぐ、貧びん乏ぼう貴族のベリアル家にとって、生半可ではない支出となったが、父は領民が困らない範はん囲いで最大限取り計らってくれた。

　ディハウザーは知っている。

　自分の教育費を払はらい続けるために、父は社交界に着ていく服を極力減らし、母もまた大切な宝石類を手放した。

　貴族にとって、それらのことがどれだけ大きいか、幼いディハウザーでも理解していた。

　だから、自分がレーティングゲームで初めての勝利を得たとき、両親に最高級品の衣服を贈おくった。それでいままで自分にかけてくれた期待に報むくい切れたなどとは思ってもいない。

　父が最高級の貴族服を着てくれるだけで、ディハウザーは幸せだったのだ。

　それに気づき、現当主は服の袖そでを引っ張る。

「ハハハ、この服……魔王さま方が常用されているブランドのものだな。ディハウザーよ、私やベリアル家の臣下、領民すべてがおまえのおかげで良い目を見られたのだ。ベリアルの者で、おまえを責める者など、一人とていないだろう」

　ベリアル家現当主が、本題に入った。

「おまえをここから出そうと思う」

「──っ」

　言葉にならないディハウザー。父はさらに続ける。

「おまえの名声のおかげで繫つなげることのできた親交、パイプのすべてを使って、私はおまえをいま一度ゲームのプレイヤーに戻もどしてやりたいのだ。魔王アジュカ・ベルゼブブさまに頭を下げてきた。これぐらいはさせてくれ」

　強気にそう言う現当主だったが、途と端たんに何かを思い出し、こう口にする。

「あ、大王派のパイプはもう使えんか」

　訝いぶかしげな表情を浮かべるディハウザー。父は、大王寄りの派は閥ばつに入っており、ディハウザーの冥界での評価も後押しとなって、高い地位に着いていたのだ。

　それを使えないとは……？

　疑問に答えるように現当主が言う。

「いや、なに。おまえやクレーリアのことでバアルの初代さまに詰つめ寄ってな。ハハハ、その、なんだ。つい、初代さまをぶん殴なぐってしまった。だから、大王派の伝つてはもう使えんかもしれん。すまんな。私もまだまだだ」

　豪ごう快かいに笑う父。……初代バアルは、この冥界でも、悪あく魔まのなかでも、ある意味で魔王以上の重じゆう鎮ちん、裏の支配者だ。それを殴るということは……。

　ディハウザーは理解した。一族を大事にする父は、自分とクレーリアの真実を知り、初代バアルを殴ったのだ。

　父の行いに、ディハウザーはこみ上げてくるものがあった。

「ということもあり、いまはベルゼブブさまの陣じん営えいに厄やつ介かいになりつつあるのだ」

「そ、そのようなことを父上自ら……っ！」

　自分のためにこれ以上、父や一族に迷めい惑わくをかけるのはしのびない。

　しかし、父は天てん井じようを見上げ、こう語る。

「カルファ……おまえの母がな、最近、記録映像でだが、おまえの試合を見るようになった。皮肉なものだな。おまえがここに入れられてから、あれが息子の歩んだ軌き跡せきを見つめ直すように、食い入るように見始めたのだよ」

　──っ。

　……母が、自分の試合を……記録映像で見ている。あれほど、避さけていたものを、見てくれている。

　現当主は続ける。

「それを見て、私は決めた。何があっても、何をしようとも、おまえを大会に送りたいとな。なに、領民とおまえが無事であるなら、またあの山奥の館やかたから始めればいい。ハハハ、貧乏貴族の暮らしには慣れている。あ、こんなことを言うと、ご先祖さまに怒おこられるな」

　その瞬しゆん間かんだった。ディハウザーはこみ上げていたものを、抑おさえていたものを、双そう眸ぼうから止めどなく流した。

　父は、やさしく笑みを浮うかべていた。

「私は国際大会で戦うおまえが見たい。……ファンもそれを望みだしている。連日、私のもとに彼らの声が届く。ディハウザーがいれば、違ちがったと。王者チヤンピオンがいれば、悪魔はもっと戦えると。あのチームにもかのチームにも、皇帝エンペラーベリアルなら勝てたと。皆みな、息を荒あららげて、あるいは悲しそうにそう漏もらしている。何はともあれ、おまえをここから出したい。おまえを待つ者が多いのだ」

　父が、自身の胸をドンと手で勇ましく叩たたいて、ディハウザーに、息子に告げる。

「私は才もなく、不ふ甲斐がいない悪魔だったが、おまえの父親になれた。──だから、自分の子の名めい誉よは守りたい」

　大おお粒つぶの涙なみだをこぼすしかない王者チヤンピオンは、ただただ嗚お咽えつを漏らし、父と母と、一族と領民と、ファンに感謝した。

「…………父上、私は……私は……っ！」

　──王者チヤンピオンはレーティングゲームが好きだった。

「おまえをぶったという赤せき龍りゆう帝ていの母親……きっと私よりもずっと立派な親なのだろう。私は……おまえを怒ることすらできなかったのだからな」

　──王者チヤンピオンは誰だれよりも自分の存在を認めてくれたレーティングゲームが好きだった。

「ディハウザーよ、一いつ緒しよに罪を償つぐなおうではないか。ベリアル家はおまえを見捨てたりはしない。だから、おまえも捨てないでほしい。自分の可能性と、おまえを慕したうファンの期待を──」

　ふいにディハウザーの脳のう裏りに思い返されたのは、いつの日だったか、従妹いとこのクレーリアが口にした言葉だった。

『ディハウザー兄さま、私ね、兄さまの試合をしている姿、とても好きよ。すごく格好良い。ベリアル家の、私の誇ほこりだもの』

　……クレーリア、おまえは私の戦いを遠くで見守ってくれるかい？

　おまえや父上、母上、一族の者たちが誇れるだけの王者チヤンピオンとして、戦ってもいいのだろうか？

　──王者チヤンピオンが帰ってくる。

「──レーティングゲームの王者チヤンピオンを、皇帝エンペラーベリアルを、いま一度私たちや、おまえを慕う者たちに、見せてほしい」

　──王者チヤンピオンが帰ってくるッ！

「…………はい、父上……ッ！」

　ディハウザーの目に、皇帝エンペラーベリアルの瞳ひとみに、火が、炎ほのおが灯った。

　──最強の王者チヤンピオンが、帰き還かんするッッ！

　それからすぐに、冥めい界かい中にその一報は流れる。

　──レーティングゲーム国際大会に皇帝エンペラーベリアルの電でん撃げき的な参戦ッ！

　厳きびしい行動制限と監かん視しをつけるのを条件に、一時的な釈しやく放ほうが許されたのだ。




　リアス・グレモリーとヴァーリ・ルシファーが予選でぶつかることになり、兵藤一誠にとっても、レーティングゲーム国際大会での初の神クラスとの試合となる。

　戦力差は──激しくついているとされ、いくら赤せき龍りゆう帝ていでも、伝説の魔ま物ものテュポーンと、オリュンポス、アースガルズのダブル二代目主神のいるチームに勝てるわけがないと、誰もが予想した。

　だが、全世界は、『赤い龍ウエルシユ・ドラゴン』というものを、この試合で再認識することになるのである──。

　そして、予選の戦いも終盤エンドゲームに差し掛かかり、熾し烈れつな決勝トーナメントへの椅い子す取り合戦が始まった──。








　　　Vidar & Apollon.







「ヴィーザル、大会の新たな組み合わせを見たか？」

「おお、アポロンか。そりゃあ、見たさ」

「やはり、各神話で運命を司つかさどる神たちが、この大会を操作でもしているのだろうか」

「ま、そう思うのも仕方ないが……そんな無粋を破壊の神シヴアがするはずもない。なに、いいじゃないか。神が運命ってものに想いを馳はせるのも、たまにはいいだろうさ」

「それで、『神喰狼を喰らう神フエンリル・イーター』と称されたそなたは、この組み合わせをどう見る？」

「やめてくれ、その呼び名。別に狼を食う趣しゆ味みなんてない。……ただ、まあ、彼とはいずれ政まつりごとやら何やらでぶつかることになるんだ、先に手合わせしておいて損はないかなってね。義弟ヴアーリにゃ悪いけど、これも巡めぐり合わせってやつだ」

「早さつ速そく、テュポーンに連れん絡らくを取り付けよう。作戦会議は早いほうがいいだろう」

「こりゃあ、楽しみだ。次世代を担になえって無茶言われてる同士で、一いつ丁ちようひと暴れしようぜ？──なあ、『駒王学園の赤い龍ハイスクールＤ×Ｄ』。俺はおまえさんを神クラス強敵として迎むかえ撃うつからな」








　　　Team member.







○「[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・大会参加メンバー

・王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

・女王クイーン──ビナー・レスザン（グレイフィア・ルキフグス）

・戦車ルーク──ロスヴァイセ（場合によって僧侶ビシヨツプ）

・戦車ルーク──正規メンバーは未登録

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──レイヴェル・フェニックス（場合によって兵士ポーン）

・兵士ポーン『３』──ボーヴァ・タンニーン（場合によって戦車ルーク）

・兵士ポーン『５』──百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう（場合によって戦車ルーク）

・補欠（兵士ポーン換かん算さん『２』）──エルメンヒルデ・カルンスタイン

・？？──ロイガン・ベルフェゴール




○「リアス・グレモリー」チーム・大会参加メンバー

・王キング──リアス・グレモリー

・女王クイーン──姫ひめ島じま朱あけ乃の

・戦車ルーク──塔とう城じよう小こ猫ねこ

・戦車ルーク──ヴァスコ・ストラーダ

・騎士ナイト──木き場ば祐ゆう斗と

・騎士ナイト──リント・セルゼン

・僧侶ビシヨツプ──ギャスパー・ヴラディ

・僧侶ビシヨツプ──ヴァレリー・ツェペシュ

・兵士ポーン『８』──ミスター・ブラック（クロウ・クルワッハ）








　　　Nether world.







　地じ獄ごくの最下層──氷の地獄、コキュートス。最も重い罪と、裏切りを行った者を永遠に縛しばり付ける、地獄のなかでも極きわめて過か酷こくな最果てである。

　その氷の地獄に──冥めい府ふの神であるハーデスと、その配下である上級死神グリム・リツパーたちが集つどっていた。

　彼らがそこで見つけたのは──コキュートスに不ふ釣つり合いな、異い形ぎよう、異能を調査する研究所であった。氷で出来た渓けい谷こくの奥地にそれはあり、重々しい両開きの扉とびらを開いて、ハーデスたちは中を進んでいく。

　中はすでにもぬけの殻からであり、気配は何ひとつない。

　そう、そこはクリフォト──リゼヴィム・リヴァン・ルシファーの研究所であり、隠かくれ家がのひとつであった。

　事前に得ていた情報をもとに各フロアを繫つなぐ扉のパスワードを解いていく。十は軽く超こえるほどの扉をくぐり抜ぬけた先、厳重に厳重を重ねて、まるで秘ひ匿とくしていたかのようにその場所はあった。

　ハーデスと死神グリム・リツパーたちの眼前にそれは姿を現す。

　広大なフロア全域を埋うめ尽つくさんばかりの培ばい養よう槽そうが、そこにある。そして、その中には──。

　それを見て、普ふ段だんは意気自じ如じよかつ冷静沈ちん着ちやく──冷れい酷こくな死神グリム・リツパーたちも驚きよう愕がくし、どよめきの声を出した。

《ハーデスさま、これは……っ！》

　とうのハーデスは──愉ゆ快かいそうな笑いを漏もらしていた。

《……邪じや龍りゆうアポプスからの『贈おくり物』のひとつにこれの情報があったときは、疑わしいものではあったが……ファファファ、どうやら、まったくもって嫌きらわれていたようだ、リゼヴィム王子よ》

《それでは、これが……？》

　ハーデスと死神グリム・リツパーたちが見つめる巨きよ大だいな培養槽、そこにはたとえようのない醜しゆう悪あくな肉の塊かたまりがあった。生物の形など留めておらず、ただただ盛り上がった、不気味で醜みにくい肉の塊だ。しかし、その肉の塊は──無数の機械の管に繫つながれ、どくんどくんと脈を打ち、うごめく。それはこのような形でも生きている──。

　ハーデスはそれを目のない眼がん孔こうで捉とらえた。

《──そうだ、これが悪あく魔まの王ルシファーの妻にして、悪魔たちの母。──リリス》

　そう、ハーデスはその醜悪な肉の塊を、悪魔の母と呼んだ。リリスと──。リゼヴィムは、リリンは、最後までこれを隠し続けた。自分が死してなおも、これだけは隠した。

　しかし、アポプスの裏切りにより、これはハーデスに知られることとなったのだが。

　いや、リゼヴィムはアポプスにすら、ここを知らせなかったはずだ。──が、かの邪龍を甘く見過ぎていたのだ。アポプスはここを探し当てたのだろう。

　ハーデスはリリスを前にして、両手を大きく広げた。

《……この、わずか一年弱の間に起きた神話のごとき出来事──旧魔ま王おうの血族による反乱、英えい雄ゆうの魂たましいを継つぎし者たちの狂きよう奔ほん、魔王ルシファーの息子による常じよう軌きを逸いつする稚ち気き、そして伝説の邪龍どもと黙もく示し録ろくの獣けものによる破壊の限り。あまりに異常な、あまりに異様な事変が瞬まばたきひとつの間に起こった。その中心には何があった？》

　眼孔の奥を怪あやしく輝かがやかせ、ハーデスは続ける。

《神器セイクリツド・ギア、神滅具ロンギヌス、それもある。──が、それを駆く使しし、すべてを片付けたのは、悪魔にしてドラゴン、ドラゴンにして悪魔、魔王に連なるドラゴンとその一派だ。異世界からの侵しん略りやく者を結果的に呼び込むことになったのは、かの者たちが存在しているからに他ならない。彼奴きやつらがいることによって、この異常な現象の連れん鎖さが巻き起こっているのだろう。ならば、冥府と我が神話を守るために、彼奴らを葬ほうむるしかない》

　異世界『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』の情報もまた、アポプスから伝えられたもののひとつであった。

　このリリスと、その情報を受けて、ハーデスは最後の狼煙のろしを上げる──。

　ハーデスが死神グリム・リツパーたちに命ずる。

《同志たる全死神グリム・リツパーと奈な落らくの神タルタロス、各地獄の王おうたちに伝達せよ。──真の『敵』を駆く逐ちくするときが来た、と》

《《《《《ハッ！》》》》》

　死神グリム・リツパーたちは主あるじの命に応じて、瞬しゆん時じにそこをあとにしていく。

　残されたハーデスは、肉の塊──リリスを見上げた。

《……異世界の侵略者に立ち向かうのは、我らだけでいいのだ》

　決してわかり合えない者たちの最後の戦いもまた、近づいていたのだった──。










　　　あとがき




　最終章の二冊めとなりました。どうも、石いし踏ぶみ一いち榮えいです。

　今回はアーシアを中心にゼノヴィア、イリナと将来の約束を交わしました。足りない描びよう写しやなどは今後のイッセーと彼女たちの関係にご注目ください。さて、最終章なのに、22巻と同様ノリが初期のＤ×Ｄのままですが、最終章は大体こんな感じのノリで進みます。

　では、23巻の解説をば。





・『王キング』──上級悪あく魔まイッセー、オカ研部長アーシアの成長



　今回はバトルというより、青春スポーツものに舵かじを切ってます。これまでイッセーの肉体的な成長を描えがいてきたので、今巻は精神面での最上級生としての成長を書きました。

　大会中にイッセーチームの敗北話を一度必ず入れようと最終章を企き画かくした段階から、決めていました。とはいえ、ただ負けるだけでは意味がないので、イッセーやアーシアの精神的な成長と今後の含ふくみを混ぜての展開となりました。

　一年前、試合で敗北を味わったり、強敵相手に苦いを思いをしたイッセーが、一年後、同じ経験をして悔くやしがる後こう輩はいや臣下にリアスやアザゼルのような言葉をかける場面は、作者以上に読者さんが奴やつの成長を感じ取れたのではないでしょうか。





・『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チーム、新メンバーについて



　まず、エルメンヒルデ。イッセーに惚ほれる女の子枠わくに吸きゆう血けつ鬼きを一人は入れたいと思っていたので、長い時間かけてようやくといったところです。今後もエルメをよろしく！

　次に百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう。実は、彼はミラーカと共に携けい帯たい電でん話わ（今だとスマホ？）を用いたアジュカの『ゲーム』を主題にした物語の主人公とヒロインとして用意していたキャラ（アジュカとティアマットもメインキャラ）です。なかなか、実現できず設定だけ積み重なっており、先にキャラがＤ×Ｄに出るという形になりましたが、こちらの作品もいつか発表してみたいですね。そちらにイッセーたちも登場します。長い目で見ていてください。Ｄ×Ｄでは主人公格ではなく、イッセーのことを心底尊敬してる後輩キャラです。





・ビナー、ミスター・ブラックの正体、そしてロイガンと猊げい下かも参戦！



　さて、『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームの『女王クイーン』枠ビナー・レスザンやリアスチームの『兵士ポーン』枠ミスター・ブラックの正体が明かされました。大方、読者さんの予想通りだったと思います。グレイフィアの行動については、まだ謎なぞが多いです。今後明らかにします。

　そのなかで、ストラーダ猊下のリアスチーム参戦。強すぎたのでもう本編に出すのを止やめようと思ったのですが……逆に神クラスすら参加するこのお祭り大会で出さないほうが不自然だと判断し、出すことを決めました。

　さらにロイガン・ベルフェゴールが臣下にしてくれとイッセーに迫せまりました。彼の周りにグレイフィア、ティアマット、ロイガンと魅み惑わくのお姉さま方も集まってきてます。





・『天界の切り札ジヨーカー』チームとリュディガー・ローゼンクロイツについて



　今回、ついに転生天使のＡエースなどについて、紹しよう介かいさせていただきました。イリナ以外のＡエース三人組は今後もちょっとしたことなどで出していきたいものですね。

　──と、デュリオチームの選手が、試合中に洋服崩壊ドレス・ブレイクのシーンで堕だ天てんしてませんが、彼らは相当訓練されている強つわ者ものなので、煩ぼん悩のうにも強く、堕天現象は起こりにくいです。イリナは……もう少し修行が必要かもしれませんね。

　監かん督とく役で登場したリュディガーは10巻でグレモリー対バアルの試合時に審判アービター役として初登場して以来、度たび々たび話題になっていたキャラです。ようやく設定できました。

　とうのレーティングゲームですが、相変わらず矛む盾じゆんや穴があると思いますけど、ノリと勢いで書いているので細かいところは気にせず読んでくださいますと幸いです。





・謝辞と今後の展開！



　ここで謝辞を。みやま零ゼロさま、担当編集Ｔさま、毎回お世話になっております！

　さてさて、次の24巻は大会予選編の最後の巻となり、リアスチームＶＳヴァーリチーム、イッセーチームＶＳ次世代主神連合チームという恐おそろしいカードになってます！　これらの試合のあと、本格的に大会の本戦トーナメント編に入っていきます。

　次に出るのは24巻……といきたいところですが、ＤＸ４巻となります。ただし、次のＤＸ４巻は、特別仕様の全編書き下ろしとなりまして、お話も前巻と今巻で語られた『サイラオーグチームＶＳ曹そう操そうチーム』編＆『[image: いっ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝ていチームＶＳシトリーチーム』編という本編の特別編となっています！　時系列的にはこの23巻の間に起こったことですので、実質的な本編仕様の23・５巻となります。今回の青春スポーツ編ではなく、戦せん闘とう回として熱くする予定です。力と技のライバル対決＆新旧生徒会対決となります。──と、戦闘だけではアレなので余よ裕ゆうがあればＤＸでもイチャイチャな日常話を挟はさみたいです。

　ＤＸシリーズでありつつ、本編ということになる次回ＤＸ４巻をご期待ください！








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。Ｄ×Ｄはもちろん、私に多大な影響を与えた四つの要素、少年漫画、ガンダム、ポケモン、特撮。今回は主に少年時代に影響を受けたスポーツ漫画のノリで描いてみました。あと、程々に特撮を入れつつもポケモンサンムーンの影響もさっそく出てます。さて、皆さんは何がどれかお分かりになられるでしょうか？


















カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／元良志和










ハイスクールＤ×Ｄ 23
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